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【
パ
ネ
ル
発
表
１
】

初
期
浄
土
〈
宗
〉
教
団
研
究
の
最
前
線
―
湛
空
・
信
瑞
を
中
心
に
―

代
表
者

　

林
田
康
順
（
大
正
大
学
教
授
）

登
壇
者

　

平
間
理
俊
（
大
正
大
学
綜
合
佛
教
研
究
所
研
究
員
）

　

前
島
信
也
（
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
研
究
員
）

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

　

柴
田
泰
山
（
大
正
大
学
非
常
勤
講
師
）

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　

林
田
康
順
（
大
正
大
学
教
授
）

　
【
概
要
説
明
】

�
林
田
康
順

　

今
に
連
な
る
浄
土
宗
の
法
灯
が
、
善
導
大
師
・
法
然
上
人
・
聖
光

上
人
・
良
忠
上
人
と
い
う
二
祖
三
代
の
系
譜
に
連
な
る
こ
と
は
言
う

ま
で
も
な
い
。
一
方
、
法
然
上
人
没
後
、
京
洛
や
鎌
倉
に
お
け
る
初

期
浄
土
〈
宗
〉
教
団
の
実
態
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多
い
。
本
パ

ネ
ル
で
は
、『
法
然
上
人
伝
法
絵
』（『
四
巻
伝
』）
の
制
作
者
で
あ
り
、

嵯
峨
門
徒
と
称
さ
れ
る
一
派
の
祖
と
さ
れ
る
湛
空
と
『
浄
土
三
部
経

音
義
集
』『
泉
涌
寺
不
可
棄
法
師
伝
』『
広
疑
瑞
決
集
』『
法
然
上
人

伝
』
等
、
多
数
の
書
を
編
纂
す
る
な
ど
、
多
彩
な
活
動
を
重
ね
た
信

瑞
を
中
心
に
初
期
浄
土
〈
宗
〉
教
団
研
究
の
最
前
線
に
迫
っ
た
。

　

新
進
気
鋭
の
研
究
者
で
あ
る
平
間
理
俊
氏
と
前
島
信
也
氏
を
パ
ネ

リ
ス
ト
に
迎
え
、
善
導
大
師
の
研
究
を
中
心
に
広
範
に
し
て
多
彩
な

活
躍
を
繰
り
広
げ
て
い
る
柴
田
泰
山
氏
を
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
に
据
え
、

報
告
者
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
担
当
し
て
パ
ネ
ル
を
進
め
た
。
な

お
、
パ
ネ
ル
全
体
の
理
解
に
便
な
ら
し
め
る
た
め
、【
初
期
浄
土

〈
宗
〉
教
団
―
部
分
俯
瞰
図
―
】
を
作
成
し
た
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

　

パ
ネ
ル
全
体
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
柴
田
氏
の
適
切
な
コ
メ
ン
ト

に
譲
る
が
、
湛
空
や
信
瑞
が
描
く
法
然
上
人
像
は
ど
こ
ま
で
も
諸
宗

融
和
的
な
姿
を
前
面
に
押
し
出
し
た
も
の
で
、『
選
択
集
』
に
お
い

て
、
①
三
仏
同
心
に
基
づ
く
選
択
本
願
念
仏
思
想
、
②
念
仏
と
諸
行

を
め
ぐ
る
勝
劣
・
難
易
二
義
説
、
③
善
導
弥
陀
化
身
の
確
信
に
基
づ

く
偏
依
善
導
一
師
説
な
ど
と
い
っ
た
画
期
的
な
新
思
想
を
提
唱
さ
れ

た
法
然
上
人
像
は
鳴
り
を
潜
め
て
い
る
と
言
え
よ
う
か
。
現
在
の
浄

土
宗
教
団
が
戴
く
法
然
上
人
像
は
、
良
忠
上
人
と
そ
の
門
下
が
鎌
倉

や
京
洛
に
入
っ
て
以
降
、
次
第
に
形
成
さ
れ
、
整
え
ら
れ
て
『
黒
谷

上
人
語
灯
録
』
や
『
四
十
八
巻
伝
』
と
し
て
結
実
す
る
こ
と
に
な
る

の
で
あ
る
。
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【初期浄土〈宗〉教団─部分俯瞰図─】
1133  ──  法然上人  ──  1212
　　　　　　　　　　　　1204（元久の法難─七箇条制誡）
　　　　　　　　　　　　　1206 ～（建永の法難）
　　　　　　　　　　　　　　　　1227（嘉禄の法難）

1146  ──  信空上人  ──  1228（白川門徒）
1148  ──  隆寛上人  ──  1227（多念義）
　　　　　　　　　　　　1217 ～ 1227（知恩講私記）

1176  ──  湛空上人  ──  1253（嵯峨門徒）
　法然三七日法要施主、二尊院宝塔に法然遺骨を安置
　　　　　　　　　　　　1237（法然上人伝法絵）
　　　　　　　　　　　　1239（伝法絵略記抄）

1162  ──聖光上人  ──  1238（鎮西義）
1173  ──  親鸞上人  ───  1262（大谷門徒）
　　　　　　　　　　　　　1256 ～ 7 ？（西方指南抄─源空聖人私日記）
　1183  ──  源智上人  ──  1238（柴野門徒）
　　　　　　　　　　　1214 ～（法然上人伝記附一期物語─醍醐本）

1142  ──  明遍上人  ──  1224（高野山蓮華谷聖の祖─道心義）
　1155  ──  空阿上人  ───  1228（比叡山→専修念仏）
　1158  ──  覚愉上人  ────  1233（寺門派→諸行本願義）
　　1166  ──  静遍上人  ──  1224（東密の名匠→真言念仏）
　　1166  ──  明禅上人  ───  1242（毘沙門堂、台密）
　　1167  ──  聖覚上人  ───  1235（安居院流─説法義）

～法然上人と同時代を生き、謦咳に接した人々─法然上人門下の第一世代（部分）～

？  ──  信瑞上人  ──  1279
　　　　　　　1236（浄土三部経音義集）
　　　　　　　　1244（泉涌寺不可棄法師伝）
　　　　　　　　　1256（広疑瑞決集）
　　　　　　　1242 ～ 1275（明義進行集─無観称名義）
　　　　　　　　～ 1262（黒谷上人伝─秦氏）

1199  ──  良忠上人  ──  1287
　　　　　　1243  ──  道光上人  ──  1330
　　　　　　　　　1241 ～ 1262（琳阿本─聖光上人）
　　　　　　　　　　1262（弘願本─聖光上人・一枚起請文等）
　　　　　　　　　　　1274~5（黒谷上人語灯録─二祖三代）
　　　　　　　　　　　　　1297 ～ 1331（一言芳談）
　　　　　　　　　　　　　？～？（祖師一口法語）
　　　　　　　　　　　　　　 1301 頃（拾遺古徳伝絵）
　　　　　　　　　　　　　　　　1312 頃（九巻伝）
　　　　　　　　　　　　　　　　1312 ～（四十八巻伝）
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【『
法
然
上
人
伝
法
絵
』
の
成
立
背
景
と
湛
空
の
信
仰
―
『
善
導
寺

本
』
と
『
国
華
本
』
を
中
心
に
―
】

�

平
間
理
俊

　
　

は
じ
め
に

　

法
然
上
人
（
以
下
、
敬
称
を
略
す
）
の
行
状
を
記
し
た
作
品
は
多

数
あ
る
が
、
絵
巻
類
の
中
で
、
最
も
成
立
が
古
い
の
は
、『
法
然
上

人
伝
法
絵
』（
以
下
、『
伝
法
絵
』
と
称
す
）
で
あ
る（

（
（

。『
伝
法
絵
』

の
転
写
本
『
善
導
寺
本
』『
国
華
本
』
の
本
文
を
精
読
す
る
な
か
で
、

本
絵
伝
は
他
の
法
然
伝
に
は
見
受
け
ら
れ
な
い
特
色
を
有
し
て
い
る

こ
と
を
知
り
得
た
。

　

具
体
的
に
は
、「
授
戒
」「
布
教
」「
臨
終
」
場
面
に
お
い
て
、「
天

台
浄
土
教
」
の
思
想
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
拙
稿
で
指
摘
し
て
き

た
（
（
（

。
特
筆
す
べ
き
は
、
そ
の
よ
う
な
思
想
の
話
型
・
表
現
は
、『
伝

法
絵
』
の
影
響
を
受
け
た
一
部
の
作
品
を
除
い
て
、
他
伝
に
は
、
引

き
継
が
れ
な
い
点
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
そ
れ
ら
「
天
台
浄
土
教
」
の
思
想
が
看
取
で
き
る
四

場
面
（「
霊
山
同
聴
」、「
此
界
一
人
念
仏
名
」、「
如
意
臨
席
」、「
臨

終
夢
告
」）
の
う
ち
、「
霊
山
同
聴
」「
如
意
臨
席
」「
臨
終
夢
告
」
を

取
り
あ
げ
、『
伝
法
絵
』
の
本
文
と
絵
か
ら
読
み
取
れ
る
、
作
者
湛

空
の
思
想
信
仰
に
つ
い
て
の
試
論
を
報
告
し
た
い
。

一
、
高
倉
天
皇
得
戒
場
面
に
お
け
る
『
隋
天
台
智
者
大
師
別
伝
』

「
霊
山
同
聴
法
華
」
説
話

　
「
霊
山
同
聴
法
華
」（
以
下
、「
霊
山
同
聴
」）
と
は
、
南
岳
慧
思
と

天
台
智
顗
が
、
過
去
世
に
お
い
て
霊
鷲
山
で
釈
尊
か
ら
『
法
華
経
』

を
共
に
聴
い
た
こ
と
を
語
り
、
師
弟
の
関
係
に
お
い
て
他
に
見
る
こ

と
が
で
き
な
い
特
殊
な
説
話
で
あ
る（

（
（

。

　

平
了
照
氏
は
、「
霊
山
同
聴
」
の
資
料
に
つ
い
て
、
智
顗
の
弟
子
、

章
安
灌
頂
が
編
纂
し
た
『
隋
天
台
智
者
大
師
別
伝
』、
道
宣
の
『
続

高
僧
伝
』
第
十
七
智
顗
伝
を
提
示
さ
れ
、
こ
の
二
伝
が
天
台
大
師
伝

の
基
礎
と
な
り
、
何
れ
の
天
台
大
師
伝
に
も
「
霊
山
同
聴
」
の
記
事

が
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
ま
ず
『
善
導
寺

本
』
上
巻
に
お
け
る
「
霊
山
同
聴
」
の
該
当
箇
所
を
確
認
し
た
い
。

（
読
解
の
便
宜
上
、
句
読
点
は
私
に
付
し
た
）

　

資
料
一　
　
　

夫
以
、
天
台
山
者
、
桓
武
先
帝
、
傳
敎
大
師
、
起
誓
於
鷲
嶺
之

月
、
弘
法
於
馬
臺
之
風
。（
中
略
）
因
縁
、
靈
山
の
む
か
し
よ

り
ふ
か
く
、
ち
ぎ
り
こ
と
野
野
い
ま
に
ひ
ろ
し（

（
（

。

　

右
に
示
し
た
本
文
は
、
法
然
が
出
家
し
た
後
の
場
面
で
、
叡
山
を

讃
嘆
す
る
く
だ
り
の
な
か
に
（
直
接
的
な
言
葉
で
は
書
か
れ
て
い
な

巻
第
一
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い
が
）
桓
武
天
皇
と
伝
教
大
師
が
「
霊
山
同
聴
」
の
仲
で
あ
る
こ
と

を
確
認
で
き
る
。

　

資
料
二　

高
倉
天
皇
御
得
戒
侍
け
り
。
其
相
承
、
釈
尊
千
佛
の
大
戒
を
持

て
、
正
覚
の
暁
、
陳
の
南
岳
大
師
に
さ
つ
け
、
南
岳
大
師
七
代

を
へ
て
、
道
邃
和
尚
、
本
朝
伝
教
大
師
に
さ
つ
け
、
伝
教
大
師
、

慈
覚
大
師
に
さ
つ
け
、
慈
覚
大
師
、
清
和
天
皇
に
さ
つ
け
た
て

ま
つ
ら
し
め
給
（
中
略
）
故
に
九
帖
附
属
の
袈
裟
、
福
田
を
わ

が
国
に
ひ
ら
き
、
十
戒
血
脈
の
相
承
、
種
子
を
秋
つ
州
に
ま
く（

（
（

。

　

右
に
示
し
た
本
文
は
、
法
然
が
高
倉
天
皇
に
授
け
た
戒
の
く
だ
り

で
、
釈
尊
が
南
岳
大
師
に
授
け
た
と
あ
る
こ
と
か
ら
、「
霊
山
同
聴
」

の
仲
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
相
承
は
、
最
澄
の
『
内
証

仏
法
相
承
血
脈
譜
』「
天
台
円
教
菩
薩
戒
相
承（

（
（

」
や
浄
土
宗
に
相
伝

さ
れ
る
円
頓
戒（

（
（

に
確
認
で
き
る
。

　
『
善
導
寺
本
』
は
、
巻
第
一
に
お
い
て
、
叡
山
を
讃
歎
す
る
と
と

も
に
、
桓
武
天
皇
と
伝
教
大
師
が
「
霊
山
同
聴
」
で
あ
っ
た
こ
と
が

機
縁
と
な
っ
て
、
叡
山
に
仏
法
が
弘
ま
っ
た
点
。『
善
導
寺
本
』
巻

二
で
は
、
法
然
が
高
倉
天
皇
に
授
け
た
戒
は
、
釈
尊
が
「
霊
山
同

聴
」
で
あ
っ
た
南
岳
大
師
に
授
け
た
円
頓
戒
で
あ
る
点
、
こ
の
二
点

に
お
い
て
「
霊
山
同
聴
」
説
話
が
必
要
不
可
欠
と
な
っ
て
く
る
の
で

巻
第
二

あ
る（

（
（

。

　
　

二
、
臨
終
場
面
と
『
隋
天
台
智
者
大
師
別
伝
』「
如
意
臨
席
」

　

法
然
の
臨
終
場
面
に
は
「
慈
覚
大
師
附
属
の
法
衣
」
を
身
に
ま
と

い
、
念
仏
を
唱
え
て
、
往
生
を
遂
げ
る
様
子
が
絵
と
文
で
記
さ
れ
て

い
る
。
本
場
面
に
お
い
て
「
慈
覚
大
師
附
属
の
袈
裟
」
は
重
要
な
文

言
で
あ
る
と
と
も
に
、
法
然
の
遺
徳
を
示
す
象
徴
的
な
衣
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。

　

そ
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
の
は
、『
善
導
寺
本
』
上
巻
（
前
掲
、

資
料
二
）
高
倉
天
皇
得
戒
場
面
に
「
九
帖
附
属
の
袈
裟
」
と
あ
り
、

下
巻
臨
終
場
面
に
「
慈
覚
大
師
附
属
の
法
衣
」
と
二
回
に
わ
た
り
記

述
が
あ
る（

（1
（

か
ら
で
あ
る
。『
伝
法
絵
』
作
者
は
、
上
巻
に
法
然
が

「
慈
覚
大
師
正
統
の
円
頓
戒
相
伝
者
」
で
あ
り
、「
九
条
の
袈
裟
を
附

属
」
さ
れ
た
こ
と
、
下
巻
に
「
そ
の
附
属
の
袈
裟
を
身
に
ま
と
い
往

生
す
る
」
姿
を
記
し
、
上
下
巻
を
通
し
て
、
首
尾
照
応
と
な
る
描
き

方
を
し
て
い
る
。
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次
に
、『
国
華
本
』
の
臨
終
場
面
の
絵
【
図
一
】
に
注
目
し
た
い
。

『
国
華
本
』
と
『
善
導
寺
本
』【
図
二
】
を
比
較
す
る
と
、
主
に
、
異

な
る
点
は
二
点
あ
る
。

　

一
、『
国
華
本
』
に
は
、
法
然
を
囲
む
僧
侶
や
人
々
に
名
前
が
記

さ
れ
る
点
。

二
、『
国
華
本
』
の
み
、
右
上
部
に
「
如
意
」
を
持
っ
た
僧
侶
が

描
か
れ
て
い
る
点
。

　
「
如
意
」
と
は
、『
望
月
仏
教
大
辞
典
』
に
「
説
法
講
讃
ま
た
は
法

会
等
の
時
に
講
師
等
の
持
す
る
道
具
」
と
あ
る（

（1
（

。
ま
た
、『
隋
天
台

智
者
大
師
別
傳
』
の
慧
思
と
智
顗
の
附
法
に
関
す
る
記
述
に
、「
如

意
臨
席
」
の
文
言
を
確
認
で
き
る
。「
如
意
臨
席
」
と
は
、
慧
思
の

代
行
で
『
般
若
経
』
を
講
説
し
た
智
顗
の
弁
説
は
見
事
な
も
の
で
、

慧
思
は
（
師
と
し
て
）
教
え
を
正
し
く
智
顗
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き

た
こ
と
を
「
如
意
」
を
持
っ
て
示
し
て
い
る
場
面
で
あ
る（

（1
（

。
こ
こ
に

「
如
意
」
を
用
い
た
「
附
法
の
正
統
性
」
を
確
認
で
き
よ
う
。
す
な

わ
ち
、
こ
の
場
面
に
お
い
て
「
如
意
」
は
、
講
師
の
持
つ
道
具
の
意

味
に
と
ど
ま
ら
ず
、「
附
法
の
正
統
性
を
示
す
」
象
徴
的
な
法
具
で

あ
る
と
い
え
よ
う（

（1
（

。

○
臨
終
場
面
に
お
け
る
南
岳
大
師
相
承
―
如
意
と
九
条
袈
裟
―

　

現
段
階
で
は
、『
国
華
本
』
の
如
意
を
持
っ
た
人
物
は
、「
南
岳
慧

思
」
を
描
い
た
と
す
る
結
論
に
至
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、
二
点
あ
る
。

第
一
の
理
由
は
、『
善
導
寺
本
』
巻
第
四
に
、
法
然
の
遺
徳
を
讃
え

る
く
だ
り
に
、「
慈
覚
大
師
ノ
袈
裟
相
伝
之
南
岳
大
師
相
承
云
々
」

と
あ
り
、「
慈
覚
大
師
の
袈
裟
が
南
岳
大
師
相
承
」
と
記
さ
れ
る
点

【
図
一
】
岡
山
県
立
博
物
館
所
蔵

【
図
二
】
大
本
山
善
導
寺
所
蔵
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に
よ
る（

（1
（

。
こ
の
一
文
は
、『
拾
遺
古
徳
伝
』『
琳
阿
本
』『
九
巻
伝
』

に
も
確
認
で
き
る（

（1
（

。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
に
あ
げ
た
法
然
伝
の
作
者
は
、

法
然
が
臨
終
の
時
に
身
に
つ
け
た
「
慈
覚
大
師
の
袈
裟
」
が
「
南
岳

大
師
相
承
」
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

　

第
二
の
理
由
は
、『
隋
天
台
智
者
大
師
別
伝
』
に
、
夢
の
中
で
智

顗
が
、
師
の
南
岳
慧
思
か
ら
臨
終
の
時
に
は
見
送
る
こ
と
を
約
束
さ

れ
、
死
の
告
げ
を
自
分
で
確
認
す
る
場
面
（「
臨
終
夢
告
」）
が
あ
る（

（1
（

。

『
国
華
本
』
の
如
意
を
持
っ
た
僧
侶
は
、
阿
弥
陀
三
尊
と
同
じ
位
置

に
描
か
れ
、
異
空
間
か
ら
臨
終
を
見
守
る
姿
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

ま
で
の
考
察
を
勘
案
す
る
と
、『
国
華
本
』
臨
終
場
面
は
、『
隋
天
台

智
者
大
師
別
伝
』
の
「
如
意
臨
席
」「
臨
終
夢
告
」
場
面
を
援
用
し

て
、
絵
画
化
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。

　
　

ま
と
め

　

本
稿
で
は
、「
霊
山
同
聴
」「
如
意
臨
席
」「
臨
終
の
夢
告
」「
慈
覚

大
師
附
属
の
袈
裟
」
の
記
述
に
注
目
し
て
、
考
察
を
く
わ
え
た
。
再

度
、
簡
潔
に
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

　
「
霊
山
同
聴
」「
如
意
臨
席
」
は
、
天
台
に
お
け
る
「
慧
思
と
智

顗
」
の
附
法
の
正
統
性
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
。
こ
の
二
場
面
に
、

「
慈
覚
大
師
の
袈
裟
」
の
場
面
を
く
わ
え
る
と
、
そ
こ
に
は
南
岳
大

師
慧
思
、
天
台
大
師
智
顗
、
慈
覚
大
師
円
仁
と
い
う
天
台
浄
土
教
か

ら
法
然
へ
の
附
法
の
相
伝
に
関
す
る
点
で
通
底
し
て
い
る
と
い
え
よ

う
。
ま
た
、「
智
顗
が
最
晩
年
に
見
た
夢
告
」
は
、
師
の
慧
思
か
ら

浄
土
往
生
が
確
約
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
臨
終
に
は
見
送
る
こ
と
を
約

束
さ
れ
、
智
顗
は
自
身
の
「
死
の
相
」
を
知
る
と
い
う
夢
で
あ
っ
た
。

　

看
過
で
き
な
い
点
は
、「
霊
山
同
聴
」、「
如
意
臨
席
」、「
臨
終
の

夢
告
」
の
三
点
が
『
隋
天
台
智
者
大
師
別
傳
』
に
記
述
さ
れ
て
い
る

点
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
『
伝
法
絵
』
の
作
者
湛
空
は
、『
隋
天
台
智

者
大
師
別
伝
』
の
慧
思
と
智
顗
の
附
法
に
着
目
し
、
そ
れ
を
自
ら
作

っ
た
法
然
伝
に
援
用
し
、
法
然
の
円
頓
戒
の
正
統
性
を
、
詞
書
や

「
臨
終
場
面
の
絵
」
に
反
映
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
考
察
を
総
合
す
る
と
、『
国
華
本
』
の
臨
終
場
面
に
描
か

れ
た
右
上
の
人
物
は
、
円
頓
戒
の
淵
源
と
な
り
、「
霊
山
同
聴
」
の

淵
源
で
も
あ
る
「
南
岳
慧
思
」
と
な
ろ
う
。
そ
し
て
『
伝
法
絵
』
の

作
者
湛
空
は
、
法
然
が
叡
山
に
お
い
て
叡
空
か
ら
授
か
っ
た
「
円
頓

戒
」
が
「
慈
覚
大
師
正
統
の
円
頓
戒
」
で
あ
り
、
法
然
が
「
正
統
相

伝
者
」
で
あ
る
こ
と
を
記
し
た
と
い
え
よ
う
。

1　
『
善
導
寺
本
』『
国
華
本
』
の
先
行
研
究
は
、
以
下
の
と
お
り
。
中
井
真
孝

『
善
導
寺
本
』（『
法
然
上
人
絵
伝
集
成
１
』
平
成
二
〇
年
、
浄
土
宗
）。
梅
津
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次
郎
「
新
出
の
法
然
上
人
伝
法
絵
に
つ
い
て
」『
国
華
』
七
〇
五
号
（
国
華

社
、
昭
和
二
五
年
）、
梅
津
次
郎
『
絵
巻
物
残
欠
愛
惜
の
譜
〈
４
〉』（『
日
本

美
術
工
芸
』
昭
和
四
〇
年
五
月
所
収
）。
三
田
全
信
『
成
立
史
的
法
然
上
人

諸
伝
の
研
究
』（
平
楽
寺
書
店
、
昭
和
五
一
年
再
版
）。

2　

拙
稿
「
法
然
上
人
絵
伝
に
お
け
る
「
霊
山
同
聴
法
華
」
の
意
義
」（『
国
文

学
試
論
』
第
二
二
号
、
平
成
二
五
年
）、「
法
然
上
人
絵
伝
研
究
―
―
『
国
華

本
』「
此
界
一
人
念
仏
名
考
」
―
―
」（『
国
文
学
試
論
』
第
二
四
号
、
平
成

二
七
年
）「
法
然
上
人
絵
伝
の
臨
終
場
面
を
読
む
―
―
『
善
導
寺
本
』『
国
華

本
』
を
中
心
に
―
―
」、『
国
文
学
試
論
』
第
二
六
号
、
平
成
二
九
年
）。

3　

先
行
研
究
に
は
、
平
了
照
「
霊
山
同
聴
に
つ
い
て
」（『
天
台
学
報
』
第
一

四
、
天
台
学
会
、
昭
和
四
七
年
）、
大
場
朗
『
梁
塵
秘
抄
』
と
天
台
教
学
―

「
我
等
が
宿
世
の
め
で
た
さ
は
」
の
一
首
を
め
ぐ
っ
て
―
（
宇
部
短
期
大
学

学
術
報
告
第
三
五
号
、
平
成
十
年
）、
米
山
孝
子
「
行
基
と
波
羅
門
僧
正
と

の
贈
答
歌
成
立
の
背
景
」（『
水
門
』
言
葉
と
歴
史
二
二
号
、
勉
誠
出
版
、
平

成
二
二
年
）、
大
場
朗
「
西
行
と
天
台
」
―
西
行
歌
と
霊
山
同
聴
法
華
―

（『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
至
文
堂
、
平
成
二
三
年
）
が
あ
る
。

4　

平
氏
注
（
３
）
に
同
じ
。

5　
『
善
導
寺
本
』（
注
１
）
一
八
頁
。

6　
『
善
導
寺
本
』（
注
１
）
三
五
、
三
六
頁
。

7　
『
伝
教
大
師
全
集
』
第
一
巻
、
二
三
〇
～
二
三
六
頁
（
世
界
聖
典
刊
行
協

会
、
昭
和
五
〇
年
）、『
仏
書
解
説
大
辞
典
』（
大
東
出
版
社
、
昭
和
四
九
年
）

『
内
証
仏
法
相
承
血
脈
譜
』
に
「
菩
薩
戒
脈
、
蓮
華
蔵
世
界
盧
舎
那
仏
よ
り

逸
多
等
の
二
十
余
菩
薩
を
経
て
次
第
相
承
し
、
道
邃
よ
り
最
澄
義
真
と
相
承

す
る
血
脈
と
霊
山
聴
衆
南
岳
直
授
、
天
台
直
授
の
相
承
が
次
第
し
て
最
澄
義

真
に
至
る
血
脈
の
相
承
を
誌
せ
り
。
こ
の
梵
網
相
承
と
法
華
相
承
を
融
合
護

持
す
る
と
こ
ろ
に
、
一
重
円
頓
戒
の
成
立
を
見
る
も
の
と
云
う
べ
し
」
と
あ

る
。

8　

恵
谷
隆
戒
『
改
訂　

円
頓
戒
概
論
』
第
二
篇
「
円
頓
戒
要
論
」
第
三
章

「
円
頓
戒
の
相
承
」（
大
東
出
版
、
昭
和
五
三
年
）、
恵
谷
隆
戒
『
円
頓
戒
概

説
』
第
三
章
（
浄
土
宗
宗
務
庁
、
昭
和
五
五
年
）
寺
井
良
宣
『
天
台
円
頓
戒

思
想
の
成
立
と
展
開
』
第
一
章
「
二　

黒
谷
戒
系
と
そ
の
文
献
」
七
頁
（
平

成
二
八
年
）。

9　

高
倉
天
皇
へ
の
説
戒
に
つ
い
て
は
、
三
田
氏
（
注
１
）
一
二
四
～
一
三
六

頁
が
詳
し
い
。

10　
『
善
導
寺
本
』（
注
１
）
八
七
、
八
八
頁
。

11　
『
望
月
仏
教
大
辞
典
』
第
五
巻
「
如
意
」
の
項
、
四
一
三
〇
頁
（
昭
和
四

九
年
、
改
定
第
一
刷
、
世
界
聖
典
刊
行
協
会
）

12　
『
大
正
蔵
』
五
〇
巻
一
九
二
頁
ａ
二
〇
～
二
七
行
。
福
原
隆
善
訳
『
隋
天

台
智
者
大
師
別
伝
』
一
〇
頁
（『
現
代
語
訳
一
切
経
２
』
平
成
九
年
、
大
東

出
版
）
参
照
。

13　

佐
藤
哲
英
氏
は
、「
智
顗
の
臨
終
と
そ
の
信
仰
」
で
「
別
伝
に
お
け
る
臨

終
の
記
事
を
読
ん
で
特
に
注
意
す
べ
き
こ
と
は
法
華
信
仰
と
弥
陀
信
仰
と
の

公
錯
で
あ
る
」
と
し
、「
弥
陀
・
観
音
の
来
迎
信
仰
が
強
調
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
見
落
と
し
て
は
な
ら
ぬ
」
と
す
る
。（『
天
台
大
師
の
研
究
』
百
華
苑
、

昭
和
三
六
年
）

14　
『
善
導
寺
本
』（
注
１
）
一
六
三
頁
。

15　
『
拾
遺
古
徳
伝
』
二
八
五
頁
（『
法
然
上
人
絵
伝
集
成
３
』
平
成
二
〇
年
、

浄
土
宗
）、『
琳
阿
本
』
二
一
二
頁
（『
法
然
上
人
絵
伝
集
成
２
』
平
成
二
〇

年
、
浄
土
宗
）、『
九
巻
伝
』（『
浄
土
宗
全
書
』
第
一
七
巻
）
二
三
八
頁
。

16　
『
大
正
蔵
』
五
〇
巻
一
九
五
頁
Ｃ
一
八
～
二
三
行
。

付
記　

本
稿
の
執
筆
に
あ
た
り
画
像
掲
載
の
御
許
可
を
賜
り
ま
し
た
浄
土
宗
大

本
山
善
導
寺
様
、
岡
山
県
立
博
物
館
様
に
こ
の
場
を
借
り
て
厚
く
御
礼
申
し

あ
げ
ま
す
。
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【
信
瑞
の
業
績
か
ら
み
る
初
期
念
仏
教
団
の
動
向
】

�

前
島
信
也

　
　

は
じ
め
に

　

敬
西
房
信
瑞
（
？
〜
一
二
七
九
）
と
は
、
長
楽
寺
隆
寛
と
法
蓮
房

信
空
の
弟
子
で
あ
り
、『
浄
土
三
部
経
音
義
集
』
や
『
明
義
進
行
集
』

と
い
っ
た
多
数
の
典
籍
を
著
し
た
人
物
で
あ
る（

（
（

。
そ
の
経
歴
に
つ
い

て
は
ほ
と
ん
ど
伝
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
大
正
期
に
『
広
疑
瑞

決
集
』『
明
義
進
行
集
』
が
相
次
い
で
発
見
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て

一
躍
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。
信
瑞
が
活
躍
し
た

時
期
は
法
然
滅
後
二
十
年
を
過
ぎ
た
頃
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
ち
ょ

う
ど
浄
土
宗
第
二
祖
・
聖
光
か
ら
第
三
祖
・
良
忠
へ
と
移
り
変
わ
る

時
期
、
い
わ
ゆ
る
今
に
つ
ら
な
る
「
教
団
」
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
る

時
期
に
当
た
る
。
本
パ
ネ
ル
発
表
で
は
、
こ
の
よ
う
な
「
教
団
」
と

は
異
な
る
信
瑞
の
立
場
に
つ
い
て
、
そ
の
著
作
に
見
ら
れ
る
法
然
教

学
の
受
容
を
通
じ
て
検
討
を
行
っ
た
。

　
　

一
、
信
瑞
の
著
作

　

信
瑞
著
作
の
特
質
す
べ
き
点
は
、
書
誌
学
的
信
頼
性
の
高
い
著
作

が
残
存
し
て
い
る
点
、
様
々
な
分
野
に
わ
た
っ
て
著
作
が
作
成
さ
れ

た
点
に
あ
る
。
現
在
ま
で
に
次
の
五
種
の
著
作
が
知
ら
れ
て
い
る
。

　
『
浄
土
三
部
経
音
義
集
』（
嘉
禎
二
年
〈
一
二
三
六
〉）
は
日
本
で

初
め
て
「
浄
土
三
部
経
」
に
対
し
て
編
纂
さ
れ
た
音
義
書
で
あ
り
、

そ
の
経
文
の
音
・
意
味
に
つ
い
て
外
典
・
内
典
を
問
わ
ず
数
多
の
典

籍
が
参
照
さ
れ
て
い
る
。

　
『
泉
涌
寺
不
可
棄
法
師
伝
』（
寛
元
二
年
〈
一
二
四
四
〉）
は
入
宋

僧
俊
芿
の
伝
記
で
あ
り
、
俊
芿
の
滅
後
、
そ
の
門
下
の
請
に
よ
っ
て

著
さ
れ
た
。

　
『
広
疑
瑞
決
集
』（
建
長
八
年
〈
一
二
五
六
〉）
は
諏
訪
信
仰
圏
内

に
あ
っ
た
上
原
馬
允
敦
広
の
疑
に
対
し
て
信
瑞
が
返
答
し
た
問
答
書

で
あ
る
。
浄
土
教
・
本
地
垂
迹
・
殺
生
論
等
を
テ
ー
マ
に
二
五
の
問

答
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　
『
明
義
進
行
集
』（
成
立
年
不
明
）
は
他
宗
か
ら
浄
土
宗
へ
帰
入
し
、

無
観
称
名
を
行
じ
た
八
人
（
静
遍
・
明
遍
・
隆
寛
・
空
阿
・
信
空
・

覚
愉
・
聖
覚
・
明
禅
）
の
言
行
と
無
観
称
名
に
つ
い
て
の
問
答
を
収

録
し
た
書
で
あ
り
、『
四
十
八
巻
伝
』『
和
語
灯
録
』
に
影
響
を
与
え

た
。

　
『
黒
谷
上
人
伝
』（
成
立
年
不
明
）
は
、
北
条
時
頼
が
関
東
下
向
の

際
に
信
瑞
が
献
上
し
た
法
然
の
伝
記
と
さ
れ
る
が
、
現
存
し
て
い
な

い
。

　

こ
の
よ
う
に
、
信
瑞
著
作
は
『
浄
土
三
部
経
音
義
集
』
の
よ
う
な
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学
僧
的
著
作
か
ら
、
浄
土
教
や
殺
生
論
に
つ
い
て
独
自
の
見
解
を
加

え
て
浄
土
教
を
勧
進
す
る
『
広
疑
瑞
決
集
』、「
無
観
称
名
」
を
中
心

に
八
人
の
行
者
の
言
行
を
収
集
し
た
『
明
義
進
行
集
』
と
い
っ
た
幅

広
い
ス
タ
ン
ス
と
そ
の
変
化
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
一
方
で

い
わ
ゆ
る
教
義
書
と
よ
ぶ
べ
き
典
籍
は
な
く
、
法
然
教
学
を
ど
の
よ

う
に
受
容
し
た
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、『
広
疑
瑞
決
集
』『
明

義
進
行
集
』
の
説
示
か
ら
読
み
解
く
必
要
が
あ
る
。

　
　

二
、
信
瑞
の
教
義
解
釈
の
ス
タ
ン
ス

　

信
瑞
の
教
義
解
釈
の
ス
タ
ン
ス
は
非
常
に
特
徴
的
で
あ
る
。『
広

疑
瑞
決
集
』
巻
第
一
の
三
願
（
第
十
八
・
十
九
・
二
十
願
）
に
関
す

る
説
示
は
、
そ
れ
を
顕
著
に
示
し
て
い
る
。
上
原
敦
広
は
、
当
時
の

三
願
解
釈
が
「
人
々
の
料
簡
ま
ち
ま
ち
」
で
あ
る
こ
と
の
不
審
を
信

瑞
に
尋
ね
る
。
こ
れ
に
対
し
て
信
瑞
は
、
諸
行
本
願
・
非
本
願
の
解

釈
が
当
時
大
き
な
論
争
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
認
め
た
上
で
、
三
願

す
べ
て
念
仏
往
生
の
願
で
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
。
こ
の
信
瑞
の
三

願
解
釈
で
注
目
す
べ
き
は
、
三
願
の
解
釈
が
異
な
る
隆
寛
・
明
遍
・

法
然
等
を
引
用
す
る
点
に
あ
る
。

信 

瑞

隆 

寛

明 

遍

法 

然

総　願
三
種
往
生
願

は
、
機
に
約

し
、
行
に
約
す

と
い
う
相
違
は

あ
る
が
、
往
生

を
遂
げ
、
来
迎

を
こ
う
む
る
の

は
み
な
念
仏
を

称
す
る
人
で
あ

る
。（
隆
寛
）

三
種
往
生
願

は
、
機
に
約

し
、
行
に
約
す

と
い
う
相
違
は

あ
る
が
、
往
生

を
遂
げ
、
来
迎

を
こ
う
む
る
の

は
み
な
念
仏
を

称
す
る
人
で
あ

る
。

三
種
の
願
、
倶

に
一
人
の
上
に

具
す
へ
き
也
。

―

十 九 願
本
善
あ
る
聖
道

門
の
学
者
の
、

後
に
浄
土
に
帰

し
た
る
人
の
相

也
。（
隆
寛
）

本
善
あ
る
聖
道

門
の
学
者
の
、

後
に
浄
土
に
帰

し
た
る
人
の
相

也
。

称
念
す
る
に
、

十
九
は
即
来
迎

に
あ
つ
か
る

也
。

―

二 十 願
二
十
の
願
は
、

念
仏
の
行
人
、

も
し
順
次
往
生

を
と
け
す
と
い

へ
と
も
、
二
生

三
生
に
も
、
つ

ゐ
に
往
生
を
と

く
る
也
。

（
猶
雑
修
諸

行
。
此
人
信
心

不
二

決
定
一

恐

難
レ
得
二
往
生
一

是
故
法
蔵
比
丘

願
云
、
縦
因
者

信
心
雖
レ

不
レ

一
、
廻
心
発
願

一
向
専
二
念
無

量
寿
仏
一、
願
レ

生
二
極
楽
一
必

令
レ
得
二
果
遂

一
也
。）

弥
陀
に
帰
し
つ

る
も
の
は
、
あ

さ
き
も
深
き

も
、
順
次
多
生

に
、
皆
其
の
の

そ
み
を
成
す
る

也

そ
の
三
生
の
時

刻
百
歳
か
う
ち

に
は
、
念
仏
衆

生
は
み
な
以
往

生
す
へ
き
な
り
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信
瑞
の
三
願
の
総
願
の
解
釈
は
隆
寛
の
『
弥
陀
本
願
義
』
の
解
釈

に
基
づ
き
、
三
願
の
相
違
は
「
機
に
約
し
行
に
約
し
」
た
も
の
で（

（
（

、

す
べ
て
念
仏
往
生
の
願
と
す
る
。
そ
し
て
、
第
十
九
願
を
か
つ
て
聖

道
門
に
あ
っ
た
人
が
浄
土
門
に
帰
依
し
た
人
の
相
と
す
る（

（
（

。
し
か
し
、

第
二
十
願
に
つ
い
て
は
、
隆
寛
の
『
弥
陀
本
願
義
』
の
解
釈
で
あ
る

「
雑
修
か
ら
一
向
専
修
に
な
っ
た
人
物
の
た
め
の
願
」
を
採
用
せ
ず
、

良
源
・
法
然
が
説
示
し
た
「
順
次
多
生
に
往
生
で
き
る
こ
と
」
を
提

示
す
る
。

　

そ
し
て
、
さ
ら
に
蓮
華
谷
明
遍
の
三
願
解
釈
を
引
用
す
る
。
明
遍

は
三
願
の
相
違
を
「
一
人
の
念
仏
行
者
が
具
え
る
べ
き
も
の
」
と
す

る
（
（
（

。
そ
し
て
第
十
九
願
は
来
迎
の
願
と
し
、
弥
陀
が
来
迎
し
現
前
に

現
れ
る
こ
と
で
往
生
で
き
る
と
し
、
第
二
十
願
に
つ
い
て
は
、
往
生

を
心
に
か
け
て
弥
陀
に
帰
せ
ば
「
あ
さ
き
も
ふ
か
き
も
」
順
次
多
生

に
そ
の
望
み
を
成
就
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
信

瑞
は
、
異
な
る
三
願
の
解
釈
、「
機
と
行
に
応
じ
た
も
の
」「
一
人
の

人
間
に
対
す
る
も
の
」
と
い
う
異
な
る
解
釈
を
提
示
し
な
が
ら
も
、

そ
れ
ら
を
「
是
」
と
し
て
提
示
す
る
の
で
あ
る（

（
（

。

　
　

三
、『
明
義
進
行
集
』
の
八
人

　

こ
の
よ
う
な
複
数
の
異
な
る
解
釈
を
受
容
す
る
ス
タ
ン
ス
の
も
う

ひ
と
つ
の
例
が
『
明
義
進
行
集
』
の
八
人
で
あ
る
。
こ
れ
ら
八
人
は

い
ず
れ
も
無
観
称
名
を
修
し
た
人
物
と
さ
れ
る
が
、
彼
ら
は
法
然
の

教
え
を
受
持
す
る
直
弟
子
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
選
ば
れ
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
し
か
し
、
静
遍
が
法
然
の
教
学
に
傾
倒
し
た
の
は
法
然
滅
後

で
あ
り
、
明
禅
に
つ
い
て
も
法
然
と
直
接
面
授
し
た
記
録
は
な
い
。

で
は
八
人
の
提
示
に
よ
っ
て
自
身
の
師
で
あ
る
隆
寛
・
信
空
と
い
う

人
物
を
法
然
教
学
を
正
統
的
に
受
け
継
い
た
人
物
と
主
張
し
た
か
っ

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
記
述
の
中
で
両
者
を
優

勢
さ
せ
る
記
述
は
な
く
、
八
人
を
並
列
的
に
提
示
す
る
必
要
性
も
な

い
。
さ
ら
に
は
『
明
義
進
行
集
』
聖
覚
の
項
に
は
、

上
人
ツ
ネ
ニ
ノ
タ
マ
ヒ
ケ
ル
ハ
、
吾
カ
後
ニ
、
念
佛
往
生
ノ
義

ス
ク
ニ
イ
ハ
ム
ス
ル
人
ハ
、
聖
覺
ト
隆
寬
ト
ナ
リ
ト
云
云
、

と
あ
り
、
念
仏
往
生
の
義
の
解
説
で
き
る
人
物
と
し
て
聖
覚
と
隆
寛

を
提
示
す
る
法
語
を
引
用
す
る
こ
と
か
ら
も
、
二
人
の
師
の
正
統
性

を
主
張
す
る
意
思
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
な
信
瑞
の

態
度
に
つ
い
て
、
善
裕
昭
氏
は
『
明
義
進
行
集
』
の
八
人
の
採
用
意

図
に
つ
い
て
述
べ
る
際
に
、「
無
観
称
名
義
に
見
合
う
部
分
だ
け
を

引
用
し
、
共
通
項
を
導
き
出
し
て
均
質
化
し
学
僧
ら
の
教
学
的
一
致

を
論
じ
る
こ
と
で
あ
る
。（
中
略
）
思
想
的
個
性
を
捨
象
し
て
最
大

公
約
集
を
抽
出
す
る（

（
（

」
と
す
る
。
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し
か
し
発
表
者
は
以
下
の
よ
う
に
結
論
づ
け
る
。
諸
師
の
教
義
解

釈
が
異
な
る
た
め
に
「
無
観
称
名
」
を
も
っ
て
均
質
化
し
た
の
で
は

な
く
、
諸
師
の
教
義
解
釈
が
異
な
っ
て
い
た
と
し
て
も

4

4

4

4

、「
無
観
称

名
」
を
志
向
す
る
態
度
、
言
わ
ば
「
行
的
な
」
態
度
こ
そ
が
『
明
義

進
行
集
』
の
八
人
の
採
用
の
根
拠
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
信
瑞

が
複
数
の
解
釈
を
受
容
す
る
態
度
は
、「
教
学
的
一
致
」
を
求
め
る

態
度
と
は
異
な
る
。
信
瑞
が
こ
の
八
人
を
採
録
し
た
意
図
は
、
ま
さ

し
く
序
文
に
あ
る
と
お
り
、
他
宗
か
ら
浄
土
の
教
え
に
帰
し
、
無
観
4

4

称
名
を
行
じ
た

4

4

4

4

4

4

点
に
あ
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

　

静
遍
は
『
選
択
集
』
を
披
見
す
る
こ
と
で
、
明
遍
・
隆
寛
・
空

阿
・
覚
瑜
・
聖
覚
は
法
然
と
邂
逅
す
る
こ
と
で
、
信
空
は
法
然
に
付

き
従
い
、
明
禅
は
そ
の
信
空
か
ら
『
選
択
集
』
の
講
義
を
う
け
た
こ

と
で
、
法
然
の
教
義
に
触
れ
、「
無
観
称
名
」
へ
と
傾
倒
し
た
。
そ

し
て
そ
れ
に
よ
っ
て
自
身
が
往
生
を
願
い
念
仏
を
修
す
る
行
者
と
な

っ
た
。「
無
観
称
名
」
は
教
学
で
は
な
く
、
法
然
教
学
の
実
践
を
端

的
に
示
し
た
行
の
名
称
で
あ
り
、『
明
義
進
行
集
』
は
法
然
教
学
に

触
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
念
仏
行
者
を
志
し
た
人
物
の
集
成
な
の
で
あ

る
。

　
　

お
わ
り
に
―
小
結
―

　

以
上
、
信
瑞
の
著
作
か
ら
信
瑞
の
教
学
背
景
に
つ
い
て
検
討
し
て

き
た
。
信
瑞
著
作
の
変
遷
を
見
る
限
り
、
信
瑞
は
稀
有
な
学
僧
で
あ

り
な
が
ら
も
、
次
第
に
念
仏
を
勧
進
す
る
立
場
が
顕
著
に
な
っ
て
い

っ
た
。『
浄
土
三
部
経
音
義
集
』
に
あ
る
よ
う
な
精
力
的
な
典
籍
の

収
集
と
分
析
と
い
う
立
場
が
、『
広
疑
瑞
決
集
』『
明
義
進
行
集
』
に

見
ら
れ
る
法
然
の
専
修
念
仏
の
宣
揚
を
起
点
と
す
る
立
場
と
な
っ
て

い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
教
義
的
な
解
釈
の
相
違
は
、
無
観
称
名

と
い
う
行
を
修
す
る
と
い
う
点
に
基
づ
く
限
り
受
容
さ
れ
て
い
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

　

信
瑞
は
法
然
と
面
授
し
た
可
能
性
は
低
い
が
、
そ
の
直
接
の
教
え

を
う
け
た
隆
寛
・
信
空
と
い
っ
た
直
弟
子
か
ら
法
然
の
姿
を
伝
え
聞

い
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ら
を
中
心
に
法
然
の
教
え
の
体
現

者
を
提
示
し
た
の
が
『
明
義
進
行
集
』
な
の
で
あ
る
。
い
わ
ば
信
瑞

は
、
法
然
面
授
の
弟
子
か
ら
伝
え
聞
く
「
師
と
し
て
の
法
然
像
」
を

収
集
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
無
観
称
名
を
説
示
し
た
祖
師
像
」
を

作
り
出
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
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1　

信
瑞
の
研
究
に
つ
い
て
は
大
正
期
の
望
月
信
亨
氏
・
伊
藤
祐
晃
氏
・
橋
川

正
氏
等
が
挙
げ
ら
れ
、
近
年
で
は
伊
藤
唯
真
氏
、
善
裕
昭
氏
等
が
挙
げ
ら
れ

る
。

2　
『
広
疑
瑞
決
集
』（『
国
文
東
方
仏
教
叢
書
』
第
二
輯
巻
第
一
法
語
部
上

〈
名
著
普
及
会
、
一
九
九
一
〉
二
六
頁
）

先
師
律
師
の
本
願
義
ニ
料
二
簡
シ
テ
此
三
願
ヲ一
云
、
凡
ソ
三
種
往
生
願
ハ
、

約
シレ
機
ニ
約
シレ
行
ニ
、
雖
レ
有
ト二
不
同
一
、
正
ク
遂
ケ二
往
生
ヲ一
、
正
ク
蒙
ル二
来
迎
ヲ一

之
時
ハ
、
皆
是
専
念
二
弥
陀
仏
ノ
名
ヲ一
人
也
。
願
往
生
ノ
機
ニ
其
数
雖
多
、

略
シ
テ
而
謂
レフ
ニ
之
、
不
レル
カ
出
二
三
種
ヲ一
故
ニ
発
二ス
ト
云
ヘ
リ
此
ノ
三
願
ヲ一
。（
一
〇

丁
ウ
）

3　
『
広
疑
瑞
決
集
』（『
国
文
東
方
仏
教
叢
書
』
二
八
頁
）

十
九
ノ
願
は
、
本
善
あ
る
聖
道
門
ノ
学
者
の
、
後
に
浄
土
に
帰
し
た
る
人
の

相
也
。
発
菩
提
心
、
修
諸
功
徳
ト
者
、
本
所
修
ノ
業
を
挙
、
至
心
発
願
、
欲

生
我
国
ト
者
、
浄
土
門
に
入
る
相
也
。
此
れ
即
ち
今
ノ
世
ノ
法
相
、
三
論
、
花

厳
、
天
台
、
真
言
等
の
学
者
の
、
自
宗
の
菩
提
心
を
お
こ
し
て
、
諸
の
行
業

を
つ
と
む
る
人
の
、
正
像
末
の
教
行
証
の
い
は
れ
を
案
ん
し
つ
ゝ
け
て
、
聖

道
門
を
出
て
ゝ
、
浄
土
門
に
い
れ
る
こ
れ
也
。
先
師
律
師
つ
ね
に
の
玉
は
く
、

隆
寛
こ
そ
十
九
ノ
願
の
機
よ
。
其
故
は
、
本
ト
円
宗
の
菩
提
心
を
お
こ
し
て
、

聖
道
の
出
離
を
期
せ
し
ほ
と
に
、
末
法
に
生
を
う
け
た
る
身
、
涯
分
を
し
る

故
に
、
聖
道
の
出
離
の
叶
ふ
ま
し
き
い
は
れ
を
心
え
て
、
浄
土
門
に
い
れ
る

也
云
々
。（
一
三
丁
オ
〜
ウ
）

4　
『
広
疑
瑞
決
集
』（『
国
文
東
方
仏
教
叢
書
』
二
九
〜
三
〇
頁
）

又
或
人
、
問
フ二
明
遍
僧
都
ニ一
云
、
十
九
、
二
十
の
願
の
正
し
き
其
の
体
い
か

ん
と
。
答
云
、
十
九
ハ
来
迎
、
二
十
は
果
遂
ノ
願
也
。
十
八
、
十
九
、
二
十
ノ

三
種
の
願
、
倶
に
一
人
の
上
に
具
す
へ
き
也
。
お
ほ
よ
そ
十
八
の
生
因
、
左

右
に
あ
た
は
す
と
い
へ
と
も
、
十
九
の
願
こ
と
に
大
切
也
。
正
し
く
往
生
の

機
に
相
応
す
る
事
は
、
い
か
に
も
仏
身
を
拝
見
せ
ん
時
、
円
満
す
へ
き
也
。

然
れ
は
思
を
宝
所
に
か
け
て
、
是
を
称
念
す
る
に
、
十
九
は
即
来
迎
に
あ
つ

か
る
也
。
二
十
ノ
願
又
以
殊
勝
也
。
我
等
か
ふ
か
く
頼
む
と
こ
ろ
、
只
こ
の

願
也
。
ゆ
へ
い
か
ん
と
な
れ
は
、
此
願
の
意
は
、
い
か
に
も
往
生
を
心
に
か

け
て
弥
陀
に
帰
し
つ
る
も
の
は
、
あ
さ
き
も
深
き
も
、
順
次
多
生
に
、
皆
其

の
の
そ
み
を
成
す
る
也
。
お
ほ
よ
そ
三
種
ノ
願
、
利
益
い
つ
れ
も
い
つ
れ
も

お
ろ
か
な
ら
す
。
皆
以
殊
勝
な
り
。
此
義
又
相
伝
義
大
同
。（
一
四
丁
オ
〜

ウ
）

5　

こ
れ
は
先
の
隆
寛
『
弥
陀
本
願
義
』
の
解
釈
と
は
そ
ぐ
わ
な
い
。
と
い
う

の
も
隆
寛
『
弥
陀
本
願
義
』
で
は
第
二
十
願
を
実
際
に
は
以
下
の
よ
う
に
解

釈
す
る
。

二
百
一
十
億
仏
土
中
、
聞
二
其
仏
名
一
係
二
心
其
国
一
殖
二
諸
徳
本
一
有
レ

為
二
往
生
業
之
土
一、
聞
レ
名
係
レ
念
雖
レ
似
レ
称
二
法
蔵
本
意
一、
猶
雑
修
諸

行
。
此
人
信
心
不
二
決
定
一
恐
難
レ
得
二
往
生
一。
是
故
法
蔵
比
丘
願
云
、

縦
因
者
信
心
雖
レ
不
レ
一
、
廻
心
発
願
一
向
専
二
念
無
量
寿
仏
一、
願
レ
生
二

極
楽
一
必
令
レ
得
二
果
遂
一
也
。（
後
略
）（
句
点
、
訓
点
等
は
筆
者
、
平

井
正
戒
『
隆
寛
律
師
の
浄
土
教 

附
遺
文
集
』〈
国
書
刊
行
会
、
一
九
八

四
）
一
〇
五
頁
。

こ
こ
で
は
仏
の
名
を
聞
き
、
念
を
か
け
て
も
な
お
雑
行
を
修
す
る
人
は
信
心

が
決
定
し
て
い
な
い
た
め
、
往
生
は
得
難
い
も
の
の
、
そ
れ
ら
を
回
向
し
て

無
量
寿
仏
に
専
念
す
れ
ば
往
生
で
き
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
こ
れ
は
ま
さ

し
く
先
の
「
約
シレ
行
」
と
い
う
箇
所
に
符
合
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
信
瑞
は

第
二
十
願
に
つ
い
て
は
隆
寛
の
解
釈
を
避
け
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

6　

善
裕
昭
「
信
瑞
『
明
義
進
行
集
』
の
思
想
」（
開
宗
九
百
年
・
大
通
上
人

三
百
回
遠
忌
奉
修
記
念
論
文
集
『
融
通
念
仏
宗
に
お
け
る
信
仰
と
教
義
の
邂

逅
』
二
〇
一
五
、
二
二
九
頁
）。
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 【
コ
メ
ン
ト
】

�

柴
田
泰
山

　

本
パ
ネ
ル
は
平
間
理
俊
氏
と
前
島
信
也
氏
を
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て

迎
え
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
林
田
康
順
氏
に
よ
る
進
行
の
も
と
、
現

時
点
で
の
初
期
浄
土
宗
教
団
研
究
の
最
前
線
の
紹
介
、
お
よ
び
初
期

法
然
教
団
か
ら
想
定
さ
れ
る
法
然
上
人
像
と
、
鎮
西
白
旗
の
系
統
で

あ
る
浄
土
宗
に
お
け
る
法
然
上
人
像
の
相
異
点
な
ど
に
つ
い
て
広
く

考
察
が
行
わ
れ
た
内
容
で
あ
っ
た
。
以
下
、
総
括
の
任
に
お
い
て
、

両
パ
ネ
リ
ス
ト
の
発
表
内
容
を
整
理
し
、
若
干
の
私
見
を
述
べ
た
い
。

　

平
間
理
俊
氏
は
「『
法
然
上
人
伝
法
絵
』
の
成
立
背
景
と
湛
空
の

信
仰　

―
『
本
朝
祖
師
伝
記
絵
詞
』
と
『
国
華
本
』
を
中
心
に
―
」

と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
も
と
、
法
然
上
人
入
滅
後
の
１
２
３
７
年
に
成

立
し
た
最
初
の
法
然
上
人
伝
で
あ
る
『
法
然
上
人
伝
法
絵
』
と
、
こ

の
『
法
然
上
人
伝
法
絵
』
を
編
纂
し
た
湛
空
に
着
目
し
、
湛
空
か
ら

見
た
法
然
上
人
像
に
つ
い
て
指
摘
を
行
っ
た
。
中
世
国
文
学
を
専
門

と
す
る
平
間
氏
の
発
表
は
、
国
文
学
や
歴
史
学
や
仏
教
学
を
横
断
す

る
内
容
と
な
っ
て
お
り
内
容
的
に
も
方
法
論
的
に
も
実
に
示
唆
に
富

む
も
の
で
あ
り
、
法
然
上
人
入
滅
直
後
の
法
然
教
団
に
お
け
る
法
然

上
人
像
を
提
示
し
て
い
た
。
こ
の
発
表
で
平
間
氏
は
、
湛
空
が
提
示

す
る
法
然
上
人
像
は
そ
の
背
後
に
『
隋
天
台
智
者
大
師
別
伝
』
が
存

在
し
、
そ
の
姿
は
「
天
台
沙
門
源
空
」
を
伝
え
る
要
素
が
強
い
と
い

う
こ
と
を
報
告
し
た
。

　

続
い
て
前
島
信
也
氏
が
「
信
瑞
の
業
績
か
ら
み
る
初
期
念
仏
教
団

の
動
向
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
も
と
、
法
然
上
人
の
弟
子
で
あ
る
隆

寛
と
信
空
の
弟
子
と
な
る
信
瑞
に
着
目
し
、
信
瑞
の
著
作
で
あ
る

『
浄
土
三
部
経
音
義
集
』
と
『
明
義
進
行
集
』
と
『
広
疑
瑞
決
集
』

を
取
り
上
げ
、
こ
れ
ら
三
典
籍
の
研
究
を
通
じ
て
見
え
て
く
る
法
然

上
人
像
に
つ
い
て
指
摘
を
行
っ
た
。
浄
土
学
お
よ
び
文
献
学
を
専
門

と
す
る
前
島
氏
の
研
究
は
、
今
や
仏
教
文
献
学
と
も
呼
称
す
べ
き
新

た
な
る
文
献
学
の
領
域
を
開
き
つ
つ
あ
り
、
テ
ク
ス
ト
の
異
本
を
世

界
規
模
で
蒐
集
し
た
上
で
、
個
々
の
テ
ク
ス
ト
の
背
景
と
テ
ク
ス
ト

の
変
遷
と
展
開
を
文
字
情
報
か
ら
考
察
す
る
と
い
う
、
ま
さ
に
テ
ク

ス
ト
と
い
う
「
点
」
を
書
誌
的
視
座
か
ら
「
線
」
に
す
る
こ
と
で
書

誌
史
を
通
じ
た
思
想
史
を
描
き
出
そ
う
と
す
る
方
法
を
取
っ
て
い
る
。

前
島
氏
は
こ
の
方
法
論
の
も
と
『
浄
土
三
部
経
音
義
集
』
と
『
明
義

進
行
集
』
と
『
広
疑
瑞
決
集
』
を
精
査
し
、
法
然
上
人
の
専
修
念
仏

説
を
、
門
下
た
ち
は
「
無
観
称
名
」
説
と
し
て
受
容
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
信
仰
と
実
践
の
根
拠
を
、
各
自
が
直
接
的
に
接
し
て
い
た
法
然
上

人
の
信
仰
と
実
践
に
求
め
て
い
た
こ
と
を
報
告
し
た
。

　

こ
れ
ら
両
氏
の
発
表
は
、
従
来
の
法
然
研
究
や
浄
土
宗
教
団
史
研
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究
で
は
積
極
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
研
究
領
域

で
あ
る
が
、
こ
の
初
期
法
然
教
団
が
伝
え
る
法
然
上
人
像
の
中
に
こ

そ
後
の
鎮
西
白
旗
系
統
が
求
め
る
法
然
上
人
の
原
型
が
あ
る
と
と
も

に
、
や
は
り
こ
の
「
天
台
沙
門
源
空
」
と
浄
土
宗
祖
と
し
て
の
法
然

上
人
像
の
間
に
は
大
き
な
差
異
が
あ
る
こ
と
も
見
直
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　

平
間
氏
の
発
表
の
よ
う
に
、
湛
空
が
自
ら
製
作
し
た
法
然
上
人
伝

に
お
い
て
描
き
出
し
た
法
然
上
人
像
は
天
台
お
よ
び
円
戒
正
統
相
伝

者
の
イ
メ
ー
ジ
が
先
行
し
、
こ
こ
に
専
修
念
仏
実
践
者
と
し
て
の
法

然
上
人
が
説
示
さ
れ
て
い
る
。
で
は
湛
空
は
何
故
に
こ
の
よ
う
な
法

然
上
人
像
を
描
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
現
在
、
我
々
が
想
像

し
て
い
る
「
法
然
教
団
」
と
い
う
集
団
が
本
当
に
存
在
し
て
い
た
の

か
と
い
う
疑
問
、
ひ
い
て
は
「
法
然
上
人
に
門
下
は
存
在
し
た
の

か
」
と
い
う
疑
問
さ
え
も
想
起
さ
せ
る
課
題
で
あ
る
。
確
か
に
法
然

上
人
在
世
当
時
お
よ
び
入
滅
直
後
に
あ
っ
て
、
法
然
上
人
に
全
人
格

に
強
く
惹
か
れ
、
法
然
上
人
を
思
慕
し
、
そ
し
て
法
然
上
人
の
言
葉

の
ま
ま
に
称
名
念
仏
を
実
践
し
た
人
々
は
多
く
存
在
し
て
い
た
こ
と

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
「
教
団
」
や
「
門
下
」
と
い
う
系
統
的
な
集
団

や
思
想
的
連
続
性
の
存
在
ま
で
を
も
こ
こ
で
是
認
し
得
る
の
で
あ
ろ

う
か
。
言
い
換
え
れ
ば
法
然
上
人
か
ら
教
え
を
受
け
た
者
で
、
法
然

上
人
か
ら
声
を
か
け
ら
れ
た
者
は
誰
し
も
が
法
然
上
人
の
弟
子
と
自

称
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
後
に
凝
然
が
法
然
門
下
と
し
て
整
理

し
た
五
人
（
幸
西
・
隆
寛
・
証
空
・
長
西
・
聖
光
）
や
、
あ
る
い
は

親
鸞
の
存
在
も
含
め
、
こ
れ
以
外
に
も
法
然
上
人
の
影
響
を
受
け
、

善
導
の
教
説
に
興
味
を
有
し
た
人
物
は
多
々
あ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
は
法
然
上
人
を
中
心
と
し
て
同
心
円
状
に
広
が
る
、
あ
る
意
味

で
は
「
セ
ク
ト
」
に
も
満
た
ず
「
個
」
と
「
集
団
」
の
境
界
さ
え
も

曖
昧
な
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
社
会
学
的
に
「
ウ
ィ
ー
ク
・
タ
イ

ズ
」（
弱
い
絆
）
な
関
係
性
の
存
在
で
し
か
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ

な
い
。

　

こ
の
こ
と
は
前
島
氏
の
報
告
の
通
り
、『
明
義
進
行
集
』
が
提
示

し
て
い
る
法
然
上
人
門
下
の
八
名
（
静
遍
・
明
遍
・
隆
寛
・
空
亜
・

信
空
・
覚
愉
・
聖
覚
・
明
禅
）
が
、
と
も
に
法
然
上
人
の
教
え
を

「
無
観
称
名
」
説
と
し
て
受
容
し
て
い
る
と
す
る
信
瑞
の
指
摘
か
ら

も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
法
然
上
人
当
時
か
ら
入
滅
直
後
に
お
い
て
法

然
上
人
の
教
え
は
「
選
択
本
願
念
仏
」
説
や
「
偏
依
善
導
一
師
」
説

と
し
て
理
解
さ
れ
て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
南
都
や
天
台
や
真
言
に
お
け

る
阿
弥
陀
仏
に
関
与
す
る
実
践
行
の
相
異
に
お
い
て
法
然
上
人
の
存

在
と
教
え
を
理
解
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
つ
ま
り
初
期
法
然
教

団
に
お
い
て
は
、
法
然
上
人
の
内
面
や
信
仰
が
そ
の
ま
ま
信
奉
さ
れ
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て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
法
然
上
人
の
言
葉
を
聞
き
、

法
然
上
人
と
も
に
念
仏
を
実
践
し
て
い
た
、
法
然
上
人
と
「
ウ
ィ
ー

ク
・
タ
イ
ズ
」
的
関
係
に
あ
る
人
々
が
、
法
然
上
人
を
ど
の
よ
う
に

受
け
止
め
、
そ
し
て
理
解
し
た
か
と
い
う
こ
と
が
問
わ
れ
る
関
係
性

に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
故
に
こ
の
関
係
性
に
お
い
て
は
教
義

に
よ
る
規
範
性
も
規
律
性
も
な
く
、
ま
し
て
確
定
化
さ
れ
た
教
義
や
、

教
祖
的
存
在
と
し
て
の
祖
師
像
も
存
在
し
て
い
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
平
間
氏
と
前
島
氏
の
発
表
は
、
現
在
の
浄
土
宗
教
団

が
形
成
さ
れ
る
以
前
の
、
法
然
上
人
在
世
に
近
い
状
況
を
示
唆
す
る

も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
指
摘
さ
れ
た
法
然
上
人
像
に
、
一
向
専
修
あ

る
い
は
専
修
念
仏
の
法
然
上
人
像
、
ひ
い
て
は
同
時
代
に
あ
っ
て
独

自
の
信
仰
と
実
践
を
主
張
し
た
法
然
上
人
像
を
読
み
取
る
こ
と
が
で

き
、
こ
こ
に
こ
そ
後
の
鎮
西
白
旗
の
系
統
が
祖
師
と
し
て
求
め
た
法

然
上
人
の
原
型
が
あ
る
。

　

し
か
し
鎮
西
白
旗
が
求
め
た
法
然
上
人
像
は
ど
こ
ま
で
も
『
選
択

集
』
に
お
い
て
「
選
択
本
願
念
仏
」
説
や
「
偏
依
善
導
一
師
」
説
や

「
善
導
弥
陀
化
身
」
説
を
提
唱
す
る
存
在
で
あ
り
、
初
期
法
然
教
団

が
受
容
し
た
法
然
上
人
像
と
の
間
に
は
や
は
り
決
定
的
な
差
異
が
あ

る
。
こ
の
差
異
は
浄
土
宗
が
教
団
化
し
て
い
く
中
で
生
じ
た
も
の
で

あ
ろ
う
が
、
そ
れ
以
前
に
聖
光
上
人
と
良
忠
上
人
に
よ
っ
て
形
成
さ

れ
た
法
然
上
人
像
が
色
濃
く
投
影
さ
れ
て
い
る
も
の
と
見
る
べ
き
で

あ
ろ
う
。
鎮
西
白
旗
が
伝
え
る
法
然
上
人
像
は
、
ど
こ
ま
で
も
聖
光

上
人
の
内
面
に
生
き
て
い
る
法
然
上
人
で
あ
り
、
こ
の
聖
光
上
人
の

内
面
に
生
き
て
い
る
法
然
上
人
こ
そ
良
忠
上
人
に
伝
え
ら
れ
た
法
然

上
人
像
で
あ
る
。

　

今
後
、
初
期
法
然
教
団
研
究
を
進
め
、
よ
り
歴
史
的
な
法
然
上
人

の
実
際
の
姿
を
詳
細
に
追
求
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
存
在
は
鎮
西
白

旗
の
系
統
が
祖
師
と
し
て
求
め
た
法
然
上
人
で
あ
り
つ
つ
も
、
同
時

に
鎮
西
白
旗
の
系
統
は
そ
の
歴
史
的
展
開
の
中
に
お
い
て
独
自
の
法

然
上
人
像
を
培
っ
て
き
た
こ
と
を
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
と
考

え
る
。
か
つ
こ
の
独
自
の
法
然
上
人
像
こ
そ
、
浄
土
宗
が
浄
土
宗
で

あ
り
得
る
唯
一
の
信
仰
的
基
盤
と
も
い
い
得
る
で
あ
ろ
う
。
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【
パ
ネ
ル
発
表
２
】

浄
土
宗
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
構
想
―
浄
土
宗
総
合
研
究
所
「
浄
土

宗
基
本
典
籍
の
電
子
テ
キ
ス
ト
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
関
連
発
表
」
―

代
表
者

　

佐
藤
堅
正
（
浄
土
宗
総
合
研
究
所
研
究
員
）

登
壇
者

　

今
岡
達
雄
（
浄
土
宗
総
合
研
究
所
副
所
長
）

　

佐
藤
堅
正
（
浄
土
宗
総
合
研
究
所
研
究
員
）

　

齊
藤
舜
健
（
浄
土
宗
総
合
研
究
所
主
任
研
究
員
）

司
会

　

大
橋
雄
人
（
浄
土
宗
総
合
研
究
所
研
究
員
）

　
【
概
要
説
明
】

佐
藤
堅
正

　

二
〇
世
紀
末
か
ら
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
情
報
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
み
、

そ
の
速
度
と
規
模
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
宗
門
に
関
わ

る
情
報
も
、
浄
土
三
部
経
等
の
基
本
典
籍
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で

検
索
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
な
り
、『
新
纂
浄
土
宗
大
辞
典
』
も
Ｗ
Ｅ

Ｂ
版
の
閲
覧
数
が
月
間
一
〇
万
ペ
ー
ジ
を
超
え
る
。
宗
内
の
文
化
財

や
文
字
情
報
は
多
く
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
て
い
る
が
、
デ
ジ
タ
ル
化
さ

れ
て
い
な
い
も
の
、
ア
ナ
ロ
グ
撮
影
す
ら
さ
れ
て
い
な
い
も
の
も
多

い
。
動
画
や
音
声
も
同
様
で
あ
る
。

　

一
方
、『
宗
報
』『
和
合
』、
法
話
、
法
要
な
ど
、
情
報
は
日
々
新

た
に
発
信
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
現
在
デ
ジ
タ
ル
情
報
で
あ
っ

て
も
統
一
的
に
整
理
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
活
用
が
十
分
に
で
き
な

い
。
こ
の
点
は
ア
ナ
ロ
グ
情
報
も
同
様
だ
が
、
こ
れ
ら
は
デ
ジ
タ
ル

化
す
る
こ
と
で
利
便
性
が
飛
躍
的
に
向
上
す
る
。

　

浄
土
宗
に
関
わ
る
あ
ら
ゆ
る
情
報
を
可
能
な
限
り
デ
ジ
タ
ル
化
し

て
統
一
的
に
保
存
・
管
理
す
る
こ
と
で
、
多
面
的
な
活
用
が
可
能
と

な
る
。
そ
の
は
か
り
知
れ
な
い
価
値
と
、
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
し

た
い
。

　
【
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
意
義
と
可
能
性
】

今
岡
達
雄

　
　

は
じ
め
に

　

元
々
「
ア
ー
カ
イ
ブ
（archives

）」
と
い
う
言
葉
は
、
公
文
書

や
古
文
書
、
あ
る
い
は
そ
れ
ら
を
保
存
・
管
理
す
る
施
設
を
示
す
も

の
で
あ
っ
た
。
公
共
性
の
高
い
博
物
標
本
、
美
術
品
、
文
書
等
は
公
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共
財
と
し
て
保
存
・
管
理
さ
れ
て
き
た
が
、
保
存
の
対
象
に
よ
っ
て

主
に
物
品
を
収
蔵
す
る
博
物
館
、
美
術
品
を
収
蔵
す
る
美
術
館
、
公

文
書
を
収
蔵
す
る
公
文
書
館
に
分
か
れ
て
い
た
。
こ
の
う
ち
収
蔵
す

る
文
書
や
施
設
が
ア
ー
カ
イ
ブ
と
称
さ
れ
て
き
た
。

　
「
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
（digital　

archive

）」
と
は
、
公
共

性
の
高
い
博
物
標
本
、
美
術
品
、
公
文
書
、
古
文
書
、
写
真
、
音
声
、

音
楽
、
動
画
類
を
、
電
子
的
手
段
を
用
い
て
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
化
し

て
収
蔵
し
た
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
検
索
し
た
り
、
デ
ジ

タ
ル
画
像
・
映
像
の
再
生
を
可
能
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
デ
ジ
タ
ル

ア
ー
カ
イ
ブ
は
未
だ
発
展
途
上
に
あ
り
、
画
像
と
音
、
つ
ま
り
視
覚
、

聴
覚
に
よ
る
再
現
可
能
な
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
化
し
か
行
わ
れ
て
い
な

い
が
、
将
来
的
に
は
三
次
元
画
像
、
肌
触
り
、
匂
い
、
味
な
ど
、
つ

ま
り
触
覚
、
臭
覚
、
味
覚
の
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
化
と
再
現
が
可
能
に

な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　

１
．
急
速
に
進
展
し
た
技
術
革
新

　

一
九
七
〇
年
代
以
降
、
集
積
回
路
技
術
は
目
覚
ま
し
い
発
展
を
遂

げ
た
。
マ
イ
ク
ロ
プ
ロ
セ
ッ
サ
（
Ｍ
Ｐ
Ｕ
）
を
生
み
だ
し
た
米
国
イ

ン
テ
ル
社
の
創
設
者
の
一
人
で
あ
る
ゴ
ー
ド
ン
＝
ム
ー
ア
は
、
一
九

六
五
年
に
半
導
体
の
集
積
密
度
は
一
八
ヶ
月
か
ら
二
四
ヶ
月
で
倍
増

す
る
と
い
う
経
験
則
を
提
唱
し
た
。
こ
の
法
則
は
「
ム
ー
ア
の
法

則
」
と
呼
ば
れ
、
今
日
で
も
こ
の
経
験
則
は
有
効
と
言
わ
れ
て
お
り
、

半
導
体
の
集
積
密
度
の
増
加
、
消
費
電
力
の
低
減
、
Ｃ
Ｐ
Ｕ
計
算
能

力
の
向
上
、
半
導
体
メ
モ
リ
ー
の
記
憶
容
量
の
増
加
と
価
格
低
減
、

画
像
素
子
の
高
精
細
化
と
価
格
低
減
、
そ
の
他
諸
々
の
半
導
体
素
子

の
性
能
向
上
は
現
在
で
も
急
速
に
進
ん
で
い
る
。

　

も
う
一
つ
の
重
要
な
技
術
革
新
は
情
報
の
伝
達
方
法
に
あ
っ
た
。

従
来
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
間
、
あ
る
い
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
端
末
機
器
は

オ
ン
ラ
イ
ン
と
い
う
方
法
で
情
報
伝
達
が
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
他
の
機
器
間
の
情
報
通
信
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
器

の
情
報
出
入
口
（
ポ
ー
ト
）
を
通
信
ケ
ー
ブ
ル
で
繋
ぐ
こ
と
で
行
わ

れ
て
い
た
。
遠
隔
地
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
繋
ぐ
た
め
に
は
専
用
回
線

を
使
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、

こ
の
方
法
で
は
通
信
回
線
が
遮
断
さ
れ
た
場
合
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
間

の
連
携
が
出
来
な
く
な
る
と
い
う
脆
弱
性
が
あ
っ
た
。
こ
の
脆
弱
性

の
う
ち
最
も
重
要
な
も
の
が
国
家
防
衛
の
た
め
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ

ス
テ
ム
の
脆
弱
性
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
米
国
の
国
防
高
等
研
究

計
画
局
（
Ｄ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ
）
が
中
心
と
な
っ
て
開
発
さ
れ
た
の
が
Ｔ
Ｃ

Ｐ
／
Ｉ
Ｐ
と
い
う
情
報
伝
達
方
式
で
あ
っ
た
。
一
部
の
回
線
が
遮
断

さ
れ
て
も
、
迂
回
ル
ー
ト
を
た
ど
っ
て
情
報
が
伝
達
で
き
る
通
信
方
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式
で
あ
っ
た
が
通
信
方
式
が
複
雑
で
関
連
す
る
通
信
機
器
の
性
能
向

上
が
あ
っ
て
初
め
て
実
用
的
な
性
能
を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一
九
六
〇
年
代
に
開
発
さ
れ
た
技
術
が
、
半
導
体
技
術
の
革
新
の
結

果
一
九
九
〇
年
代
に
実
用
的
に
使
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　
　

２
．
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
発
展

　

日
本
で
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
萌
芽
は
Ｊ
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
（
一
九
八
四

年
～
一
九
九
一
年
）
と
い
う
大
学
研
究
者
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ

っ
た
。
現
代
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
は
異
な
り
Ｕ
Ｕ
Ｃ
Ｐ
と
通
信
手

順
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
間
の
通
信
を
行
っ
て
い
た
。
Ｔ
Ｃ
Ｐ
／
Ｉ
Ｐ
方

式
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
Ｗ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
一
九
八
八
年

～
）
に
よ
っ
て
は
じ
め
ら
れ
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
技
術
的
な
研
究
お
よ
び
教
育
・
普
及
を
行
う
た
め
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
で
、
多
く
の
大
学
お
よ
び
企
業
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
研
究
者

が
参
加
し
た
。
一
九
九
一
年
に
は
、
ハ
ワ
イ
経
由
で
米
国
の
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
と64kbps

で
接
続
さ
れ
、
全
世
界
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
つ
な
が
る
こ
と
と
な
っ
た
。
当
時
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
の
商
業
行
為
は
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
電
子
メ
ー
ル
、
フ

ァ
イ
ル
転
送
、
ニ
ュ
ー
ス
グ
ル
ー
プ
が
主
要
な
機
能
で
あ
っ
た
。
こ

の
時
期
、
米
国
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
商
用
利
用
の
機
運
が
高
ま
り
、

わ
が
国
で
も
Ｗ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
参
加
者
の
中
か
ら
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
の
商
用
サ
ー
ビ
ス
を
企
画
（
Ｉ
Ｉ
Ｊ
、
一
九
九
三
サ
ー
ビ

ス
開
始
）
さ
れ
、
そ
の
後
の
急
速
な
発
展
に
つ
な
が
っ
た
。

　

も
う
一
つ
注
目
す
べ
き
は
Ｗ
Ｗ
Ｗ
で
あ
る
。
こ
れ
は
欧
州
原
子
核

研
究
機
構
（
Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｎ
）
に
所
属
し
て
い
た
物
理
学
者
テ
ィ
ム
・
バ

ー
ナ
ー
・
リ
ー
に
よ
っ
て
考
案
さ
れ
た
も
の
で
、
Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｎ
は
そ
の

開
発
成
果
を
無
償
で
利
用
可
能
（
一
九
九
三
年
）
に
し
た
。
基
本
は

文
字
と
画
像
を
同
時
に
転
送
す
る
た
め
の
通
信
手
順
ハ
イ
パ
ー
テ
キ

ス
ト
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト
プ
ロ
ト
コ
ル
（
Ｈ
Ｔ
Ｔ
Ｐ
）
に
あ
っ
た
。
同

一
九
九
三
年
に
、
イ
リ
ノ
イ
大
学
の
米
国
立
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
応
用
研
究
所
（
Ｎ
Ｃ
Ｓ
Ａ
）
の
マ
ー
ク
・
ア
ン
ド
リ
ー
セ
ン
ら
が

Ｈ
Ｔ
Ｔ
Ｐ
に
従
っ
た
命
令
記
述
を
表
示
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
ブ
ラ
ウ

ザ
と
呼
ば
れ
る
）
を
開
発
し
た
。
こ
れ
が
、N

CSA
 M

osaic

と
い

う
革
新
的
な 

Ｗ
ｅ
ｂ
ブ
ラ
ウ
ザ
で
あ
っ
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接

続
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
、
Ｗ
Ｗ
Ｗ
と
Ｗ
ｅ
ｂ
ブ
ラ
ウ
ザ
が
出
そ
ろ
っ
た
一

九
九
三
年
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
元
年
と
も
呼
ば
れ
る
。

　
　

３
．
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
可
能
性
へ
の
気
付
き

　

筆
者
が
勤
務
し
て
い
た
企
業
で
は
Ｊ
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
、
Ｗ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
て
お
り
、
社
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
Ｔ
Ｃ
Ｐ
／
Ｉ
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Ｐ
を
使
っ
て
構
築
さ
れ
て
い
た
。
物
理
的
に
は
イ
ー
サ
ネ
ッ
ト
を
使

用
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
メ
ー
ル
機
能
を
使
っ
て
い
た
。
一
九

九
五
年
に
企
業
を
退
社
し
自
坊
に
戻
り
、
寺
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
プ

ロ
バ
イ
ダ
を
通
じ
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
し
た
。
自
坊
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
作
っ
た
り
、
勤
務
し
て
い
た
企
業
の
下
請
け
で
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
し
た
り
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
を

立
ち
上
げ
た
り
し
て
い
た
が
、
ス
キ
ャ
ナ
ー
の
高
精
細
か
つ
低
価
格

化
、
パ
ソ
コ
ン
の
画
像
圧
縮
機
能
、
Ｗ
Ｗ
Ｗ
と
Ｗ
ｅ
ｂ
ブ
ラ
ウ
ザ
に

よ
る
情
報
発
信
機
能
の
組
合
せ
は
、
貴
重
な
文
献
資
料
を
デ
ジ
タ
ル

記
録
し
情
報
発
信
す
る
の
に
最
適
で
あ
る
こ
と
に
気
付
い
た
。

　

幸
い
な
こ
と
に
自
坊
に
は
『
漢
語
登
録
（
善
照
寺
本
）』
が
あ
り
、

多
く
の
研
究
者
が
閲
覧
し
に
来
ら
れ
た
こ
と
を
思
い
出
し
、
漢
語
登

録
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
Ｗ
ｅ
ｂ
ブ
ラ
ウ
ザ
で
閲
覧
で
き
る
よ
う
な
仕
組

み
を
作
る
こ
と
を
企
画
し
た
。
漢
語
登
録
の
マ
イ
ク
ロ
３
５
ミ
リ
フ

ィ
ル
ム
化
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の
デ
ジ
タ
ル
画
像
化
を
行
い
、
小

規
模
で
あ
る
が
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
を
構
築
し
た
。
ネ
ッ
ト
上
に

公
開
し
た
の
は
二
〇
世
紀
最
後
の
年
二
〇
〇
〇
年
で
あ
っ
た
。
当
時

の
最
大
の
難
関
は
画
像
容
量
の
圧
縮
で
あ
っ
た
。
通
信
速
度
が
遅
く
、

パ
ソ
コ
ン
の
描
画
速
度
も
遅
か
っ
た
た
め
、
大
容
量
の
画
像
デ
ー
タ

は
重
荷
で
あ
っ
た
。

　

今
日
で
は
デ
ー
タ
容
量
、
通
信
速
度
な
ど
障
害
に
な
る
こ
と
は
少

な
く
な
っ
た
し
、
今
後
益
々
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
性
能
は
向
上
す
る
に

違
い
な
い
。
今
後
は
文
字
、
静
止
画
像
だ
け
で
は
な
く
、
音
声
・
音

楽
、
動
画
や
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
映
像
、
三
次
元
物
体
の
表
示
、
温
感

冷
感
や
手
触
り
な
ど
の
触
覚
、
に
お
い
香
り
な
ど
の
臭
覚
な
ど
の
デ

ー
タ
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
を
再
現
す
る
仮
想
現
実
ブ
ラ

ウ
ザ
な
ど
益
々
発
展
す
る
こ
と
は
技
術
展
開
の
確
実
な
方
向
で
あ
り
、

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
は
適
用
範
囲
を
拡
大
す
る
に
違
い
な
い
。

　
【
浄
土
宗
内
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
現
状
】

佐
藤
堅
正

　

浄
土
宗
内
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
現
状
に

つ
い
て
報
告
す
る
。
各
種
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

へ
の
リ
ン
ク
を
埋
め
込
ん
だ
一
覧
を
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ

イ
ル
に
し
て
あ
る
。
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
入
手

で
き
る
。

　

二
〇
一
三
年
の
総
合
学
術
大
会
で
、「
浄
土
宗
基
本
典
籍
の
電
子

テ
キ
ス
ト
化
―
現
状
と
展
望
Ⅰ
」​

と
題
し
て
、
そ
の
時
点
で
の​

、
電

子
テ
キ
ス
ト
の
状
況
と
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
展
望
に
つ
い
て
発
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表
し
た
。
そ
の
内
容
は
『
佛
教
論
叢
』
の
五
八
号
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
。
今
年
ま
で
の
六
年
間
で
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
状
況
は
変
化

し
て
い
る
。
こ
こ
で
紹
介
す
る
の
は
、
総
合
研
究
所
、
教
学
院
、
浄

土
宗
、
そ
し
て
宗
門
大
学
で
あ
る
大
正
大
学
と
佛
教
大
学
と
い
う
五

つ
の
組
織
が
持
つ
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
で
あ
る
。

　

総
合
研
究
所
が
持
つ
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
を
代
表
す
る
の
は
、

「
浄
土
宗
全
書
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス​

」
と
、
こ
れ
と
連
携
し
て
い

る
「
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
新
纂
浄
土
宗
大
辞
典​
」
で
あ
る
。
と
も
に
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
に
公
開
さ
れ
て
い
る
。
前
者
で
は
全
文
が
デ
ジ
タ
ル
デ
ー

タ
と
し
て
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
登
録
さ
れ
て
い
る
の
で
，
本
文
中
の
任

意
の
言
葉
を
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
各
ペ
ー
ジ
の
画
像
も
見
ら

れ
る
。「
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
と
「
大
辞
典
」
の
連
携
と
は
、

以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。『
浄
土
宗
全
書
』
中
の
任
意
の
文
字

列
の
中
か
ら
、「
大
辞
典
」
の
見
出
し
語
を
選
び
出
し
、
内
容
を
表

示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
逆
に
，「
大
辞
典
」
中
の
『
浄
土
宗
全
書
』

か
ら
の
引
用
箇
所
へ
リ
ン
ク
が
張
っ
て
あ
り
、「
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
」
に
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
、
総
合
研
究
所
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
各
種
刊
行
物
を
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
研
究
所
の
研
究
活
動
報
告
書
で
あ

る
『
教
化
研
究
』
や
、
既
に
発
行
が
終
了
し
て
い
る
『
仏
教
福
祉
』、

『
布
教
資
料
』
も
読
む
こ
と
が
で
き
る
。『
総
研
叢
書
』
は
全
カ
寺
に

送
付
さ
れ
て
い
る
が
、
第
一
号
か
ら
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
を
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
し
て
読
む
こ
と
も
で
き
る
。
こ
の
他
に
も
各
種
研
究
成
果
を
み

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
う
ち
、『
子
ど
も
の
成
長
儀
礼 

実
践
マ
ニ

ュ
ア
ル
』
に
は
動
画
も
つ
く
ら
れ
て
い
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で

見
ら
れ
る
。

　

教
学
院
に
は
、『
浄
土
宗
全
書
』
正
篇
二
〇
巻
と
『
法
然
上
人
伝

全
集
』
の
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
あ
る
。
教
学
院
が
発
行
し
て

い
る
『
佛
教
文
化
研
究
』​

と
『
佛
教
論
叢
』​

の
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
も

あ
る
。
創
刊
号
か
ら
最
近
の
も
の
ま
で
見
ら
れ
る
が
、『
佛
教
論
叢
』

の
古
い
号
は
現
時
点
で
は
目
次
だ
け
の
掲
載
で
あ
る
。

　

広
い
意
味
で
言
っ
て
、
浄
土
宗
で
管
理
し
て
い
る
デ
ジ
タ
ル
デ
ー

タ
も
多
い
。「
浄
土
宗
寺
院
紹
介 N

avi

」
を
使
う
と
浄
土
宗
の
寺
院

を
検
索
で
き
る
。
登
録
が
必
要
で
あ
る
が
、「
浄
土
宗
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク 

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
」
に
は
、『
宗
報
』、『
和
合
』、『
浄
土
宗

新
聞
』、『
か
る
な
』、「
告
示
・
達
示
」、『
布
教
羅
針
盤
』、『
寺
院
・

教
師
マ
ニ
ュ
ア
ル
』、「
教
諭
」、「
寺
院
統
計
」
な
ど
が
保
存
さ
れ
て

い
て
利
用
が
可
能
で
あ
る
。
法
然
上
人
鑽
仰
会
が
発
行
し
て
い
る
月

刊
『
浄
土
』
は
、
昭
和
一
〇
年
の
創
刊
号
か
ら
Ｐ
Ｄ
Ｆ
で
読
め
る
。

ま
た
、「Y

ouT
ube

公
式
チ
ャ
ン
ネ
ル
浄
土
宗
」、「Y

ouT
ube

浄
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土
宗
災
害
対
策
事
務
局
」、「Y

ouT
ube 

浄
土
宗
と
も
い
き
財
団
公

式
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
な
ど
の
動
画
コ
ン
テ
ン
ツ
や
、「
浄
土
宗
ラ
ジ
オ
」

の
既
に
放
送
さ
れ
た
音
声
も
聞
く
こ
と
が
で
き
る
。

　

大
正
大
学
で
は
、
附
属
図
書
館 

の
「
大
正
大
学
機
関
リ
ポ
ジ
ト

リ
」
に
、『
研
究
紀
要
』、『
研
究
論
集
』、
学
位
論
文
、
学
術
論
集
、

『
綜
合
佛
教
研
究
所
年
報
』,

な
ど
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
デ
ー
タ
が
公
開
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、T

aisho U
niversity Library O

PA
C 

の
ペ
ー
ジ

の
ト
ッ
プ
に
「
源
氏
物
語
写
本 
画
像
デ
ー
タ
」
の
バ
ナ
ー
が
あ
る

が
、
こ
の
原
稿
を
執
筆
し
て
い
る 
二
〇
一
九
年
一
一
月
時
点
で
は

画
像
へ
の
リ
ン
ク
が
切
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

佛
教
大
学
図
書
館
の
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、
館
所
蔵
の

貴
重
書
な
ど
の
ア
ー
カ
イ
ブ
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。
画
像
公
開
の

標
準
で
あ
る
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｆ (International Im

age Interoperability 
Fram

ew
ork) 

に
準
拠
し
た
ビ
ュ
ー
ワ
で
あ
る M

irador 
を
使
用

し
た
も
の
で
あ
る
。

　

以
上
、
浄
土
宗
内
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
現
状
に
つ
い
て
見

て
き
た
。
浄
土
宗
内
の
も
の
だ
け
で
も
数
多
く
の
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ

が
あ
ち
こ
ち
に
存
在
す
る
。
し
か
も
、
ど
こ
に
ど
の
様
な
デ
ー
タ
が

あ
る
か
は
、
時
々
刻
々
変
わ
っ
て
い
く
。
変
化
の
早
い
の
が
こ
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
世
界
の
特
徴
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
新
し
い
デ
ー
タ

が
利
用
可
能
に
な
る
と
同
時
に
、
利
用
で
き
な
く
な
る
デ
ー
タ
も
あ

る
。
二
〇
一
三
年
の
大
会
で
発
表
し
た
時
と
比
べ
る
と
、
総
合
研
究

所
の
「
浄
土
宗
全
書
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
は
、『
浄
土
宗
全

書
』
の
正
篇
だ
け
が
使
え
る
状
態
か
ら
、
正
続
両
篇
が
使
え
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。
教
学
院
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
も
、『
浄
土
宗
全
書
』

正
篇
に
加
え
て
、『
法
然
上
人
伝
全
集
』
の
検
索
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
二
〇
一
三
年
時
点
で
は
利
用
可
能
だ
っ
た

デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
の
う
ち
、
二
つ
が
今
は
公
開
さ
れ
て
い
な
い
よ
う

で
あ
る
。
こ
の
事
実
は
重
要
で
あ
る
。
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
が
公
開
さ

れ
た
状
態
を
維
持
管
理
す
る
の
は
そ
れ
ほ
ど
簡
単
な
こ
と
で
は
な
い
。

総
合
研
究
所
で
は
「
浄
土
宗
全
書
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス​

」
と

「
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
新
纂
浄
土
宗
大
辞
典​

」
の
サ
イ
ト
を
公
開
し
て
い
る
が
、

こ
れ
ら
は
重
要
な
サ
イ
ト
で
あ
り
、
今
後
長
く
維
持
管
理
し
て
い
く

べ
き
も
の
で
あ
る
。
現
在
は
総
合
研
究
所
の
研
究
員
が
管
理
し
て
い

る
状
態
だ
が
、
こ
れ
ら
の
サ
イ
ト
の
重
要
性
を
考
え
る
と
、
浄
土
宗

が
組
織
と
し
て
長
期
に
わ
た
っ
て
維
持
管
理
を
す
る
体
制
を
整
え
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　

最
後
に
も
う
一
点
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
に
関
す
る
課
題
を
指
摘

し
て
お
く
。
そ
れ
は
、
ポ
ー
タ
ル
と
呼
ば
れ
る
、
各
種
の
デ
ジ
タ
ル

ア
ー
カ
イ
ブ
へ
の
入
り
口
を
作
る
必
要
で
あ
る
。
本
発
表
で
は
多
く
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の
ア
ー
カ
イ
ブ
サ
イ
ト
を
見
て
き
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
個
別
に
そ
れ

ぞ
れ
の
情
報
を
保
持
し
て
公
開
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
サ
イ
ト
の

存
在
を
知
ら
な
い
場
合
、
辿
り
着
け
な
い
こ
と
も
あ
る
。
せ
っ
か
く

す
ぐ
れ
た
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
が
あ
る
の
に
、
そ
の
存
在
が
知
ら

れ
な
い
ま
ま
で
い
る
の
は
も
っ
た
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
浄
土
宗
関

連
の
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
を
統
括
す
る
入
り
口
が
あ
っ
て
こ
そ
、
個
々

の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
が
有
効
に
活
用
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
本
稿

の
初
め
に
載
せ
た
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
入
手
で
き
る
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル

も
、
リ
ン
ク
の
一
覧
を
載
せ
て
い
る
と
い
う
点
で
簡
単
な
入
り
口
の

役
割
を
果
た
す
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
入
り
口
も
、
例
え
ば
浄
土
宗

が
、
組
織
と
し
て
管
理
運
営
す
る
の
が
よ
い
と
考
え
る
。

【
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
新
纂
浄
土
宗
大
辞
典
か
ら
展
開
す
る
デ
ジ
タ
ル
ア
ー

カ
イ
ブ
】

齊
藤
舜
健

　
　

１
．
浄
土
宗
関
連
情
報
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
構
想
と
は

　

ア
ー
カ
イ
ブ
は
元
来
、archives

と
複
数
形
で
用
い
ら
れ
て

「
公
文
書
保
管
所
」
を
意
味
す
る
語
で
あ
っ
た
。
情
報
を
保
管
し
提

供
す
る
こ
と
が
ア
ー
カ
イ
ブ
の
機
能
で
あ
り
、
そ
の
情
報
を
デ
ジ
タ

ル
化
し
て
実
現
し
た
も
の
が
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
で
あ
る
。「
デ

ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
連
携
に
関
す
る
関
係
省
庁
等
連
絡
会
・
実
務

者
協
議
会
」
の
報
告
書
「
我
が
国
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

推
進
の
方
向
性
」（
平
成
二
九
年
四
月
）
で
は
、〈
な
お
、
こ
こ
で
い

う
「
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
」
と
は
、
様
々
な
デ
ジ
タ
ル
情
報
資
源

を
収
集
・
保
存
・
提
供
す
る
仕
組
み
の
総
体
を
い
い
、
デ
ジ
タ
ル
ア

ー
カ
イ
ブ
で
扱
う
デ
ジ
タ
ル
情
報
資
源
は
、「
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン

ツ
」 

だ
け
で
な
く
、
コ
ン
テ
ン
ツ
の
縮
小
版
や
部
分
表
示
で
あ
る

「
サ
ム
ネ
イ
ル
／
プ
レ
ビ
ュ
ー
」
の
ほ
か
、（
ア
ナ
ロ
グ
媒
体
の
資

料
・
作
品
を
含
む
）
コ
ン
テ
ン
ツ
の
内
容
や
所
在
に
関
す
る
情
報
を

記
述
し
た
「
メ
タ
デ
ー
タ
」 

も
対
象
と
し
て
い
る
。〉
と
定
義
し
て

お
り
、
あ
ら
ゆ
る
デ
ジ
タ
ル
情
報
資
源
を
、
収
集
・
保
存
・
提
供
す

る
仕
組
み
全
体
が
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
と
呼
ば
れ
る
と
考
え
て
よ

い
。

　

浄
土
宗
関
連
情
報
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
構
想
と
は
、「
お
よ
そ

浄
土
宗
に
関
係
す
る
デ
ジ
タ
ル
化
可
能
な
あ
ら
ゆ
る
情
報
を
デ
ジ
タ

ル
化
し
て
ア
ー
カ
イ
ブ
す
る
構
想
」
の
こ
と
で
あ
り
、
浄
土
宗
総
合

研
究
所
「
浄
土
宗
基
本
典
籍
の
電
子
化
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て

進
め
ら
れ
て
い
る
浄
土
宗
全
書
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
以
下
、

浄
全
Ｄ
Ｂ
）
構
築
の
た
め
の
研
究
の
比
較
的
初
期
の
頃
か
ら
担
当
者
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間
で
話
題
と
し
て
い
た
。
浄
全
Ｄ
Ｂ
は
対
象
を
浄
土
宗
全
書
に
限
っ

て
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
化
し
、
検
索
し
て
必
要
な
情
報
に
ア
ク
セ
ス
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
シ
ス
テ
ム
だ
が
、
対
象
と
す
る
デ
ー

タ
を
デ
ジ
タ
ル
化
で
き
る
浄
土
宗
に
関
連
す
る
す
べ
て
の
情
報
に
広

げ
る
こ
と
で
、
宗
学
・
仏
教
学
の
研
究
だ
け
で
は
な
く
浄
土
宗
に
関

わ
り
を
持
つ
す
べ
て
の
人
々
に
活
用
で
き
る
も
の
に
な
る
と
考
え
た

か
ら
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
浄
土
宗
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
情
報
を

（
１
）
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
保
管
・
保
存
し
、（
２
）
利
用
で
き
る
よ
う

に
提
供
す
る
た
め
の
仕
組
み
を
構
築
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
　

２
．
情
報
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
保
存
す
る

　

浄
土
宗
に
関
連
す
る
情
報
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
だ
ろ
う

か
。
浄
土
三
部
経
な
ど
の
宗
典
（
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
、
写
本
・
版

本
・
活
字
版
な
ど
）、
絵
画
、
彫
刻
な
ど
の
美
術
品
、
法
要
儀
礼
、

布
教
、
さ
ら
に
は
浄
土
宗
の
諸
規
定
、
宗
議
会
の
議
事
録
、
浄
土
宗

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
開
さ
れ
る
お
知
ら
せ
に
至
る
ま
で
、
大
変

に
幅
が
広
い
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
情
報
は
、
古
来
伝
承
さ
れ
て
き
た

も
の
だ
け
で
な
く
、
新
た
に
生
み
出
さ
れ
る
も
の
も
あ
る
。
新
た
に

生
み
出
さ
れ
る
も
の
に
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
新
簒
浄
土
宗
大
辞
典
の
「
新
纂

浄
土
宗
大
辞
典
に
つ
い
て
」
の
ペ
ー
ジ
の
よ
う
に
最
初
か
ら
デ
ジ
タ

ル
情
報
と
し
て
作
成
さ
れ
る
も
の
も
あ
る
が
、
現
に
行
わ
れ
て
い
る

法
要
や
な
ど
の
よ
う
に
ア
ナ
ロ
グ
情
報
と
し
て
生
み
出
さ
れ
る
も
の

も
あ
る
。
さ
ら
に
音
声
や
映
像
の
み
な
ら
ず
、
焚
か
れ
た
お
香
の
香

り
な
ど
、
現
在
の
技
術
で
は
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
再
現
す
る
こ
と
が
困

難
な
情
報
も
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
最
初
か
ら
デ
ジ
タ
ル
情
報
と

し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
、
ア
ナ
ロ
グ
情
報
を
デ
ジ
タ
ル

化
す
る
作
業
が
ま
ず
必
要
で
あ
る
。
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
保
存
す
れ
ば
、

貴
重
な
資
料
に
直
接
触
れ
る
こ
と
な
く
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に
な

る
。
こ
の
こ
と
は
情
報
の
消
失
と
劣
化
の
両
者
を
防
ぐ
こ
と
に
な
る
。

　
　

３
．
情
報
を
利
用
す
る

　

デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
て
保
存
さ
れ
た
情
報
は
、
記
憶
媒
体
に
磁
気

的
・
光
学
的
に
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
と
し
て
記
録
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ

て
、
情
報
へ
ア
ク
セ
ス
す
る
方
法
が
な
け
れ
ば
使
う
こ
と
が
で
き
な

い
。
ま
た
、
蓄
積
さ
れ
た
情
報
が
多
く
な
れ
ば
多
く
な
る
ほ
ど
、
効

率
的
に
デ
ー
タ
に
ア
ク
セ
ス
す
る
方
法
が
必
要
に
な
る
。
そ
の
た
め

に
は
、
検
索
可
能
な
情
報
と
し
て
蓄
積
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

例
え
ば
、
画
像
・
音
声
・
動
画
は
デ
ー
タ
を
直
接
検
索
す
る
こ
と
は

不
可
能
な
の
で
、
保
存
と
同
時
に
各
種
に
タ
グ
（
内
容
、
タ
イ
ト
ル
、

時
間
・
場
所
等
）
を
附
加
し
て
蓄
積
し
、
そ
の
タ
グ
を
検
索
し
て
情
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報
に
ア
ク
セ
ス
す
る
よ
う
な
仕
組
み
が
必
要
で
あ
る
。
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
新

纂
浄
土
宗
大
辞
典
で
は
、
画
像
は
フ
ァ
イ
ル
名
と
コ
メ
ン
ト
の
タ
グ

で
検
索
で
き
、
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
は
タ
グ
付
け
（
見
出
語
お
よ
び
本

文
中
か
ら
他
項
目
へ
の
リ
ン
ク
）
と
全
文
検
索
よ
っ
て
ア
ク
セ
ス
す

る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
浄
全
Ｄ
Ｂ
は
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
ソ
フ
ト
を
用

い
た
全
文
検
索
に
よ
っ
て
ア
ク
セ
ス
可
能
で
あ
る
。

　

一
方
で
、
保
存
さ
れ
た
情
報
は
す
べ
て
が
公
開
さ
れ
て
良
い
と
は

限
ら
な
い
。
例
え
ば
個
人
情
報
や
伝
法
に
か
か
る
情
報
に
は
ア
ク
セ

ス
制
限
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
大
ま
か
に
言
う
と
、
誰
で
も
ア
ク
セ
ス

可
能
な
も
の
（
例
：
新
纂
浄
土
宗
大
辞
典
、
浄
全
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
、
浄
土
宗
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
さ
れ
た
情
報
）、
ア
ク
セ

ス
制
限
が
必
要
な
も
の
（
例
：
浄
土
宗
ネ
ッ
ト
＝
登
録
し
た
教
師
の

み
可
能
）、
ア
ク
セ
ス
を
禁
止
す
る
も
の
（
非
公
開
、
そ
も
そ
も
ネ

ッ
ト
に
ア
ッ
プ
し
な
い
）
に
区
別
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

何
ら
か
の
ア
ク
セ
ス
を
認
め
る
場
合
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
ソ
フ
ト
と

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
こ
と
が
現
実
的
で
あ
る
。
デ
ジ
タ
ル

情
報
を
提
供
し
、
検
索
し
、
利
用
す
る
方
法
と
し
て
、
現
状
で
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
、
Ｈ
Ｔ
Ｔ
Ｐ
に
よ
り
Ｗ
Ｗ
Ｗ
を
用
い
て
デ
ー
タ

を
授
受
す
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
。
テ
ィ
ム
・
ジ
ョ
ン
・
バ
ー
ナ

ー
ズ
＝
リ
ー
は
、
勤
務
先
で
あ
っ
た
欧
州
原
子
核
研
究
機
構
（
Ｃ
Ｅ

Ｒ
Ｎ
）
の
内
の
情
報
に
ア
ク
セ
ス
し
利
用
す
る
た
め
に
、
ハ
イ
パ
ー

テ
キ
ス
ト
シ
ス
テ
ム
、
Ｗ
Ｗ
Ｗ
（W

orld W
ide W

eb

）、
Ｕ
Ｒ
Ｌ

（U
niform

 Resource Locator

）、
Ｈ
Ｔ
Ｔ
Ｐ
（H

yperT
ext 

T
ransfer Protocol

）、
Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ
（H

yperT
ext M

arkup 
Language

）
を
設
計
・
実
装
し
た
。
実
は
こ
れ
ら
は
現
在
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
基
幹
部
分
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｎ

は
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
無
償
で
公
開
・
提
供
し
た
。
そ
の
こ
と
が
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
発
展
の
原
動
力
と
な
る
。
こ
の
う
ち
、
ハ
イ
パ
ー
テ
キ

ス
ト
は
、
複
数
の
文
書
を
関
連
付
け
結
び
つ
け
る
仕
組
み
で
あ
る
。

一
方
の
文
書
か
ら
他
方
の
文
書
を
参
照
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
結
び
つ

け
る
が
、
そ
の
参
照
の
こ
と
をH

yperLink

と
い
う
。
実
は
、
情

報
の
関
連
付
け
・
結
び
つ
け
＝H

yperLink

に
こ
そ
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
本
質
が
あ
る
。
結
び
付
け
ら
れ
る
情
報
は
質
、
量
と
も
に
飛

躍
的
に
増
大
し
、
特
に
質
は
、
お
よ
そ
デ
ジ
タ
ル
化
可
能
な
情
報
な

ら
ば
何
で
も
結
び
付
け
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
こ
の
情
報
を
や

り
取
り
す
る
仕
組
み
が
Ｈ
Ｔ
Ｔ
Ｐ
で
あ
る
。

４
．
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
新
纂
浄
土
宗
大
辞
典
の
特
色
―
浄
土
宗
関
連
情
報

ポ
ー
タ
ル
と
し
て

　

Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
新
纂
浄
土
宗
大
辞
典
（
以
下
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
）
は
紙
版
の
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新
纂
浄
土
宗
大
辞
典
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
、
Ｗ
Ｗ
Ｗ
を
用
い
て
ア
ク
セ

ス
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
仕
組
み
で
あ
り
、
浄
土
宗
総
合
研
究
所

「
浄
土
宗
基
本
典
籍
の
電
子
化
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
実
装
し
た
。
Ｗ

Ｅ
Ｂ
版
は
見
出
し
項
目
の
情
報
を
提
供
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
個
別

の
情
報
を
結
び
つ
け
る
仕
組
み
を
持
つ
（H

yperLink

）。
そ
れ
は

本
文
中
の
語
句
か
ら
見
出
し
項
目
へ
の
リ
ン
ク
と
、
浄
全
Ｄ
Ｂ
と
大

正
新
脩
大
蔵
経
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
Ｓ
Ａ
Ｔ
）
と
い
う
二
つ

の
外
部
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
参
照
す
る
リ
ン
ク
で
あ
る
。
前
者
に
よ
っ

て
関
連
す
る
情
報
を
次
々
に
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
、
後
者
に
よ
っ

て
引
用
元
を
確
認
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
浄
全
Ｄ
Ｂ
か

ら
は
、
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
を
指
定
す
れ
ば
そ
の
中
に
あ
る
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版

の
見
出
し
項
目
を
参
照
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
い
ず
れ
も
紙
媒
体
の

辞
典
で
は
十
分
に
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
上
で
は
、
こ
の
外
に
総
大
本
山
・
特
別
寺
院
・
二
十
五
霊

場
寺
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
リ
ン
ク
を
提
供
し
て
い
る
が
、
こ
の

よ
う
な
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
の
外
の
情
報
へ
の
リ
ン
ク
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
、

関
連
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
容
易
に
な
る
。
こ
れ
は
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
に

〈
コ
ン
テ
ン
ツ
の
内
容
や
所
在
に
関
す
る
情
報
を
記
述
し
た
「
メ
タ

デ
ー
タ
」 

〉
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
実
現
で
き
る
。
現
在
は
実
装
し

て
い
な
い
が
、
メ
タ
情
報
の
集
約
機
能
を
も
た
せ
る
こ
と
で
、
検

索
・
ア
ク
セ
ス
の
利
便
性
・
情
報
の
つ
な
が
り
を
提
供
で
き
る
よ
う

に
な
る
。
こ
の
他
に
、
デ
ジ
タ
ル
版
の
特
徴
と
し
て
、
随
時
更
新
の

可
能
性
と
容
量
の
制
約
を
受
け
な
い
情
報
の
拡
張
性
を
挙
げ
る
こ
と

が
で
き
る
。
現
状
で
は
、
文
字
情
報
＋
画
像
の
み
を
提
供
し
て
い
る

が
、
今
後
、
音
声
・
動
画
・
画
像
情
報
の
附
加
（
例
え
ば
、
実
際
の

法
要
の
様
子
。
切
割
笏
の
実
演
等
）、
各
種
の
メ
タ
情
報
、
時
代
の

変
化
・
学
問
や
技
術
の
進
化
に
伴
う
新
し
い
情
報
（
項
目
）
を
加
え

て
ゆ
く
こ
と
で
情
報
の
質
と
量
を
強
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

浄
土
宗
の
教
え
を
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
は
宗
典
を
浄
土
宗
の
伝

統
的
な
解
釈
に
従
っ
て
読
む
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
可
能
と
な
る
。

こ
の
こ
と
に
は
浄
全
Ｄ
Ｂ
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
を
関
連
づ
け
セ
ッ
ト
で
提
供

す
る
こ
と
が
貢
献
し
て
い
る
。
新
纂
浄
土
宗
大
辞
典
は
浄
土
宗
の
教

学
・
法
式
・
布
教
の
み
な
ら
ず
、
浄
土
宗
内
の
各
種
の
組
織
、
宗
内

法
制
な
ど
、
浄
土
宗
に
関
わ
る
情
報
を
網
羅
し
て
提
供
す
る
。
そ
の

デ
ジ
タ
ル
版
で
あ
る
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
新
纂
浄
土
宗
大
辞
典
を
、
浄
土
宗
関

連
情
報
は
そ
こ
か
ら
す
べ
て
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
「
浄
土

宗
関
連
情
報
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
」
へ
と
進
化
さ
せ
る
こ
と
は
、

浄
土
宗
を
正
し
く
世
界
に
伝
え
る
こ
と
に
つ
な
が
る
こ
と
に
な
る
で

あ
ろ
う
。
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【
パ
ネ
ル
発
表
３
】

現
代
浄
土
宗
に
お
け
る
寺
院
の
可
能
性
―
実
施
例
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中
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に
―

代
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コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
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東
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林
良
昌
（
浄
土
宗
総
合
研
究
所
研
究
員
）

登
壇
者

　

髙
瀨
顕
功
（
大
正
大
学
地
域
構
想
研
究
所
助
教
）

　

小
川
有
閑
（
大
正
大
学
地
域
構
想
研
究
所
研
究
員
）

　

大
河
内
大
博
（
臨
床
仏
教
研
究
所
特
任
研
究
員
）

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

岡
村
毅

（
医
師
、
東
京
都
健
康
長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー
研
究
所
研
究
員
）

　
【
概
要
説
明
】

�

東
海
林
良
昌

　

寺
院
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
檀
信
徒
の
家
族
の
あ
り
方
、
地
域
社

会
の
構
造
、
さ
ら
に
は
私
た
ち
自
身
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
も
含
め
て
、

急
速
に
変
化
し
て
い
る
。
わ
が
国
の
高
齢
化
率
（
六
十
五
歳
以
上
の

人
々
が
全
人
口
に
お
け
る
割
合
）
は
27
・
7
％（

（
（

に
到
達
し
、
今
後
も

上
昇
を
続
け
る
こ
と
が
確
実
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
超
高
齢
社
会
と

よ
ば
れ
る
世
に
暮
ら
す
私
た
ち
に
と
っ
て
「
老
い
」
は
も
っ
と
も
身

近
な
問
題
の
一
つ
と
言
え
よ
う
。

　

医
療
や
介
護
の
技
術
や
サ
ー
ビ
ス
が
発
達
し
た
現
代
で
は
、
老
・

病
・
死
の
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
人
生
の
最
終
段
階
に
お
け
る
医
療
や
介

護
を
受
け
る
期
間
が
数
か
月
か
ら
十
年
以
上
に
及
ぶ
こ
と
も
あ
り
、

そ
の
間
、
当
事
者
と
家
族
は
、
医
療
・
看
護
・
介
護
の
専
門
家
の
手

を
借
り
な
が
ら
過
ご
す
こ
と
と
な
る
。

　

人
生
の
最
終
段
階
に
お
い
て
、
介
護
や
医
療
分
野
で
導
入
さ
れ
始

め
て
い
るA

dvanced Care Planning

（A
CP

ア
ド
バ
ン
ス
ケ
ア

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
人
生
会
議
）な
ど
に
み
ら
れ
る
当
事
者
本
人
の
自

己
決
定
が
尊
重
さ
れ
る
中
、
そ
の
こ
と
に
戸
惑
う
当
事
者
や
家
族
の

姿
も
あ
る
。
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
っ
た
「
苦
」
に
応
じ
た
取
り
組
み

を
想
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

弊
所
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
超
高
齢
社
会
に
お
け
る
寺
院
の
可
能

性
」
で
は
、
高
齢
化
率
が
二
割
を
超
え
る
超
高
齢
社
会
に
お
け
る
教

化
方
法
を
研
究
対
象
と
し
て
き
た
。
そ
の
研
究
課
程
で
浮
か
び
上
が

っ
て
き
て
き
た
の
が
我
が
国
に
お
け
る
介
護
者
を
取
り
巻
く
問
題
の

根
深
さ
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
す
る
教
化
方
法
と
し
て
、
注
目
し
た
の

が
介
護
者
同
士
が
語
り
合
う
場
と
し
て
の
寺
院
で
の
介
護
者
カ
フ
ェ

で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
私
た
ち
は
、
お
寺
で
の
介
護
者
カ
フ
ェ
の
展
開
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や
組
織
化
の
実
地
調
査
お
よ
び
知
識
提
供
、
併
せ
て
浄
土
宗
寺
院
が

伝
統
的
に
行
っ
て
き
た
教
化
や
法
務
に
お
け
る
取
り
組
み
の
蓄
積
を

踏
ま
え
な
が
ら
、
社
会
資
源
と
し
て
の
寺
院
の
可
能
性
を
提
案
し
て

き
た
。

　

こ
の
よ
う
な
浄
土
宗
に
お
け
る
社
会
実
践
と
教
え
の
関
係
性
に
つ

い
て
は
、
す
で
に
弊
所
仏
教
福
祉
研
究
会
が
、
我
が
宗
に
お
け
る
社

会
実
践
は
称
名
念
仏
の
一
行
を
よ
り
進
め
る
助
業
と
し
て（

（
（

、
凡
夫
が

凡
夫
に
寄
り
添
う（

（
（

と
い
う
関
係
性
の
中
で
行
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
を

指
摘
し
て
い
る
。

　

近
代
以
降
の
浄
土
宗
は
別
名
「
社
会
事
業
宗
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
、

そ
の
取
り
組
み
が
各
界
か
ら
注
目
さ
れ
て
き
た
。
現
代
の
浄
土
宗
に

お
い
て
も
、
そ
の
流
れ
が
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
こ
と
は
周
知

の
通
り
で
あ
る
。
さ
ら
に
東
日
本
大
震
災
以
降
、
僧
侶
が
社
会
貢
献

活
動
に
か
か
わ
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
期
待
や
、
高
齢
者
の
尊
厳
の
保

持
と
自
立
生
活
の
支
援
の
目
的
の
も
と
で
、
可
能
な
限
り
住
み
慣
れ

た
地
域
で
、
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
人
生
の
最
期
ま
で
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
地
域
の
包
括
的
な
支
援
・
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制

（
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
）
の
構
築
が
国
の
方
針
と
し
て
掲
げ
ら

れ
て
い
る
今
、
生
活
支
援
や
地
域
力
強
化
と
い
っ
た
課
題
に
、
ど
う

寺
院
が
関
わ
っ
て
い
け
る
の
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
パ
ネ
ル
で
は
、
近
代
以
降
の
浄
土
宗
に
お
け
る
社
会
へ
の
取

り
組
み
の
特
色
、
月
参
り
と
い
う
伝
統
的
な
法
務
の
調
査
、
医
療
・

看
護
・
ケ
ア
と
の
協
同
と
い
う
事
例
に
関
す
る
研
究
を
取
り
上
げ
、

現
代
浄
土
宗
寺
院
に
お
け
る
社
会
に
対
す
る
事
業
の
実
施
例
を
中
心

に
検
討
し
、
こ
れ
か
ら
の
可
能
性
に
つ
い
て
展
望
を
示
し
た
。

1　
『
平
成
30
年
版
高
齢
社
会
白
書
』（
内
閣
府
、
二
〇
一
八
年
）

2　
「
往
生
浄
土
を
求
め
る
浄
土
宗
の
僧
俗
の
社
会
実
践
は
、
往
生
行
と
し
て

の
念
仏
の
助
業
、
す
な
わ
ち
念
仏
の
策
進
を
助
成
す
る
と
き
に
一
定
の
意
味

を
有
す
る
が
、
い
か
に
社
会
実
践
を
努
め
よ
う
と
も
そ
れ
自
体
が
往
生
行
に

な
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
し
か
し
、
念
仏
に
励
み
決
定
往
生
の
信
確
立
の

上
は
、
社
会
実
践
な
ど
の
諸
行
・
諸
善
根
は
往
生
の
助
業
と
な
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
ま
た
、
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
仏
教
の
掟
と
し
て
の
廃

悪
修
善
や
慈
悲
行
と
い
っ
た
社
会
的
な
実
践
を
心
が
け
る
こ
と
が
望
ま
し

い
」（
長
谷
川
匡
俊
「
念
仏
と
福
祉
」、
浄
土
宗
総
合
研
究
所
仏
教
福
祉
研
究

会
編
『
浄
土
宗
の
教
え
と
福
祉
実
践
』、
ノ
ン
ブ
ル
社
、
二
〇
一
二
年
）

3　
「
私
た
ち
は
凡
夫
で
あ
っ
て
、
人
々
を
導
け
る
よ
う
な
存
在
で
は
な
い
こ

と
を
示
す
の
で
あ
り
、
娑
婆
に
お
い
て
社
会
実
践
を
行
う
私
た
ち
は
、
あ
く

ま
で
も
「
凡
夫
が
凡
夫
に
よ
り
そ
う
」
と
い
う
立
場
を
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
」（
曽
根
宣
雄
「
法
然
の
教
説
と
福
祉
思
想
」、
同
）

1　
『
善
導
寺
本
』『
国
華
本
』
の
先
行
研
究
は
、
以
下
の
と
お
り
。
中
井
真
孝

『
善
導
寺
本
』（『
法
然
上
人
絵
伝
集
成
１
』
平
成
二
十
年
、
浄
土
宗
）。
梅
津

次
郎
「
新
出
の
法
然
上
人
伝
法
絵
に
つ
い
て
」『
国
華
』
七
〇
五
号
（
国
華

社
、
昭
和
二
五
年
）、
梅
津
次
郎
『
絵
巻
物
残
欠
愛
惜
の
譜
〈
４
〉』（『
日
本

美
術
工
芸
』
昭
和
四
十
年
五
月
所
収
）。
三
田
全
信
『
成
立
史
的
法
然
上
人

諸
伝
の
研
究
』（
平
楽
寺
書
店
、
昭
和
五
一
年
再
版
）

2　

拙
稿
「
法
然
上
人
絵
伝
に
お
け
る
「
霊
山
同
聴
法
華
」
の
意
義
」（『
国
文

学
試
論
』
第
二
二
号
、
平
成
二
五
年
）、「
法
然
上
人
絵
伝
研
究
―
―
『
国
華

本
』「
此
界
一
人
念
仏
名
考
」
―
―
」（『
国
文
学
試
論
』
第
二
四
号
、
平
成

二
七
年
）「
法
然
上
人
絵
伝
の
臨
終
場
面
を
読
む
―
―
『
善
導
寺
本
』『
国
華

本
』
を
中
心
に
―
―
」、『
国
文
学
試
論
』
第
二
六
号
、
平
成
二
九
年
）

3　

先
行
研
究
に
は
、
平
了
照
「
霊
山
同
聴
に
つ
い
て
」（『
天
台
学
報
』
第
十

四
、
天
台
学
会
、
昭
和
四
七
年
）、
大
場
朗
『
梁
塵
秘
抄
』
と
天
台
教
学
―

「
我
等
が
宿
世
の
め
で
た
さ
は
」
の
一
首
を
め
ぐ
っ
て
―
（
宇
部
短
期
大
学

学
術
報
告
第
三
十
五
号
、
平
成
十
年
）、
米
山
孝
子
「
行
基
と
波
羅
門
僧
正

と
の
贈
答
歌
成
立
の
背
景
」（『
水
門
』
言
葉
と
歴
史
二
十
二
号
、
勉
誠
出
版
、

平
成
二
二
年
）、
大
場
朗
「
西
行
と
天
台
」
―
西
行
歌
と
霊
山
同
聴
法
華
―

（『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
至
文
堂
、
平
成
二
三
年
）
が
あ
る
。

4　

平
氏
注
（
３
）
に
同
じ
。

5　
『
善
導
寺
本
』（
注
１
）
一
八
頁
。

6　
『
善
導
寺
本
』（
注
１
）
三
五
、
三
六
頁
。

7　
『
伝
教
大
師
全
集
』
第
一
巻
、
二
三
〇
～
二
三
六
頁
（
世
界
聖
典
刊
行
協

会
、
昭
和
五
十
年
）、『
仏
書
解
説
大
辞
典
』（
大
東
出
版
社
、
昭
和
四
九
年
）

『
内
証
仏
法
相
承
血
脈
譜
』
に
「
菩
薩
戒
脈
、
蓮
華
蔵
世
界
盧
舎
那
仏
よ
り

逸
多
等
の
二
十
余
菩
薩
を
経
て
次
第
相
承
し
、
道
邃
よ
り
最
澄
義
真
と
相
承



─ 45 ─

　
【「
宗
教
の
社
会
貢
献
」
論
を
考
え
る
】

�

髙
瀨
顕
功

　

浄
土
宗
僧
侶
の
社
会
貢
献
活
動
の
歴
史
は
古
く
、
近
代
以
降
で
見

て
も
、
福
田
行
誡
ら
の
福
田
会
育
児
院
、
久
保
田
量
寿
・
深
見
志
運

ら
の
私
立
同
善
簡
易
小
学
校
、
杉
山
大
運
の
額
田
慈
無
量
講
、
颯
田

本
真
の
災
害
救
援
活
動
な
ど
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
ま
た
、
大
正

期
以
降
も
渡
辺
海
旭
、
岩
野
真
隆
、
長
谷
川
良
信
、
鵜
飼
俊
成
、
矢

吹
慶
輝
ら
を
輩
出
し
、
隣
保
事
業
が
積
極
的
に
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、

社
会
事
業
の
研
究
も
進
め
ら
れ
た
。

　

教
団
と
し
て
も
、
宗
務
所
内
に
社
会
課
を
新
設
し
、「
一
寺
院
一

事
業
」
を
提
唱
し
、
財
団
法
人
浄
土
宗
報
恩
明
照
会
を
通
じ
て
慈
善

公
共
事
業
の
啓
発
・
普
及
に
努
め
た
。
こ
れ
ら
の
実
践
の
蓄
積
に
よ

っ
て
、
浄
土
宗
が
「
社
会
事
業
宗
」
と
呼
ば
れ
る
ま
で
に
至
っ
た
こ

と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
事
例
が
示
す
よ
う
に
、
戦
前
、
多
く
の
社
会
事
業
は
寺
院

や
教
会
等
の
宗
教
組
織
が
基
盤
と
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
戦
後
、

Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
り
、
社
会
福
祉
に
お
け
る
公
的
責
任
の
原
則
が
明
示
さ

れ
、
さ
ら
に
日
本
国
憲
法
の
発
布
に
よ
り
、
宗
教
団
体
や
「
公
の
支

配
」
に
属
し
な
い
慈
善
、
教
育
、
博
愛
事
業
へ
の
公
金
支
出
が
禁
止

さ
れ
る
と
、
各
事
業
は
母
体
と
な
る
宗
教
組
織
と
の
分
断
が
生
ま
れ

る
こ
と
に
な
る
。

　

２
０
０
０
年
代
以
降
の
「
宗
教
の
社
会
貢
献
」
論
は
、
こ
の
よ
う

な
分
断
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
背
景
に
は
、
１
９
９

６
年
のCharitable Choice

（
慈
善
的
選
択
法
案
）
採
択
に
よ
る

ア
メ
リ
カ
の
宗
教
を
取
り
巻
く
状
況
の
変
化
、
そ
れ
に
伴
う
研
究
の

蓄
積
と
日
本
へ
の
波
及
、
日
本
語
で
は
「
社
会
参
加
仏
教
」
や
「
社

会
を
つ
く
る
仏
教
」
と
訳
さ
れ
るEngaged Buddhism

概
念
の

創
出
に
加
え
、
我
が
国
に
お
け
る
公
益
法
人
制
度
改
革
な
ど
が
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

さ
て
、
日
本
に
お
い
て
、「
社
会
貢
献
活
動
」
は
、「
無
償
の
奉
仕

活
動
」
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
し
た
が
っ
て
、
寺
院

の
社
会
貢
献
活
動
は
、「
檀
信
徒
以
外
を
対
象
と
し
た
無
償
の
奉
仕

活
動
」
と
言
い
換
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
活
動
が

実
践
で
き
る
の
は
、
経
済
的
、
時
間
的
余
裕
が
あ
る
僧
侶
に
限
ら
れ

る
。
し
た
が
っ
て
、
無
償
の
奉
仕
活
動
で
は
、
で
き
る
寺
院
（
僧

侶
）
／
で
き
な
い
寺
院
（
僧
侶
）
と
い
う
新
た
な
分
断
を
生
み
出
し

か
ね
な
い
。
寺
院
の
規
模
や
立
地
に
制
約
さ
れ
な
い
た
め
に
は
、

「
社
会
貢
献
」
を
よ
り
広
く
と
ら
え
る
視
点
が
必
要
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
国
際
標
準
化
機
構
（ISO

: International 
O

rganization for Standardization

）
の
示
すSR

（
＝
社
会
的
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責
任
）
を
も
と
に
、
寺
院
の
社
会
参
加
を
考
え
て
み
た
い
。
も
と
も

と
、
Ｓ
Ｒ
は
Ｃ
Ｓ
Ｒ
（Corporate Social Responsibility

：
企
業

の
社
会
的
責
任
）
と
い
う
用
語
で
用
い
ら
れ
て
い
た
。
企
業
は
、
一

社
の
利
益
の
み
を
追
い
求
め
る
の
で
は
な
く
、
社
会
を
構
成
す
る
一

員
と
し
て
、
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
の
た
め
に
責
任
あ
る
行
動
が

求
め
ら
れ
る
と
い
う
も
の
だ
。
や
が
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
い
っ

た
企
業
体
で
は
な
い
組
織
の
役
割
の
増
大
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
の
拡
大
な
ど
の
な
か
で
、
Ｓ
Ｒ
は
企
業
だ
け
で
は
な
く
、
あ
ら
ゆ

る
組
織
が
担
う
べ
き
も
の
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
を

寺
院
や
僧
侶
に
も
適
応
し
よ
う
と
い
う
意
図
で
あ
る
。

　

こ
の
Ｓ
Ｒ
の
中
身
に
つ
い
て
、
国
際
規
格
で
あ
る
Ｉ
Ｓ
Ｏ
２
６
０

０
０
は
、
社
会
的
責
任
を
果
た
す
た
め
に
必
要
な
７
つ
の
原
則
を
以

下
の
よ
う
に
示
し
て
い
る
。
①
説
明
責
任
：
組
織
の
活
動
に
よ
っ
て

外
部
に
与
え
る
影
響
を
説
明
す
る
、
②
透
明
性
：
組
織
の
意
思
決
定

や
活
動
の
透
明
性
を
保
つ
、
③
倫
理
的
な
行
動
：
公
平
性
や
誠
実
で

あ
る
こ
と
な
ど
倫
理
観
に
基
づ
い
て
行
動
す
る
、
④
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
の
利
害
の
尊
重
：
様
々
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
へ
配
慮
し
て
対

応
す
る
、
⑤
法
の
支
配
の
尊
重
：
各
国
の
法
令
を
尊
重
し
順
守
す
る
、

⑥
国
際
行
動
規
範
の
尊
重
：
法
律
だ
け
で
な
く
国
際
的
に
通
用
し
て

い
る
規
範
を
尊
重
す
る
、
⑦
人
権
の
尊
重
：
重
要
か
つ
普
遍
的
で
あ

る
人
権
を
尊
重
す
る
。

　

こ
れ
ら
７
つ
の
要
件
を
鑑
み
れ
ば
、「
社
会
的
責
任
」
と
は
、
社

会
貢
献
活
動
を
含
む
、
よ
り
包
括
的
な
概
念
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。

こ
れ
を
も
と
に
、
前
述
の
Ｓ
Ｒ
の
７
原
則
を
仏
教
者
の
場
合
に
置
き

換
え
て
み
る
と
以
下
の
よ
う
に
あ
ら
わ
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
①
説
明
責
任
：
仏
事
（
法
要
・
葬
儀
）
を
含
め
た
諸

活
動
の
意
義
を
伝
え
る
、
②
透
明
性
：
開
か
れ
た
僧
侶
、
開
か
れ
た

寺
院
経
営
を
め
ざ
す
、
③
倫
理
的
な
行
動
：
諸
戒
律
を
含
む
仏
陀
や

各
祖
師
の
示
し
た
行
動
規
範
に
な
ら
う
、
④
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の

利
害
の
尊
重
：
檀
信
徒
や
地
域
住
民
へ
の
配
慮
を
怠
ら
な
い
、
⑤
法

の
支
配
の
尊
重
：
日
本
の
法
令
を
尊
重
し
遵
守
す
る
、
⑥
国
際
行
動

規
範
の
尊
重
：
他
国
の
仏
教
者
の
教
え
や
活
動
に
学
ぶ
、
⑦
人
権
の

尊
重
：
誰
に
対
し
て
も
思
い
や
り
と
慈
し
み
の
心
を
忘
れ
な
い
。

　

す
な
わ
ち
、
社
会
と
関
わ
ろ
う
と
い
う
姿
勢
だ
け
で
な
く
、
自
身

の
足
元
を
見
つ
め
直
し
、
適
切
な
宗
教
活
動
、
寺
院
運
営
が
な
さ
れ

て
い
る
か
を
顧
み
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
重
要
な

点
は
、
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
こ
と
を
「
社
会
的
責
任
」
と
い
う
概

念
で
評
価
す
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
日
常
の
法
務
や
檀
務
も
社
会
に

対
し
て
関
わ
っ
て
い
る
と
い
う
意
識
を
持
つ
こ
と
が
大
切
と
な
る
。

身
近
な
檀
信
徒
、
地
域
と
真
摯
に
向
き
合
う
こ
と
で
、
結
果
と
し
て
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大
き
な
社
会
課
題
に
か
か
わ
る
こ
と
に
も
な
る
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う

に
、
Ｂ
Ｓ
Ｒ
（
＝
仏
教
者
の
社
会
的
責
任
）
と
い
う
観
点
か
ら
、
社

会
貢
献
を
と
ら
え
る
こ
と
で
、
多
く
の
寺
院
が
関
わ
れ
る
「
社
会
参

加
」
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
築
け
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
【
月
参
り
・
中
陰
参
り
の
持
つ
可
能
性
を
考
え
る
】

�

小
川
有
閑

　

我
が
国
の
高
齢
者
人
口
は
増
加
の
一
途
を
た
ど
り
、
一
方
で
出
生

者
数
の
低
下
か
ら
、
高
齢
化
率
は
先
進
国
の
な
か
で
も
顕
著
な
高
さ

を
示
す
超
高
齢
社
会
と
な
っ
て
い
る
。
高
齢
者
の
単
独
世
帯
・
夫
婦

世
帯
も
著
し
い
増
加
を
示
し
、
高
齢
者
の
孤
立
化
が
深
刻
に
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
認
知
症
を
抱
え
る
人
は
政
府
の
想
定
を
超
え
る
勢
い

で
増
え
る
一
方
、
病
院
や
施
設
の
不
足
、
財
政
的
な
限
界
な
ど
、
従

来
の
支
援
で
は
対
応
し
き
れ
な
い
事
態
を
迎
え
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
政
府
は
、
65
歳
以
上
人
口
が
人
口
の
３
割
を
超
す
と
さ

れ
る
２
０
２
５
年
に
向
け
て
、
高
齢
者
の
意
思
が
尊
重
さ
れ
、
が
で

き
る
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
の
良
い
環
境
で
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
続

け
る
た
め
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目
指
し
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
民
間
組
織
が
連
携
を
し
な
が
ら
社
会
的
弱
者
を
支
え

て
い
っ
た
り
、
自
治
会
の
よ
う
な
住
民
相
互
で
助
け
合
っ
た
り
と
い

う
共
助
・
互
助
・
自
助
の
強
化
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
・
強

靭
化
が
は
か
ら
れ
、
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
た
取
り
組
み
が
な
さ
れ

て
い
る
が
、
地
縁
・
血
縁
の
弱
体
化
、
人
口
減
な
ど
担
い
手
不
足
が

障
壁
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
社
会
的
背
景
か
ら
、
発
表
者
は
、
高
齢
者
が
安
心
し

て
地
域
で
暮
ら
し
て
い
く
上
で
、
寺
院
や
僧
侶
が
果
た
せ
る
役
割
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
仏
教
者
が
入
る

こ
と
で
、
よ
り
良
い
超
高
齢
社
会
の
実
現
が
可
能
に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
仮
説
の
も
と
、
科
学
研
究
費
研
究
（
挑
戦
的
研
究
）

「
超
高
齢
・
多
死
社
会
へ
の
新
し
い
ケ
ア
・
ア
プ
ロ
ー
チ
：
地
域
包

括
ケ
ア
に
お
け
る
Ｆ
Ｂ
Ｏ
の
役
割
」（
２
０
１
８
年
度
～
２
０
２
２

年
度
）
に
着
手
し
て
い
る
。
い
く
つ
か
の
研
究
テ
ー
マ
を
進
め
る
う

ち
の
一
つ
が
、
月
参
り
・
中
陰
参
り
で
あ
る
。

　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
は
「
お
お
む
ね
30
分
以
内
に
駆
け
つ
け

ら
れ
る
圏
域
で
、
個
々
人
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
、
医
療
・
介
護
等
の

様
々
な
サ
ー
ビ
ス
が
適
切
に
提
供
で
き
る
よ
う
な
地
域
で
の
体
制
」

と
さ
れ
る
。
月
参
り
は
ま
さ
に
30
分
以
内
に
か
け
つ
け
ら
れ
る
圏
域

で
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
か
つ
、
毎
月
、
定
期
的
に
檀
信
徒
の
居

宅
の
仏
間
ま
で
上
が
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
、
高
齢
者
の
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見
守
り
機
能
を
有
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

そ
の
可
能
性
を
探
る
べ
く
、
２
０
１
８
年
に
月
参
り
を
実
施
し
て

い
る
僧
侶
６
名
（
関
西
4
名
、
関
東
２
名
）
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査

を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
は
、
同
じ
「
月
参
り
」
で
あ
っ
て
も
、
そ
の

内
実
（
増
減
傾
向
、
世
帯
状
況
、
訪
問
エ
リ
ア
）
は
、
地
域
に
よ
っ

て
大
き
な
相
違
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。 

他
方
、
調
査
協
力
者

が
月
忌
ま
い
り
で
出
会
う
檀
信
徒
は
、
ほ
ぼ
高
齢
者
で
あ
る
こ
と
も

明
ら
か
と
な
っ
た
。
住
居
を
毎
月
訪
問
し
、
30
分
～
１
時
間
程
度
、

高
齢
者
と
交
流
を
す
る
そ
の
中
で
、
異
変
に
気
づ
き
支
援
に
つ
な
げ

る
事
例
、
高
齢
者
の
心
の
支
え
に
な
っ
て
い
る
事
例
を
聞
く
こ
と
が

で
き
、
月
忌
ま
い
り
が
地
域
包
括
ケ
ア
の
一
端
を
担
う
可
能
性
が
示

さ
れ
た
。
ま
た
、
月
参
り
だ
け
で
な
く
、
中
陰
参
り
も
重
要
と
い
う

指
摘
を
協
力
者
か
ら
受
け
る
こ
と
も
で
き
た
。

　

そ
の
結
果
を
受
け
、
社
会
に
そ
の
意
義
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
に
あ
た

っ
て
、
現
在
の
実
施
状
況
を
正
確
に
把
握
し
、
そ
の
規
模
を
提
示
す

る
必
要
を
感
じ
、
よ
り
広
範
な
実
態
調
査
を
行
う
こ
と
と
し
た
。
具

体
的
に
は
、
全
国
の
月
参
り
の
実
施
状
況
を
、
各
宗
派
の
宗
勢
調
査

か
ら
抽
出
す
る
こ
と
と
し
た
。
寺
院
数
の
上
位
一
〇
教
団
中
、
過
去

一
〇
年
以
内
に
宗
勢
調
査
を
実
施
し
、
月
参
り
の
実
施
状
況
に
つ
い

て
質
問
項
目
が
あ
っ
た
教
団
は
、
曹
洞
宗
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
、

真
宗
大
谷
派
、
真
言
宗
智
山
派
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
浄
土
宗
寺
院
を

対
象
に
独
自
調
査
を
行
い
、
五
宗
派
の
デ
ー
タ
か
ら
月
参
り
の
実
施

状
況
を
把
握
し
た
が
、
今
回
は
、
時
間
の
関
係
も
あ
り
、
浄
土
宗
寺

院
を
対
象
と
し
た
調
査
結
果
を
報
告
す
る
。

　

浄
土
宗
で
は
宗
勢
調
査
に
お
い
て
、
月
参
り
・
中
陰
参
り
の
実
施

に
つ
い
て
の
質
問
項
目
が
な
い
た
め
、
発
表
者
の
研
究
グ
ル
ー
プ
で

独
自
に
調
査
を
行
っ
た
。
全
か
寺
調
査
は
費
用
的
に
困
難
で
あ
る
た

め
、
各
教
区
長
経
由
で
全
国
316
の
組
長
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
送
付
。
組

内
で
の
実
施
状
況
を
「
貴
組
内
寺
院
で
は
、
ど
の
く
ら
い
行
わ
れ
て

い
る
か
」
と
尋
ね
、「
１
．
ほ
と
ん
ど
の
寺
院
が
や
っ
て
い
る　

２
．

半
数
以
上
の
寺
院
が
や
っ
て
い
る　

３
．
半
数
以
下
の
寺
院
し
か
や

っ
て
い
な
い　

４
．
ほ
と
ん
ど
の
寺
院
が
や
っ
て
い
な
い　

５
．
わ

か
ら
な
い
」
の
5
件
法
で
回
答
を
求
め
た
。
回
収
数
は
153
通
で
あ
っ

た
。

　

回
収
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
は
、
中
陰
参
り
を
「
組
内
寺
院
の
ほ

と
ん
ど
が
や
っ
て
い
る
」
39
・
7
％
、「
半
数
以
上
の
寺
院
が
や
っ

て
い
る
」
11
・
9
％
、
月
参
り
を
「
組
内
寺
院
の
ほ
と
ん
ど
が
や
っ

て
い
る
」
21
・
6
％
、「
半
数
以
上
の
寺
院
が
や
っ
て
い
る
」
15
・

0
％
と
い
う
数
字
が
導
き
出
さ
れ
、
今
も
多
く
の
寺
院
が
実
施
し
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
と
と
も
に
、
北
海
道
、
秋
田
、
山
形
、
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北
陸
、
東
海
、
近
畿
、
九
州
北
部
で
高
い
割
合
を
見
せ
る
な
ど
、
地

域
性
も
示
す
こ
と
が
で
き
た
。
実
施
率
の
高
い
地
域
で
は
、
月
参
り

も
一
つ
の
地
域
特
性
で
あ
り
、
重
要
な
社
会
資
源
に
な
る
可
能
性
が

考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
を
踏
ま
え
て
、
月
参
り
・
中
陰
参
り
の
可
能
性
と
し
て
、
①

高
齢
者
の
見
守
り
機
能
、
②
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
、
③
横
の
つ
な
が
り

（
僧
侶
と
い
う
他
者
の
訪
問
）
と
縦
の
つ
な
が
り
（
先
祖
・
阿
弥
陀

如
来
と
の
つ
な
が
り
）
を
感
じ
る
こ
と
に
よ
る
孤
立
予
防
の
3
点
を

あ
げ
た
。

　
【
寺
院
を
活
用
し
た
地
域
共
生
社
会
づ
く
り

　
　
　

―
医
療
・
看
護
・
ケ
ア
と
の
協
働
―
】

�

大
河
内
大
博

　

寺
院
の
未
来
は
明
る
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
暗
い
だ
ろ
う
か
。

寺
院
運
営
が
厳
し
い
時
代
に
入
っ
た
今
、
将
来
不
安
が
先
立
つ
言
説

の
方
が
目
立
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
か
つ
て
「
社
会
事
業

宗
」
と
称
さ
れ
た
浄
土
宗
の
復
活
を
期
待
す
る
声
に
も
ま
た
、
将
来

不
安
が
見
え
隠
れ
す
る
。

　

し
か
し
、
多
く
の
課
題
が
あ
る
こ
と
は
、
決
し
て
暗
い
こ
と
だ
け

で
は
な
い
。
昨
今
注
目
さ
れ
て
い
る
言
葉
に
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ザ
イ

ン
」
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
社
会
に
あ
る
課
題
に
対
し
て
、
解
決
を

目
指
し
な
が
ら
、
そ
こ
に
新
た
な
価
値
を
見
出
し
て
い
こ
う
と
す
る

社
会
実
装
の
こ
と
を
い
う
。
寺
院
の
在
り
方
も
同
じ
で
は
な
か
ろ
う

か
。
目
先
の
「
運
営
」
だ
け
を
改
善
し
よ
う
と
努
力
し
た
と
こ
ろ
で
、

ま
た
限
界
が
生
じ
て
く
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
そ
の
「
運
営
」
の
基
盤

で
あ
る
寺
檀
制
度
そ
の
も
の
が
ほ
こ
ろ
び
出
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

今
、
私
た
ち
が
取
り
組
む
べ
き
こ
と
は
「
運
営
改
善
」
で
は
な
く
、

今
の
社
会
に
お
け
る
寺
院
の
存
在
価
値
を
高
め
、
存
在
理
由
を
伝
え

る
た
め
の
ル
ー
ト
を
見
出
す
こ
と
で
あ
ろ
う
。
本
発
表
は
、
そ
の
よ

う
な
寺
院
の
課
題
を
社
会
の
課
題
と
掛
け
合
わ
せ
た
時
、
浄
土
宗
寺

院
が
発
信
で
き
る
社
会
へ
の
新
た
な
価
値
と
は
何
か
、
と
い
う
こ
と

に
着
目
し
た
。

　

社
会
は
未
曾
有
の
超
高
齢
社
会
に
突
入
し
、
老
い
・
病
み
・
死
に

ゆ
く
こ
と
が
希
望
通
り
に
叶
う
か
ど
う
か
が
危
う
く
な
り
つ
つ
あ
る

社
会
の
困
難
に
直
面
し
て
い
る
。
誰
が
、
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
に
面

倒
を
見
て
く
れ
る
の
か
。
厚
生
労
働
省
は
、
そ
の
回
答
と
し
て
、

「
地
域
共
生
社
会
」
づ
く
り
を
構
想
し
て
お
り
、
地
域
包
括
支
援
シ

ス
テ
ム
に
よ
っ
て
、
住
み
慣
れ
た
町
で
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
目
標

と
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
地
域
」
で
あ
る
。
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一
方
、
寺
院
の
有
り
様
に
目
を
向
け
て
み
る
と
、
墓
じ
ま
い
、
寺

離
れ
、
儀
礼
の
簡
素
化
、
伽
藍
の
維
持
の
困
難
等
、
各
寺
院
に
よ
っ

て
事
情
は
異
な
る
が
、
厳
し
い
現
実
に
直
面
し
て
い
る
。

　

こ
の
社
会
と
寺
院
の
困
難
を
掛
け
合
わ
せ
た
時
、
一
体
何
が
生
ま

れ
て
来
る
で
あ
ろ
う
か
。
発
表
者
は
、
自
坊
の
あ
る
大
阪
市
住
吉
区

の
地
域
性
と
寺
院
の
特
徴
と
を
分
析
し
、
寺
檀
制
度
の
維
持
に
ば
か

り
傾
注
す
る
の
で
は
な
く
、「
新
た
な
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
の
創
造
」

に
着
手
す
る
必
要
を
感
じ
、「
お
寺
地
域
と
も
い
き
社
会
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
：
さ
っ
と
さ
ん
が
」
と
い
う
も
の
を
立
ち
上
げ
た
。

　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
新
た
な
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
創
造
の
た
め

に
必
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
を
４
つ
掲
げ
て
い
る
。
１
つ
目
は
「
多
職
種

連
携
」。「
住
職
」
と
い
う
専
門
性
を
持
ち
つ
つ
も
、
そ
の
専
門
性
を

他
の
業
種
と
ど
う
協
働
で
き
る
も
の
に
し
て
い
く
か
。
言
う
な
れ
ば
、

住
職
も
外
に
出
て
「
社
会
性
」
に
さ
ら
さ
れ
な
が
ら
、
そ
の
存
在
理

由
を
説
明
し
、
活
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
働
き
か
け
る
責
任
を
果
た

し
て
い
か
ね
ば
ら
な
い
。
２
つ
目
は
、「
当
事
者
性
」。
出
会
う
一
人

ひ
と
り
の
ニ
ー
ズ
に
込
め
ら
れ
た
も
の
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
、「
あ
る

人
」
に
と
っ
て
の
居
場
所
と
な
れ
る
寺
院
を
目
指
す
。
例
え
ば
、

「
子
育
て
に
悩
む
親
」
や
「
大
切
人
を
亡
く
し
た
遺
族
」
な
ど
と
い

っ
た
、「
当
事
者
」
と
出
会
い
、
居
場
所
と
な
る
こ
と
を
試
み
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
３
つ
目
は
、「
世
代
間
」。
核
家
族
化
が
進
ん
だ
社

会
の
な
か
で
、
世
代
の
交
わ
り
が
乏
し
く
な
っ
て
き
た
な
か
、
ど
う

や
っ
て
、
世
代
間
継
承
を
し
て
ゆ
く
か
に
着
目
し
た
取
り
組
み
が
不

可
欠
と
な
っ
て
い
よ
う
。
最
後
の
４
つ
目
は
、「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ

テ
ィ
」。
個
々
人
の
価
値
観
や
信
念
が
尊
重
さ
れ
、
尊
厳
が
保
た
れ

る
た
め
に
必
要
な
取
り
組
み
を
発
信
す
る
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
社

会
の
ニ
ー
ズ
に
応
答
し
て
い
け
る
も
の
に
な
る
。

　

以
上
の
４
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
照
ら
し
て
寺
院
が
発
信
す
る
「
と

も
い
き
社
会
」
を
目
指
す
た
め
に
、
各
寺
院
が
そ
れ
ぞ
れ
「
出
来
る

こ
と
」
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
が
、「
さ
っ
と
さ
ん
が
」
の
目
論
見

で
あ
る
。

　

今
回
、
発
表
者
は
、「
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
立
ち
上
げ

る
こ
と
で
、「
地
域
共
生
社
会
」
づ
く
り
へ
の
活
路
を
見
出
そ
う
と

考
え
て
い
る
。
医
療
・
看
護
と
協
働
し
て
、
寺
院
発
信
の
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
で
、
地
域
に
暮
ら
す
方
々
へ
の

医
療
・
看
護
リ
ソ
ー
ス
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
そ
こ
へ
住
職
も
積

極
的
に
役
割
を
果
た
す
予
定
で
あ
る
。
住
職
は
、
老
い
、
病
と
の
向

き
合
い
方
、
看
護
・
介
護
す
る
家
族
へ
の
ケ
ア
、
そ
し
て
、
看
取
り

文
化
の
見
直
し
と
死
生
観
の
涵
養
、
残
さ
れ
た
家
族
へ
の
グ
リ
ー
フ

ケ
ア
を
、
切
れ
目
な
く
行
っ
て
い
く
こ
と
を
目
指
す
。
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訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
立
ち
上
げ
を
き
っ
か
け
に
し
、
地
元
高

校
生
の
イ
ン
タ
ー
ン
受
け
入
れ
や
防
災
の
取
り
組
み
を
行
政
と
行
っ

て
い
き
、
ま
た
、
地
元
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
も
行

う
。
こ
う
し
た
複
合
的
な
実
践
に
よ
っ
て
、
多
職
種
と
連
携
を
図
り
、

高
齢
者
や
闘
病
者
と
い
っ
た
当
事
者
と
向
き
合
い
つ
つ
、
看
護
・
介

護
の
世
代
間
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
な
が
ら
、
一
人
ひ
と
り
の
ス
ピ
リ
チ

ュ
ア
リ
テ
ィ
に
ケ
ア
を
届
け
て
い
く
こ
と
で
、
新
た
な
メ
ン
バ
ー
シ

ッ
プ
と
お
互
い
に
助
け
合
う
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
を
育
て
て
い

く
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。

　

各
寺
院
の
取
り
巻
く
環
境
は
、
微
妙
に
違
っ
て
い
る
。
本
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
、
住
職
が
「
プ
レ
イ
ヤ
ー
」
と
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新

た
な
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
の
創
造
を
通
し
て
、
浄
土
宗
の
目
指
す
「
と

も
い
き
社
会
」
の
実
現
に
寄
与
し
て
い
こ
う
と
呼
び
か
け
る
も
の
で

あ
る
。

　
【
コ
メ
ン
ト
：
老
年
学
の
立
場
か
ら
】

�

岡
村
毅

　

様
々
な
課
題
を
か
か
え
る
現
代
社
会
に
お
い
て
、
寺
院
に
極
め
て

大
き
な
可
能
性
が
あ
る
こ
と
（
そ
し
て
そ
れ
は
僧
侶
の
皆
さ
ま
が
考

え
る
以
上
に
大
き
い
こ
と
）
を
老
年
学
の
立
場
か
ら
論
じ
る
。

　

認
知
症
を
一
例
に
挙
げ
よ
う
。
我
が
国
は
戦
後
の
焼
け
野
原
か
ら

復
興
し
、
健
康
と
長
寿
を
実
現
し
た
。
一
方
で
認
知
症
に
関
し
て
は
、

報
道
な
ど
と
は
異
な
り
予
防
に
関
す
る
エ
ビ
デ
ン
ス
が
な
い
の
が
実

情
で
あ
る
。
ま
た
、
２
０
１
０
年
代
は
ア
ミ
ロ
イ
ド
仮
説
に
基
づ
く

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
に
対
す
る
創
薬
が
す
べ
て
失
敗
し
、
ス

タ
ー
ト
地
点
に
戻
っ
た
と
も
い
え
る
時
代
で
あ
っ
た
。
認
知
症
が
予

防
も
治
療
も
で
き
な
い
以
上
、
超
高
齢
社
会
の
理
論
的
帰
結
は
「
認

知
症
を
も
つ
人
の
増
加
」
で
あ
る
。

　

現
代
を
生
き
る
高
齢
者
が
若
者
で
あ
っ
た
こ
ろ
、
い
ま
の
よ
う
な

超
高
齢
社
会
で
は
な
か
っ
た
。
高
齢
者
は
少
な
く
、
社
会
の
中
で
居

場
所
が
あ
っ
た
。
時
は
流
れ
、
家
族
機
能
や
地
域
社
会
は
変
容
し
、

現
代
の
高
齢
者
は
認
知
症
を
抱
え
な
が
ら
も
孤
独
に
生
活
し
た
り
、

施
設
で
生
活
し
て
い
る
。
彼
ら
は
、
い
わ
ば
人
類
史
上
は
じ
め
て
高

齢
社
会
を
体
験
す
る
世
代
と
も
い
え
る
の
で
あ
り
、
そ
の
不
安
は
極

め
て
大
き
い
だ
ろ
う
。

　

一
方
で
、
認
知
症
の
人
は
何
も
分
か
ら
な
い
人
だ
、
認
知
症
は
病

気
で
あ
り
治
さ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
認
知
症
観
は
、
徐
々
に
過
去

の
も
の
と
な
っ
た
。
第
一
に
、
認
知
症
は
そ
の
人
の
す
べ
て
を
規
定

す
る
わ
け
で
は
な
く
、
症
状
は
一
部
に
過
ぎ
な
い
、
す
べ
て
の
人
は
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固
有
の
個
人
で
あ
り
そ
の
人
の
視
点
に
た
っ
た
ケ
ア
を
し
な
い
と
い

け
な
い
と
い
う
パ
ー
ソ
ン
・
セ
ン
タ
ー
ド
・
ケ
ア
の
考
え
方
で
あ
る
。

第
二
に
、
社
会
全
体
が
、
認
知
症
が
あ
っ
て
も
尊
厳
を
も
っ
て
幸
せ

に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
社
会
を
作
っ
て
い
く
べ
き
で
あ
る

と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
第
三
に
、
100
歳
前
後
の
超
高
齢
者
に
お
い

て
は
認
知
機
能
が
低
下
す
る
こ
と
が
自
然
で
あ
り
、
認
知
症
か
ど
う

か
と
い
う
論
点
は
再
考
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
臨
床
的
な
考
え

方
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
現
代
社
会
は
ア
プ
リ
オ
リ
に
善
と
思
わ
れ
た
健

康
と
長
寿
の
果
て
に
、
想
定
も
し
な
か
っ
た
大
き
な
課
題
（
認
知
症

を
も
つ
人
の
激
増
）
を
抱
え
て
い
る
。
同
時
に
、
様
々
な
変
革
の
時

代
（
認
知
症
観
の
変
化
）
と
も
い
え
る
。
混
迷
の
時
代
に
あ
っ
て
、

我
が
国
の
社
会
の
深
層
で
長
き
に
わ
た
り
重
要
な
プ
レ
イ
ヤ
ー
で
あ

っ
た
仏
教
お
よ
び
寺
院
が
活
躍
す
る
可
能
性
は
大
き
い
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
以
下
に
そ
の
可
能
性
を
述
べ
た
い
。

　

第
一
に
は
、
新
た
な
学
際
研
究
の
核
と
し
て
の
役
割
で
あ
る
。
い

ま
や
生
物
学
的
医
学
研
究
（
遺
伝
子
や
脳
画
像
）
は
限
界
に
達
し
、

倫
理
や
善
を
射
程
に
す
る
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
の
方
法
論
は
未
知
で

あ
る
。
我
々
は
大
正
大
学
お
よ
び
地
域
構
想
研
究
所
の
研
究
者
兼
僧

侶
を
中
核
と
し
て
、
医
学
、
心
理
学
、
福
祉
学
、
社
会
学
な
ど
の
専

門
家
が
参
集
し
た
チ
ー
ム
を
結
成
し
研
究
を
進
め
て
い
る
。
そ
し
て
、

高
齢
者
の
介
護
施
設
に
お
い
て
は
仏
教
者
へ
の
大
き
な
ニ
ー
ズ
が
あ

る
こ
と
、
虐
待
の
リ
ス
ク
要
因
の
「
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
」
に
つ
い
て
調

べ
た
と
こ
ろ
、
死
に
ゆ
く
も
の
の
ケ
ア
に
対
し
て
前
向
き
な
ケ
ア
ワ

ー
カ
ー
ほ
ど
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
は
少
な
い
こ
と
、
信
仰
を
も
つ
も
の
が

死
に
ゆ
く
も
の
の
ケ
ア
に
対
し
て
前
向
き
で
あ
る
こ
と
、
な
ど
を
社

会
に
発
信
し
て
き
た
。
仏
教
者
に
は
学
術
界
で
一
層
活
躍
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

　

第
二
に
、
地
域
の
拠
点
と
し
て
の
役
割
で
あ
る
。
様
々
な
地
域
活

動
に
お
い
て
、
人
や
場
所
が
な
い
の
で
続
か
な
い
と
い
う
話
を
し
ば

し
ば
聞
く
。
寺
院
に
は
①
長
年
地
域
に
根
差
し
て
き
た
歴
史
と
檀
家

と
い
う
強
力
な
組
織
、
②
仏
教
と
い
う
教
義
（
す
で
に
共
有
さ
れ
て

い
る
理
念
）、
③
建
物
や
土
地
が
あ
る
の
で
新
た
に
借
り
る
必
要
は

な
い
、
と
い
う
点
で
一
日
の
長
が
あ
る
。
選
挙
で
言
う
と
こ
ろ
の

「
地
盤
、
看
板
、
カ
バ
ン
」
が
そ
ろ
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　

第
三
に
、
介
護
者
を
支
え
る
場
と
し
て
の
役
割
で
あ
る
。
こ
れ
は

浄
土
宗
総
合
研
究
が
介
護
者
カ
フ
ェ
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
を
指
す

が
、
老
年
医
学
の
立
場
か
ら
見
る
と
恐
る
べ
き
慧
眼
と
い
う
ほ
か
は

な
い
。
我
が
国
の
認
知
症
ケ
ア
が
、
病
気
と
し
て
の
認
知
症
に
と
ど

ま
っ
て
い
た
こ
ろ
、
英
国
で
は
「
介
護
者
を
支
え
る
こ
と
が
認
知
症
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を
も
つ
人
を
支
え
る
第
一
歩
だ
」、「
診
断
だ
け
で
は
な
く
、
診
断
後

に
支
援
で
き
る
場
を
社
会
に
た
く
さ
ん
作
ら
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
い

う
方
向
性
が
打
ち
出
さ
れ
、「
認
知
症
カ
フ
ェ
」
が
展
開
さ
れ
、
今

や
世
界
が
そ
れ
を
追
っ
て
い
る
。
最
先
端
の
国
際
動
向
と
は
独
立
し

て
、
全
く
同
じ
真
理
に
た
ど
り
着
い
た
浄
土
宗
総
合
研
究
所
お
よ
び

研
究
員
の
学
術
的
な
質
の
高
さ
を
示
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　

第
四
に
、
人
生
に
意
味
や
価
値
を
与
え
る
役
割
で
あ
る
。
我
々
す

べ
て
が
、
長
生
き
を
す
れ
ば
認
知
症
に
な
り
、
体
が
弱
っ
て
死
ん
で

し
ま
う
の
だ
、
そ
こ
に
何
の
意
味
が
あ
る
の
だ
、
あ
る
い
は
そ
の
よ

う
な
人
を
ケ
ア
す
る
こ
と
に
何
の
意
味
が
あ
る
の
だ
と
い
う
ニ
ヒ
リ

ズ
ム
と
闘
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
医
学
に
は
、
意
味
や
価
値
が
あ
る
の

だ
、
と
自
信
を
も
っ
て
示
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
は
宗
教
者
の

特
権
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
よ
り
倫
理
的
な
社
会
を
作
る
と
い
う
役
割
で
あ
る
。
功

利
主
義
的
な
考
え
方
で
は
、
弱
者
を
閉
じ
込
め
、
殺
し
て
し
ま
う
考

え
方
に
な
り
か
ね
な
い
。
仏
教
者
に
は
、
徳
の
力
で
社
会
を
変
え
る

こ
と
が
で
き
る
と
期
待
し
て
い
る
。
例
え
ば
山
谷
の
「
ひ
と
さ
じ
の

会
」
は
重
要
な
先
駆
者
と
い
え
よ
う
。
寺
院
に
は
大
き
な
社
会
的
な

力
が
、
そ
し
て
責
任
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
【
討
論
お
よ
び
質
疑
応
答
】

�

東
海
林
良
昌

　

討
論
の
中
で
は
、
特
に
大
河
内
氏
よ
り
日
本
版
チ
ャ
プ
レ
ン
に
つ

い
て
の
言
及
が
あ
っ
た
。
日
本
で
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
に
か
か
わ
る
宗
教

者
の
モ
デ
ル
の
一
つ
は
、
米
国
で
の
チ
ャ
プ
レ
ン
養
成
シ
ス
テ
ム
に

あ
る
と
い
う
。
米
国
で
は
牧
師
に
な
る
た
め
に
は
三
か
月
間
の
実
習

を
経
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
病
院
で
働
く
た
め
に
は
、
さ
ら
に
一
年
間

の
実
習
が
あ
り
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
の
チ
ャ
プ
レ
ン
が
誕
生
す

る
。
こ
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ャ
プ
レ
ン
に
対
す
る
、
も
う
一

つ
の
あ
り
方
と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
チ
ャ
プ
レ
ン
が
あ
る
。
そ
れ
は

宗
教
者
と
し
て
の
活
動
に
加
え
て
地
域
の
た
め
の
活
動
に
取
り
組
む

宗
教
者
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
日
本
の
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
に
か
か

わ
る
宗
教
者
の
養
成
は
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ャ
プ
レ
ン
が
中

心
で
あ
っ
た
が
、
日
本
で
は
活
躍
の
場
が
少
な
い
。
例
え
ば
国
内
の

病
院
で
は
チ
ャ
プ
レ
ン
は
医
療
行
為
を
行
わ
な
い
の
で
、
事
務
員
と

し
て
採
用
さ
れ
て
い
る
実
態
が
あ
る
。
そ
の
意
味
で
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ

ョ
ナ
ル
チ
ャ
プ
レ
ン
の
需
要
は
少
な
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
チ
ャ
プ
レ

ン
が
分
母
に
な
る
だ
ろ
う
と
い
う
日
本
版
チ
ャ
プ
レ
ン
の
現
状
に
関

す
る
見
立
て
が
示
さ
れ
た
。
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ま
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
チ
ャ
プ
レ
ン
の
よ
う
な
社
会
と
向
き
合
う
僧

侶
人
材
を
育
成
す
る
た
め
に
、
教
師
養
成
課
程
で
の
傾
聴
に
つ
い
て

の
学
習
や
実
習
の
必
要
性
に
つ
い
て
も
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。

　

質
疑
応
答
で
は
、
教
理
や
伝
統
か
ら
離
れ
た
よ
う
に
見
え
る
様
々

な
教
化
が
行
わ
れ
て
い
る
現
状
を
ど
う
考
え
る
の
か
と
い
う
質
問
に

対
し
、
そ
の
よ
う
な
方
法
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
お
念
仏
と
の
縁
を

結
ん
で
く
れ
る
場
合
も
あ
り
、
伝
統
的
な
教
化
と
、
そ
れ
に
対
す
る

現
代
的
で
評
価
の
分
か
れ
る
教
化
の
両
者
が
行
わ
れ
る
と
こ
ろ
に
困

難
な
状
況
を
超
え
て
い
く
道
が
生
ま
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
期

待
に
つ
い
て
討
議
が
行
わ
れ
た
。



─ 55 ─

「
諸
檀
林
掟
書
」
に
関
す
る
一
考
察
―
そ
の
概
要
と
背
景
―

青　

木　

篤　

史

一
、
は
じ
め
に

　

江
戸
時
代
に
僧
侶
に
な
ろ
う
と
す
る
者
は
、「
関
東
十
八
檀
林
」

（
以
下
、
檀
林
と
す
る
）
で
の
修
学
が
必
須
条
件
と
な
っ
て
い
た
。

檀
林
で
修
学
す
る
僧
侶
の
こ
と
を
「
所
化
」
と
呼
び
、
そ
の
所
化
は

幕
府
や
増
上
寺
か
ら
発
布
さ
れ
る
様
々
な
法
度
の
下
で
修
学
を
積
ん

で
い
た
。

　

筆
者
は
昨
年
の
浄
土
宗
総
合
学
術
大
会
に
お
い
て
、
所
化
の
生
活

規
範
を
律
す
る
た
め
に
発
布
さ
れ
た
「
所
化
寮
定
書
」
に
つ
い
て
考

察
を
施
し
た
。

　

し
か
し
研
究
を
重
ね
る
に
つ
れ
、
こ
の
「
所
化
寮
定
書
」
は
生
活

全
般
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
伝
法
・
法
問
に
関
す
る
法
度
は
「
諸

檀
林
掟
書
」
と
い
う
法
度
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
生

活
全
般
に
関
す
る
「
所
化
寮
定
書
」
は
増
上
寺
か
ら
学
寮
・
学
寮
所

化
に
発
布
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
今
回
考
察
を
施
す
「
諸
檀
林
掟

書
」
は
増
上
寺
（
大
僧
正
）
か
ら
諸
檀
林
に
対
し
て
発
布
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
、
一
見
同
じ
よ
う
に
見
え
る
が
発
布
す
る
対
象
が
檀
林
と

な
っ
て
お
り
、
檀
林
に
発
布
さ
れ
た
法
度
を
檀
林
寺
院
自
体
が
遵
守

す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

今
回
考
察
の
対
象
と
す
る
「
諸
檀
林
掟
書
」
に
は
、
入
寺
・
伝

法
・
生
活
全
般
等
の
内
容
が
書
か
れ
て
い
る
。
そ
の
「
諸
檀
林
掟

書
」
を
は
じ
め
と
す
る
増
上
寺
（
大
僧
正
）
か
ら
諸
檀
林
に
発
布
さ

れ
た
法
度
は
、
慶
長
一
二
年
（
一
六
〇
七
）
五
月
二
一
日
に
最
初
に

発
布
さ
れ
た
の
を
は
じ
め
と
し
て
、
宝
暦
五
年
（
一
七
五
五
）
正
月

に
最
後
に
発
布
さ
れ
る
ま
で
、
一
〇
の
掟
書
が
存
在
す
る
。
そ
の
一

〇
個
は
『
増
上
寺
史
料
集
』
第
一
巻
（
古
文
書
）
と
『
増
上
寺
史
料

集
』
第
三
巻
（
山
門
通
規
）
に
翻
刻
資
料
が
所
収
さ
れ
、
そ
の
一
々

の
掟
書
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。　
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本
稿
で
は
、
そ
の
「
諸
檀
林
掟
書
」
を
は
じ
め
と
す
る
諸
檀
林
に

発
布
さ
れ
た
掟
書
を
取
り
上
げ
、
時
代
の
変
遷
等
に
よ
り
、
そ
の
法

度
が
ど
の
よ
う
に
変
化
・
変
遷
し
て
い
っ
た
の
か
、
そ
の
背
景
に
つ

い
て
考
察
を
加
え
た
い
。

二
、『
増
上
寺
史
料
集
』
に
所
収
さ
れ
て
い
る
「
檀
林
法

度
」
に
つ
い
て

　
『
増
上
寺
史
料
集
』
第
一
巻
、
第
三
巻
に
は
、
数
々
の
「
檀
林
法

度
」
が
翻
刻
さ
れ
所
収
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
ま
と
め
た
も
の
が
次

の
【
表
一
】
で
あ
る
。

　

表
の
中
に
分
類
と
し
て
①
〜
⑤
の
分
類
番
号
が
付
し
て
あ
る
。
そ

の
分
類
番
号
は
、
①
幕
府
→
総
録
所
、
②
知
恩
院
→
檀
林
、
③
増
上

寺
→
檀
林
、
④
増
上
寺
→
塔
頭
寺
院
・
門
末
寺
院
、
⑤
増
上
寺
→
学

寮
・
学
寮
所
化
で
あ
る
。

【
表
一
】『
増
上
寺
史
料
集
』
所
収
の
「
檀
林
法
度
」
の
数
々

次
に
本
発
表
で
考
察
対
象
と
す
る
、
③
増
上
寺
→
諸
檀
林
に
出
さ
れ

た
法
度
の
み
を
抜
き
出
し
た
も
の
が
、
次
の
【
表
二
】
で
あ
る
。
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【
表
二
】
今
回
考
察
対
象
と
す
る
「
諸
檀
林
掟
書
」
を
は
じ
め
と
す

る
法
度
の
数
々

こ
の
よ
う
に
な
る
。
こ
の
表
を
一
見
し
て
わ
か
る
通
り
、
慶
長
一
二

年
（
一
六
〇
七
）
五
月
一
日
に
、
初
め
て
檀
林
（
学
寮
）
に
下
読
法

問
に
関
す
る
法
度
が
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
そ
の
後
宝
暦

五
年
（
一
七
五
五
）
正
月
に
至
る
ま
で
一
〇
の
法
度
が
出
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。
昨
年
の
学
術
大
会
で
発
表
し
た
「
所
化
寮
定

書
」
を
は
じ
め
と
す
る
増
上
寺
→
学
寮
・
学
寮
所
化
に
出
さ
れ
た
法

度
に
つ
い
て
は
、
元
禄
元
年
（
一
六
八
八
）
四
月
四
日
以
降
、
ほ
と

ん
ど
が
そ
の
類
い
の
法
度
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る（

（
（

。

三
、「
諸
檀
林
掟
書
」
の
内
容
の
変
遷
と
考
察

　

本
節
で
は
、
実
際
に
そ
の
「
諸
檀
林
掟
書
」
が
時
代
と
と
も
に
ど

の
よ
う
に
変
遷
し
て
い
っ
た
の
か
に
つ
い
て
考
察
を
施
し
て
い
く
。

こ
こ
で
は
①
入
寺
②
伝
法
③
そ
の
他
の
三
項
目
に
分
け
て
述
べ
て
い

く
。①

入
寺
に
つ
い
て

　

ま
ず
、
入
寺
に
つ
い
て
は
寛
文
一
一
年
（
一
六
七
一
）
正
月
一
一

日
の
「
関
東
諸
檀
林
掟
書
」
で
は

一
、
於
諸
山
毎
年
初
入
寺
之
僧
致
著
帳
、
正
月
参
府
之
節
増
上

寺
江
可
被
修
之
事（

（
（
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と
あ
り
、
各
檀
林
に
入
寺
し
た
所
化
の
名
前
等
を
記
し
た
入
寺
帳
を
、

正
月
に
増
上
寺
に
納
め
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
た
。

　

ま
た
、
初
入
寺
の
僧
に
つ
い
て
は
、

　
　

一
、
初
入
寺
之
僧
、
十
五
歳
以
前
不
可
有
許
容
之
事（

（
（

　

と
あ
り
、
こ
れ
は
寛
永
九
年
（
一
六
三
二
）
九
月
五
日
に
発
布
さ
れ

た
、「
照
誉
了
学
所
化
入
寺
掟
書
」（
通
称
：「
所
化
入
寺
掟
」）
に
も

記
載
さ
れ
て
い
る
事
柄
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
入
寺
は
一
五
歳
未
満
、

「
三
部
経
」
を
読
ん
で
い
な
い
者
、
様
子
見
悪
き
者
、
他
宗
の
者
が

除
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
後
世
ま
で
変
わ
る
こ
と
の
な
い
も
の
で

あ
る
。
し
か
し
、
当
時
か
ら
後
世
に
至
る
ま
で
「
下
駄
は
か
せ
」
が

横
行
し
、
一
〇
歳
程
度
で
入
寺
し
て
い
た
僧
も
い
た
と
い
う（

（
（

。
当
時

戸
籍
が
不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
年
齢
を
詐
称
す
る
の
は
容

易
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

②
伝
法
に
つ
い
て

　

伝
法
に
つ
い
て
は
寛
文
一
一
年
（
一
六
七
一
）
正
月
一
一
日
の

「
関
東
諸
檀
林
掟
書
」
で
、

一
、
五
重
者
修
学
五
年
、
血
脈
者
十
年
ニ
相
究
、
可
致
伝
授
事

但
、
無
拠
成
就
之
仁
者
立
上
人
、
少
分
可
有
宥
免
歟（
５
）

と
あ
る
よ
う
に
、
五
重
は
修
学
五
年
目
、
宗
戒
両
脈
は
一
〇
年
の
所

化
に
相
伝
す
る
と
定
め
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
伝
法
に
関
し
て
も
、

こ
の
規
定
を
遵
守
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
く
、
二
〜
四
年
で
五
重
を
相

伝
さ
れ
た
者
や
、
四
〜
九
年
で
宗
戒
両
脈
を
相
伝
さ
れ
る
者
が
い
た

よ
う
で
あ
る
。

　

ま
た
同
じ
く
、
寛
文
一
一
年
（
一
六
七
一
）
正
月
一
一
日
の
「
関

東
諸
檀
林
掟
書
」
で

一
、
対
他
山
之
所
化
、
不
可
令
伝
法
事
、
但
、
自
山
ニ
而
伝
授

以
後
、
他
山
之
再
伝
者
各
別
事（

（
（

　

と
あ
り
、
伝
法
に
関
し
て
は
自
山
で
伝
授
さ
れ
る
こ
と
が
原
則
と
な

っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

ま
た
、
宝
暦
五
年
（
一
七
五
五
）
の
「
諸
檀
林
衆
議
判
永
規
」
で

は
、

一
、
円
頓
戒
者
、
元
祖
・
記
主
之
御
伝
法
に
て
、
宗
門
最
上　

之
戒
た
る
事
分
明
也
、
其
上
御
条
目
に
も
有
之
上
者
、
彌

十
二
門
の
軌
則
を
以
、
如
法
ニ
可
令
執
行
候
事（

（
（
　

や
、

一
、
璽
書
ハ
是
又
御
条
目
に
も
出
候
て
、
満
年
以
上
、
究
竟
の

伝
法
た
る
の
旨
、
各
可
承
知
候
事（

（
（
　

ま
た
、一

、
布
薩
も
如
法
の
軌
則
を
以
、
日
課
増
進
、
上
品
の
業
を
成
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就
し
、
宗
門
最
上
の
伝
法
を
相
定
、
可
令
執
行
候
事（

（
（

な
ど
、
こ
の
「
諸
檀
林
衆
議
判
永
規
」
で
は
全
て
伝
法
に
関
す
る
こ

と
が
決
め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
、
布
薩
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
。
増
上
寺

か
ら
諸
檀
林
に
発
布
さ
れ
た
法
度
の
中
で
、
寛
文
一
一
年
の
「
関
東

諸
檀
林
掟
書
」
や
寛
文
一
二
年
の
「
関
東
諸
檀
林
掟
書
公
儀
」
に
お

い
て
は
、
布
薩
に
関
す
る
記
述
が
な
い
も
の
の
、
享
保
一
八
年
（
一

七
三
四
）
の
「
璽
書
并
ニ
布
薩
戒
定
書
」
で
初
め
て
布
薩
に
関
す
る

記
述
が
見
ら
れ
る
。
布
薩
は
本
来
璽
書
の
相
伝
の
時
点
で
、
布
薩
戒

も
相
伝
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
各
檀
林
で
布
薩
戒
の
伝
目
が
整
備

さ
れ
る
に
つ
れ
、
布
薩
戒
が
近
世
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
隆
盛
を
極

め
る
こ
と
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
布
薩
戒
に
つ
い
て
井
川
定

慶
氏
は
自
身
の
論
文
の
中
で
、

五
重
相
伝
の
厳
重
な
る
こ
と
に
元
和
条
目
を
は
じ
め
、
そ
の
後

定
め
ら
れ
た
寛
文
十
年
の
檀
林
会
議
の
決
議
、
貞
享
三
年
寺
社

奉
行
定
書
、
享
保
七
年
知
恩
院
よ
り
末
寺
へ
の
法
度
に
は
満
十

五
歳
に
て
出
家
し
修
学
五
年
に
し
て
五
重
は
相
伝
さ
れ
る
。
ま

た
能
化
の
分
際
に
な
る
為
の
宗
脈
戒
脈
の
相
承
及
び
璽
書
伝
授

に
つ
い
て
は
一
層
厳
重
に
判
定
さ
れ
て
い
る
が
、
布
薩
相
承
に

つ
い
て
は
何
の
制
約
も
記
述
も
な
い（

（1
（

。

と
あ
る
。
た
し
か
に
こ
れ
ら
の
定
書
等
々
で
は
布
薩
戒
に
関
す
る
記

述
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
布
薩
戒
に
関
す
る
記
述
が
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
の
は
、
先
に
も
述
べ
た
享
保
一
八
年
（
一
七
三
三
）
の

「
璽
書
并
ニ
布
薩
戒
定
書
」
が
初
め
て
で
あ
り
、
そ
こ
で
は

一
、
法
臈
満
廿
年
之
僧
者
、
如
古
来
定
法
、
璽
書
・
布
薩
致
相

承
、
究
宗
門
之
蘊
奥
、
随
縁
猶
令
寺
院
住
職
者
、　　
　

応
其
請
、
対
在
家
、
許
化
他
五
重
、
且
授
布
薩
之
血
脈
候

事
、
為
寺
院
住
持
之
職
分
之
處
、
近
来
不
守
其
法
之
僧
間

有
之
、
剰
雖
令
寺
院
住
職
、
布
薩
未
相
承
、
殊
不
得
璽
書

之
許
可
、
漫
對
他
化
他
五
重
・
布
薩
之
血
脉
相
授
候
事
、

甚
以
不
如
法
之
至
、
法
賊
之
一
人
難
遁
候
、
然
二
十
年
以

上
之
僧
者
、
寺
院
住
職
之
法
﨟
候
間
、
未
相
傳
之
僧
者
豫

得
其
意
、
古
法
之
通
漸
漸
御
附
法
、
可
被
致
成
就
候
、
附
、

年
滿
成
就
之
望
無
之
、
學
席
永
在
堪
之
僧
茂
、
於
其
﨟
滿

者
、
可
究
宗
蘊
事
候
、
但
、
縁
輪
・
扇
間
兩
席
之
間
、
其

心
掛
可
有
之
候（

（1
（

、

璽
書
・
布
薩
を
以
て
寺
院
住
職
を
相
承
と
あ
る
。

　

よ
っ
て
檀
林
修
学
初
期
よ
り
布
薩
戒
の
相
承
は
あ
っ
た
も
の
の
、

法
度
中
に
記
載
が
な
く
、
ど
の
よ
う
に
相
承
さ
れ
て
い
た
の
か
不
明

だ
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
『
三
縁
山
志
』
一
〇
巻
に
は
、
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（
前
略
）
中
絶
の
学
業
を
興
隆
す
。
同
年
冬
（
享
保
一
一
年
）

よ
り
布
薩
式
を
興
行
す（

（1
（

　

と
あ
り
、
学
誉
冏
鑑
が
享
保
一
一
年
に
増
上
寺
第
三
九
世
と
し
て
就

任
し
た
後
、
布
薩
戒
を
再
興
し
た
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
享
保
一
八
年
以
降
、
布
薩
戒
に
対
し
て
戒
脈
の
最
高
位
と

し
て
伝
授
す
る
こ
と
が
盛
ん
に
な
っ
て
き
た
と
推
測
で
き
よ
う
。
こ

の
享
保
一
八
年
当
時
の
増
上
寺
住
持
は
衍
誉
利
天
で
あ
り
、
宗
脈
の

奥
義
を
璽
書
、
戒
脈
の
奥
義
を
布
薩
と
制
定
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の

結
果
、
享
保
二
〇
年
（
一
七
三
六
）
に
「
布
薩
戒
并
ニ
璽
書
定
書
」

が
定
め
ら
れ
、
衍
誉
利
天
が
先
に
定
め
た
も
の
を
通
誉
頓
秀
が
詳
し

く
制
定
し
直
し
、
そ
の
後
宝
暦
五
年
（
一
七
五
五
）
の
「
諸
檀
林
衆

議
判
永
規
」
の
制
定
時
点
で
は
布
薩
戒
の
制
定
が
明
確
に
な
さ
れ
て

い
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
、
享
保
一
八
年
以
前
に
布
薩
に
関
す
る

記
述
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
妥
当
で
あ
ろ
う
。

③
そ
の
他
に
つ
い
て

　

最
後
に
そ
の
他
の
法
度
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
享
保
一
八
年
（
一

七
三
三
）
正
月
八
日
の
「
諸
檀
林
会
議
定
書
」
で
、

一
、
建
立
或
修
復
等
ニ
付
、
境
内
山
林
之
樹
木
伐
用
候
節
、
目

通
三
尺
廻
り
以
上
之
立
木
者
、
一
本
ニ
而
も
当
山
江
無
訴

不
可
伐
用
候
、
若
一
尺
廻
之
立
木
伐
用
候
節
者
、
拾
本
以

上
可
被
相
訴
候
、
但
、
枯
木
一
二
本
之
儀
者
不
及
訴
候（

（1
（

と
あ
る
。
こ
れ
を
見
る
と
境
内
の
樹
木
を
伐
採
す
る
こ
と
も
一
々
増

上
寺
へ
届
け
出
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
も
正
し
く

名
聞
利
養
の
行
為
の
禁
止
で
あ
り
、
境
内
の
樹
木
を
伐
採
す
る
こ
と

で
、
そ
れ
を
売
買
し
、
利
益
を
得
る
と
い
う
行
為
に
発
展
す
る
や
も

知
れ
ず
、
そ
れ
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
も
、
こ
の
よ
う
な
法
度
が
制

定
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
そ
の
次
の
条
目
で
は
、

一
、
本
堂
或
方
丈
或
庫
裏
造
替
、
大
建
立
ニ
付
被
致
借
金
候
共
、

古
来
定
法
之
通
、
後
代
江
不
相
残
様
勘
弁
可
有
之
候
、
然

雖
、
若
少
々
年
賦
償
之
借
金
相
残
候
分
者
、
当
山
江
被
相

訴
、
吟
味
之
上
於
無
拠
儀
者
、
後
代
被
相
譲
候
様
料
簡
可

有
之
事（

（1
（

と
あ
る
。
も
し
借
金
が
残
っ
た
と
す
る
と
、
後
住
の
者
に
迷
惑
が
か

か
る
故
の
制
定
と
考
え
ら
れ
る
。
加
え
て
、
そ
の
後
の
条
目
に
は
、

一
、
建
立
大
普
請
之
外
、
破
損
修
復
ニ
借
金
有
之
分
ハ
、
一
向

後
代
江
不
可
残
之
事（

（1
（

と
あ
り
、
寺
院
の
破
損
修
復
の
際
は
借
金
を
し
て
は
い
け
な
い
と
定

め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
当
時
の
檀
林
寺
院
の
財
政
状
況

を
鑑
み
る
に
、
破
損
修
復
で
あ
っ
て
も
相
当
財
政
的
に
厳
し
か
っ
た
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と
考
え
ら
れ
、
こ
の
法
度
は
檀
林
寺
院
に
と
っ
て
相
当
痛
い
法
度
で

あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
特
に
田
舎
檀
林
に
あ
っ
て
は
、

財
政
的
に
厳
し
い
点
が
多
く
、
一
度
借
金
を
し
た
場
合
、
後
住
ま
で

影
響
が
出
る
で
あ
ろ
う
し
、
後
任
住
持
の
選
定
ま
で
も
危
う
く
な
っ

て
い
た
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
言
う
な
れ
ば
、
寺
院
財
政
逼
迫
に
よ
り

所
化
の
質
も
低
下
す
る
と
考
え
ら
れ
、
ま
す
ま
す
名
聞
利
養
の
行
為

が
横
行
す
る
原
因
に
も
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
堂
宇
の
建
立
や
造
り

替
え
で
借
金
を
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
借
金
を
後
代
ま
で
残
す
こ
と

は
許
さ
れ
ず
、
当
時
の
檀
林
寺
院
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
田
畑
や
什
物

を
質
入
れ
し
た
り
し
な
が
ら
、
財
政
相
続
を
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。

　

私
が
所
属
す
る
小
金
東
漸
寺
も
、
寛
永
十
三
年
（
一
六
三
六
）
に

石
高
が
三
五
石
の
朱
印
地
を
も
ら
っ
て
い
る（

（1
（

。

他
の
檀
林
寺
院
と
比
較
し
て
み
る
と
、
大
巌
寺
は
百
石
、
浄
国
寺
は

五
十
石
、
蓮
馨
寺
が
二
五
石
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
寺
院
と
比
較
す
る

と
石
高
は
多
く
は
な
い
。
正
保
四
年
（
一
六
四
七
）
の
訴
状
に
は

（
中
略
）
右
之
通
に
御
座
候
、
檀
林
と
申
寺
之
修
造
も
不
相
成

候
間
、
可
然
様
に
被
仰
被
上
可
被
下
候
以
上（

（1
（

と
あ
り
、
修
造
も
ま
ま
な
ら
な
い
ほ
ど
経
済
的
に
逼
迫
し
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。
年
代
は
違
う
と
い
え
ど
も
、
こ
の
よ
う
に
檀
林
寺
院
、

特
に
田
舎
檀
林
は
財
政
的
に
厳
し
く
、
堂
宇
の
建
立
・
修
復
に
は
相

当
苦
労
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

結　

論

　

以
上
の
よ
う
に
、
本
稿
で
は
江
戸
期
に
増
上
寺
（
増
上
寺
大
僧

正
）
か
ら
諸
檀
林
（
学
寮
）
に
発
布
さ
れ
た
「
諸
檀
林
掟
書
」
を
は

じ
め
と
す
る
法
度
が
、
時
代
の
変
遷
等
に
よ
り
ど
の
よ
う
に
変
化
し

て
い
っ
た
の
か
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
慶
長
一
二
年
（
一
六
〇
七
）
五
月
に
最
初
に
発
布
さ

れ
て
か
ら
、
宝
暦
五
年
（
一
七
五
五
）
正
月
に
至
る
ま
で
、
一
〇
の

法
度
が
発
布
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
法
度
の
内
容
は
多
岐
に

わ
た
る
が
、
注
目
す
べ
き
点
は
や
は
り
伝
法
に
関
す
る
こ
と
、
生
活

面
に
関
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

伝
法
に
つ
い
て
は
、
寛
文
一
一
年
の
「
関
東
諸
檀
林
掟
書
」
か
ら

五
重
・
宗
脈
・
戒
脈
の
記
述
は
見
ら
れ
る
も
の
の
布
薩
戒
に
つ
い
て

の
記
述
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
結
果
、
学
誉
冏
鑑
が
享
保
一
一
年
に

増
上
寺
に
住
持
と
し
て
入
院
後
、
布
薩
戒
の
再
興
が
な
さ
れ
、
享
保

一
八
年
衍
誉
利
天
が
「
璽
書
并
ニ
布
薩
戒
定
書
」
を
発
布
し
、
こ
こ

で
初
め
て
布
薩
戒
に
つ
い
て
の
記
述
が
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

が
わ
か
っ
た
。
最
終
的
に
宝
暦
五
年
の
「
諸
檀
林
衆
議
判
永
規
」
発
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布
の
時
点
で
、
布
薩
戒
の
制
定
が
ほ
ぼ
明
確
に
な
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
檀
林
修
学
初
期
よ
り
布
薩
戒
の
相
承
は
あ
っ
た
も
の
の
、
法
度

の
中
に
記
載
が
な
い
た
め
、
ど
の
よ
う
に
相
承
さ
れ
て
い
た
の
か
、

ど
の
よ
う
に
相
承
す
れ
ば
い
い
の
か
不
明
で
あ
っ
た
も
の
が
、
享
保

一
八
年
以
降
布
薩
戒
に
つ
い
て
の
明
確
な
記
述
に
よ
り
、
そ
の
相
承

方
法
が
明
確
に
な
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
「
諸
檀
林
掟
書
」
は
増
上
寺
（
録
所
）
か
ら
諸
檀
林

寺
院
（
学
寮
）
に
発
布
さ
れ
た
法
度
で
あ
る
が
、
内
容
に
よ
っ
て
は

諸
檀
林
寺
院
に
と
っ
て
相
当
厳
し
い
法
度
で
あ
り
、
結
果
そ
の
法
度

の
数
々
に
よ
り
、
寺
院
経
営
は
衰
退
の
一
途
を
辿
る
こ
と
と
な
っ
た

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

1　

詳
細
は
拙
稿
「「
所
化
寮
定
書
」
に
つ
い
て
」

　

�

（『
仏
教
論
叢
』
第
六
三
号
、
平
成
三
一
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

2　
『
増
上
寺
史
料
集
』
一
、
一
五
六

�

　
（
増
上
寺
史
料
編
纂
所
、
昭
和
五
八
年
）

3　
『
増
上
寺
史
料
集
』
一
、
一
一
八

�

（
増
上
寺
史
料
編
纂
所
、
昭
和
五
八
年
）

4　

大
島
泰
信
氏
『
浄
土
宗
史
』

　
（『
浄
全
』
二
〇
、
六
三
〇
）
に
よ
る
と
徳
巌
和
上
が
一
二
歳
で
入
寺
し
て
い

た
と
あ
る
。

5　
『
増
上
寺
史
料
集
』
一
、
一
五
六

�

（
増
上
寺
史
料
編
纂
所
、
昭
和
五
八
年
）　

6　

註
四
に
同
じ

7　
『
増
上
寺
史
料
集
』
三
、
二
〇
四

�

（
増
上
寺
史
料
編
纂
所
、
昭
和
五
八
年
）

8　

註
四
に
同
じ

9　

註
四
に
同
じ

10　

井
川
定
慶
氏
「
浄
土
布
薩
戒
に
つ
い
て
」

�

（『
佛
教
論
叢
』
第
一
九
号
、
昭
和
五
〇
年
）

11　
『
増
上
寺
史
料
集
』
一
、
五
一
二

�

（
増
上
寺
史
料
編
纂
所
、
昭
和
五
八
年
）

12　
『
三
縁
山
志
』
一
〇
、
五
〇
四

13　

同
、
三
、
九
一　
（
増
上
寺
史
料
編
纂
所
、
昭
和
五
八
年
）

14　

同
、
三
、
九
二　
（
増
上
寺
史
料
編
纂
所
、
昭
和
五
八
年
）

15　

註
一
三
に
同
じ

16　

宇
高
良
哲
氏
「
近
世
初
期
の
浄
土
宗
檀
林
小
金
東
漸
寺
に
つ
い
て
」

�

（
丸
山
博
正
教
授
古
稀
記
念
論
集
『
浄
土
教
の
思
想
と
歴
史
』）

�

（
山
喜
房
仏
書
林
、
平
成
一
七
年
）

17　

註
一
六
に
同
じ



─ 63 ─

一
、
問
題
の
所
在

　

浄
土
宗
祖
法
然
上
人
（
以
下
、
祖
師
の
敬
称
を
略
す
）
の
遺
文
集

の
一
つ
で
あ
る
『
西
方
指
南
抄
』
は
、
康
元
元
年
（
一
二
五
六
）
か

ら
翌
二
年
に
か
け
て
親
鸞
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
た
と
さ
れ
る
巻
上
本

か
ら
巻
下
末
ま
で
の
六
巻
構
成
の
古
写
本
が
高
田
専
修
寺
に
伝
わ
っ

て
い
る（

（
（

が
、
そ
の
成
立
に
つ
い
て
い
ま
だ
定
説
は
な
い
。
本
論
で
は
、

『
西
方
指
南
抄
』
成
立
問
題
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
研
究
を
振
り
返

り
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
上
で
、
親
鸞
書
写
以
前
の
『
西
方
指
南
抄
』

の
形
態
に
つ
い
て
私
論
を
述
べ
た
い
。

二
、『
西
方
指
南
抄
』
成
立
に
関
す
る
研
究
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　

―
親
鸞
編
集
説
と
親
鸞
転
写
説

『
西
方
指
南
抄
』
成
立
問
題
に
つ
い
て
は
、
以
前
よ
り
親
鸞
編
集

説
と
親
鸞
転
写
説
と
い
う
論
争
が
あ
る（

（
（

。
簡
潔
に
ま
と
め
れ
ば
、

『
西
方
指
南
抄
』
は
親
鸞
の
所
持
す
る
手
記
や
記
録
を
も
と
に
親
鸞

自
身
が
編
纂
し
た
も
の
で
あ
る
と
主
張
す
る
も
の
を
親
鸞
編
集
説
と

呼
ぶ
の
に
対
し
、『
西
方
指
南
抄
』
は
す
で
に
親
鸞
以
前
に
成
立
し

て
お
り
、
親
鸞
は
そ
れ
を
転
写
し
た
に
す
ぎ
な
い
と
主
張
す
る
も
の

を
親
鸞
転
写
説
と
呼
ぶ
。
一
見
わ
か
り
や
す
い
対
立
構
造
で
あ
る
よ

う
に
み
え
る
が
、『
西
方
指
南
抄
』
と
親
鸞
と
の
関
係
に
つ
い
て
よ

く
考
え
る
と
、
一
概
に
編
集
説
と
転
写
説
の
二
つ
に
分
類
す
る
こ
と

が
果
た
し
て
適
切
で
あ
ろ
う
か
。
筆
者
は
こ
こ
に
親
鸞
を
め
ぐ
る
三

つ
の
立
場
が
混
同
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
よ
っ
て
今
一
度
整

理
し
て
み
た
い
。

現
在
伝
わ
る
『
西
方
指
南
抄
』
真
蹟
本
に
関
わ
る
親
鸞
の
立
場

と
し
て
、
以
下
の
三
つ
が
考
え
ら
れ
る
。
第
一
に
、
自
ら
一
念
発
起

し
て
法
然
遺
文
を
集
め
て
編
纂
し
、『
西
方
指
南
抄
』
を
成
立
さ
せ

『
西
方
指
南
抄
』
の
原
初
形
態
に
関
す
る
一
考
察

安
孫
子　

稔　

章
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た
①
撰
述
者
と
し
て
の
立
場
。
第
二
に
、
す
で
に
成
立
し
て
い
た

『
西
方
指
南
抄
』
に
対
し
調
巻
操
作
や
内
容
省
略
な
ど
の
手
を
加
え
、

『
西
方
指
南
抄
』
を
現
在
伝
わ
る
形
に
整
え
た
②
編
集
者
と
し
て
の

立
場
。
そ
し
て
第
三
に
、
す
で
に
成
立
し
て
い
た
『
西
方
指
南
抄
』

を
そ
の
ま
ま
書
写
し
た
③
転
写
者
と
し
て
の
立
場
で
あ
る
。
こ
れ
に

準
じ
る
な
ら
ば
、
①
の
立
場
を
認
め
る
も
の
を
親
鸞
撰
述
説
、
①
を

認
め
ず
②
以
下
の
立
場
を
認
め
る
も
の
を
親
鸞
編
集
説
、
③
の
立
場

し
か
認
め
な
い
も
の
を
親
鸞
転
写
説
と
呼
ぶ
べ
き
で
あ
り
、『
西
方

指
南
抄
』
親
鸞
編
集
説
と
転
写
説
と
い
う
論
争
は
、
本
来
②
と
③
の

間
で
起
こ
る
べ
き
と
考
え
ら
れ
る（

（
（

。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ま
で
論
じ
ら

れ
て
き
た
編
集
説
と
転
写
説
と
の
論
争
の
中
心
点
は
、
撰
述
者
が
親

鸞
で
あ
る
か
否
か
と
い
う
①
と
②
の
間
の
も
の
で
あ
り
、
②
の
立
場

は
①
と
③
の
双
方
に
混
同
さ
れ
曖
昧
に
な
っ
て
い
た
感
が
あ
る（

（
（

。

こ
れ
は
、『
西
方
指
南
抄
』
成
立
問
題
が
、
そ
も
そ
も
法
然
遺
文

集
と
し
て
の
本
書
の
史
料
的
価
値
に
関
す
る
議
論
と
密
接
に
関
連
し

て
い
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。『
西
方
指
南
抄
』
所
収
遺
文
に
は
親

鸞
の
手
に
よ
る
と
み
ら
れ
る
省
略
部
分
が
多
く
認
め
ら
れ
る
。
筆
者

自
身
、
法
然
遺
文
の
一
つ
で
あ
る
『
逆
修
説
法
』
の
研
究
を
長
年
続

け
て
き
た
が
、
そ
の
な
か
で
『
西
方
指
南
抄
』
に
所
収
さ
れ
る
『
逆

修
説
法
』
の
異
文
と
さ
れ
る
『
法
然
聖
人
御
説
法
事
』
を
目
に
す
る

と
き
、
ど
う
し
て
も
気
に
な
る
の
は
、
逆
修
法
会
に
関
わ
る
部
分
を

ま
る
ご
と
削
ぎ
落
と
し
て
し
ま
う
よ
う
な
省
略
の
乱
雑
さ
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
編
集
に
対
す
る
姿
勢
と
、
師
法
然
の
言
葉
を
少
し
で
も

多
く
後
世
に
遺
そ
う
と
一
心
に
『
西
方
指
南
抄
』
と
い
う
一
大
遺
文

集
を
完
成
さ
せ
た
撰
述
に
対
す
る
姿
勢
と
を
重
ね
合
わ
せ
て
み
る
こ

と
は
難
し
い
。
も
し
撰
述
者
が
親
鸞
で
あ
る
と
す
れ
ば
、『
西
方
指

南
抄
』
所
収
遺
文
を
そ
の
ま
ま
法
然
の
言
葉
と
し
て
受
け
取
る
こ
と

に
疑
念
を
生
じ
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
の
よ
う
に
『
西
方
指
南
抄
』
は

親
鸞
の
手
に
か
か
る
も
の
で
あ
り
、
法
然
遺
文
と
し
て
は
疑
わ
し
い

と
し
て
敬
遠
さ
れ
て
い
た
な
か
で
、
親
鸞
は
あ
く
ま
で
『
西
方
指
南

抄
』
を
転
写
し
た
に
す
ぎ
ず
撰
述
者
は
他
に
い
る
と
す
る
転
写
説
は
、

浄
土
宗
学
研
究
に
お
け
る
『
西
方
指
南
抄
』
の
価
値
を
大
き
く
押
し

上
げ
、
研
究
の
推
進
を
促
す
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
親
鸞
が

『
西
方
指
南
抄
』
を
ど
の
よ
う
に
編
集
し
た
の
か
と
い
う
点
よ
り
も
、

撰
述
者
が
親
鸞
な
の
か
否
か
と
い
う
点
が
注
目
さ
れ
て
き
た
の
で
あ

ろ
う
。

な
お
、
筆
者
は
以
前
他
稿
で
述
べ
た
よ
う
に
、
親
鸞
は
『
西
方

指
南
抄
』
の
②
編
集
者
で
は
あ
る
が
①
撰
述
者
で
は
な
い
と
考
え
て

い
る（

（
（

。
こ
れ
は
旧
来
の
枠
組
み
で
は
親
鸞
転
写
説
と
い
う
こ
と
に
な

る
が
、
親
鸞
が
文
章
省
略
や
調
巻
操
作
と
い
っ
た
編
集
作
業
を
施
し
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た
こ
と
は
認
め
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
見
解
を
親
鸞
転
写
説

と
し
て
分
類
し
て
し
ま
う
と
、
と
て
も
分
か
り
づ
ら
い
と
考
え
ら
れ

る
。
よ
っ
て
、
親
鸞
と
『
西
方
指
南
抄
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
旧

来
の
編
集
説
と
転
写
説
と
い
う
二
項
対
立
で
は
な
く
、
今
後
は
①
撰

述
説
②
編
集
説
③
転
写
説
と
い
う
三
つ
の
見
解
の
相
違
に
よ
っ
て
議

論
し
て
い
く
こ
と
を
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
旧
来
の
親
鸞
が
撰
述

者
か
否
か
と
い
う
①
と
②
の
間
の
論
争
は
、
親
鸞
撰
述
説
と
親
鸞
非

撰
述
説
と
し
て
提
示
す
る
と
よ
り
わ
か
り
や
す
い
の
で
は
な
い
か
。

以
降
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
論
を
進
め
て
い
き
た
い
。

三
、
親
鸞
非
撰
述
説
の
根
拠

今
述
べ
た
よ
う
な
『
西
方
指
南
抄
』
撰
述
姿
勢
に
関
わ
る
抽
象

的
な
私
見
は
さ
て
お
き
、
親
鸞
以
前
に
『
西
方
指
南
抄
』
が
成
立
し

て
い
た
と
す
る
親
鸞
非
撰
述
説
を
支
持
す
る
具
体
的
な
根
拠
と
し
て
、

最
も
重
要
視
さ
れ
て
い
る
の
は
、
専
修
寺
本
に
残
る
『
西
方
指
南

抄
』
巻
上
本
の
内
題
に
み
ら
れ
る
書
き
直
し
の
痕
跡
で
あ
る
。

専
修
寺
に
は
親
鸞
真
蹟
本
の
他
に
、
弟
子
の
真
仏
と
顕
智
の
手

に
よ
る
と
み
ら
れ
る
真
蹟
本
の
書
写
本
（
直
弟
本
（
（
（

）
が
所
蔵
さ
れ
る

が
、
そ
の
二
本
と
も
に
、「
西
方
指
南
抄
上
」
と
あ
る
巻
上
本
内
題

の
部
分
を
よ
く
み
る
と
、「
上
」
の
字
が
何
か
四
角
い
文
字
を
一
字

削
っ
て
後
か
ら
書
き
直
し
た
よ
う
に
み
え
る（

（
（

。
こ
こ
に
元
々
あ
っ
た

文
字
に
つ
い
て
、
平
松
令
三
氏
は
『
親
鸞
聖
人
真
蹟
集
成
』（
法
蔵

館
、
一
九
七
三
）
の
解
説
の
中
で
「
曰
」
で
あ
る
と
し
、
こ
れ
よ
り

『
西
方
指
南
抄
』
親
鸞
非
撰
述
説
を
唱
え
て
い
る
。
ま
た
、
中
野
正

明
氏
は
『
法
然
遺
文
の
基
礎
的
研
究
』（
法
蔵
館
、
一
九
九
四
）
に

お
い
て
、
こ
れ
は
「
中
」
で
は
な
い
か
と
述
べ
、
親
鸞
が
は
じ
め
上

巻
と
中
巻
と
を
誤
っ
て
書
写
し
て
し
ま
っ
た
と
み
て
い
る
。
い
ず
れ

に
し
て
も
こ
の
書
き
直
し
の
痕
跡
は
、
親
鸞
が
『
西
方
指
南
抄
』
の

撰
述
者
で
あ
る
こ
と
を
す
ぐ
に
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
親
鸞

以
前
に
『
西
方
指
南
抄
』
と
い
う
書
が
す
で
に
存
在
し
て
い
た
こ
と

を
示
唆
す
る
根
拠
に
な
る
と
み
て
と
れ
る
。

こ
の
二
本
の
訂
正
痕
を
見
比
べ
る
と
、
直
弟
本
の
方
が
真
蹟
本

よ
り
書
き
直
し
前
の
文
字
が
鮮
明
で
あ
り
、
四
角
部
分
の
下
の
辺
が

明
ら
か
に
閉
じ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
は
、
四
角
の
真
ん

中
あ
た
り
か
ら
下
方
向
へ
一
本
の
線
が
伸
び
て
お
り
、
ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
「
中
」
で
あ
る
よ
う
に
も
み
え
る（

（
（

。
し
か
し
、
こ
の
訂
正
痕

に
つ
い
て
清
水
谷
正
尊
氏
が
論
稿
「『
西
方
指
南
抄
』
の
成
立
」

（『
高
田
学
報
』
一
〇
〇
、
二
〇
一
二
）
に
お
い
て
、
直
弟
本
の
内
題

訂
正
痕
に
み
ら
れ
た
四
角
か
ら
下
へ
伸
び
る
線
は
紙
の
裏
写
り
で
あ

る
と
明
ら
か
に
し
、
四
角
の
部
分
か
ら
「
中
」
の
よ
う
に
下
方
向
へ
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伸
び
る
線
は
一
切
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
と
述
べ
ら
れ
、
元
々
書
か
れ

て
い
た
文
字
は
「
中
」
で
は
な
く
「
曰
」
で
あ
る
と
し
て
、
平
松
説

を
支
持
し
て
い
る
。
清
水
谷
氏
は
直
弟
本
が
『
影
印
高
田
古
典
』
に

写
真
版
で
収
録
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
実
物
を
調
査
し
て
こ
の
よ
う
に

結
論
し
て
い
る
の
で
、
少
な
く
と
も
こ
の
訂
正
痕
に
関
す
る
見
解
は

か
な
り
妥
当
性
が
高
く
、
尊
重
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
多
く
の
研
究
者
が
述
べ
て
い
る（

（
（

よ
う
に
、「
西
方
指
南

抄
曰
」
と
い
う
書
き
出
し
は
内
題
の
書
写
と
し
て
不
可
解
で
あ
る
と

言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
清
水
谷
氏
は
前
出
論
稿
に
て
、

は
じ
め
親
鸞
は
『
西
方
指
南
抄
』
の
抜
き
書
き
の
つ
も
り
で
「
曰
」

と
し
て
書
写
し
始
め
た
も
の
の
、
途
中
か
ら
全
体
を
書
写
す
る
こ
と

に
し
た
た
め
こ
の
よ
う
な
形
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
ら
れ

て
い
る
が
、
そ
の
書
き
始
め
で
あ
る
『
法
然
聖
人
御
説
法
事
』
の
冒

頭
部
分
は
ほ
と
ん
ど
省
略
箇
所
が
な
く
、
こ
れ
を
抜
き
書
き
と
み
る

の
は
難
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。

四
、
訂
正
痕
に
関
す
る
筆
者
の
見
解

で
は
、「
曰
」
の
他
の
字
で
あ
っ
た
可
能
性
は
考
え
ら
れ
な
い
で

あ
ろ
う
か
。
筆
者
は
元
々
書
か
れ
て
い
た
字
は
「
曰
」
で
は
な
く
、

「
四
」
で
あ
っ
た
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
元
々
は
「
西
方

指
南
抄
四
」
と
あ
り
、『
西
方
指
南
抄
』
巻
四
の
転
写
で
あ
っ
た
も

の
を
後
か
ら
巻
上
に
訂
正
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

筆
者
の
見
解
を
整
理
す
れ
ば
以
下
の
よ
う
に
な
る
。『
西
方
指
南

抄
』
は
親
鸞
以
前
に
成
立
し
て
い
た
法
然
遺
文
集
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
巻
数
は
不
明
で
あ
る
が
、
仮
に
一
〇
巻
ほ
ど
あ
っ
た
と
想

定
す
る
。
現
在
伝
わ
る
『
西
方
指
南
抄
』
を
お
お
ま
か
に
み
れ
ば
巻

上
本
末
が
教
義
篇
、
巻
中
本
と
巻
中
末
の
途
中
ま
で
が
伝
記
篇
、
巻

中
末
の
途
中
か
ら
巻
下
末
ま
で
が
書
簡
篇
と
い
う
形
で
整
理
さ
れ
て

い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る（

（1
（

た
め
、
底
本
と
な
っ
た
『
西
方
指
南

抄
』
も
同
様
の
順
序
の
構
成
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
親
鸞
は
『
西
方

指
南
抄
』
を
書
写
す
る
際
、
必
要
の
な
い
部
分
は
省
略
し
て
書
写
を

進
め
た
と
み
ら
れ
る
。
教
義
篇
の
第
一
か
ら
第
三
巻
ま
で
に
は
『
選

択
集
』
な
ど
の
教
義
書
も
所
収
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
親

鸞
は
す
で
に
所
持
し
て
い
た
た
め
不
要
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
、
そ

れ
ら
は
書
写
せ
ず
巻
四
の
『
法
然
聖
人
御
説
法
事
』
か
ら
書
写
を
は

じ
め
た
。
巻
五
以
降
に
所
収
さ
れ
る
伝
記
篇
・
書
簡
篇
の
遺
文
も
、

未
所
持
の
も
の
を
中
心
に
必
要
に
応
じ
て
省
略
し
な
が
ら
書
写
し
た
。

そ
し
て
調
巻
操
作
の
結
果
、
上
中
下
そ
れ
ぞ
れ
本
末
の
現
在
の
六
冊

本
と
い
う
体
裁
が
出
来
上
が
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
図
示
す
る
と

【
図
】
の
よ
う
に
な
る
。
底
本
『
西
方
指
南
抄
』
に
対
し
、
省
略
し
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な
が
ら
必
要
に
応
じ
て
書
写
し
て
い
き
、
体
裁
を
整
え
た
も
の
が
現

在
伝
わ
る
親
鸞
真
蹟
本
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
見
方
を
す
る
背
景
と
し
て
、『
西
方
指
南
抄
』
成
立

に
つ
い
て
親
鸞
非
撰
述
説
を
支
持
す
る
筆
者
自
身
の
見
解
が
あ
る
こ

と
は
否
め
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
た
だ
、
そ
れ
を
差
し
引
い
た
と
し

て
も
、
こ
の
巻
上
本
の
訂
正
前
の
内
題
に
つ
い
て
は
、「
西
方
指
南

抄
曰
」
で
あ
っ
た
と
み
る
よ
り
は
「
西
方
指
南
抄
四
」
で
あ
っ
た
と

み
た
方
が
妥
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
第
一
に
、

先
述
し
た
よ
う
に
「
西
方
指
南
抄
曰
」
と
い
う
書
き
出
し
に
は
違
和

感
を
拭
え
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
「
西
方
指
南
抄

四
」
で
あ
れ
ば
底
本
の
巻
四
の
書
写
と
し
て
極
め
て
自
然
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
第
二
に
、
霊
山
氏
の
説
の
よ
う
に
『
西
方
指
南
抄
』

が
教
義
篇
・
伝
記
篇
・
書
簡
篇
と
い
う
構
成
だ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、

教
義
篇
に
含
ま
れ
る
法
然
遺
文
は
『
法
然
聖
人
御
説
法
事
』
だ
け
に

な
っ
て
し
ま
う
。
親
鸞
が
書
写
時
の
年
齢
で
あ
る
八
十
四
歳
の
と
き
、

そ
れ
ま
で
一
心
に
集
め
て
き
た
法
然
遺
文
の
中
で
教
義
篇
に
属
す
も

の
が
『
法
然
聖
人
御
説
法
事
』
だ
け
で
あ
っ
た
と
は
考
え
づ
ら
い
。

す
な
わ
ち
、
も
っ
と
大
部
の
遺
文
集
『
西
方
指
南
抄
』
が
あ
り
、
そ

こ
か
ら
自
身
の
閲
覧
の
た
め
、
ま
た
後
進
の
弟
子
た
ち
へ
伝
え
る
た

め
に
『
法
然
聖
人
御
説
法
事
』
を
特
に
選
ん
で
書
写
し
た
と
考
え
る

方
が
よ
り
自
然
で
あ
る
。

よ
っ
て
筆
者
は
『
西
方
指
南
抄
』
巻
上
本
の
訂
正
前
の
内
題
を

「
西
方
指
南
抄
四
」
で
あ
る
と
推
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

【
図
】『
西
方
指
南
抄
』
の
原
初
形
態
と
親
鸞
の
書
写
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五
、
小
結

こ
こ
ま
で
『
西
方
指
南
抄
』
成
立
問
題
に
つ
い
て
、
従
来
の
研

究
に
み
ら
れ
た
親
鸞
編
集
説
と
転
写
説
と
い
う
対
立
構
造
を
整
理
し
、

親
鸞
撰
述
説
と
非
撰
述
説
と
し
て
見
直
し
た
上
で
、
専
修
寺
蔵
『
西

方
指
南
抄
』
巻
上
本
の
内
題
訂
正
痕
を
基
に
、
親
鸞
が
書
写
し
た
底

本
『
西
方
指
南
抄
』
の
原
初
形
態
に
つ
い
て
考
察
し
試
案
を
提
示
し

た
。
概
要
は
【
図
】
を
参
照
さ
れ
た
い
。

た
だ
し
、
こ
こ
ま
で
の
考
察
結
果
は
、『
西
方
指
南
抄
』
と
い
う

遺
文
集
が
親
鸞
真
蹟
本
の
書
写
以
前
に
成
立
し
て
い
た
と
い
う
こ
と

を
示
唆
す
る
も
の
に
す
ぎ
ず
、『
西
方
指
南
抄
』
の
撰
述
者
が
親
鸞

で
あ
る
か
否
か
は
関
係
し
な
い
。
そ
こ
で
最
後
に
、
真
蹟
本
の
分
冊

の
経
緯
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
こ
こ
で
は
紙
面
の
都
合
上
詳
説

し
な
い
が
、
浅
野
教
信
氏
が
「
西
方
指
南
抄
の
研
究
序
説
」（『
龍
谷

大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
三
、
一
九
六
四
）
で
述
べ
て
い
る
よ

う
に
、『
西
方
指
南
抄
』
は
当
初
上
中
下
の
三
冊
本
の
予
定
で
あ
っ

た
が
、
書
写
の
途
中
で
さ
ら
に
本
末
を
分
け
て
六
冊
本
に
変
更
し
た

こ
と
を
奥
書
の
検
討
等
か
ら
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
し

底
本
と
な
っ
た
『
西
方
指
南
抄
』
も
親
鸞
が
撰
述
し
た
も
の
で
あ
っ

た
な
ら
ば
、
当
然
書
写
す
べ
き
分
量
も
見
当
が
つ
い
て
い
た
で
あ
ろ

う
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
分
冊
の
経
緯
は
踏
ま
ず
に
済
ん
だ
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
三
冊
か
ら
六
冊
へ
と
変
更
さ
れ
た
の
は
、
現

存
す
る
も
の
よ
り
も
大
部
で
あ
っ
た
『
西
方
指
南
抄
』
か
ら
、
必
要

な
部
分
を
抜
き
出
し
て
省
略
し
つ
つ
書
写
を
進
め
る
う
ち
に
、
当
初

の
想
定
よ
り
も
未
所
持
の
遺
文
や
書
写
す
べ
き
内
容
が
多
か
っ
た
た

め
、
急
遽
巻
数
を
増
や
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま

り
、
親
鸞
は
こ
の
と
き
初
め
て
『
西
方
指
南
抄
』
を
手
に
し
、
ど
の

遺
文
を
書
写
し
よ
う
か
検
討
し
な
が
ら
書
写
を
進
め
て
い
た
と
推
察

で
き
る
。

よ
っ
て
、
筆
者
は
『
西
方
指
南
抄
』
巻
上
本
の
訂
正
前
の
内
題

を
「
西
方
指
南
抄
四
」
で
あ
る
と
み
て
、
親
鸞
以
前
に
他
者
の
手
に

よ
っ
て
『
西
方
指
南
抄
』
が
撰
述
・
編
纂
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
。

な
お
、
具
体
的
な
撰
述
者
に
つ
い
て
の
検
討
は
今
後
の
自
身
の
課
題

と
し
た
い
。

1　

こ
の
専
修
寺
本
は
辻
善
之
助
氏
『
親
鸞
聖
人
筆
跡
之
研
究
』（
金
港
堂
書

籍
、
一
九
二
〇
）
に
お
い
て
親
鸞
真
蹟
と
断
定
さ
れ
て
い
る
。

2　

親
鸞
編
集
説
と
転
写
説
と
の
論
争
に
つ
い
て
は
、
中
野
正
明
氏
『
法
然
遺

文
の
基
礎
的
研
究
』（
法
蔵
館
、
一
九
九
四
、
増
補
改
訂
二
〇
一
〇
）
に
詳

し
い
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。
両
説
を
唱
え
る
代
表
的
な
研
究
者
と
し
て
、
親

鸞
編
集
説
は
浅
野
教
信
氏
・
霊
山
勝
海
氏
・
梯
實
圓
氏
、
親
鸞
転
写
説
は
平
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松
令
三
氏
・
中
野
正
明
氏
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

3　

た
だ
し
管
見
の
限
り
、『
西
方
指
南
抄
』
成
立
問
題
に
関
す
る
す
べ
て
の

研
究
に
お
い
て
、
遺
文
の
内
容
に
親
鸞
の
手
が
加
え
ら
れ
て
省
略
さ
れ
て
い

る
こ
と
は
認
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
う
な
る
と
③
親
鸞
転
写
説
に
あ
た
る
研
究

は
存
在
し
な
い
こ
と
に
な
り
、
分
類
の
意
を
な
さ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
よ

っ
て
こ
こ
で
は
内
容
省
略
に
つ
い
て
は
問
題
と
せ
ず
、
加
え
て
調
巻
操
作
等

の
編
集
を
認
め
る
説
を
②
親
鸞
編
集
説
、
省
略
以
外
の
編
集
を
認
め
な
い
説

を
③
親
鸞
転
写
説
と
分
類
す
る
。

4　

た
と
え
ば
平
松
令
三
氏
と
中
野
正
明
氏
は
と
も
に
親
鸞
を
『
西
方
指
南

抄
』
撰
述
者
と
み
て
い
な
い
た
め
、
旧
来
の
枠
組
み
で
は
同
じ
親
鸞
転
写
説

に
分
類
さ
れ
る
が
、
前
註
の
分
類
に
従
え
ば
、
平
松
氏
は
②
親
鸞
編
集
説
、

中
野
氏
は
③
親
鸞
転
写
説
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

5　

拙
稿
「『
西
方
指
南
抄
』
の
成
立
に
関
す
る
一
考
察
―
『
法
然
聖
人
御
説

法
事
』
の
検
討
か
ら
―
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
六
七
、
二
〇
一
九
）
参

照
。

6　

巻
上
本
か
ら
下
本
ま
で
の
五
冊
は
康
元
二
年
（
一
二
五
七
）
に
真
仏
に
よ

っ
て
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
下
末
の
一
冊
の
み
徳
治
三
年
（
一
三
〇

八
）
に
顕
智
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を

合
わ
せ
て
こ
こ
で
は
直
弟
本
と
呼
称
す
る
。
清
水
谷
正
尊
「『
西
方
指
南
抄
』

の
成
立
過
程
と
真
仏
の
筆
跡
」（『
真
宗
連
合
学
会
研
究
紀
要
』
六
二
、
二
〇

一
八
）
等
参
照
。
か
つ
て
は
覚
信
本
と
さ
れ
て
い
た
。

7　

親
鸞
真
蹟
本
は
『
西
方
指
南
抄
』（
同
朋
舎
メ
デ
ィ
ア
プ
ラ
ン
、
二
〇
一

二
）、
直
弟
本
は
『
影
印
高
田
古
典
』（
真
宗
高
田
派
宗
務
院
、
二
〇
〇
八
）

に
そ
れ
ぞ
れ
わ
か
り
や
す
い
写
真
版
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
参
照
さ
れ
た
い
。

8　

拙
稿
「『
西
方
指
南
抄
』
の
成
立
に
関
す
る
一
考
察
―
『
法
然
聖
人
御
説

法
事
』
の
検
討
か
ら
―
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
六
七
、
二
〇
一
九
）
で

は
、
こ
れ
を
「
西
方
指
南
抄
中
」
を
書
き
直
し
た
も
の
と
考
え
、「
親
鸞
は

は
じ
め
上
本
・
上
末
を
中
本
、
中
本
・
中
末
を
中
末
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た

書
を
受
け
取
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
書
写
し
た
も

の
の
、
後
に
な
っ
て
巻
上
は
存
在
し
な
い
こ
と
が
判
明
。
体
裁
を
整
え
る
た

め
に
中
本
・
中
末
を
そ
れ
ぞ
れ
ほ
ぼ
中
央
の
切
り
の
良
い
と
こ
ろ
で
二
分
し
、

そ
れ
ぞ
れ
上
本
・
上
末
・
中
本
・
中
末
と
す
る
こ
と
で
三
巻
六
冊
本
と
し
た

と
考
え
ら
れ
る
」
と
述
べ
た
が
、
こ
の
結
論
は
再
考
の
余
地
が
あ
る
。

9　

た
と
え
ば
霊
山
勝
海
氏
は
、「
再
説
西
方
指
南
抄
の
編
者
に
つ
い
て
―
奥

書
の
解
明
を
手
が
か
り
と
し
て
―
」（『
真
宗
研
究
』
二
三
、
一
九
七
九
）
に

お
い
て
、「
六
巻
に
わ
た
る
編
著
を
西
方
指
南
抄
曰
と
し
て
題
号
と
す
る
こ

と
は
常
識
で
は
考
え
ら
れ
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。

10　

霊
山
氏
の
前
掲
論
稿
に
て
遺
文
収
録
の
順
序
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
る

も
の
を
参
考
に
し
た
。
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江
戸
時
代
の
聖
冏
へ
の
追
慕
―
祥
月
法
要
・
遠
忌
法
要
を
中
心
に
―石　

川　

達　

也

は
じ
め
に

　

令
和
元
年
（
二
〇
一
九
）
は
聖
冏
上
人
（
以
下
、
敬
称
を
略
す
）

の
六
〇
〇
回
忌
に
あ
た
る
。
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
や
増
上
寺
宝
物

展
示
室
で
は
聖
冏
に
関
す
る
展
示
が
あ
り
、
増
上
寺
や
常
福
寺
な
ど

で
は
聖
冏
の
遠
忌
法
要
が
行
わ
れ
た
。

　

で
は
聖
冏
教
学
が
盛
ん
で
あ
っ
た
江
戸
時
代
は
、
聖
冏
へ
の
追
慕

の
実
態
は
ど
う
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
す
で
に

刊
行
さ
れ
て
い
る
寺
院
資
料
を
中
心
に
、
祥
月
法
要
・
遠
忌
法
要
に

焦
点
を
当
て
て
論
じ
て
い
き
た
い
。

聖
冏
の
祥
月
法
要

　

江
戸
崎
大
念
寺
（
茨
城
県
稲
敷
市
）
の
『
大
念
寺
日
鑑
』
に
次
の

よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

・
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
九
月
二
六
日
「
了
誉
上
人
祥
月
、
一
夜

別
時
（
（
（

」

・
文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）
九
月
二
七
日
「
了
誉
上
人
御
祥
月
（
（
（

」

・
文
化
八
年
九
月
二
七
日
「
了
誉
様
御
正
当
（
（
（

」

・
文
化
九
年
九
月
二
七
日
「
了
誉
上
人
御
正
当
（
（
（

」

・
文
化
一
〇
年
九
月
二
七
日
「
了
誉
上
人
御
祥
月
（
（
（

」

・
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
九
月
二
七
日
「
了
誉
上
人
御
祥
月
御
修

行
（
（
（

」

大
念
寺
は
直
接
聖
冏
に
関
係
す
る
寺
院
で
は
な
い
が
、
天
明
七
年
は

逮
夜
法
要
と
し
て
別
時
念
仏
、
そ
れ
以
外
は
九
月
二
七
日
の
命
日
に

法
要
を
行
な
っ
て
い
る
。
な
お
『
江
戸
崎
大
念
寺
志
』
に
什
物
と
し

て
「
八
祖
影
像
（
（
（

」
が
あ
り
、
そ
れ
が
元
祖
法
然
か
ら
浄
土
宗
第
八
祖

聖
聡
ま
で
の
肖
像
だ
と
す
る
と
、
祥
月
法
要
の
際
に
本
尊
と
し
て
祀

ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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川
越
蓮
馨
寺
（
埼
玉
県
川
越
市
）
の
『
蓮
馨
寺
日
鑑
』
に
お
け
る

聖
冏
の
祥
月
命
日
の
記
述
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

・
享
保
八
年
（
一
七
二
三
）
九
月
二
六
日
「
了
誉
御
法
問
、
略
頌
・

百
万
遍
執
行
在
之
候
（
（
（

」

・
享
保
一
六
年
九
月
二
六
日
「
了
誉
上
人
御
精
（
祥
）月
、
殊
ニ
真
影
再
興

出
来
ニ
付
、
御
逮
夜
一
夜
別
時
御
修
行
、
寺
山
所
化
衆
并
方
丈
内

衆
出
勤
、
暮
六
時
御
開
闢
、
晨
朝
回
向
、
夜
四
ツ
時
過
夜
食
、
茶

飯
・
壱
汁
三
菜
・
酒
出
之
（
（
（

、」

・
享
保
一
八
年
九
月
二
六
日
「
了
誉
上
人
御
精
（
祥
）月
（
（1
（

」

・
元
文
二
年
（
一
七
三
七
）
九
月
二
六
日
カ
「
了
誉
忌
、
壱
挺
切
念

仏
（
（1
（

」

蓮
馨
寺
も
聖
冏
に
関
係
す
る
寺
院
で
は
な
い
が
、
逮
夜
法
要
と
し
て

法
問
、『
浄
土
二
蔵
二
教
略
頌
』（
略
頌
）
の
読
誦
、
百
万
遍
念
仏
会
、

別
時
念
仏
が
行
わ
れ
て
い
る
。
特
に
享
保
一
六
年
（
一
七
三
一
）
の

記
事
で
は
、
聖
冏
の
真
影
が
再
興
さ
れ
て
い
る
。『
川
越
蓮
馨
寺
志
』

に
は
「
了
誉
上
人
画　

感
誉
上
人
筆
（
（1
（

」
と
あ
る
よ
う
に
、
蓮
馨
寺
開

山
の
感
誉
存
貞
が
描
い
た
と
思
わ
れ
る
聖
冏
の
肖
像
画
が
あ
り
、
日

鑑
の
「
真
影
の
再
興
」
と
は
こ
の
肖
像
画
が
修
復
さ
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
。

　

岩
槻
浄
国
寺
（
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
）
の
『
浄
国
寺
日
鑑
』
を
み

る
と
、
聖
冏
の
祥
月
命
日
の
記
述
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

・
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
九
月
二
七
日
「
了
誉
様
御
祥
日
御
逮
夜

ゟ
回
願
（
（1
（

」

・
寛
政
一
二
年
九
月
二
七
日
「
了
誉
様
御
祥
月
（
（1
（

」

・
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）
九
月
二
七
日
「
冏
師
前
御
祥
月
御
影
安

置
、
御
盛
物
弐
対
・
二
汁
七
菜
・
御
高
盛
御
膳
、
丈
内
惣
出
勤
、

弥
陀
経
壱
巻
・
略
頌
念
仏
壱
会
（
（1
（

」

・
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
九
月
二
六
日
「
明
日
下
読
法
問
ニ
付
了

誉
御
影
相
掛
置
事
（
（1
（

」

・
文
化
三
年
九
月
二
七
日
「
了
誉
様
御
影
相
掛
候
事
、
森
物
は
月
番

ゟ
来
、
右
畢
て
於
大
方
丈
ニ
重
則
、
大
衆
一
同
御
礼
申
上
候
事
、

右
畢
て
於
御
居
間
丈
内
一
統
御
礼
申
上
事
（
（1
（

」

・
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
九
月
二
七
日
「
了
誉
聖
冏
上
人
御
祥

忌
（
（1
（

」

・
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
九
月
二
六
日
「
了
誉
上
人
御
祥
月
略
頌

礼
讃
御
修
行
（
（1
（

」

・
弘
化
三
年
九
月
二
六
日
「
了
誉
上
人
御
祥
月
御
逮
夜
御
影
修
復
出

来
ニ
付
御
仏
殿
江
安
置
御
法
要
略
頌
礼
讃
修
行
之
事
（
（2
（

」

・
弘
化
四
年
九
月
二
六
日
「
了
誉
上
人
御
祥
月
御
影
御
仏
殿
江
安
置
、

御
逮
夜
御
法
要
略
頌
礼
讃
御
修
行
」
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同
年
同
月
二
七
日
「
聖
冏
禅
師
御
祥
月
御
半
斎
（
（2
（

」

こ
こ
で
も
逮
夜
法
要
や
祥
月
法
要
と
し
て
、
下
読
法
問
、『
略
頌
』

の
読
誦
、『
六
時
礼
讃
』
の
読
誦
、
半
斎
供
養
が
行
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
「
御
影
安
置
」
と
あ
る
よ
う
に
、
聖
冏
の
肖
像
が
祀
ら
れ
て
い

た
よ
う
で
あ
る
。『
檀
林
浄
国
寺
誌
（
（2
（

』
に
よ
る
と
、
浄
国
寺
の
什
宝

と
し
て
「
了
誉
聖
冏
上
人
御
影　

増
上
寺
三
十
九
世
学
誉
冏
鑑
上
人

筆
」
や
「
了
誉
聖
冏
上
人
御
影　

増
上
寺
六
十
一
世
功
誉
念
成
上
人

筆
」
を
確
認
で
き
る
。

　

生
実
大
巌
寺
（
千
葉
県
千
葉
市
）
の
日
鑑
を
み
る
と
、
天
明
七
年

（
一
七
八
七
）
九
月
二
六
日
条
に
「
了
誉
上
人
御
祥
月
御
逮
夜
一
挺

限
念
仏
御
当
日
、
斎
会
供
養
盛
物
、
香
花
備
之
、
四
誓
偈
、
念
仏
一

会
御
修
行
有
之
（
（2
（

」
と
あ
り
、
逮
夜
に
は
一
挺
切
の
念
仏
を
し
、
命
日

に
は
斎
会
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
宝
永
五
年
（
一
七
〇
八
）
に
作
成

さ
れ
た
「
大
巌
寺
起
立
来
由
並
歴
代
住
職
伝
（
（2
（

」
に
よ
る
と
、
大
巌
寺

の
什
物
と
し
て
「
了
誉
御
影　

酉
誉
上
人
真
作
」
と
、
聖
聡
が
作
成

し
た
と
い
う
聖
冏
像
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

増
上
寺
（
東
京
都
港
区
）
は
、「
年
中
常
規
（
（2
（

」
の
九
月
二
六
日
に

「
明
廿
七
日
冏
師
前
御
祥
月
ニ
付
、
酉
蓮
社
江
罷
越
候
間
」
と
あ
り
、

翌
二
七
日
に
「
酉
蓮
社　

冏
師
前
江
金
弐
百
匹
、
仲
間
中
ゟ
相
備
、

右
目
録
者
年
番
ゟ
仕
立
来
ル
、
月
番
ニ
而
備
之
」
と
あ
る
よ
う
に
、

酉
蓮
社
で
聖
冏
の
祥
月
法
要
を
行
っ
て
い
る
。
酉
蓮
社
は
増
上
寺
の

子
院
で
、
寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）
に
雅
山
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
。

明
版
大
蔵
経
を
収
め
る
施
設
で
も
あ
り
報
恩
蔵
と
称
し
た
。
酉
蓮
社

に
つ
い
て
『
酉
蓮
社
志
稿
（
（2
（

』
に
詳
し
い
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
聖
冏
上

人
像
は
寛
延
三
年
一
〇
月
二
〇
日
に
酉
蓮
社
に
奉
納
さ
れ
た
が
、
そ

の
像
は
享
保
六
年
（
一
七
二
一
）
に
増
上
寺
白
随
が
新
造
さ
せ
た
も

の
と
推
測
し
て
い
る
。
ま
た
寛
延
三
年
一
一
月
八
日
に
雅
山
が
月
行

事
の
集
ま
り
に
聖
冏
・
聖
聡
両
像
の
板
木
を
持
参
し
て
拝
ま
せ
て
い

る
記
事
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
増
上
寺
に
は
忍
海
に
よ
る
聖
冏
肖

像
の
木
版
画
が
残
さ
れ
て
お
り
、
忍
海
の
活
動
時
期
と
も
重
な
り
、

忍
海
研
究
（
（2
（

の
上
で
も
興
味
深
い
記
述
で
あ
る
。

　

常
福
寺
（
茨
城
県
那
珂
市
）
は
宝
永
五
年
（
一
七
〇
八
）
に
書
か

れ
た
「
蓮
華
院
式
定
」
に
よ
れ
ば
、「
九
月
了
誉
忌
、
十
一
月
開
山

忌
（
（2
（

」
と
あ
る
よ
う
に
、
九
月
の
命
日
に
は
了
誉
忌
が
行
わ
れ
て
い
た

こ
と
が
分
か
る
。
江
戸
後
期
の
記
録
で
は
あ
る
が
、「
来
誉
代
類
聚
（
（2
（

」

嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
九
月
の
条
に
よ
れ
ば
、「
開
山
上
人
御
忌

来
ル
廿
五
日
ゟ
廿
六
日　

了
誉
上
人
御
忌
廿
六
日
ゟ
廿
七
日
例
年
之

通
被
遊
御
執
行
候
間
末
山
集
会
候
様
御
触
被
成
候
以
上
」
と
あ
り
、

了
実
の
命
日
で
あ
る
一
一
月
三
日
の
開
山
忌
が
、
了
誉
忌
の
前
日
に

移
動
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
聖
冏
の
祥
月
法
要
の
重
要
度
が
開
山
忌
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を
上
回
っ
て
い
た
と
推
測
で
き
る
。
な
お
『
瓜
連
常
福
寺
志
（
（3
（

』
に
よ

れ
ば
聖
冏
像
は
開
山
堂
に
安
置
さ
れ
て
お
り
、『
浄
全
』
一
二
巻
の

口
絵
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。「
瓜
連
御
旧
跡
新
古
諸
什
物
帳
（
（3
（

」
に

よ
れ
ば
、

一
了
誉
上
人
尊
像
并
宮
殿　

君
誉
上
人
御
再
興　

御
躰

　

寂
誉
上
人
御
代　

川
島
香
仙
寺
江
御
寄
附

一
同
新
尊
像　

寂
誉
上
人
御
新
造　

御
壱
躰

と
あ
る
よ
う
に
、
聖
冏
像
は
寂
誉
大
円
（
（3
（

が
新
造
し
た
も
の
で
、
そ
れ

以
前
の
聖
冏
像
は
君
誉
智
厳
（
（3
（

が
修
理
し
た
も
の
の
、
大
円
が
香
仙
寺

（
茨
城
県
常
陸
太
田
市
）
に
寄
附
し
た
と
あ
る
。

　

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
祥
月
法
要
の
際
に
聖
冏
の
肖
像
が
祀
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
そ
れ
で
は
祥
月
法
要
の
記
録
は
な
い

も
の
の
、
聖
冏
の
御
影
を
所
蔵
し
て
い
る
事
例
を
紹
介
し
た
い
。

　

東
漸
寺
（
千
葉
県
松
戸
市
）
は
『
東
漸
寺
所
蔵
資
料
目
録
（
（3
（

』
に
よ

る
と
、「
了
誉
上
人
像
」
と
「
了
誉
様
常
諷
誦
」
が
所
蔵
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
東
漸
寺
の
年
中
行
事
（
（3
（

で
聖
冏
の
祥
月
法
要

を
確
認
で
き
な
か
っ
た
が
、
祥
月
法
要
で
諷
誦
文
が
読
ま
れ
て
い
た

こ
と
が
推
測
で
き
る
。

　

聖
冏
開
山
と
伝
わ
る
法
性
寺
（
茨
城
県
常
総
市
）
に
は
、
江
戸
時

代
初
期
に
描
か
れ
た
と
言
わ
れ
る
了
誉
聖
冏
像
が
あ
り
、
常
総
市
の

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
（
（3
（

。

　

聖
冏
誕
生
の
地
に
建
て
ら
れ
た
誕
生
寺
（
茨
城
県
常
陸
大
宮
市
）

に
は
、
二
体
の
聖
冏
像
が
あ
る
。
そ
の
う
ち
一
体
の
厨
子
に
「
常
福

寺
二
世
了
誉
聖
冏
上
人
／
常
福
寺
廿
六
世
明
誉
造
立
」
と
記
さ
れ
て

お
り
、
明
誉
廓
瑩
（
（3
（

造
立
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
も
う
一
体
の
造
立

年
代
は
不
明
な
も
の
の
、
額
の
三
日
月
を
玉
眼
と
同
じ
よ
う
に
頭
部

の
内
部
か
ら
水
晶
の
板
を
あ
て
て
表
す
像
（
（3
（

で
、
金
沢
文
庫
や
増
上
寺

の
企
画
展
で
展
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

香
仙
寺
に
も
聖
冏
の
木
像
と
掛
軸
が
伝
わ
っ
て
い
る
。
木
像
は
前

述
し
た
大
円
が
寄
進
し
た
像
で
あ
る
の
か
は
確
認
し
て
い
な
い
。
な

お
常
福
寺
、
誕
生
寺
、
香
仙
寺
は
現
在
で
も
聖
冏
の
祥
月
法
要
と
し

て
二
十
六
夜
尊
法
要
（
大
祭
）
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
他
に
は
伝
通
院
（
東
京
都
文
京
区
）
や
善
導
寺
（
群
馬
県
館

林
市
）
な
ど
に
聖
冏
像
が
伝
来
し
て
い
る
ほ
か
、
大
樹
寺
（
愛
知
県

岡
崎
市
（
（3
（

）
や
知
恩
寺
（
京
都
市
左
京
区
（
（4
（

）
に
伝
来
す
る
聖
冏
像
は
、

室
町
時
代
に
も
遡
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

聖
冏
の
遠
忌
法
要

　

次
に
聖
冏
の
遠
忌
法
要
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。
現
在
確
認
で

き
る
最
古
の
記
録
は
、
元
和
五
年
（
一
六
一
九
）
に
伝
通
院
で
行
わ
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れ
た
二
〇
〇
回
忌
で
あ
る
。『
無
量
山
伝
通
院
寿
経
寺  

開
山
了
誉

上
人
伝･

中
興
正
誉
上
人
伝
（
（4
（

』
の
口
絵
に
、
正
誉
廓
山
が
著
し
た
二

百
回
忌
の
「
表
白
」（
伝
通
院
蔵
）
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

寛
文
九
年
（
一
六
六
九
）
の
二
五
〇
回
忌
は
、
常
福
寺
で
行
わ
れ

た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。『
瓜
連
常
福
寺
志
』
に
「
白
誉
当
聖
冏
上

人
二
百
五
十
年
之
遠
忌
勤
修
四
十
八
日
浄
業
（
（4
（

」
と
あ
り
、
常
福
寺
而

通
は
四
八
日
間
の
法
要
を
行
な
っ
て
い
る
。

　

享
保
四
年
（
一
七
一
九
）
の
聖
冏
三
〇
〇
回
忌
に
つ
い
て
、
常
福

寺
で
は
『
瓜
連
常
福
寺
志
』
に
「
中
興
了
誉
上
人
三
百
回
忌
三
部
経

千
部
法
要
修
行
（
（4
（

」
と
あ
る
よ
う
に
、
千
部
法
要
（
千
部
会
）
が
行
わ

れ
た
。
ま
た
知
恩
院
（
京
都
市
東
山
区
）
で
は
『
知
恩
院
日
鑑
』
九

月
二
六
日
の
条
に
「
伝
通
院
開
山
了
誉
上
人
就
三
百
回
忌
、
御
非
時

有
之
、
両
役
十
人
計
也
（
（4
（

」
と
あ
り
、
三
〇
〇
回
忌
に
つ
き
非
時
食
の

斎
会
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
増
上
寺
で
は
『
三
縁
山
志
』
に
よ
る
と
九

月
に
、「
了
誉
上
人
三
百
回
忌
報
謝
法
問
あ
り
（
（4
（

」
と
あ
る
よ
う
に
、

報
謝
法
問
が
行
わ
れ
た
。『
増
上
寺
日
鑑
（
（4
（

』
に
は
更
に
詳
し
く
、

一
、
同
日
了
誉
上
人
三
百
年
忌
ニ
付
、
明
後
廿
六
日
よ
り
廿
七

日
ま
で
□
□
ニ
付
廻
文
来
、
則
坊
中
へ
触
之

一
、
廿
六
日　

了
誉
上
人
御
報
謝
法
問
、

一
、
同
日　

申
上
刻
法
問
畢
テ
、
則
刻
初
夜
法
事
、｛
三
席
、
三

十
坊
・
声
明
衆
三
僧
｝
右
四
奉
請　

弥
陀
経
行
道　

礼
讃
行
道　

後
唄　

念
仏
回
向

一
、
廿
七
日　

了
誉
上
人
御
斎
、
御
飯
斎
有
之
、
御
斎
所
化
一

文
字
・
三
十
坊
、

と
あ
り
、
二
六
日
に
報
謝
法
問
が
終
わ
る
と
、
初
夜
法
要
が
あ
り
、

二
七
日
の
半
斎
に
は
所
化
一
文
字
席
と
子
院
の
三
十
坊
が
出
席
し
た
。

　

明
和
六
年
（
一
七
六
九
）
の
三
五
〇
回
忌
に
つ
い
て
、
鴻
巣
勝
願

寺
（
埼
玉
県
鴻
巣
市
）
の
『
勝
願
寺
日
鑑
』
に
記
載
が
あ
る
。
五
月

一
八
日
の
条
（
（4
（

に
よ
る
と
次
の
よ
う
に
あ
る
。

一
、
当
九
月
了
誉
上
人
三
百
五
十
年
御
忌
ニ
付
、
今
日
よ
り
来

廿
七
日
迄
於
小
石
川
御
法
要
、
正
月
御
会
談
之
節
諸
檀
林
よ
り

御
影
江
金
百
疋
ツ
ヽ
御
奉
納
候
事
、
田
舎
は
御
使
僧
江
府
檀
林

方
は
更（交
対替）ニ
導
師
被
成
候
之
段
、
当
山
寺
内
ニ
従
来
御
省
（
肖
）像

御

座
候
処
殊
之
外
損
、
殊
ニ
御
首
粗
末
ニ
為
相
成
候
間
、
新
規
彫

替
惣
彩
色
出
来

こ
れ
に
よ
る
と
、
今
年
の
九
月
は
三
五
〇
回
忌
に
あ
た
る
た
め
、
五

月
一
八
日
よ
り
二
七
日
ま
で
の
一
〇
日
間
、
小
石
川
伝
通
院
で
法
要

を
行
い
、
正
月
の
檀
林
会
議
の
際
に
諸
檀
林
よ
り
金
百
匹
が
伝
通
院

の
聖
冏
像
に
奉
納
さ
れ
た
。
田
舎
檀
林
は
使
僧
を
派
遣
し
、
江
戸
檀

林
は
交
代
で
法
要
の
導
師
を
勤
め
た
と
あ
る
。
ま
た
勝
願
寺
に
あ
る
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聖
冏
上
人
像
は
特
に
首
が
傷
ん
だ
た
め
新
規
に
彫
り
替
え
、
彩
色
も

新
し
く
塗
り
直
し
た
と
い
う
。
ま
た
九
月
二
六
日
条
（
（4
（

に
は
次
の
よ
う

に
あ
る
。

一
、
明
日
了
誉
上
人
三
百
五
十
回
忌
ニ
付
今
晩
一
夜
別
時
被
仰

出
、
寺
内
在
山
之
衆
并
当
宿
有
信
之
男
女
三
十
人
計
通
夜
、
小

豆
粥
出
之
、
明
朝
寺
内
在
山
之
衆
并
惣
巌
院
両
名
主
江
御
斎
被

下
之
、
当
春
伝
通
院
ニ
而
御
年
回
御
取
越
、
御
香
奠
金
百
疋
御

菓
子
料
金
百
疋
諸
檀
林
并
差
上
之
、
且
当
月
瓜
連
ニ
而
も
御
法

事
有
之
ニ
付
、
為
香
奠
金
百
疋
差
上
之

二
六
日
は
逮
夜
法
要
と
し
て
夜
通
し
で
別
時
念
仏
を
し
て
、
在
山
の

僧
侶
や
近
所
の
信
者
が
三
〇
人
ば
か
り
集
ま
っ
た
の
で
小
豆
粥
を
ふ

る
ま
っ
た
。
ま
た
常
福
寺
で
も
法
要
が
あ
っ
た
の
で
、
香
奠
と
し
て

金
百
匹
を
贈
っ
た
と
あ
る
。

　

文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
の
四
〇
〇
回
忌
に
あ
た
り
、
増
上
寺
で

は
「
三
縁
山
版
」
と
し
て
校
合
再
刻
し
た
『
破
邪
顕
正
義
』
が
刊
行

さ
れ
、
巻
末
に
増
上
寺
騰
誉
実
海
が
一
文
を
寄
せ
て
い
る
。『
浄
土

宗
大
年
表
』
に
よ
る
と
、
九
月
に
知
恩
院
門
跡
尊
超
法
親
王
導
師
の

も
と
に
、
伝
通
院
で
四
〇
〇
回
忌
法
要
が
執
り
行
わ
れ
た
（
（4
（

。
ま
た
文

政
五
年
に
伝
通
院
か
ら
「
無
量
山
蔵
板
」
と
し
て
『
了
誉
聖
冏
禅
師

絵
詞
伝
』（
了
誉
上
人
絵
詞
伝
）
が
刊
行
さ
れ
た
。
増
上
寺
実
海
の

序
文
、
鸞
洲
の
序
文
、
玄
迪
の
跋
文
は
す
べ
て
文
政
二
年
で
あ
る
た

め
、
四
〇
〇
回
忌
に
合
わ
せ
て
出
版
が
企
画
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ

と
が
分
か
る
。

お
わ
り
に

　

こ
れ
ま
で
論
じ
て
き
た
よ
う
に
、
檀
林
や
由
緒
寺
院
で
聖
冏
の
祥

月
法
要
が
行
わ
れ
、
そ
の
際
に
は
聖
冏
の
肖
像
が
祀
ら
れ
て
い
た
こ

と
を
確
認
で
き
た
。
ま
た
遠
忌
法
要
は
元
和
五
年
の
二
〇
〇
回
忌
か

ら
聖
冏
と
ゆ
か
り
の
深
い
伝
通
院
や
常
福
寺
を
中
心
に
行
わ
れ
て
い

た
が
、
伝
通
院
の
資
料
は
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い
た
め
、
そ
の
実

態
は
不
明
な
点
が
多
い
。
し
か
し
近
代
に
な
っ
て
か
ら
も
伝
通
院
と

常
福
寺
が
中
心
と
な
っ
て
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
に
五
〇
〇
回

忌
（
（5
（

が
行
わ
れ
、
令
和
元
年
の
六
〇
〇
回
忌
に
至
っ
て
い
る
。

1　
『
浄
土
宗
関
東
十
八
檀
林
大
念
寺
日
鑑　

一
』（
淑
徳
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
、
二

〇
一
八
年
）
一
三
九
頁
。

2　
『
浄
土
宗
関
東
十
八
檀
林
大
念
寺
日
鑑　

一
』
二
一
〇
頁
。

3　
『
浄
土
宗
関
東
十
八
檀
林
大
念
寺
日
鑑　

一
』
二
四
三
頁
。

4　
『
浄
土
宗
関
東
十
八
檀
林
大
念
寺
日
鑑　

一
』
二
六
九
頁
。

5　
『
浄
土
宗
関
東
十
八
檀
林
大
念
寺
日
鑑　

一
』
二
八
七
頁
。

6　
『
浄
土
宗
関
東
十
八
檀
林
大
念
寺
日
鑑　

二
』（
淑
徳
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
、
二



─ 76 ─

〇
一
九
年
）
一
八
〇
頁
。

7　
『
浄
全
』
二
〇
、
二
九
五
頁
。

8　
『
蓮
馨
寺
日
鑑　

一
』（
文
化
書
院
、
二
〇
一
二
年
）
三
五
頁
。

9　
『
蓮
馨
寺
日
鑑　

一
』
一
七
〇
頁
。

10　
『
蓮
馨
寺
日
鑑　

一
』
三
〇
三
頁
。

11　
『
蓮
馨
寺
日
鑑
』
四
四
三
頁
。

12　
『
浄
全
』
二
〇
、
一
〇
八
頁
。

13　
『
岩
槻
市
史　

近
世
史
料
編
２　

浄
国
寺
日
鑑　

上
』（
岩
槻
市
、
一
九
八

一
年
）
四
六
二
頁
。

14　
『
岩
槻
市
史　

近
世
史
料
編
２　

浄
国
寺
日
鑑　

上
』
七
二
五
頁
。

15　
『
岩
槻
市
史　

近
世
史
料
編
２　

浄
国
寺
日
鑑　

上
』
七
五
四
頁
。

16　
『
岩
槻
市
史　

近
世
史
料
編
２　

浄
国
寺
日
鑑　

上
』
七
七
五
頁
。

17　
『
岩
槻
市
史　

近
世
史
料
編
２　

浄
国
寺
日
鑑　

上
』
七
九
一
頁
。

18　
『
岩
槻
市
史　

近
世
史
料
編
２　

浄
国
寺
日
鑑　

中
』（
岩
槻
市
、
一
九
八

一
年
）
七
六
四
頁
。

19　
『
岩
槻
市
史　

近
世
史
料
編
２　

浄
国
寺
日
鑑　

中
』
一
〇
〇
七
頁
。

20　
『
岩
槻
市
史　

近
世
史
料
編
２　

浄
国
寺
日
鑑　

中
』
一
〇
七
三
頁
。

21　
『
岩
槻
市
史　

近
世
史
料
編
２　

浄
国
寺
日
鑑　

下
』（
岩
槻
市
、
一
九
八

一
年
）
四
〇
頁
。

22　
『
檀
林
浄
国
寺
誌
』（
浄
国
寺
、
一
九
三
六
年
）
一
九
頁
。

23　
『
大
巌
寺
文
書　

五
』（
大
巌
寺
文
化
苑
出
版
部
、
一
九
七
二
年
）
一
一
八

頁
。

24　
『
大
巌
寺
文
書　

四
』（
大
巌
寺
文
化
苑
出
版
部
、
一
九
七
一
年
）
二
一
八

頁
。

25　
『
増
上
寺
史
料
集　

二
』（
大
本
山
増
上
寺
、
一
九
八
二
年
）
三
一
六
頁
。

26　

會
谷
佳
光
『
酉
蓮
社
志
稿
』（
酉
蓮
社
、
二
〇
一
二
年
）

27　

忍
海
の
画
業
に
つ
い
て
、
杉
本
欣
久
「
増
上
寺
の
学
僧
・
忍
海
の
作
画
と

復
古
思
想
―
江
戸
中
期
の
徂
徠
学
派
に
み
る
文
化
潮
流
―
」（『
古
文
化
研

究
』
一
四
、
二
〇
一
五
年
）
に
詳
し
い
。

28　

宇
高
良
哲
『
関
東
浄
土
宗
檀
林
古
文
書
選
』（
東
洋
文
化
出
版
、
一
九
八

二
年
）
一
六
二
頁
。

29　

常
福
寺
文
書
一
九
二
（
茨
城
県
立
歴
史
館
寄
託
）

30　
『
浄
全
』
一
九
、
七
八
〇
頁
。

31　

常
福
寺
文
書
八
五
（
茨
城
県
立
歴
史
館
寄
託
）

32　

在
任
期
間
は
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
一
一
月
か
ら
天
保
一
三
年
一
〇
月

ま
で

33　

在
任
期
間
は
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
三
月
か
ら
享
和
元
年
（
一
八
〇

一
）
一
一
月
ま
で

34　
『
東
漸
寺
所
蔵
資
料
目
録
』（
松
戸
市
立
博
物
館
、
一
九
九
四
年
）

35　
「
小
金
東
漸
寺
年
中
行
事
記
」『
松
戸
市
史　

史
料
篇
（
六
）　

東
漸
寺
史

料
』（
松
戸
市
立
図
書
館
、
一
九
九
四
年
）

36　
『
常
総
の
文
化
財
』（
常
総
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
、
二
〇
〇
八
年
）

37　

常
福
寺
在
任
期
間
は
元
禄
六
年
（
一
六
九
三
）
九
月
か
ら
元
禄
八
年
一
月

ま
で

38　
『
浄
土
宗
七
祖
聖
冏
と
関
東
浄
土
宗
―
常
福
寺
の
名
宝
を
中
心
に
―
』（
神

奈
川
県
立
金
沢
文
庫
、
二
〇
一
九
年
）
二
頁
。

39　
『
三
河
浄
土
宗
寺
院
の
名
宝
』（
岡
崎
市
美
術
博
物
館
、
二
〇
一
一
年
）
三

一
頁
。

40　
『
社
寺
調
査
報
告
２
７
（
知
恩
寺
）』（
京
都
国
立
博
物
館
、
二
〇
一
六
年
）

六
五
頁
。

41　

村
上
博
了
『
無
量
山
伝
通
院
寿
経
寺  

開
山
了
誉
上
人
伝
・
中
興
正
誉
上

人
伝
』（
伝
通
院
、
一
九
八
八
年
）

42　
『
浄
全
』
一
九
、
七
六
八
頁
。

43　
『
浄
全
』
一
九
、
七
六
四
頁
。

44　
『
知
恩
院
史
料
集　

七
』（
総
本
山
知
恩
院
史
料
編
纂
所
、
一
九
八
八
年
）

二
二
五
頁
。
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45　
『
浄
全
』
一
九
、
五
〇
三
頁
。

46　
『
増
上
寺
日
鑑　

二
』（
文
化
書
院
、
二
〇
〇
二
年
）
一
六
九
頁
。
割
行
は

｛　

｝
で
括
っ
た
。

47　
『
鴻
巣
市
史　

資
料
編
４　

近
世
２
』（
埼
玉
県
鴻
巣
市
、
一
九
九
六
年
）

五
九
七
頁
。

48　
『
鴻
巣
市
史　

資
料
編
４　

近
世
２
』
六
一
九
頁
。

49　
『
浄
土
宗
大
年
表
』（
山
喜
房
、
一
九
九
四
年
）
七
〇
五
頁
。

50　

聖
冏
五
〇
〇
回
忌
に
関
し
て
、
服
部
淳
一
「『
聖
冏
禅
師
五
百
年
遠
忌
記

念
帖
』
に
お
け
る
聖
冏
像
」（『
仏
教
論
叢
』
四
七
、
二
〇
〇
三
年
）
に
詳
し

い
。。
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第
十
八
願
「
十
方
衆
生
解
釈
」
―
澄
円
を
中
心
に
―

石　

田　

一　

裕

一
、
は
じ
め
に

　

本
稿
は
『
無
量
寿
経
』
第
十
八
願
に
お
け
る
「
十
方
衆
生
」
に
つ

い
て
、
澄
円
の
『
夢
中
松
風
論
』
お
よ
び
『
浄
土
十
勝
箋
節
論
』

（
以
下
『
浄
土
十
勝
論
』）
を
中
心
に
考
察
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
澄

円
は
「
異
色
の
浄
土
教
者
（
（
（

」
と
指
摘
さ
れ
、
十
四
世
紀
に
活
動
を
し

た
。
こ
れ
ま
で
『
夢
中
松
風
論
』
の
考
察
を
中
心
に
い
く
つ
か
の
論

考
が
発
表
さ
れ
て
い
る
（
（
（

。
近
年
、
大
正
大
学
綜
合
佛
教
研
究
所
「
室

町
期
に
お
け
る
諸
宗
兼
学
仏
教
研
究
会
」
が
『
浄
土
十
勝
論
』
の
翻

刻
お
よ
び
書
き
下
し
の
発
表
を
は
じ
め
、
澄
円
の
思
想
を
よ
り
深
く

検
討
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
き
た
（
（
（

。
そ
こ
で
、
筆
者
の
問
題
意

識
の
も
と
、
そ
の
思
想
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

二
、
問
題
の
所
在

　
『
無
量
寿
経
』
第
十
八
願
の
解
釈
史
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、

思
想
史
研
究
と
し
て
魅
力
あ
る
テ
ー
マ
で
あ
る
。
そ
れ
と
と
も
に
、

こ
の
願
は
い
ま
な
お
信
仰
の
要
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
解
釈
の
歴
史

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
信
仰
に
影
響
を
与
え
る
可
能
性
を
含
ん

で
い
る
。

　

伝
統
教
団
に
お
け
る
宗
教
的
な
経
文
解
釈
は
、
歴
史
の
中
で
確
立

さ
れ
た
視
点
を
踏
ま
え
て
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
受
け
継

い
で
い
く
こ
と
は
教
団
の
目
的
の
一
つ
で
も
あ
ろ
う
。
解
釈
の
歴
史

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
自
分
が
受
け
継
い
で
い
る
視
点
が
い
か

な
る
も
の
か
を
解
明
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
ま
た
自
分
自
身
が
独

自
な
理
解
を
行
っ
て
い
な
い
か
を
吟
味
す
る
と
い
う
側
面
も
あ
る
。

独
自
の
理
解
を
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
が
、
伝
統
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教
団
で
あ
れ
ば
そ
の
よ
う
な
理
解
の
可
否
は
、
正
統
的
な
理
解
と
の

比
較
検
討
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

本
稿
は
、
澄
円
が
本
願
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
考
え
を
持
っ
て
い

た
か
を
問
題
と
し
、
こ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
澄
円
の
思
想

の
一
端
を
提
示
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
そ
れ
は
、
近
年
の
筆
者

の
課
題
で
も
あ
る
ペ
ッ
ト
の
往
生
を
考
え
る
一
助
と
も
な
ろ
う
。

三
、『
夢
中
松
風
論
』
に
お
け
る
議
論

　
『
夢
中
松
風
論
』
第
六
巻
は
、
前
半
部
に
お
い
て
『
龍
舒
浄
土
文
』

を
引
用
し
、
様
々
な
人
々
の
往
生
に
つ
い
て
論
じ
る
。
そ
の
後
に

「
こ
の
〔
第
十
八
願
の
〕
十
方
衆
生
と
は
、
た
だ
人
趣
に
限
っ
た
も

の
な
の
で
し
ょ
う
か
、
あ
る
い
は
ま
た
六
道
全
て
に
通
じ
る
も
の
な

の
で
し
ょ
う
か
（
（
（

」
と
い
う
問
い
を
設
け
て
い
る
（
（
（

。
こ
の
問
い
に
対
す

る
答
え
は
「
そ
の
質
問
に
つ
い
て
は
、
道
理
と
文
證
か
ら
鑑
み
る
と
、

十
方
衆
生
と
い
う
言
葉
の
中
に
は
、
正
し
く
は
人
趣
の
衆
生
を
意
味

し
ま
す
が
、
傍
ら
に
は
六
道
に
存
在
す
る
四
種
の
生
ま
れ
方
を
す
る

全
て
の
衆
生
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
（
（
（

」
と
い
う
も
の
だ
。
つ
ま
り
十
方

衆
生
に
は
、
傍
ら
で
は
あ
る
が
、
人
間
以
外
の
衆
生
も
含
ん
で
い
る

と
い
う
理
解
で
あ
る
。

　

澄
円
は
道
理
と
文
證
と
い
う
観
点
か
ら
、
自
身
の
主
張
を
展
開
し

て
い
る
。
ま
ず
道
理
と
は
「
顕
教
や
密
教
と
い
っ
た
諸
大
乗
の
意
は
、

共
通
し
て
、
六
道
の
衆
生
を
教
化
す
る
こ
と
を
本
意
と
し
ま
す
（
（
（

」
と

い
う
も
の
で
あ
る
。
大
乗
仏
教
は
六
道
の
衆
生
を
教
化
す
る
教
え
で

あ
り
、
そ
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
本
願
も
ま
た
様
々
な
衆
生
を
対
象

と
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
澄
円
は
こ
の
道
理
を
提
示
し
た
後

に
『
梵
網
経
』
を
引
用
し
、
大
乗
戒
は
餓
鬼
や
畜
生
も
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
と
指
摘
す
る
。
こ
れ
は
戒
を
受
け
、
三
学
の
実
践
を
説
く

自
力
の
教
え
で
あ
っ
て
も
、
餓
鬼
や
畜
生
を
対
象
と
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
だ
。
三
学
を
保
て
な
い
こ
と
が
前
提
の
他
力
の
教
え
で
は
、

当
然
、
六
趣
の
衆
生
全
体
が
対
象
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。

　

澄
円
は
円
頓
戒
を
説
く
『
梵
網
経
』
が
「
畜
生
も
救
済
す
べ
き
対

象
に
含
め
た
救
済
を
説
く
（
（
（

」
の
で
あ
れ
ば
、『
無
量
寿
経
』
も
ま
た

そ
の
よ
う
な
救
済
を
説
く
こ
と
が
道
理
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
、

と
指
摘
で
き
よ
う
。

　

次
に
文
證
で
あ
る
。
こ
れ
は
経
文
に
よ
る
証
明
で
あ
り
、
以
下
の

経
論
が
紹
介
さ
れ
る
（
（
（

。

①
『
心
地
観
経
』（
大
正
三
・
三
〇
二
中
）

②
『
無
量
寿
経
』（
聖
典
一
・
二
三
七
／
浄
全
一
・
一
三
）

③
『
無
量
寿
経
』（
聖
典
一
・
二
六
五
／
浄
全
一
・
二
六
）
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④
『
大
阿
弥
陀
経
』（
大
正
一
二
・
三
〇
一
中
）

⑤
『
大
阿
弥
陀
経
』（
大
正
一
二
・
三
〇
一
上
）

⑥
『
観
無
量
寿
経
』（
聖
典
一
・
三
一
四
／
浄
全
一
・
五
一
）

⑦
『
阿
弥
陀
経
』（
聖
典
一
・
三
二
一
／
浄
全
一
・
五
六
）

⑧
『
阿
彌
陀
經
義
疏
』（
大
正
三
七
・
三
五
九
上
）

⑨
『
龍
舒
浄
土
文
』（
大
正
四
七
・
二
七
四
下
―
二
七
五
上
）

　

澄
円
は
こ
れ
ら
の
諸
経
論
を
引
用
し
て
、
次
の
四
点
を
説
い
て
い

る
。（

一
）
三
悪
趣
の
衆
生
が
念
仏
往
生
す
る
こ
と
（
①
②
）

（
二
）
蜎
飛
蠕
動
、
す
な
わ
ち
畜
生
が
往
生
す
る
こ
と
（
③
④
⑤
）

（
三
）
仏
は
四
衆
八
部
に
教
え
を
説
い
た
こ
と
（
⑥
⑦
⑧
）

（
四
）
本
願
の
「
十
方
衆
生
」
は
六
道
の
衆
生
を
含
む
こ
と
（
⑨
）

　

こ
の
内
（
三
）
に
つ
い
て
は
、
上
記
の
引
用
文
を
紹
介
し
終
え
た

後
で
、
智
顗
『
觀
音
義
疏
』
を
引
用
し
八
部
衆
が
修
羅
、
畜
生
、
餓

鬼
な
ど
を
含
む
こ
と
を
説
明
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
議
論
を
踏
ま
え

た
う
え
で
「
知
る
べ
き
で
す
。
十
方
衆
生
と
い
う
言
葉
の
中
に
、
普

く
六
道
の
衆
生
が
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
（
（1
（

」
と
述
べ
、
十
方

衆
生
と
は
六
道
す
べ
て
の
衆
生
を
含
む
も
の
で
あ
る
こ
と
を
主
張
す

る
。「
三
悪
趣
の
中
に
あ
っ
て
も
念
仏
往
生
を
遂
げ
る
と
い
う
こ
と

は
、
文
章
か
ら
も
明
ら
か
な
こ
と
で
す
（
（1
（

」「
三
悪
趣
の
衆
生
も
念
仏

往
生
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
（
（1
（

」
な
ど
の
（
一
）
に
関
す
る
言
及
か
ら

み
て
も
、
澄
円
は
十
方
衆
生
に
六
道
の
衆
生
が
す
べ
て
含
ま
れ
て
お

り
、
そ
の
す
べ
て
の
衆
生
が
念
仏
往
生
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え

て
い
た
、
と
指
摘
で
き
る
。
も
ち
ろ
ん
、
彼
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
、

地
獄
や
畜
生
、
あ
る
い
は
餓
鬼
と
い
っ
た
悪
趣
か
ら
、
そ
の
ま
ま
極

楽
浄
土
へ
往
生
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

四
、『
浄
土
十
勝
論
』
に
お
け
る
「
称
名
往
生
当
機
」

　

澄
円
『
浄
土
十
勝
論
』
は
「
称
名
往
生
当
機
」
と
い
う
表
現
を
用

い
て
、
第
十
八
願
の
「
十
方
衆
生
」
の
内
実
を
議
論
す
る
箇
所
が
あ

る
。
こ
こ
で
は
天
、
特
に
色
蘊
を
有
さ
な
い
無
色
界
の
天
と
、
言
語

活
動
が
行
わ
れ
な
い
と
さ
れ
る
色
界
二
禅
以
上
の
天
が
問
題
と
な
っ

て
い
る
（
（1
（

。
ま
ず
当
該
箇
所
の
現
代
語
訳
を
提
示
し
よ
う
。

色
界
の
〔
第
二
禅
以
上
に
属
す
る
〕
十
四
、
あ
る
い
は
十
五
の

諸
天
や
、
無
色
界
の
四
天
〔
す
な
わ
ち
〕
空
無
辺
処
〔
、
識
無

辺
処
、
無
所
有
処
、
非
想
非
非
想
処
〕
に
属
す
る
衆
生
は
、
す



─ 81 ─

べ
て
が
称
名
往
生
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
の
だ
ろ
う
か
、
ど
う

で
あ
ろ
う
（
（1
（

？

　

天
の
衆
生
に
は
、
色
蘊
、
す
な
わ
ち
肉
体
を
欠
く
た
め
に
物
理
的

に
言
葉
を
発
せ
ら
れ
な
い
衆
生
や
、
尋
伺
と
い
う
言
語
活
動
の
要
因

と
な
る
働
き
を
持
た
な
い
た
め
に
言
葉
を
発
す
る
こ
と
が
な
い
衆
生

が
い
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
阿
弥
陀
仏
は
声
を
出
し
て

南
無
阿
弥
陀
仏
と
称
え
る
称
名
念
仏
を
本
願
の
行
と
し
て
定
め
た
の

か
が
こ
こ
で
問
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
「
娑
婆
世
界
（
忍

土
）
の
三
界
の
衆
生
は
す
べ
て
が
称
名
往
生
の
対
象
で
あ
る
（
（1
（

」
と
答

え
が
提
示
さ
れ
る
。
そ
の
理
由
は
、
言
語
活
動
を
し
な
い
衆
生
が
い

る
と
い
う
事
が
「
小
乗
一
途
の
所
談
」
で
あ
っ
て
、「
衍
門
通
同
の

妙
判
」
で
は
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
第
二
静
慮
よ
り

上
の
色
界
や
、
無
色
界
に
属
す
る
衆
生
が
言
葉
を
発
し
な
い
と
い
う

の
は
「
小
乗
仏
教
」
の
み
の
解
釈
で
あ
り
、
大
乗
に
共
通
す
る
理
解

で
は
な
い
と
し
て
、
問
い
を
批
判
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
根
拠
と
し
て
、
大
乗
仏
教
で
は
釈
尊
の
説
法
の
会
座
に
第
二

静
慮
以
上
の
天
が
集
ま
っ
て
い
た
と
説
く
こ
と
（
（1
（

、
あ
る
い
は
尋
伺
が

な
く
と
も
言
語
活
動
が
あ
り
う
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
こ
れ
に
基
づ

け
ば
「
上
二
界
の
諸
天
」
も
称
名
念
佛
に
よ
っ
て
極
楽
往
生
を
遂
げ

る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の
が
、
澄
円
の
主
張
で
あ
る
。

五
、
十
八
願
解
釈
の
態
度

　
『
夢
中
松
風
論
』
と
『
浄
土
十
勝
論
』
に
お
け
る
、
澄
円
の
第
十

八
願
理
解
を
提
示
し
た
。
こ
こ
で
問
題
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
「
十

方
衆
生
」
が
、
本
当
に
あ
ら
ゆ
る
衆
生
を
含
む
か
ど
う
か
と
い
う
事

で
あ
ろ
う
。『
夢
中
松
風
論
』
で
は
、
あ
る
意
味
で
そ
の
下
限
、
つ

ま
り
地
獄
や
餓
鬼
と
い
っ
た
衆
生
が
本
願
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
か

が
問
わ
れ
て
い
る
。『
浄
土
十
勝
論
』
で
は
、
そ
の
逆
に
上
限
と
し

て
無
色
界
や
色
界
の
諸
天
が
称
名
往
生
の
当
機
か
が
問
わ
れ
て
い
る

わ
け
で
あ
る
。

　

声
を
出
し
て
南
無
阿
弥
陀
仏
と
称
え
る
こ
と
が
往
生
の
た
め
に
必

要
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
常
識
的
に
あ
る
い
は
論
理
的
に
そ
れ
が
で
き

な
い
衆
生
が
、
本
願
の
対
象
と
さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い

う
疑
問
が
生
じ
る
。
こ
れ
を
具
体
的
な
批
判
と
し
て
提
示
す
る
と
、

三
悪
趣
の
衆
生
や
、
言
葉
を
発
す
る
こ
と
が
な
い
と
さ
れ
る
諸
天
は
、

念
仏
を
唱
え
ら
れ
な
い
か
ら
往
生
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
、
と
な
る
。

澄
円
は
こ
の
批
判
を
一
蹴
し
、
様
々
な
経
論
を
典
拠
と
し
て
用
い
、

そ
の
よ
う
な
衆
生
で
も
往
生
が
で
き
る
こ
と
を
主
張
す
る
。

　

そ
の
主
張
は
、
浄
土
三
部
教
の
教
説
に
加
え
、
そ
の
他
の
大
乗
経
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典
も
用
い
て
展
開
さ
れ
る
。
例
え
ば
『
夢
中
松
風
論
』
に
お
け
る
道

理
は
、
大
乗
仏
教
が
六
道
衆
生
を
教
化
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
道
理
は
浄
土
教
に
も
共
通
し
て
い
る
。
そ
れ
を
前
提
と

し
て
、
念
仏
往
生
は
全
て
の
衆
生
を
対
象
と
し
て
い
る
と
い
う
見
解

を
、
浄
土
経
典
に
基
づ
き
提
示
し
て
い
る
。『
浄
土
十
勝
論
』
で
も

言
語
活
動
を
し
な
い
諸
天
と
い
う
概
念
は
、
小
乗
の
も
の
で
あ
り
、

大
乗
に
共
通
し
た
理
解
で
は
な
い
と
指
摘
し
た
上
で
、
大
乗
仏
教
の

経
論
を
紐
解
き
、
そ
れ
ら
を
浄
土
宗
の
解
釈
に
用
い
て
い
る
。
そ
こ

に
は
大
乗
の
経
論
を
引
用
し
な
が
ら
、
浄
土
経
典
の
価
値
を
宣
揚
し

よ
う
と
い
う
態
度
を
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

六
、
ま
と
め

　

本
稿
の
『
夢
中
松
風
論
』
と
『
浄
土
十
勝
論
』
の
考
察
は
、
澄
円

が
種
々
の
方
向
か
ら
第
十
八
願
の
真
価
を
説
明
し
よ
う
と
し
て
い
る

こ
と
を
提
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
彼
の
姿
勢
は
、
浄
土
宗
の
拠
り
所

で
あ
る
念
仏
往
生
願
の
価
値
に
対
し
て
種
々
の
検
討
を
加
え
る
こ
と

で
、
そ
の
価
値
を
よ
り
高
め
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
と
指
摘
で
き

よ
う
（
（1
（

。
こ
の
よ
う
な
姿
勢
が
、
ど
の
よ
う
に
醸
成
さ
れ
た
か
は
澄
円

研
究
の
今
後
の
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
願
の
価
値
を
拡

張
す
る
と
い
う
こ
の
姿
勢
は
、
我
々
が
多
様
な
価
値
観
と
向
き
合
う

際
に
、
ま
た
現
代
的
課
題
に
取
り
組
む
に
あ
た
り
、
参
考
に
す
べ
き

一
つ
の
在
り
方
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

　
1　

戸
松
啓
真
「
先
徳
要
義
集
解
説
」（
続
浄
九
巻
末
）
一
八
頁
。

2　
『
夢
中
松
風
論
』
に
つ
い
て
は
、
真
柄
和
人
「『
夢
中
松
風
論
』
に
つ
い
て

—

原
典
に
つ
い
て
の
諸
問
題—

」（『
東
山
学
園
紀
要
』
三
三
）
が
文
献
に
つ

い
て
の
研
究
で
あ
り
、
同
「『
夢
中
松
風
論
』
に
引
用
さ
れ
る
法
然
上
人
の

法
語
（
一
）」（『
仏
教
論
叢
』
三
三
）、
同
「『
夢
中
松
風
論
』
に
引
用
さ
れ

る
法
然
法
語
―
「
現
世
ヲ
過
ヘ
キ
様
ハ
」
―
」（『
仏
教
論
叢
』
三
四
）
に
お

い
て
法
然
法
語
の
引
用
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
同
「『
夢
中

松
風
論
』
の
悪
人
正
機
」（『
東
山
学
園
紀
要
』
三
六
以
下
、
真
柄
［
一
九
九

一
］）
で
は
、『
夢
中
松
風
論
』
の
十
方
衆
生
の
解
釈
に
着
目
し
、
悪
人
正
機

と
い
う
観
点
か
ら
内
容
の
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
。

3　

近
年
の
研
究
と
し
て
は
大
橋
雄
人
「
澄
円
『
浄
土
十
勝
論
』
序
文
・
跋
文

の
執
筆
者
に
つ
い
て
」（『
佛
教
文
化
学
会
紀
要
』
二
三
、
以
下
、
大
橋
［
二

〇
一
五
］）、
同
「
澄
円
『
浄
土
十
勝
論
』
に
お
け
る
引
用
文
献
に
つ
い
て
」

（『
佛
教
文
化
学
会
紀
要
』
二
四
）、
同
「
澄
円
『
浄
土
十
勝
論
』
の
成
立
過

程
に
つ
い
て
附
、
澄
円
略
年
譜
」（『
佛
教
文
化
学
会
紀
要
』
二
五
）
の
諸
論

考
に
よ
っ
て
、『
浄
土
十
勝
箋
節
論
』
を
中
心
に
澄
円
の
思
想
や
略
歴
に
つ

い
て
再
検
討
さ
れ
て
い
る
。

4　
「
此
の
十
方
衆
生
と
云
う
は
、
只
、
人
趣
に
限
る
や
。
將
た
六
道
に
通
じ

る
や
」（
続
浄
九
・
二
七
八
上
）。
続
浄
所
収
の
『
夢
中
松
風
論
』
は
漢
字
カ

タ
カ
ナ
交
じ
り
で
書
か
れ
て
い
る
が
、
本
稿
に
お
け
る
引
用
は
カ
タ
カ
ナ
を

平
仮
名
に
、
原
文
の
句
点
を
読
点
に
、
そ
れ
ぞ
れ
改
め
た
。
以
下
、
こ
れ
ら

の
変
更
箇
所
に
つ
い
て
は
、
特
に
示
さ
な
い
。
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5　

真
柄
和
人
「『
夢
中
松
風
論
』
の
悪
人
正
機
」（
前
掲
）
で
は
「『
松
風
論
』

は
「
十
方
衆
生
」
の
言
葉
が
、
ま
さ
し
く
「
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
命
あ
る
も

の
」
と
い
う
意
味
か
ら
も
推
測
で
き
る
よ
う
に
、「
六
道
ノ
衆
生
」
を
も
収

め
る
の
だ
と
言
い
切
る
こ
と
に
な
る
」（
一
二
頁
）
と
指
摘
し
、
澄
円
の

「
十
方
衆
生
」
理
解
を
端
的
に
提
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
に
対
す
る
註

に
お
い
て
「
こ
の
説
は
『
松
風
論
』
の
み
の
解
釈
で
は
な
く
、
他
所
に
も
散

見
さ
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

6　
「
今
の
尋
に
附
て
、
道
理
文
證
を
勘
へ
み
れ
ば
、
十
方
衆
生
の
言
ば
の
中

に
、
正
く
は
人
道
衆
生
を
指
す
と
い
え
ど
も
、
傍
に
は
六
趣
四
生
の
群
類
を

も
攝
す
べ
き
な
り
」（
続
浄
九
・
二
七
八
上
）

7　
「
顯
密
の
諸
大
乘
の
意
は
、
通
じ
て
六
道
群
生
を
化
す
る
を
以
て
本
意
と

せ
り
」（
同
上
）

8　

船
山
徹
『
東
ア
ジ
ア
仏
教
の
生
活
規
則　

梵
網
経　

最
古
の
形
と
発
展
の

歴
史
』（
臨
川
書
店
、
二
〇
一
七
）
四
七
〇
頁
。

9　
『
夢
中
松
風
論
』
の
引
用
文
は
、
現
存
す
る
被
引
用
箇
所
と
比
較
す
る
と
、

若
干
の
異
同
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
そ
れ
に
つ
い
て
、
詳
説
し
な
い
。

10　
「
知
る
べ
し
、
十
方
衆
生
の
言
ば
の
中
に
、
普
く
六
道
の
衆
生
を
摂
む
べ

し
と
云
う
事
を
」（
続
浄
九
・
二
八
〇
下
）

11　
「
三
悪
趣
の
中
に
於
て
念
仏
往
生
す
と
云
う
事
、
文
相
分
明
な
り
」（
続
浄

九
・
二
七
八
下
）

12　
「
三
悪
趣
の
衆
生
も
念
仏
往
生
す
べ
き
と
云
う
事
」（
続
浄
九
・
二
七
九

上
）

13　
『
大
毘
婆
沙
論
』
八
〇
に
は
「
復
次
に
、
第
二
靜
慮
は
語
言
の
本
を
滅
す
。

語
言
の
本
と
は
、
謂
わ
く
尋
と
伺
な
り
」（
大
正
二
七
・
四
一
六
中
）
と
あ

る
。

14　

原
文
は
「
若
し
爾
ら
ば
色
界
十
四
五
天
、
無
色
四
空
処
の
衆
生
は
皆
な
称

名
往
生
の
当
機
に
非
ざ
る
か
、
如
何
」（
室
町
期
に
お
け
る
諸
宗
兼
学
仏
教

研
究
会
「
室
町
期
に
お
け
る
諸
宗
兼
学
仏
教
の
研
究
（
八
）
―
澄
円
『
浄
土

十
勝
論
』
の
翻
刻
・
書
き
下
し
文
・
語
注
―
、『
大
正
大
学
綜
合
仏
教
研
究

所
年
報
』
三
九
〔
以
下
、
室
町
期
に
お
け
る
諸
宗
兼
学
仏
教
研
究
会
［
二
〇

一
七
］〕、
一
一
〇
頁
）。
な
お
こ
の
一
段
は
白
辨
『
無
量
寿
経
集
解
』
に
、

少
し
文
言
を
変
え
て
引
用
さ
れ
て
い
る
（
続
浄
一
・
一
八
九
下
）。『
無
量
寿

経
集
解
』
は
当
該
箇
所
に
「
浄
土
十
勝
論
二
」
と
割
注
を
付
し
て
い
る
。

15　

原
文
「
忍
土
の
三
界
の
群
類
皆
な
是
れ
称
名
往
生
の
当
機
な
り
」（
室
町

期
に
お
け
る
諸
宗
兼
学
仏
教
研
究
会
［
二
〇
一
七
］、
一
一
〇
頁
）

16　

当
該
箇
所
は
法
華
経
序
本
に
対
す
る
智
顗
の
注
釈
が
根
拠
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
注
釈
に
つ
い
て
室
町
期
に
お
け
る
諸
宗
兼
学
仏
教
研
究
会
［
二
〇
一

七
］
は
注148

で
出
典
不
明
と
す
る
。
羅
什
訳
『
維
摩
経
』「
復
有
萬
梵
天

王
尸
棄
等
」（
大
正
一
四
・
一
八
七
上
）
に
対
す
る
湛
然
『
維
摩
經
略
疏
』

の
「
望
法
華
序
恐
是
二
禪
王
也
。
所
言
等
者
等
三
四
禪
也
」（
大
正
三
八
・

五
八
一
下
）
が
こ
の
個
所
と
類
似
し
て
い
る
。

17　

例
え
ば
大
橋
［
二
〇
一
五
］
は
「『
十
勝
論
』
は
浄
土
教
・
念
仏
が
余
教
・

余
行
に
超
絶
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
議
論
を
積
み
重
ね
、
そ
の
教

説
を
熟
成
し
、
特
に
重
要
な
議
論
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
」
と
指
摘
す
る
。
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法
然
教
説
に
お
け
る
聖
（
ひ
じ
り
）
に
つ
い
て

市　

川　

定　

敬

は
じ
め
に

　

わ
が
国
の
現
代
に
お
け
る
仏
教
の
特
異
性
に
つ
い
て
考
え
る
と
き
、

僧
侶
の
肉
食
妻
帯
が
指
摘
で
き
る
。
こ
の
契
機
と
し
て
は
一
八
七
二

年
（
明
治
五
）
の
太
政
官
布
告
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
そ
の
一
方
で
日

本
仏
教
の
、
正
式
な
手
続
き
を
踏
ま
ず
に
活
動
し
た
民
間
宗
教
者
に

よ
っ
て
営
ま
れ
て
き
た
古
代
よ
り
の
歴
史
も
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
だ
ろ
う
。
い
わ
ゆ
る
〝
ひ
じ
り
〟
で
あ
る
。
こ
の
〝
ひ
じ

り
〟
と
呼
ば
れ
る
宗
教
者
た
ち
が
、
初
期
浄
土
宗
教
団
の
基
盤
を
形

成
し
た
と
い
う
こ
と
は
す
で
に
研
究
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が（

（
（

、

今
問
題
と
す
る
の
は
、
こ
の
〝
ひ
じ
り
〟
と
い
う
用
語
の
概
念
で
あ

る
。『
新
纂
浄
土
宗
大
辞
典
』
に
は
、

一
般
に
僧
侶
の
敬
称
と
し
て
用
い
ら
れ
、
民
間
布
教
に
た
ず
さ

わ
る
宗
教
者
を
い
う
。（
略
）
仏
教
が
伝
来
す
る
と
民
間
の
宗

教
者
・
呪
術
者
の
呼
称
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。
修
行
を
積
ん
だ

徳
の
高
い
僧
を
「
聖
人
」
と
尊
称
し
た
り
す
る
。
奈
良
時
代
、

本
来
の
「
ひ
じ
り
」
に
近
い
宗
教
者
は
僧
の
姿
を
と
り
、
禅

師
・
沙
弥
・
菩
薩
・
優
婆
塞
な
ど
仏
教
的
名
称
で
呼
ば
れ
た
。

平
安
時
代
の
中
頃
か
ら
、
寺
院
か
ら
離
れ
隠
遁
修
行
す
る
僧
、

諸
国
を
遊
行
し
山
林
に
入
り
苦
修
練
行
す
る
修
行
者
を
、
聖
・

聖
人
・
仙
人
の
名
で
呼
ぶ
こ
と
が
一
般
化
し
た
。
彼
ら
の
行
法

は
法
華
経
・
念
仏
・
密
教
呪
法
な
ど
で
、
予
言
・
治
病
・
鎮

魂
・
除
災
な
ど
に
活
躍
し
、
奈
良
時
代
の
行
基
が
先
達
と
し
て

崇
め
ら
れ
た
。（
略
）
鎌
倉
初
期
の
『
発
心
集
』『
閑
居
友
』

『
撰
集
抄
』
な
ど
で
は
聖
の
浄
行
が
讃
美
さ
れ
、
世
を
遁
れ
て

念
仏
に
は
げ
む
僧
の
こ
と
を
「
聖
法
師
」（『
一
言
芳
談
』
上
）

と
呼
ん
だ
り
も
し
た
。（
略
）

と
あ
り
、〝
ひ
じ
り
〟
の
語
が
示
す
内
容
は
、
そ
も
そ
も
が
か
な
り
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幅
広
い
も
の
で
あ
り
、
ま
た
時
代
に
よ
る
変
遷
も
見
ら
れ
る
こ
と
が

記
さ
れ
る
。

　

先
に
も
触
れ
た
通
り
、
こ
う
し
た
〝
ひ
じ
り
〟
が
初
期
浄
土
宗
教

団
を
形
成
す
る
と
い
う
点
で
も
重
要
視
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
宗
祖

の
教
説
の
中
に
も
散
見
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
宗
祖
が
用
い
る
〝
ひ

じ
り
（
聖
・
聖
人
）〟
の
語
が
指
す
内
容
は
自
明
で
は
な
い
。
そ
こ

で
本
稿
で
は
、
宗
祖
の
教
説
に
見
ら
れ
る
〝
ひ
じ
り
（
聖
・
聖
人
）〟

に
つ
い
て
そ
の
用
例
を
拾
い
あ
げ
、
内
容
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

（
以
下
、
聖
と
表
記
す
る
。）

　《
仏
・
菩
薩
お
よ
び
そ
れ
に
準
ず
る
存
在
》

　

ま
ず
は
じ
め
に
挙
げ
ら
れ
る
も
の
は
、
仏
・
菩
薩
お
よ
び
そ
れ
に

準
ず
る
聖
者
を
指
す
も
の
で
あ
る
。『
選
択
集
』
第
一
章
引
用
段
の

『
安
楽
集
』
の
文
に
は
「
大
聖
を
去
る
こ
と
遥
遠
な
る
に
由
る
」
と

し
て
釈
尊
を
指
す
記
述
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
第
四
章
私
釈
段
に
は

『
観
念
法
門
』
の
引
用
に
「
仏
聖
衆
と
と
も
に
自
ら
来
た
っ
て
迎
接

し
て
」
と
あ
り
極
楽
の
菩
薩
を
指
す
記
述
も
見
ら
れ
る
。
以
下
に
挙

げ
る
も
の
は
こ
う
し
た
記
述
に
準
ず
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
『
浄
土
宗
略
抄
』

こ
の
釈
の
意
は
、
ま
ず
我
が
身
に
つ
き
て
前
世
に
も
造
り
と

作
り
た
ら
ん
功
徳
を
み
な
こ
と
ご
と
く
極
楽
に
廻
向
し
て
往

生
を
願
う
な
り
。
我
が
身
の
功
徳
の
み
な
ら
ず
一
切
凡
聖
の

功
德
な
り
。
凡
と
い
は
凡
夫
の
造
り
た
ら
ん
功
徳
を
も
、
聖

と
い
は
仏
菩
薩
の
造
り
た
ま
わ
ん
功
徳
を
も
、
随
喜
す
れ
ば

我
が
功
徳
と
な
る
を
も
、
み
な
極
楽
に
廻
向
し
て
往
生
を
願

う
な
り（

（
（

。

　

こ
れ
は
廻
向
発
願
心
釈
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
の
「
聖
」
は
仏
菩
薩

で
あ
る
こ
と
が
明
言
さ
れ
て
い
る
。

　
　
『
要
義
問
答
』

ま
た
『
要
決
』
に
い
わ
く
「
恭
敬
修
。
こ
れ
に
つ
き
て
五
つ

あ
り
。
一
つ
に
は
有
縁
の
聖
人
を
敬
う
。（
略
）
一
つ
に
有

縁
の
聖
人
を
敬
う
と
い
う
は
、
行
住
坐
臥
に
西
方
を
背
か
ず
、

涕
唾
便
痢
に
西
方
に
向
か
わ
ざ
れ
と
い
う（

（
（

。

　

こ
の
恭
敬
修
の
説
明
は
、
慈
恩
大
師
の
『
西
方
要
決
』
に
依
る
も

の
で
あ
る
。「
有
縁
の
聖
人
」
に
つ
い
て
は
、「
行
住
坐
臥
に
西
方
を

背
か
ず
、
涕
唾
便
痢
に
西
方
に
向
か
わ
ざ
れ
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

極
楽
の
仏
・
菩
薩
で
あ
る
と
わ
か
る
。

　
　
『
要
義
問
答
』

五
つ
に
三
宝
を
敬
う
と
い
う
は
、
絵
像
木
仏
、
三
乗
の
教
旨
、

聖
僧
菩
薩
破
戒
の
流
ま
で
、
敬
を
起
し
、
慢
を
生
ず
る
こ
と
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な
か
れ（

（
（

。

　

先
の
も
の
同
様
『
西
方
要
決
』
に
依
る
も
の
で
あ
る
が
、
文
脈
か

ら
し
て
、「
破
戒
の
流
」
に
対
す
る
「
聖
僧
菩
薩
」
と
し
て
、
こ
ち

ら
は
持
戒
清
浄
の
僧
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
　
『
念
仏
大
意
』

か
つ
う
は
又
釈
尊
在
世
の
時
す
ら
即
身
成
仏
に
お
き
て
は
竜

女
の
外
は
い
と
有
り
難
し
。
た
と
い
ま
た
即
身
成
仏
ま
で
に

あ
ら
ず
と
い
う
と
も
、
こ
の
聖
道
門
を
行
い
合
い
た
ま
い
け

ん
菩
薩
声
聞
た
ち
、
そ
の
外
の
権
者
聖
た
ち
、
そ
の
後
の
比

丘
比
丘
尼
等
、
今
に
至
る
ま
で
経
論
の
学
者
、『
法
華
経
』

の
持
者
、
い
く
ぞ
ば
く
ぞ
や（

（
（

。

　
　
（
略
）

一
向
に
人
一
人
を
憑
め
ば
、
貧
し
き
者
も
必
ず
そ
の
哀
を
得

る
な
り
。
す
な
わ
ち
末
代
悪
世
の
無
智
の
衆
生
は
、
か
の
貧

し
き
者
の
ご
と
き
な
り
。
昔
の
権
者
聖
人
は
、
家
豊
か
な
る

衆
生
の
ご
と
き
な
り
。
し
か
れ
ば
無
智
の
身
を
も
て
智
者
の

行
を
学
ば
ん
に
お
き
て
は
貧
し
き
者
の
得
人
を
学
ば
ん
が
ご

と
き
な
り（

（
（

。

　

こ
の
『
念
仏
大
意
』
の
「
聖
」「
聖
人
」
は
、「
菩
薩
声
聞
」
と
は

別
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
出
家
者
の
形
を
取
ら
な
い
者
が

想
定
さ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
仏
菩
薩
が
衆
生
教
化
の
た
め

に
仮
に
姿
を
表
し
た
存
在
で
あ
る
「
権
者
」
と
組
み
合
わ
さ
れ
て
い

る
た
め
仏
菩
薩
に
準
ず
る
存
在
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る（

（
（

。

　
《
浄
土
の
祖
師
》

　

浄
土
の
祖
師
を
指
し
て
「
聖
人
」
と
す
る
記
述
も
見
ら
れ
る
。

　
　
『
念
仏
大
意
』

た
だ
し
仏
道
修
行
は
よ
く
よ
く
身
を
計
り
時
を
計
る
べ
き
な

り
。
仏
の
滅
後
、
第
四
の
五
百
年
に
だ
に
智
慧
を
瑩
き
て
煩

悩
を
断
ず
る
事
難
く
、
心
を
澄
ま
し
て
禅
定
を
得
ん
事
難
き

が
故
に
、
人
多
く
念
仏
門
に
入
り
け
り
。
す
な
わ
ち
道
綽
善

導
等
の
浄
土
宗
の
聖
人
、
こ
の
時
の
人
な
り
。
い
わ
ん
や
こ

の
ご
ろ
は
第
五
の
五
百
年
、
闘
諍
堅
固
の
時
な
り
。
他
の
行

法
さ
ら
に
成
就
せ
ん
事
難
し（

（
（

。

　

こ
こ
で
は
、
道
綽
禅
師
、
善
導
大
師
等
を
聖
人
と
し
て
い
る
。
先

の
仏
・
菩
薩
お
よ
び
そ
れ
に
準
ず
る
存
在
を
聖
人
と
す
る
群
の
最
後

に
挙
げ
た
文
献
と
同
じ
『
念
仏
大
意
』
で
あ
り
、
宗
祖
の
浄
土
祖
師

に
対
す
る
姿
勢
が
窺
え
る
。
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　《
持
戒
者
・
非
妻
帯
者
》

　

さ
て
、
こ
こ
ま
で
に
見
て
き
た
「
聖
」「
聖
人
」
の
用
例
は
、
仏

菩
薩
に
類
す
る
も
の
で
あ
り
、
本
稿
が
着
目
す
る
、
民
間
宗
教
者
と

は
む
し
ろ
隔
絶
し
た
存
在
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
対
し
て
こ
こ
か

ら
の
用
例
は
、
修
行
者
、
念
仏
者
を
指
す
も
の
で
あ
り
、
冒
頭
に
あ

げ
た
民
間
宗
教
者
の
〝
ひ
じ
り
〟
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ

る
。

　
　
『
念
仏
往
生
要
義
抄
』

　

問
い
て
い
わ
く
、
聖
人
の
申
す
念
仏
と
在
家
の
者
の
申
す

念
仏
と
、
勝
劣
い
か
ん
。

　

答
え
て
い
わ
く
、
聖
人
の
念
仏
と
世
間
者
の
念
仏
と
、
功

徳
等
し
く
し
て
全
く
替
わ
り
目
あ
る
べ
か
ら
ず
。

　

疑
い
て
い
わ
く
、
こ
の
条
な
お
不
審
な
り
。
そ
の
故
は
女

人
に
も
近
づ
か
ず
不
浄
の
食
も
せ
ず
し
て
申
さ
ん
念
仏
は
貴

か
る
べ
し
、
朝
夕
に
女
境
に
む
つ
れ
酒
を
飲
み
不
浄
食
を
し

て
申
さ
ん
念
仏
は
定
め
て
劣
る
べ
し
。
功
徳
い
か
で
か
等
し

か
る
べ
き
や
。

　

答
え
て
い
わ
く
、
功
徳
等
し
く
し
て
勝
劣
あ
る
べ
か
ら
ず
。

そ
の
故
は
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
の
故
を
知
ら
ざ
る
者
の
か
か

る
お
か
し
き
疑
を
ば
す
る
な
り
。（
略
）
生
れ
て
よ
り
こ
の

か
た
女
人
を
目
に
見
ず
酒
肉
五
辛
永
く
断
じ
て
五
戒
十
戒
等

堅
く
持
ち
て
や
ん
ご
と
な
き
聖
人
も
、
自
力
の
心
に
住
し
て

念
仏
申
さ
ん
に
お
き
て
は
仏
の
来
迎
に
預
か
ら
ん
事
、
千
人

が
一
人
、
万
人
が
一
二
人
な
ん
ど
や
そ
う
ら
わ
ん
ず
ら
ん（

（
（

。

　

質
問
者
が
、「
聖
人
」
を
「
女
人
に
も
近
づ
か
ず
、
不
浄
の
食
も

せ
ず
」
と
規
定
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
宗
祖
も
「
生
れ
て
よ
り
こ

の
か
た
女
人
を
目
に
見
ず
、
酒
肉
五
辛
永
く
断
じ
て
五
戒
十
戒
等
堅

く
持
ち
て
や
ん
ご
と
な
き
」
者
と
し
て
応
答
し
て
い
る
。

　
　
『
諸
人
伝
説
の
詞
』

現
世
を
過
ぐ
べ
き
様
は
念
仏
の
申
さ
れ
ん
様
に
過
ぐ
べ
し
。

念
仏
の
妨
に
な
り
ぬ
べ
く
ば
、
何
な
り
と
も
万
を
厭
い
捨
て

て
こ
れ
を
止
む
べ
し
。
い
わ
く
、
聖
で
申
さ
れ
ず
ば
妻
を
設

け
て
申
す
べ
し
。
妻
を
設
け
て
申
さ
れ
ず
ば
聖
に
て
申
す
べ

し
。
住
所
に
て
申
さ
れ
ず
ば
流
行
し
て
申
す
べ
し
。
流
行
し

て
申
さ
れ
ず
ば
家
に
居
て
申
す
べ
し
。
自
力
の
衣
食
に
て
申

さ
れ
ず
ば
他
人
に
助
け
ら
れ
て
申
す
べ
し
。
他
人
に
助
け
ら

れ
て
申
さ
れ
ず
ば
自
力
の
衣
食
に
て
申
す
べ
し
。
一
人
し
て

申
さ
れ
ず
ば
同
朋
と
と
も
に
申
す
べ
し
。
共
行
し
て
申
さ
れ

ず
ば
一
人
篭
居
し
て
申
す
べ
し
。
衣
食
住
の
三
は
念
仏
の
助

業
な
り（

（1
（

。
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こ
こ
で
は
、「
聖
」
の
対
に
な
っ
て
い
る
内
容
が
「
妻
を
設
け
」

る
こ
と
で
あ
る
の
で
、
こ
の
「
聖
」
は
非
妻
帯
者
だ
と
い
う
こ
と
が

わ
か
る
。
少
々
乱
暴
な
推
論
だ
が
、
こ
こ
で
挙
げ
ら
れ
る
対
を
聖
と

俗
の
対
で
あ
る
と
捉
え
る
な
ら
ば
、
こ
の
説
示
は
非
妻
帯
・
流
行
・

乞
食
者
と
妻
帯
・
定
住
・
自
活
者
の
対
比
と
ま
と
め
ら
れ
、
宗
祖
が

想
定
す
る
聖
と
は
、
非
妻
帯
・
流
行
・
乞
食
者
で
あ
る
と
い
う
こ
と

が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

　《
学
識
あ
る
者
》

　

仏
典
を
読
み
、
そ
の
内
容
を
理
解
す
る
能
力
を
有
す
る
者
を
指
し

て
、
聖
と
す
る
記
述
も
見
ら
れ
る
。

　
　
『
浄
土
宗
略
抄
』

　
「
こ
の
三
心
を
具
し
て
必
ず
往
生
す
。
も
し
一
心
も
少
け

ぬ
れ
ば
生
ま
る
る
こ
と
を
得
ず
」
と
、
善
導
は
釈
し
た
ま
い

た
れ
ば
、
最
も
こ
の
心
を
具
足
す
べ
き
な
り
。（
略
）
か
や

う
に
細
か
に
沙
汰
し
知
ら
ぬ
人
も
具
し
ぬ
べ
く
、
ま
た
よ
く

よ
く
知
り
た
る
人
も
少
く
る
事
あ
り
ぬ
べ
し
。
さ
れ
ば
こ
そ

賎
し
く
愚
か
な
る
者
の
中
に
も
往
生
す
る
事
も
あ
り
。
い
み

じ
く
貴
げ
な
る
聖
の
中
に
も
臨
終
悪
く
往
生
せ
ぬ
も
あ
れ（

（1
（

。

　

同
じ
『
淨
土
宗
略
抄
』
に
は
、
先
の
《
仏
菩
薩
お
よ
び
そ
れ
に
準

ず
る
存
在
》
と
し
て
聖
を
用
い
る
も
の
が
見
ら
れ
た
が
、
先
の
も
の

は
『
観
経
疏
』
の
廻
向
発
願
心
釈
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
。
対
し

て
こ
ち
ら
は
宗
祖
自
身
の
言
葉
と
捉
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、「
賎

し
く
愚
か
な
る
者
」
に
対
す
る
存
在
と
し
て
「
聖
」
が
用
い
ら
れ
て

い
る
。
三
心
に
つ
い
て
詳
細
に
理
解
し
て
い
る
、
な
い
し
理
解
し
得

る
者
を
指
し
て
い
る
。

　
　
『
大
胡
太
郎
實
秀
へ
つ
か
は
す
御
返
事
』

　

ま
た
こ
こ
ろ
ざ
し
も
と
よ
り
こ
の
門
に
あ
り
て
進
み
ぬ
べ

か
ら
ん
を
ば
拵
え
勧
め
さ
せ
た
ま
う
べ
く
そ
う
ろ
う
。
解
違

い
て
あ
ら
ぬ
さ
ま
な
ら
ん
人
な
ん
ど
に
論
じ
合
わ
せ
た
ま
う

事
は
あ
る
ま
じ
き
事
に
て
そ
う
ろ
う
。
よ
く
よ
く
習
い
知
り

た
ま
い
た
る
聖
た
ち
だ
に
も
、
さ
よ
う
の
事
を
ば
慎
み
て
お

わ
し
ま
し
あ
い
て
そ
う
ろ
う
ぞ
。
ま
し
て
殿
原
な
ん
ど
の
御

身
に
て
は
一
定
僻
事
に
て
そ
う
ら
わ
ん
ず
る
に
そ
う
ろ
う（

（1
（

。

　

こ
こ
で
は
大
胡
太
郎
実
秀
を
「
殿
原
」
と
呼
ぶ
の
に
対
し
、「
よ

く
よ
く
習
い
知
り
た
ま
い
た
る
聖
」
の
表
現
が
置
か
れ
て
い
る
。

『
浄
土
宗
略
抄
』
同
様
に
教
義
を
身
に
つ
け
理
解
し
て
い
る
者
を
指

す
。

　《
隠
遁
者
》
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『
往
生
大
要
抄
』

浮
世
を
背
き
て
ま
こ
と
の
道
に
赴
き
た
る
人
人
の
中
に
も
、

却
り
て
は
か
な
く
由
な
き
事
か
な
と
覚
ゆ
る
事
も
あ
る
な
り
。

昔
こ
の
世
を
執
す
る
心
の
深
か
り
し
名
残
に
て
、
ほ
ど
ほ
ど

に
つ
け
た
る
名
利
を
振
り
捨
て
た
る
ば
か
り
を
有
り
難
く
い

み
じ
き
事
に
思
い
て
、
や
が
て
そ
れ
を
こ
の
世
ざ
ま
に
も
心

の
色
の
う
る
せ
き
に
取
り
成
し
て
、
解
浅
き
世
間
の
人
の
心

の
底
を
ば
知
ら
ず
、
上
に
現
る
る
相
事
柄
ば
か
り
を
貴
が
り

い
み
じ
が
る
を
の
み
本
意
に
思
い
て
、
深
き
山
路
を
尋
ね
幽

か
な
る
住
処
を
占
む
る
ま
で
も
一
筋
に
心
の
静
ま
ら
ん
た
め

と
し
も
思
わ
で
、
お
の
ず
か
ら
尋
ね
来
た
ら
ん
人
、
も
し
は

伝
え
聞
か
ん
人
の
思
わ
ん
事
を
の
み
先
立
て
て
、
籬
の
内
、

庭
の
木
立
、
庵
室
の
し
つ
ら
い
、
道
場
の
荘
厳
な
ん
ど
貴
く

め
で
た
く
心
細
く
も
の
あ
わ
れ
な
ら
ん
事
柄
を
の
み
引
き
替

え
ん
と
執
す
る
程
に
、
罪
の
事
も
仏
の
思
し
召
さ
ん
事
を
ば

顧
み
ず
、
人
の
譏
り
に
な
ら
ぬ
よ
う
を
の
み
思
い
営
む
事
よ

り
外
に
は
思
い
雑
う
る
事
も
な
く
て
、
ま
こ
と
し
く
往
生
を

願
う
べ
き
方
を
ば
思
い
も
入
れ
ぬ
事
な
ん
ど
の
あ
る
が
、
や

が
て
至
誠
心
少
け
て
往
生
せ
ぬ
心
ば
え
に
て
あ
る
な
り
。
ま

た
世
を
背
き
た
る
人
こ
そ
な
か
な
か
聖
名
聞
も
あ
り
て
さ
よ

う
に
も
あ
れ
、
世
に
あ
り
な
が
ら
往
生
を
願
わ
ん
人
は
こ
の

心
は
何
故
に
か
あ
る
べ
き
と
申
す
人
の
あ
る
は
、
な
お
細
や

か
に
心
得
ざ
る
な
り（

（1
（

。

　

こ
こ
で
問
題
視
さ
れ
て
い
る
の
は
「
聖
名
聞
」
で
あ
る
。
俗
世
を

離
れ
山
奥
に
庵
を
結
ん
だ
者
で
も
、
本
来
の
目
的
を
忘
れ
庵
の
様
子

が
人
々
に
評
価
さ
れ
る
こ
と
に
執
著
を
起
こ
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

る
。
こ
の
評
価
を
求
め
る
原
因
が
「
聖
名
聞
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
の
「
聖
」
は
人
里
離
れ
隠
遁
生
活
す
る
者
を
指
し
て
い
る
。

　《
宗
祖
自
身
》

　

宗
祖
自
身
が
自
ら
を
指
し
て
「
聖
」
と
す
る
用
例
も
見
ら
れ
る
。

　
　
『
津
戸
三
郎
へ
つ
か
は
す
御
返
事
』（
拾
遺
）

御
文
詳
し
く
承
り
そ
う
ら
い
ぬ
。
念
仏
の
事
召
し
問
わ
れ
そ

う
ら
わ
ん
に
は
、
な
じ
か
は
詳
し
き
事
を
ば
申
さ
せ
た
ま
う

べ
き
。
実
に
も
い
ま
だ
詳
し
く
も
な
ら
は
せ
た
ま
わ
ぬ
事
に

て
そ
う
ら
え
ば
、
専
修
雑
修
の
間
の
事
は
詳
し
き
沙
汰
そ
う

ら
わ
ず
と
も
。「
い
か
や
う
な
る
事
ぞ
」
と
召
し
問
わ
れ
そ

う
ら
わ
ば
「
法
門
の
詳
し
き
事
は
知
り
そ
う
ら
わ
ず
。
御
京

上
の
時
承
り
渡
り
そ
う
ら
い
て
、
聖
の
も
と
へ
罷
り
そ
う
ら

い
て
『
後
世
の
事
を
ば
い
か
が
し
そ
う
ろ
う
べ
き
、
在
家
の
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者
な
ん
ど
の
後
生
助
か
る
べ
き
事
は
何
事
か
そ
う
ろ
う
ら

ん
』
と
問
い
そ
う
ら
い
し
か
ば
、
聖
の
申
し
そ
う
ら
い
し
様

は
『
大
方
生
死
を
離
る
る
道
（
略（

（1
（

）

　

こ
れ
は
、
津
戸
三
郎
に
対
し
て
、
専
修
雑
修
に
つ
い
て
問
わ
れ
た

場
合
の
対
応
策
を
説
く
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
「
聖
」
の
語
に
よ

っ
て
示
さ
れ
る
の
は
宗
祖
自
身
で
あ
る
。

　

お
わ
り
に

　

以
上
、
宗
祖
の
教
説
に
現
れ
る
「
聖
」「
聖
人
」
の
表
現
に
つ
い

て
分
類
し
な
が
ら
見
て
き
た
。
冒
頭
の
『
新
簒
浄
土
宗
大
辞
典
』
の

説
明
と
同
様
に
、
宗
祖
に
お
け
る
〝
ひ
じ
り
〟
の
用
法
に
も
相
当
の

幅
が
見
ら
れ
た
。《
仏
・
菩
薩
お
よ
び
そ
れ
に
準
ず
る
存
在
》
は
経

論
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
《
浄
土
の
祖
師
》
を
聖
と
呼
ぶ

こ
と
は
、
宗
祖
が
彼
ら
を
仏
菩
薩
同
様
に
尊
崇
し
て
い
た
こ
と
を
示

す
も
の
で
あ
っ
た
。
よ
っ
て
、
本
稿
が
着
目
す
る
民
間
宗
教
者
と
し

て
の
〝
ひ
じ
り
〟
に
つ
い
て
は
《
持
戒
者
・
非
妻
帯
者
》《
学
識
あ

る
も
の
》《
隠
遁
者
》
と
い
っ
た
性
質
が
、
宗
祖
の
用
例
か
ら
は
見

て
と
る
こ
と
が
で
き
た
。
た
だ
し
、
制
度
上
の
ど
の
よ
う
な
存
在
を

〝
ひ
じ
り
〟
と
呼
ん
で
い
か
ま
で
は
明
確
化
で
き
な
か
っ
た
。
少
な

く
と
も
宗
祖
の
教
説
に
お
け
る
〝
ひ
じ
り
〟
は
、
一
定
の
評
価
を
得

て
、
尊
敬
に
値
す
る
も
の
を
指
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
だ

ろ
う
。
特
に
、『
往
生
大
要
抄
』
は
、
そ
の
評
価
・
尊
敬
が
却
っ
て

当
初
の
意
図
を
外
れ
さ
せ
て
し
ま
う
要
因
と
な
る
こ
と
が
誡
め
ら
れ

て
い
た
。
ま
た
宗
祖
自
身
を
「
聖
」
と
呼
ぶ
用
例
か
ら
し
て
、
別
所

聖
と
い
う
こ
と
が
宗
祖
の
意
識
の
中
心
に
あ
っ
た
と
言
え
そ
う
で
あ

る
。

　

最
後
に
申
し
述
べ
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
本
稿
は
あ
く
ま
で
も
宗

祖
の
説
示
に
見
ら
れ
る
「
聖
」「
聖
人
」
の
語
が
い
か
な
る
内
容
を

持
つ
も
の
か
を
確
認
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
こ
に
典
型
的
な

民
間
宗
教
者
の
姿
が
読
み
取
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
、
宗
祖
に

は
そ
う
し
た
宗
教
者
と
の
接
触
、
交
流
が
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を

意
味
す
る
も
の
で
は
決
し
て
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。『
七
箇
条

起
請
文
』
に
は
「
世
に
浅
ま
し
き
一
文
不
通
の
輩
の
中
に
、
一
筋
に

念
仏
す
る
者
は
、
臨
終
正
念
に
し
て
め
で
た
き
往
生
ど
も
を
す
る
は
、

現
に
証
拠
験
な
る
事
な
れ
ば
露
塵
も
疑
う
べ
か
ら
ず（

（1
（

」
の
説
示
が
見

ら
れ
る
が
、
文
字
も
読
め
ぬ
市
井
の
念
仏
者
に
一
定
の
規
範
を
宗
祖

は
見
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
我
々
は
重
要
視
す
べ
き
で
あ
る
。

※
本
稿
に
挙
げ
た
も
の
は
『
和
語
灯
録
』（
元
亨
版
）
か
ら
の
も
の

の
み
で
あ
る
が
、『
漢
語
灯
録
』（
古
本
）、『
西
方
指
南
抄
』『
醍
醐
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本
』
に
見
ら
れ
る
ひ
じ
り
（
聖
）・
聖
人
も
こ
れ
ら
の
用
例
を
出
な

い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
付
記
し
て
お
く
。

　
1　

伊
藤
唯
真
『
聖
仏
教
の
研
究
』
上
・
下
（
法
蔵
館
、
一
九
九
五
）
が
研
究

史
を
含
め
基
準
的
視
点
を
提
示
し
て
い
る
。

2　
『
浄
土
宗
聖
典
』
四
巻
、
三
六
一
頁
。

3　
『
浄
土
宗
聖
典
』
四
巻
、
三
九
一
〜
二
頁
。

4　
『
浄
土
宗
聖
典
』
四
巻
、
三
九
二
頁
。

5　
『
浄
土
宗
聖
典
』
四
巻
、
三
四
二
頁
。

6　
『
浄
土
宗
聖
典
』
四
巻
、
三
四
四
〜
五
頁
。

7　

今
挙
げ
た
文
章
の
後
に
「
こ
れ
ま
た
昔
の
権
者
た
ち
予
て
ま
ず
暁
り
知
り

た
ま
え
る
事
な
り
。
文
殊
の
た
ま
わ
く･･･
」
と
あ
る
。（『
浄
土
宗
聖
典
』

四
巻
、
三
四
七
〜
八
頁
。）

8　
『
浄
土
宗
聖
典
』
四
巻
、
三
四
一
〜
二
頁
。

9　
『
浄
土
宗
聖
典
』
四
巻
、
三
二
四
〜
六
頁
。

10　
『
浄
土
宗
聖
典
』
四
巻
、
四
八
七
頁
。

11　
『
浄
土
宗
聖
典
』
四
巻
、
三
六
二
〜
三
頁
。

12　
『
浄
土
宗
聖
典
』
四
巻
、
四
〇
六
頁
。

13　
『
浄
土
宗
聖
典
』
四
巻
、
三
〇
八
〜
九
頁
。

14　
『
浄
土
宗
聖
典
』
四
巻
、
五
一
三
〜
四
頁
。

15　
『
浄
土
宗
聖
典
』
四
巻
、
三
三
八
頁
。。
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一　

基
本
資
料
、
参
考
資
料

　

江
戸
時
代
の
青
森
県
西
部
（
旧
津
軽
領
）
の
浄
土
宗
お
よ
び
諸
寺

院
の
様
相
を
年
来
概
観
し
て
き
た
が
、
天
明
年
間
（
一
七
八
一
～
八

九
）
に
つ
い
て
は
あ
る
事
情
か
ら
先
送
り
に
し
て
き
た
。「
聞
岌
事

件
」
と
称
す
べ
き
混
乱
が
発
生
し
、
そ
れ
に
関
す
る
こ
と
が
多
大
で

あ
る
一
方
、
他
の
こ
と
は
あ
ま
り
み
ら
れ
な
い
と
い
う
特
殊
な
時
期

で
あ
る
。
本
稿
で
「
聞
岌
事
件
」
に
つ
い
て
は
ご
く
簡
略
に
扱
う
。

　

基
本
的
な
資
料
は
『
弘
前
藩
庁
日
記
』（
国
元
の
『
國（

（
（

日
記
』
と

江
戸
屋
敷
の
『
江
戸
日
記
』
が
あ
り
、
以
下
こ
の
略
称
を
用
い
る
）

で
あ
り
、
本
州
最
北
の
城
下
町
青
森
県
弘
前
市
の
、
江
戸
時
代
の
行

政
記
録
で
あ
る
。
宗
教
事
情
の
調
査
に
は
必
ず
し
も
好
適
で
は
な
く
、

地
元
の
記
録
『
平
山
日
記
』『
津
軽
編
覧
日
記
』『
本
藩
名
實
録
』

『
御
用
格
』
を
参
考
と
し
て
い
る
。『
深（

（
（

浦
荘
厳
寺
一
件
之
留
』
と
い

う
、「
聞
岌
事
件
」
の
記
録
が
有
用
で
あ
っ
た
。

　

先
行
す
る
安
永
年
間
か
ら
、『
國
日
記
』
の
記
載
省
略
が
感
じ
ら

れ
る
。
た
と
え
ば
天
明
二
年
に
は
善
光
寺
如
来
の
来
訪
が
あ
っ
た
。

お
そ
ら
く
は
貞
昌
寺
を
会
所
宿
坊
と
し
て
の
勧
進
で
あ
る
が
、『
國

日
記
』
に
は
全
く
記
載
が
な
い
。
ま
た
、
二
〇
〇
年
に
及
ぶ
『
國
日

記
』
で
、
浄
土
宗
寺
院
に
関
す
る
記
事
が
み
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
同

年
だ
け
で
あ
る
。

二　
「
聞
岌
事
件
」
の
概
略

　

良
潤
聞
岌
は
深
郷
田
（
北
津
軽
郡
中
泊
町
）
善
導
寺
良
闡
聞
栄
の

弟
子
で
專（

（
（

稱
寺
初
入
寺
は
宝
暦
一
二
年
（
一
七
六
二
）
で
あ
る
。
以

後
住
し
た
浅
瀬
石
村
（
黒
石
市
）
の
庵
で
は
寺
子
屋
で
食
い
つ
な
ぎ
、

不
憫
が
っ
た
親
が
聞
栄
に
泣
き
つ
き
、
相
談
さ
れ
た
当
時
誓
願
寺
住

職
の
恵
順
が
門
内
塔
頭
の
龍
泉
寺
に
迎
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
経
緯

天
明
年
間
の
津
軽
領
内
浄
土
宗
寺
院
の
動
向

遠　

藤　

聡　

明
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の
後
、
深
浦
（
西
津
軽
郡
深
浦
町
）
荘
厳
寺
の
住
僧
と
な
っ
て
い
た
。

こ
の
聞
岌
が
起
こ
し
た
一
連
の
問
題
を
、「
聞
岌
事
件
」
と
し
て
お

く
。
問
題
が
記
録
上
最
初
に
み
ら
れ
る
の
は
、『
江
戸
日
記
』
三
年

九
月
一
八
日
で
あ
る
。
聞
岌
が
江
戸
屋
敷
を
訪
ね
て
借
金
を
願
い
出

た
と
の
内
容
で
あ
る
が
、
こ
の
末
尾
に
変
わ
っ
た
記
述
が
み
ら
れ
る
。

但（
（
（

右
荘
厳
寺
御
国
元
不
作
ニ
付
若
殿
様
江
直
訴
申
上
度
由
ニ
而
罷

登
之
由
、
然
處
何
度
御
逢
被
遊
候
哉
、
其
儀
者
相
知
不
申
候
、

見
ざ
る
聞
か
ざ
る
の
よ
う
な
こ
の
文
が
行
政
記
録
に
残
っ
て
い
る
こ

と
に
は
、
何
ら
か
の
作
為
が
あ
る
も
の
と
注
意
し
て
お
き
た
い
。

　

問
題
と
な
っ
た
聞
岌
の
行
動
に
つ
き
、
僧
録
貞
昌
寺
か
ら
寺
社
奉　

行
へ
の
回
答
め
い
た
も
の
は
『
國
日
記
』
の
一
一
月
一
一
日
に
あ
る
。

聞
岌
は
能
代
へ
用
事
と
称
し
て
江
戸
へ
出
た
と
し
て
、
二
週
間
の
禁

足
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
『
本
藩
明
實
録
』
が
簡
明
で
あ
る
。

三
年
一
一
月
、

同（
（
（

十
五
日
、
深
浦
荘
厳
寺
と
申
浄
土
宗
、
秋
田
能
代
江
用
事
有　

之
申
立
ニ
而
江
戸
表
江
罷
出
、
直
訴
之
義
有
之
由
ニ
而
発
足
（
中

略
）
此
荘
厳
寺
と
申
僧
侶
、
龍
泉
寺
と
申
、
誓
願
寺
之
末
寺
相

勤
候
、
勇
狂
僧
ニ
而
一
殺
多
生
罪
生
済
度
之
儀
与
忿
発
し
、
江
戸

表
江
不
日
に
走
登
り
、
御
逢
之
義
及
愁
訴
ニ
及
候
処
（
下
略
）

　

江
戸
屋
敷
の
藩
主
に
訴
え
出
る
の
は
越
訴
で
あ
る
と
問
題
に
な
る

中
、
翌
四
年
一
月
、
聞
岌
は
関
所
の
裏
道
を
通
っ
て
再
び
江
戸
へ
上

る
。『
國
日
記
』
四
月
三
日
に
、

一（
（
（

御
国
元
深
浦
荘
厳
寺
儀
、
當
正
月
江
戸
表
罷
登
御
上
屋
敷
江

罷
出
候
に
付
、
御
沙
汰
之
上
柳
原
御
屋
敷
御
長
屋
江（
下
略
）

と
あ
っ
て
事
態
は
明
白
で
あ
る
が
、
記
録
と
し
て
は
『
江
戸
日
記
』

に
扱
わ
れ
る
内
容
で
あ
る
。
こ
れ
も
『
本
藩
明
實
録
』
で
は
、

同（
（
（

三
日
、
雨
、
深
浦
荘
厳
寺
罷
下
り
申
候
、
道
中
大
勢
之
警
衛

ニ
而
着
候
由
、
六
尺
長
屋
江
押
込
候
処
後
入
牢
被
仰
付
候
、
貞
昌

寺
と
公
事
致
罷
登
候
由
申
候

ま
た
『
津
軽
編
覧
日
記
』
に
は
、

（
上
略
）
其（

（
（

後
段
々
承
処
皆
偽
計
ニ
而
有
之
候
由
、（
中
略
）
如

此
大
虚
言
を
申
候
儀
前
代
未
聞
之
ま
い
す
坊
主
ニ
有
之
候
、
頓

而
殿
様
之
御
罪
当
り
可
申
と
、

と
あ
り
、
お
お
よ
そ
の
見
当
が
つ
く
。
世
評
は
こ
の
両
記
録
の
採
録

者
の
認
識
と
異
な
る
で
あ
ろ
う
が
、
低
い
評
価
が
あ
る
と
わ
か
る
。

　
『
國
日
記
』
同
年
一
二
月
九
日
、

一（
（
（

貞
昌
寺
申
出
候
、
當
寺
末
寺
深
浦
荘
厳
寺
儀
僧
法
ニ
不
似
合

催
徒
党
以
迷
心
、
本
寺
江
敵
対
い
た
し
御
條
目
相
背
、
以
諌

計
役
寺
を
令
落
、
宗
敵
法
敵
之
致
方
言
語
道
断
不
届
之
至
、

依
之
綸
旨
法
脈
取
上
三
衣
脱
布
之
上
唯
今
追
院
申
付
候
、
右
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之
段
御
断
申
上
候
、

　
　
　
　
　

十
一
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

貞
昌
寺

恵
順
の
幾
重
も
の
憤
慨
が
伝
わ
る
文
面
で
あ
る
。
こ
れ
だ
け
で
は
わ

か
ら
な
い
が
、
聞
岌
は
浄
円
寺
、
大
泉
寺
、
大
善
寺
、
専
念
寺
を
味

方
に
つ
け
、
恵
順
に
隠
居
を
迫
っ
た
。
相
応
の
理
屈
は
あ
る
が
僧
録

に
誓
願
寺
の
良
暉
存
龍
を
昇
転
さ
せ
、
自
身
は
誓
願
寺
に
入
ろ
う
と

し
た
企
て
と
み
な
さ
れ
た
。
誓
願
寺
は
隠
居
。
徒
党
と
さ
れ
た
浄
円

寺
良
随
順
峯
、
大
泉
寺
良
住
運
碩
、
大
善
寺
良
聴
儀
光
は
弘
前
構
と

さ
れ
た
が
、
広
田
専
念
寺
へ
の
処
分
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

　

こ
の
件
は
明
治
初
め
の
平
尾
魯
仙
『
聞（

（1
（

岌
和
尚
傳
』
が
長
ら
く
基

準
と
な
っ
て
い
た
よ
う
で
、
や
や
聞
岌
に
肩
入
れ
し
た
よ
う
な
論
調

が
多
か
っ
た
。『
深
浦
荘
厳
寺
一
件
之
留
』
に
は
『
天
明
四
甲

辰
ゟ
同

五
乙

巳
年
ニ
至
貞
昌
寺
末
寺
取
扱
之
留
』
が
合
綴
さ
れ
て
い
る
。
大
部

で
読
み
に
く
さ
も
あ
っ
て
、
や
や
持
て
余
さ
れ
気
味
で
あ
る
。
中
で

『
青
森
県
史
』
資
料
編　

近
世
３
で
は
「
末（

（1
（

寺
グ
ル
ー
プ
と
、
本
寺

貞
昌
寺
と
の
間
の
対
立
・
抗
争
」
と
至
当
な
評
価
が
さ
れ
て
い
る
。

あ
く
ま
で
浄
土
宗
内
部
の
問
題
に
と
ど
ま
っ
た
以
上
、「
事
件
」
で

は
な
く
「
騒
動
」
が
妥
当
で
あ
ろ
う
が
、
本
稿
は
「
事
件
」
で
統
一

す
る
。

　

聞
岌
が
そ
の
後
ど
う
な
っ
た
か
。
従
来
『
聞
岌
和
尚
傳
』
の
、
能

代
の
五
智
如
来
堂
に
逃
れ
、
寛
政
八
年
寂
と
い
う
説
が
受
容
さ
れ
て

き
た
。
他
に
史
料
が
な
い
の
で
や
む
を
え
な
か
っ
た
が
、
享
和
元
年

の
『
國
日
記
』
七
月
二
〇
日
に
、
秋
田
か
ら
勧
化
の
僧
が
聞
岌
と
名

乗
っ
て
誓
願
寺
を
訪
ね
た
と
の
記
事
が
あ
る
。
他
人
が
罪
人
の
名
を

か
た
っ
て
も
何
の
得
も
な
く
、
推
定
六
四
歳
の
本
人
な
の
で
あ
ろ
う
。

三　

良
普
恵
順

　

先
行
す
る
宝
暦
、
明
和
、
安
永
の
検
討
時
に
も
立
項
し
た
僧
。
宝

暦
八
年
（
一
七
五
八
）
の
貞
昌
寺
寺
庵
西
光
寺
が
初
任
で
、
在
方
本

山
直
末
法
王
寺
か
ら
城
下
誓
願
寺
を
経
て
、
安
永
二
年
（
一
七
七

三
）
僧
禄
貞
昌
寺
住
職
と
な
っ
た
。
こ
の
昇
転
は
恵
ま
れ
た
事
情
が

あ
っ
た
と
し
て
も
順
調
過
ぎ
る
も
の
で
、
力
量
を
窺
わ
せ
る
。

　

恵
順
に
と
っ
て
天
明
年
間
は
、
聞
岌
に
翻
弄
さ
れ
た
日
々
で
あ
っ

た
。「
末
寺
グ
ル
ー
プ
」
の
処
分
が
決
し
た
翌
々
年
一
月
二
九
日
の

『
國
日
記
』
に
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
 　

一（
（1
（

貞
昌
寺
申
出
候
、
同
寺
寺
庵
西
光
寺
儀
、
拙
僧
弟
子
御
座
候

處
数
年
住
職
之
致
方
不
宜
、
数
度
ニ
及
加
異
言
候
處
不
相
用
、

師
弟
之
礼
を
乱
し
諸
事
我
侭
之
振
舞
師
恩
致
忘
却
候
、
依
之

度
々
師
弟
之
縁
離
断
仕
候
得
共
以
法
愛
是
迄
致
容
赦
置
候
處
、
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不
得
止
事
相
募
動
茂
す
れ
ハ
乍
願
師
匠
を
致
悪
口
誹
謗
、
其

上
以
奸
語
法
を
破
法
敵
師
敵
之
致
方
、
依
之
永
勘
気
之
上
法

脈
取
上
寺
外
隠
居
申
付
候
、（
下
略
）

と
あ
る
。
こ
れ
ほ
ど
強
権
的
な
文
面
も
珍
し
く
単
独
で
は
わ
か
り
に

く
い
が
、『
天
明
四
甲

辰
ゟ
同
五
』
に
も
同
文
面
が
あ
り
、
聞
岌
が
ら

み
と
知
ら
れ
る
。
要
は
恵
順
が
門
内
塔
頭
に
配
置
し
た
弟
子
が
、
聞

岌
一
味
の
便
宜
を
は
か
っ
て
処
罰
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

な
に
や
ら
恵
順
は
僧
禄
の
権
威
で
気
に
入
ら
な
い
者
を
次
々
処
分

し
た
よ
う
に
み
ら
れ
る
が
、
そ
う
で
は
な
い
。
封
建
主
義
の
考
え
方

で
教
団
を
守
る
べ
く
そ
の
秩
序
を
乱
す
者
を
断
罪
、
粛
清
し
た
の
で

あ
り
、
当
時
と
し
て
は
職
責
上
至
当
の
行
為
と
い
え
る
。

　

記
録
に
み
る
限
り
「
聞
岌
事
件
」
は
五
年
末
ま
で
あ
と
を
引
く
。

八
年
七
月
、
恵
順
か
ら
の
隠
居
願
は
翌
月
許
可
さ
れ
た
。
享
和
三
年

（
一
八
〇
三
）
年
二
月
一
日
寂
と
い
う
。
な
お
、
貞
昌
寺
や
誓
願
寺

の
歴
代
記
録
に
よ
り
「
良
普
恵
順
」
と
し
て
き
た
が
、
蓮
社
号
と
の

関
係
を
み
る
と
正
し
く
は
「
良
晋
」
か
も
知
れ
な
い
。

四　

本
山
と
の
交
渉
方

こ
の
時
期
に
も
若
干
の
本
山
と
の
往
来
が
あ
る
。

一（
（1
（

誓
願
寺
申
立
候
、
本
山
岩
城
專
稱
寺
ゟ
法
用
之
儀
に
付
當
月

中
罷
登
候
様
申
來
候
間
、
往
還
五
十
日
之
御
暇
被
仰
付
被
下

置
度
奉
願
旨
申
出
之
、
内
膳
江
達
之
願
之
通
申
付
旨
申
遣
之

と
、『
國
日
記
』
元
年
八
月
二
二
日
に
あ
る
。
本
山
へ
出
向
く
の
は
、

不
始
末
で
も
な
け
れ
ば
自
分
の
用
事
で
行
く
の
が
普
通
で
あ
り
、
呼

ば
れ
た
と
い
う
事
例
は
珍
し
い
。
さ
ら
に
後
日
に
発
足
と
帰
着
の
報

告
が
記
さ
れ
た
、
従
来
の
古
風
な
体
裁
で
あ
る
。

　
「
聞
岌
事
件
」
の
混
乱
の
さ
な
か
、『
國
日
記
』
四
年
二
月
二
七
日

に
、

一（
（1
（

貞
昌
寺
申
出
候
、
寺
庵
西
福
寺
弟
子
恵
天
壱
人
岩
城
專
稱
寺

江
為
修
学
差
上
せ
度
旨
申
出
之
、
願
之
通
申
付
旨
申
遣
之
、

ま
た
『
國
日
記
』
同
年
九
月
二
四
日
、

一（
（1
（

貞
昌
寺
申
立
候
、
西
福
寺
弟
子
順
随
此
度
岩
城
專
稱
寺
江
為

修
学
差
登
せ
度
旨
申
出
之
、
願
之
通
申
付
旨
申
遣
之
、

こ
れ
ら
が
普
通
の
書
式
で
、
両
者
同
様
の
文
面
で
あ
る
。
し
か
し
、

一
応
の
決
着
を
み
た
六
年
三
月
一
八
日
の
『
國
日
記
』
で
は
、

一（
（1
（

貞
昌
寺
申
立
候
、
當
寺
配
下
鯵
沢
法
王
寺
弟
子
全
龍
今
別
本

覚
寺
弟
子
廓
傳
快
運
都
合
三
人
岩
木
專
稱
寺
江
修
学
罷
登
申

度
旨
願
申
出
候
、
先
年　

被
仰
付
之
趣
と
得
申
聞
候
間
、
被

仰
付
被
下
度
之
旨
申
出
之
、（
下
略
）

と
、
定
式
に
付
加
さ
れ
た
も
の
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
体
裁
は
同
年
、
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も
う
二
例
あ
る
。「
被
仰
付
之
趣
」
が
わ
か
り
づ
ら
い
が
、
後
年
の

文
面
か
ら
み
る
と
今
で
言
え
ば
警
察
沙
汰
、
裁
判
沙
汰
に
な
り
そ
う

な
で
き
事
を
さ
し
て
い
る
。
該
当
す
る
こ
と
と
い
え
ば
他
な
ら
ぬ

「
聞
岌
事
件
」
で
あ
り
、
事
前
に
と
く
と
申
し
聞
か
せ
る
と
は
、
お

そ
ら
く
は
口
止
め
に
近
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
恵
順
の
慎
重
さ
と
も
い

え
る
。

し
か
し
翌
七
年
九
月
一
七
日
の
『
國
日
記
』
で
は
、

一（
（1
（

貞
昌
寺
申
出
候
、
桑
野
木
田
村
浄
圓
寺
弟
子
専
天
誓
願
寺
弟

子
慈
渕
徳
蔵
寺
圓
城
寺
都
合
四
人
、
為
修
学
岩
城
專
稱
寺
江

罷
登
候
儀
、
願
之
通
被
仰
付
旨
申
遣
之
、

と
、
制
止
の
文
言
は
な
く
な
っ
て
い
る
。
恵
順
の
中
で
「
聞
岌
事

件
」
が
過
去
の
も
の
に
な
っ
た
と
も
み
ら
れ
る
。
な
お
、
す
で
に
住

職
で
あ
る
者
が
修
学
に
出
向
く
記
録
は
、
こ
れ
が
初
出
で
あ
る
。

五　

白
狐
寺
の
年
始
礼
席
次
繰
上
願

　

浄
土
宗
白
狐
寺
は
熊
谷
稲
荷
の
別
当
と
し
て
宝
永
五
年
（
一
七
〇

八
）、
新
寺
町
の
天
台
宗
僧
禄
報
恩
寺
の
向
か
い
に
開
創
さ
れ
、
九

石
の
寺
禄
を
受
け
た
。
た
め
に
年
始
の
礼
に
登
城
す
る
義
務
が
生
じ

た
が
、
そ
の
席
次
は
最
下
位
で
あ
っ
た
。
こ
の
年
始
礼
は
八
日
に
僧

録
と
次
席
級
の
寺
院
お
よ
び
そ
れ
に
見
合
う
格
式
の
神
社
、
九
日
に

そ
の
他
の
有
禄
寺
院
な
ら
び
に
格
下
の
神
社
と
社
人
が
城
内
に
招
致

さ
れ
て
い
た
。
白
狐
寺
が
九
日
の
部
の
最
後
で
あ
っ
た
の
は
、
お
そ

ら
く
当
時
の
寺
社
方
が
そ
の
手
控
え
に
他
意
な
く
末
尾
に
追
記
し
た

も
の
が
、
踏
襲
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
が
宝
暦
年
間
に
古
跡
の
復
興
と
し
て
開
創
さ
れ
、
報
恩
寺

の
隣
地
に
移
転
し
て
い
た
黄
檗
宗
慈
雲
院
の
席
次
は
中
程
度
と
さ
れ

た
。
白
狐
寺
の
看
守
か
ら
住
職
と
な
っ
て
い
た
蓮
證
は
こ
れ
を
不
服

と
し
て
、
席
次
の
繰
り
上
げ
を
願
い
出
た
。『
國
日
記
』
八
年
一
二

月
四
日
の
記
録
は
か
な
り
の
長
文
で
あ
る
が
、
趣
き
の
異
な
る
複
数

の
内
容
が
一
つ
に
扱
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
上
略
）
御（

（1
（

目
見
次
第
之
儀
正
月
九
日
之
部
惣
末
席
、
森
下
傳

次
郎
ニ
而
御
礼
申
上
候
、
尤
扇
子
箱
弐
本
献
上
仕
候
、
然
者
當

寺
儀
者
白
籏
流
浄
土
一
派
ニ
御
座
候
、
本
寺
京
都
黒
谷
金
戒
光

明
寺
四
箇
之
本
寺
ニ
御
座
候
、
依
之
檀
林
者
江
戸
芝
増
上
寺
血

脈
相
傳
ニ
而
御
座
候
故
、
本
山
表
に
て
者
當
寺
格
式
一
應
之
寺

格
ニ
御
座
候
（
中
略
）
本
山
表
ニ
而
者
當
寺
江
御
祈
願
寺
と
申
崇

敬
之
取
扱
ニ
御
座
候
、
御
国
元
ニ
而
者
白
籏
浄
土
一
流
之
當
寺
ニ

御
座
候
間
、
僧
侶
同
列
ニ
御
目
見
申
上
候
様
御
次
第
御
繰
上
ケ

被
仰
付
被
下
置
度
去
九
月
奉
願
候
處
、
数
十
年
相
濟
來
候
ニ
付

願
書
御
返
シ
相
成
候
（
下
略
）
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採
録
こ
そ
一
二
月
な
が
ら
白
狐
寺
の
申
し
立
て
は
九
月
で
、
さ
ら
に

「
去
九
月
」
と
あ
る
以
上
、
元
の
願
い
出
は
前
年
で
あ
ろ
う
。
次
段

の
文
は
お
そ
ら
く
寺
社
奉
行
か
ら
提
出
を
要
求
さ
れ
た
縁
起
で
あ
る

が
、
そ
れ
も
三
月
十
日
の
日
付
が
あ
る
。
そ
の
次
の
段
は
寺
社
奉
行

か
ら
の
添
書
と
い
う
が
、
そ
れ
も
九
月
の
も
の
で
あ
る
。
続
く
最
後

の
段
が
又
候
添
書
と
い
う
も
の
で
、
こ
れ
だ
け
が
一
二
月
と
み
ら
れ

る
。（

上
略
）
正（

（1
（

月
八
日
御
礼
之
部
湊
迎
寺
次
順
ニ
も
可
被　

仰
付

候
哉
、
又
者
九
日
之
部
報
恩
寺
寺
庵
理
教
院
次
順
ニ
も
可
被
仰

付
候
哉
此
段
奉
伺
候
旨
申
出
之
、
多
膳
江
達
之
、
理
教
院
次
順

ニ
被　

仰
付
旨
申
遣
之
、

の
裁
定
と
な
っ
た
。

　

当
初
は
慈
雲
院
次
順
を
要
望
し
て
き
た
白
狐
寺
で
あ
る
が
こ
れ
に

納
得
、
謝
意
を
申
し
出
る
。『
國
日
記
』
一
二
月
一
四
日
、

　
　

一（
（2
（

白
狐
寺
申
出
候
、

御
目
見
席
結
構
被
仰
付
候
ニ
付
為
冥
加
於
稲
荷
宮
、
以
來
正

五
九
朔
日
よ
り
御
祈
祷
執
行
、
御
守
札
差
上
度
儀
伺
之
通
被

仰
付
候
、

と
あ
り
、
席
次
と
引
き
替
え
の
翌
月
か
ら
の
約
定
事
項
と
な
っ
た
。

こ
れ
は
確
か
に
浄
土
宗
寺
院
の
動
向
で
は
あ
る
が
、
貞
昌
寺
を
僧
禄

と
す
る
津
軽
領
内
の
浄
土
宗
教
団
と
は
お
よ
そ
無
関
係
で
あ
る
。

六　

金
光
上
人
墓
碑
の
造
営

　

こ
の
時
期
に
は
、
金
光
上
人
の
墓
碑
を
整
備
す
る
動
き
が
あ
っ
た
。

ま
ず
は
信
頼
性
が
高
い
文
献
と
し
て
、
義
山
の
『
御
傳
翼
賛
遺
事
』

（
義
山
没
後
の
享
保
一
四
、
一
七
二
九
年
刊
）
の
記
述
を
み
て
お
く
。

（
上
略
）
津（

（2
（

軽
浪
岡
村
ノ
旧
跡
ハ
金
光
房
入
滅
ノ
地
ナ
ル
ニ
ヤ

今
ニ
墳
墓
有
テ
小
塔
ヲ
残
セ
リ
、
然
レ
ド
モ
星
霜
稍
経
ヌ
レ
バ

文
字
悉
ク
磨
滅
シ
テ
其
ノ
年
月
日
共
ニ
分
明
ナ
ラ
ズ
、
金
光
房

示
寂
ノ
年
月
サ
ダ
カ
ナ
ラ
ザ
ル
事
ハ
此
ユ
ヘ
ニ
ヤ
（
下
略
）

と
あ
り
、
義
山
に
よ
る
元
禄
年
間
の
実
地
踏
査
の
不
本
意
で
あ
ろ
う

成
果
、
つ
ま
り
金
光
房
の
入
滅
年
次
不
明
が
明
快
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
が
天
明
九
年
（
一
月
下
旬
寛
政
改
元
）、
阿
蘇
千
代
竹
と

い
う
医
者
が
近
隣
の
埋
も
れ
て
い
た
五
輪
塔
を
金
光
上
人
の
墓
と
想

定
、「
黄
蓮
社
良
華
金
光
上
人
墓
碑　

天
明
九
乙
亥
三
月
廿
五
日
」

の
墓
碑
が
同
人
に
よ
り
別
の
地
に
建
立
さ
れ
た
。
こ
の
動
き
に
は
浄

土
宗
寺
院
と
の
接
点
は
認
め
ら
れ
ず
、
民
間
の
顕
彰
気
運
に
と
ど
ま

る
が
、
建
碑
の
日
が
後
年
祥
月
命
日
に
採
用
さ
れ
る
。

　

蓮
社
号
に
せ
よ
、
名
越
派
由
来
と
み
ら
れ
る
良
号
に
せ
よ
、
金
光

上
人
の
頃
に
は
相
伝
ど
こ
ろ
か
存
在
す
ら
し
な
い
。
こ
の
突
如
登
場
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し
た
奇
妙
と
い
う
べ
き
法
号
は
、
誰
が
ど
う
奉
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

秋
田
県
大
館
に
青
蓮
庵
（
現
廃
庵
）
が
あ
っ
た
。
白
狐
寺
よ
り
は
る

か
以
前
に
金
戒
光
明
寺
末
で
、
開
山
を
青
蓮
社
良
風
と
い
う
。
五
色

と
五
大
な
ど
の
類
推
に
よ
る
創
作
と
い
う
見
方
は
可
能
で
あ
る
。

七　

お
わ
り
に　

　

先
の
安
永
年
間
か
ら
米
の
収
量
は
概
し
て
す
ぐ
れ
ず
、
津
軽
で
は

天
明
二
年
の
凶
作
、
翌
年
の
大
凶
作
に
見
舞
わ
れ
た
。
こ
れ
は
天
明

の
飢
饉
と
い
わ
れ
る
災
害
と
な
り
、
領
内
の
人
口
が
三
分
の
一
に
減

少
し
た
と
も
い
わ
れ
る
。
同
時
に
檀
家
数
の
減
少
で
も
あ
っ
て
、
寺

院
と
し
て
の
活
動
が
で
き
に
く
い
要
因
で
あ
る
。
混
乱
も
多
々
あ
っ

た
に
違
い
な
く
、
最
大
の
も
の
が
「
聞
岌
事
件
」
で
あ
る
。

　

こ
の
時
期
、
浄
土
宗
寺
院
に
大
し
た
動
き
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。

『
國
日
記
』
に
記
載
省
略
が
散
見
、
と
言
う
よ
り
採
録
自
体
の
省
略

や
、
採
録
日
に
疑
問
が
あ
る
も
の
も
見
受
け
ら
れ
る
。「
聞
岌
事
件
」

に
つ
い
て
は
『
國
日
記
』
を
つ
な
げ
て
み
て
も
、
情
況
が
わ
か
り
づ

ら
い
。

　
「
聞
岌
事
件
」
は
略
述
し
た
の
み
で
あ
る
が
、
資
料
を
延
々
並
べ

て
論
ず
る
の
は
比
較
的
容
易
で
あ
り
、
概
略
を
述
べ
る
方
が
難
し
い
。

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
は
あ
る
が
、
恵
順
と
聞
岌
の
行
動
を
考
え
て
み
た

い
。
恵
順
は
確
か
に
威
圧
的
な
と
こ
ろ
が
あ
り
、
門
内
塔
頭
諸
寺
院

と
の
折
り
合
い
も
良
く
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
僧
禄
と

い
う
教
団
の
階
層
の
最
上
位
に
あ
る
者
と
し
て
の
筋
を
通
し
、
教
団

と
そ
の
上
下
関
係
と
い
う
秩
序
を
守
ろ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
封

建
制
度
下
に
あ
っ
て
は
勝
訴
す
る
も
当
然
で
あ
る
。

　

一
方
、
聞
岌
は
無
鉄
砲
で
損
ば
か
り
し
て
い
る
愚
か
者
で
あ
ろ
う

か
。
過
去
の
こ
と
を
現
在
の
レ
ベ
ル
で
論
じ
よ
う
と
す
る
愚
を
承
知

で
言
う
な
ら
、
聞
岌
は
社
会
主
義
的
な
思
想
の
持
ち
主
で
、
組
織
や

権
威
を
踏
み
越
え
て
で
も
人
を
守
ろ
う
と
し
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ

は
天
明
年
間
に
は
な
か
っ
た
考
え
方
で
、
物
議
を
醸
し
て
破
れ
去
っ

た
の
も
や
む
を
得
ま
い
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　1　

い
ず
れ
も
弘
前
市
立
弘
前
図
書
館
蔵
。

2　

弘
前
市
立
弘
前
図
書
館
蔵
。『
天
明
四
甲

辰
ゟ
同
五
乙

巳
年
ニ
至
貞
昌
寺
末
寺

取
扱
之
留
』
を
合
綴
。
そ
ち
ら
が
よ
り
大
部
で
、
重
要
。

3　
『
専
称
寺
入
寺
帳
』（
吉
水
成
正
編
『
浄
土
宗
名
越
派
史
料
集
』
に
よ
る
。）

4　
『
江
戸
日
記
』
天
明
三
年
九
月
十
八
日
条
。

5　

み
ち
の
く
双
書
四
六
『
本
藩
明
實
録
・
本
藩
事
實
集
』
中
、
一
五
二
頁
。

6　
『
國
日
記
』
天
明
四
年
四
月
三
日
条
。

7　
『
本
藩
明
實
録
・
本
藩
寺
實
集
』
中
、
一
七
五
頁
。

8　
『
津
軽
編
覧
日
記
』
畑
山
翻
刻
本
十
一
冊
三
六
頁
。

9　
『
國
日
記
』
天
明
四
年
十
二
月
九
日
条
。
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10　

弘
前
市
立
弘
前
図
書
館
蔵
。

11　
『
青
森
県
史
』
資
料
編　

近
世
３
、
四
九
三
頁
下
。

12　
『
國
日
記
』
天
明
五
年
一
月
二
十
九
日
条
。

13　
『
國
日
記
』
天
明
元
年
八
月
二
十
二
日
条
。

14　
『
國
日
記
』
天
明
四
年
二
月
二
十
七
日
条
。

15　
『
國
日
記
』
天
明
四
年
九
月
二
十
四
日
条
。

16　
『
國
日
記
』
天
明
六
年
三
月
十
八
日
条
。

17　
『
國
日
記
』
天
明
七
年
九
月
十
七
日
条
。

18　
『
國
日
記
』
天
明
八
年
十
二
月
四
日
条
。

19　

同
前
。

20　
『
國
日
記
』
天
明
八
年
十
二
月
十
四
日
条
。

21　
『
浄
土
宗
全
書
』
一
六
巻
九
七
〇
頁
。
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杏
雨
書
屋
所
蔵
の
『
釈
浄
土
群
疑
論
』
新
写
本
に
つ
い
て

大　

屋　

正　

順

は
じ
め
に

　

本
稿
で
は
、
公
益
財
団
法
人
武
田
科
学
振
興
財
団
杏
雨
書
屋
所
蔵

の
敦
煌
写
本
「
羽
〇
七
八
」
の
翻
刻
と
考
察
を
行
う
。
こ
の
写
本
は

『
敦
煌
秘
笈
』
の
書
誌
情
報
で
『
無
量
寿
経
疏
』
と
な
っ
て
い
る
が（

（
（

、

実
際
は
『
釈
浄
土
群
疑
論
』（
以
下
『
群
疑
論
』
と
略
称
）
で
あ
る

こ
と
が
臼
田
淳
三
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
た（

（
（

。
よ
っ
て
羽
〇
七
八
は
、

Ｓ
二
六
六
三
・
羽
〇
二
一
に
続
く
三
本
目
の
『
群
疑
論
』
敦
煌
写
本

と
い
う
こ
と
に
な
る（

（
（

。

一　

翻
刻

　

ま
ず
、
大
正
蔵
本
を
対
校
本
に
し
て
翻
刻
を
行
う
（
（
（

（
三
桁
の
数
字

は
行
数
を
示
す
）。

第
一
紙

001

・
・
・
・
・
・
・
・
命
五
百
歳
彼
天
日
夜
取
此
人
・
・
・
・
・
・

002

・
・
・
・
・
・
為（

（
（

丗
日
為
一
月
十
二
月
為
一
年
如
是
彼
天
寿
命

003

・
・
・
・
・
日
彼
五
百
歳（

（
（

計
用
閻
浮
提
一
万
八
千
年
為
一
月
二

004

・
・
・
・
・
・
・
・
・
五
百
年（

（
（

算
閻
浮
提
年
其
数
極
多
也
已
上

005

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
天
一
倍
故
知
彼
天
取
其
年
命
還
用

006

・
・
・
・
・
・
・
年
以
年
計
命
故
知
浄
土
以
日
計
月
以
月
計
年

007

・
・
・
・
・
・
・
・
也
二
教
者
如
上
品
中
生
言
此
紫
金
臺
如
大

008

・
・
・
・
・
・
・
・
・
経
宿
者
用
彼
少（

（
（

晝
夜
（〻
（
（

則
（
（1
（

花
合
晝
則（

（1
（

009

・
・
・
・
・
・
・
・
・
花
開
之
時
半
劫
為
夜
為
花
合
之
分
顯
彼

010

・
・
・
・
・
・
彼
経
宿
大
寶
花
開
之
時
也
上
品
中
生
一
宿
花
開

011
・
・
・
・
・
・
・
・
・
開
故
知
還
用
彼
方
日
夜
也
不
然
者
寧
容

012
・
・
・
・
・
・
・
・
・
而
花
開
也
若
彼
大
寶
花
開
自
取
彼
方
日

013

・
・
・
・
上
品
下
生
一
日
一
夜
花
開
翻
乃
同
於
此
方
日
月
即（

（1
（

上

第
二
紙
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は
じ
め
に

　

本
稿
で
は
、『
敦
煌
秘
笈
』
で
題
名
に
礼
懺
文
（
（
（

と
表
記
が
あ
る
も

の
、
内
容
が
礼
懺
文
と
重
な
る
も
の
を
取
り
あ
げ
、
そ
の
特
徴
を
報

告（
（
（

す
る（

（
（

。

一　

羽
三
九

　

杏
雨
書
屋
編
『
敦
煌
秘
笈
』
影
片
冊
一
（
二
〇
〇
九
、
公
益
財
団

法
人
武
田
科
学
振
興
財
団
）
二
五
八
～
二
六
八
頁

一
―
一　

羽
三
九
Ｒ　

七
階
佛
名
經

（
（
（ 　

 

　

首
題
・
尾
題
共
に
欠
だ
か
ら
、
こ
の
題
名
は
編
集
段
階
で
つ
け
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
。〈
宮
井
〉
を
参
考
に
す
れ
ば
、
題
名
が
安
定
し

な
い
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
た
め
、「
七
階
仏
名
」・「
七
階
礼
懺
」・「
七

014
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
下
生
之
者
分
花
遅
速
義
乃
乖
違
理

015
・
・
・
・
・
・
月
也
日
月
既
尓
劫
亦
可
知
三
由
理
者
若
日
月
花

016

・
・
・
・
・
□
花
開
乃
用
此
方
劫
数
者
則（

（1
（

中
品
中
生
七
日
花
開

017

・
・
・
・
・
・
・
劫
下
品
中
生
六
劫
方
開
若
望
彼
方
計
當
六
日

018

・
・
・
・
之
日
遅
於
下
品
六
劫
花
開
耶
又
下
品
上（

（1
（

経
（
（1
（

七
（
（1
（

日
蓮

019

□
方
開
亦
遅
下
品
中
□
□
二
劫
也（

（1
（

以
此
道
理
進
退
推
徴
故
知
彼

劫
不
用
此
方
劫
也

020

問
曰
彼
既
経
劫
蓮
花
方
開
為
由
有
罪
鄣
故
花
開
遅
晩
為
由
勝
功

徳

021

故
多
劫
在（

（1
（

花
中
耶

022

釋
曰
准
依
下
品
下
生
経
十
二
大
劫
蓮
花
方
開
観
世
音
大
勢
至
以

大
悲
音

023

・
・
其
廣
説
諸
法
實
相
除
滅
罪
法
以
此
准
知
彼
亦
有
罪
鄣
由
斯（

（1
（

鄣
故

024

・
劫
花
開
不
然
者
何
因
九
品
行
業
不
同
花
開
早
晩
各
有
差
降
也

025

・
曰
若
彼
有
罪
鄣
花
開
遅
晩
者
何
因（

（2
（

此
罪（

（2
（

鄣
不
感
苦
報
耶

026

・
曰
雖
有
罪
種
以
其
前
生
発
菩
提
心
至
心
稱
念
阿
弥
陁
仏
諸
罪

消
滅

027

・
有
微
細
業
種
不
能
□
□
熟
因
牽
生
苦
楽（

（2
（

唯
以
其
業
種
極

028

・
・
念
仏
功
徳
□
□
勢
用
又
以
念
仏
功
徳
之
力
感
得
浄
土
殊
勝

029

・
□
彼
身
上
苦
果
无
由
而
得
現
起
又
以
仏
本
願
力
不
得
現
行
但

有

030

・
報
（〻
（2
（

其
蓮
花
不
□
□
啓
□
无
量
寿
経
言（

（2
（

由
疑
彼
仏
不
思
議
智

長
？

031

・
胎
宮
无
有
□
□
□
□
□
□
中
胎
宮
掩
閉
此
亦
如
是
鄣
花
開
也

雖

032

・
花
開
花
中
无
苦
而
此
罪
種
但
有
鄣
花
開
力
无
招
苦
報
之
功
猶

如
殺
？

033

・
之
業
等
流
果
中
能
鄣
人
天
長
命
之
報
也

034

・
曰
観
経
言
下
品
下
生
□
□
念
仏
於
念
念
中
滅
八
十
億
劫
生
死

之
罪
〻
既
滅

035

・
□
花
開
已
後
□
□
□
□
説
實
相
除
滅
罪
法
耶
若
有
罪
可
除
者

036

・
・
・
鄣
生
浄
土
而
□
□
生
耶

第
三
紙

037

・
此
有
微
細
罪（

（2
（

□
□
□
故
経
説
除
也
然
罪
鄣
微
劣
念
仏
善
根（

（2
（

強

038

・
仏
威
神
不
妨
得
□
□
□
□
□
罪
人
造
衆（

（2
（

前（
（2
（

重
罪
（〻
（2
（

業
勢
力
能

感

039
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
徳
功（

（3
（

善
根
消
彼
重
殃
感
果
勢
力
不

040

・
・
・
・
・
・
・
・
念
仏
行
麁
細
鄣
由（

（3
（

在
故
花
開
已
後
遇
彼

041

・
・
・
・
・
・
・
・
相
其
人
方
能
観
法
身
仏
境
智
微
細
始
能
除
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042
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
説
諸
法
實
相
除
滅
罪
也

043
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
願
誓（

（3
（

云
乃
至
十
念
皆
得
往
生
唯
除

044

・
・
・
・
・
・
・
・
念
皆
得
往
生
何
因
用（

（3
（

是
一
教
前
後
両
文
言

045

・
・
・
・
・
・
・

046

・
・
・
・
・
・
・
・
本
同
願
中
乃
至
十
念
此
即
以
少
至
多
下
言

047

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
互
擧
本
无
妨
難
法
蔵
比
丘
以（

（3
（

至
□

048

・
・
・
・
・
・
・
□
勝
縁
方
勧
稱
仏
往
生
浄
土
或
得
稱
仏
一
聲

049

・
・
・
・
・
・
・
・
・
命
終
或
更
得
稱
三
四
五
六
乃
至
七
八
・

050

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
此
人
生
来
不
造
五
逆
誹
謗
正
法
隨

051

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
誹
謗
正
法
忽
遇
勝
縁
教
令
念

052

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
九
聲
遂
便
不
往（

（3
（

故
言
乃
至
十
念
除
逆

053

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
竟
除
也
久
學
讀
已
解
此
願
言
初
學

054

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
莫
會
宗
途
大
聖
釋
迦
預
知
後
代

055

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
乃
至
一
念
而
願
斯
教
若
能
多
念
有

056

・
・
・
・
・
・
・
・
□
□
□
□
於
逆
謗
上
下
互
説
顯
教
分
明
欲

057

・
・
・
・
・
・
・
・

058

・
・
・
・
・
・
八
十
億
劫
重
罪
得
生
西
方
為
滅
種
子
為
滅
上
心
・

059

滅
種
〻
子
〻
滅
除
要
須
□
□
見
人
法
空
方
能
滅
種
念
仏
功
徳

雖
・

第
四
紙

060

无
邊
此
是
聞
思
□
善
心
如
何
同
於
聖
道
能
滅
種
子
罪
業
若
滅
上

061

・
罪
福
両
□
□
□
□
起
〃
罪
業
時
不
得
念
仏
正
念
仏
時
不
得
造

062

罪
善
悪
不
並
无
二
□
□
□
□
念
仏
能
滅
上
心
罪
也

063

釋
曰
非
滅
種
子
非
滅
上
心
□
□
□
罪
刹
那
自
滅
不
須
念
仏
方
始

滅
除

064

又
善
悪
不
倶
念
仏
之
時
罪
已
先
滅
或
時
未
起
正
造
罪
時
念
仏
已

滅
（
（3
（065

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
唯
滅
種
子
念
〻
相
續
能
感
三
塗
・

066

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
有
其（

（3
（

勢
力
能
感
當
果
悪
趣
之
報
・

067

・
・
・
・
・
・
・
・
・
功
能
勢
力
衰
微
不
能
招
報
故
名
罪
滅

068

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
无
感
報
力
由（

（3
（

如
羸
痩
病
人
雖

069

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
報
（
（3
（

作
功
能
罪
亦
如
是
无
有
勢
力
能

二　

大
正
蔵
と
の
対
校
作
業
か
ら

　

次
に
、
対
校
作
業
で
わ
か
っ
た
語
句
と
意
味
の
違
い
を
指
摘
す
る
。

　
原
件
（
以
下
〈
原
〉
と
略
称
）025

の
「
□
曰
若
彼
有
罪
鄣
花
開

遅
晩
者
何
因
此
罪
鄣
不
感
苦
報
耶
」
は
大
正
蔵
（
以
下
〈
甲
〉
と
略

称
）
で
は
「
問
曰
若
彼
有
罪
障
華
開
遲
晩
者
何
由
此
業
障
不
感
苦
報

耶
（
（4
（

」
と
な
っ
て
い
る
。
華
合
所
因
章
の
二
つ
目
の
問
い
で
、
罪
障
の

あ
る
こ
と
が
華
開
の
遅
さ
の
原
因
と
な
る
な
ら
ば
、
な
ぜ
そ
の
「
障
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り
」
が
苦
の
報
い
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
ら
な
い
の
か
と
い
う
内
容

で
あ
る
。〈
原
〉
で
は
、
始
め
の
「
罪
障
」
を
そ
の
ま
ま
次
で
も
使

用
す
る
が
、〈
甲
〉
で
は
「
罪
障
」
を
「
業
障
」
に
言
い
変
え
て
い

る
。「
業
障
」
と
な
っ
た
場
合
、
三
障
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
、『
倶
舎

論
』
や
『
瑜
伽
論
』
で
い
う
五
無
間
業
を
想
定
で
き
、「
罪
」「
障

り
」
の
内
容
が
具
体
化
す
る
。
ま
た
、
こ
の
問
の
釈
に
「
異
熟
因
」

と
出
る
こ
と
か
ら
、〈
甲
〉
で
は
意
図
を
も
っ
て
「
業
障
」
と
し
て

お
り
、〈
原
〉
で
は
そ
の
辺
り
に
注
意
が
払
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
と

も
い
え
る
。

　
こ
の
問
い
に
対
す
る
釈
は
〈
原
〉026
か
ら028

の
文
で
、「
□

曰
雖
有
罪
種
以
其
前
生
発
菩
提
心
至
心
稱
念
阿
弥
陁
仏
諸
罪
消

滅
・
有
微
細
業
種
不
能
□
□
熟
因
牽
生
苦
楽
唯
以
其
業
種
極
…
…

念
仏
功
徳
□
□
勢
用
」。〈
甲
〉
で
は
、「
釋
曰
雖
有
罪
種
以
其
前
生

發
菩
提
心
至
心
稱
念
阿
彌
陀
佛
諸
罪
消
滅
縱
有
微
細
業
種
不
能
爲
異

熟
因
牽
生
苦
果
唯
以
其
業
種
極
羸
劣
故
知
念
佛
功
徳
損
其
勢
用
（
（4
（

」。

罪
業
の
種
子
が
あ
る
と
い
っ
て
も
、
先
の
生
で
菩
提
心
を
お
こ
し
て

至
心
に
阿
弥
陀
仏
を
称
念
す
れ
ば
、
諸
々
の
罪
が
消
滅
す
る
。
た
と

え
微
細
な
罪
業
の
種
子
が
あ
っ
て
も
、
異
熟
因
と
な
っ
て
苦
果
を
牽

生
す
る
こ
と
は
な
く
、
そ
の
罪
業
の
種
子
は
非
常
に
弱
く
な
る
。
よ

っ
て
念
仏
の
功
徳
は
罪
業
の
種
子
の
勢
力
を
損
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
こ
で
の
主
題
は
「
罪
種
」
つ
ま
り
「
罪
業
の
種
子
」
で
あ
る
か
ら
、

異
熟
因
が
も
た
ら
す
も
の
は
「
苦
果
」
と
し
て
よ
い
。
よ
っ
て

〈
甲
〉
は
整
合
性
が
あ
る
が
、〈
原
〉
の
「
苦
楽
」
で
は
異
熟
因
の
性

質
に
幅
が
生
ま
れ
る
た
め
適
さ
な
い
。

三　

表
記
上
の
特
徴

　
次
に
、
使
用
さ
れ
て
い
る
記
号
や
文
字
に
つ
い
て
特
徴
的
な
も
の

を
指
摘
す
る
。
①
願
乙
誓
→
誓
願
（043

）。
字
が
上
下
逆
に
な
っ
た

と
き
の
記
号
。
②
種
〻
子
〻
→
種
子
種
子
（059

）。
語
句
が
連
続
す

る
と
き
の
繰
り
返
し
の
記
号
。
③
字
の
右
側
に
付
さ
れ
る
「
卜
」。

008

「
則
」、038

「
衆
」（
修
正
前
は
「
罪
」
か
）。
④
不
明
な
記
号
。

「
経
〈
？
〉
七
日
」（
大
正
蔵
で
は
「
経
七
七
日
」
と
な
っ
て
い
る
）。

⑤
別
筆
に
よ
る
加
筆
。037

「
善
根
強
」
の
「
根
」
が
加
筆
部
分
。

⑥
「
正
」
を
則
天
文
字
で
表
記
（050

・051

・061

・064

）。

四　

羽
〇
二
一
と
同
一
文
献
の
可
能
性

　

次
に
、
用
紙
の
情
報
と
字
姿
の
近
似
性
か
ら
、
羽
〇
二
一
と
羽

〇
七
八
が
同
一
文
献
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
す
る
。

　

一
紙
あ
た
り
の
用
紙
の
大
き
さ
は
、
羽
〇
七
八
「
縦
二
七・
三
×
横

四
〇・
四
㎝
」、
羽
〇
二
一
「
縦
二
八・
五
×
横
四
〇・
六
㎝
」。
完
全
に
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は
一
致
し
な
い
も
の
の
、
両
者
と
も
損
傷
し
て
お
り
用
紙
の
原
形
を
特

定
し
が
た
い
こ
と
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
ほ
ぼ
同
一
の
大
き
さ
と
考
え

て
よ
い
。
そ
の
他
、「
紙
質
：
穀
紙
、
色
：
青
白
橡
、
染
：
無
し
、
字

詰
め
：
二
四
」
と
い
う
情
報
は
一
致
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
字
詰
め
に

関
し
て
は
変
動
幅
が
大
き
く
一
定
で
は
な
い
。

　
字
姿
に
つ
い
て
は
、
羽
〇
二
一
の
二
二
行
目
ま
で
の
文
字
に
共
通

点
を
多
く
見
出
す
こ
と
が
で
き
る（

（4
（

。
同
一
本
の
中
で
も
字
形
の
と
り

方
や
筆
使
い
は
変
化
す
る
た
め
、
結
体
が
完
全
に
一
致
す
る
も
の
ば

か
り
で
は
な
い
が
、
点
画
の
理
解
や
運
筆
の
癖
な
ど
で
重
な
る
も
の

を
採
り
上
げ
た
。

　

①
［
念
仏
］〈
念
〉「
ひ
と
が
し
ら
」
の
バ
ラ
ン
ス
・「
心
」
の
省

略
法
。〈
仏
〉
偏
と
旁
の
高
低
関
係
。
②
［
功
徳
］〈
功
〉「
工
」
の

省
略
法
。「
力
」
の
最
終
画
が
偏
寄
り
で
中
の
空
間
を
広
く
と
る
。

〈
徳
〉「
ぎ
ょ
う
に
ん
べ
ん
」
は
縦
一
画
。
偏
か
ら
旁
一
画
目
横
画
へ

の
流
れ
。
旁
の
省
略
法
。
③
［
法
］「
さ
ん
ず
い
」
は
縦
一
画
。
省

略
法
。
偏
よ
り
旁
の
頭
を
高
く
。
④
［
生
］
一
・
二
画
目
の
連
続
。

最
終
の
横
画
を
短
く
。
逆
三
角
形
の
結
体
。
⑤
［
一
］
あ
ま
り
起
筆

を
出
さ
な
い
。
羽
〇
二
一003

と009-14

で
は
多
少
鋭
さ
が
あ
る
。

⑥
［
如
］「
口
」
を
点
二
つ
で
書
く
も
の
、「
女
」
の
三
画
目
か
ら
連

続
し
た
線
で
省
略
す
る
も
の
。
⑦
［
是
］「
日
」
を
一
点
で
書
く
も

の
、
二
点
で
書
く
も
の
、
転
折
が
あ
る
も
の
。
羽
〇
七
八069

だ
け

異
質
だ
が
、
そ
れ
以
外
は
、
下
の
「
あ
し
」
の
省
略
が
す
す
む
。
⑧

［
多
］
一
つ
目
の
「
タ
」
の
省
略
が
す
す
み
点
二
つ
。
⑨
［
因
］

「
口
」
の
中
は
「
大
」
で
は
な
く
「
工
」
あ
る
い
は
「
コ
」。
⑩

［
心
］
一
画
目
を
う
か
す
も
の
も
あ
る
が
、
多
く
は
三
線
が
連
続
す

る
。
⑪
［
百
］
一
画
で
書
き
、
最
終
画
は
書
か
な
い
も
の
が
多
い
。

⑫
［
為
］
回
転
の
し
か
た
。
省
略
法
。
⑬
［
此
］
羽
〇
七
八
の013

の
み
縦
の
要
素
が
四
つ
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
は
省
略
が
進
む
。
⑭

［
亦
］
羽
〇
七
八
の015

は
「
又
」
の
よ
う
に
も
見
え
る
が
、「
又
」

は
比
較
的
縦
に
も
長
く
と
り
、
横
画
と
斜
め
に
交
差
す
る
線
で
つ
く

ら
れ
る
三
角
形
を
大
き
く
と
っ
て
い
る
た
め
、「
亦
」
と
す
る
。
い

ず
れ
も
か
な
り
つ
ぶ
し
て
横
長
に
形
を
と
る
。
⑮
［
此
亦
］「
此
」

と
「
亦
」。
二
文
字
の
連
綿
は
少
な
い
。
こ
の
連
綿
の
形
状
は
か
な

り
重
な
る
。
連
綿
し
た
あ
と
の
「
亦
」
の
最
終
画
が
う
ね
る
特
徴
が

あ
る
。
⑯
［
縁
］「
い
と
へ
ん
」
は
最
初
に
左
斜
め
下
へ
向
か
い
、

そ
の
後
の
形
状
は
様
々
。「
彖
」
の
省
略
法
。
⑰
［
雖
］「
隹
」
の
省

略
が
か
な
り
進
む
。
⑱
［
起
］
羽
〇
二
一
の
方
が
「
そ
う
に
ょ
う
」

の
省
略
が
進
む
が
、
い
ず
れ
も
右
斜
め
下
に
下
が
り
、
跳
ね
上
が
っ

て
「
己
」
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。　

⑲
［
聞
］「
も
ん
が
ま
え
」
は

「
聞
」
に
限
ら
ず
同
様
の
く
ず
し
。
羽
〇
七
八
で
は
「
開
」
や
「
閻
」、
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羽
〇
二
一
で
は
「
闇
」
な
ど
。
⑳
［
算
］「
笇
」
の
省
略
が
進
ん
だ

形
。
㉑
［
欲
］「
欠
」
が
偏
よ
り
下
が
る
形
状
。
㉒
［
難
］
偏
の

「
く
さ
か
ん
む
り
」
は
二
点
と
一
画
の
パ
タ
ー
ン
。
省
略
法
。
㉓

［
閉
］「
も
ん
が
ま
え
」
の
形
状
。
内
が
「
下
」
の
「
閇
」。
㉔
［
数
］

縦
を
最
初
に
ひ
い
て
点
を
二
つ
う
ち
、「
女
」
の
一
画
目
に
つ
な
が

る
。
省
略
法
。
㉕
［
随
］「
こ
ざ
と
へ
ん
」
の
省
略
法
。
最
終
画
は

短
く
右
斜
め
下
に
下
げ
る
。
㉖
［
阿
］「
こ
ざ
と
へ
ん
」
の
省
略
法
。

「
可
」
へ
の
つ
な
が
り
。
㉗
［
何
］「
に
ん
べ
ん
」
の
形
状
。「
可
」

へ
の
つ
な
が
り
。
㉘
［
経
］「
い
と
へ
ん
」
は
縦
一
画
。「
又
」
二
画

目
が
斜
め
で
は
な
く
横
へ
。「
土
」
の
省
略
法
。
㉙
［
道
］
羽
〇
七

八
の
二
つ
は
だ
い
ぶ
形
状
が
違
う
。
羽
〇
七
八
の
一
九
行
目
に
は
、

「
遅
」「
道
」「
進
」「
退
」
と
「
し
ん
に
ょ
う
」
を
も
つ
字
が
四
字
あ

る
が
、「
遅
」
と
「
進
」
は
短
く
一
画
で
書
き
、「
道
」
と
「
退
」
は

直
線
的
な
二
本
の
線
を
連
続
さ
せ
て
書
く
。
変
化
に
富
ま
せ
る
た
め

の
工
夫
と
は
考
え
に
く
く
、
運
筆
の
な
か
で
自
然
に
生
ま
れ
る
違
い

と
し
た
い
。
㉚
［
学
］
形
状
は
一
致
し
て
こ
な
い
が
、
縦
の
要
素
が

三
つ
で
「
ワ
」
に
つ
な
が
る
。「
子
」
の
最
終
画
は
跳
ね
上
が
っ
た

あ
と
に
大
き
く
回
っ
て
く
る
。
㉛
［
義
］「
羊
」
の
省
略
が
進
む
。

「
我
」
の
省
略
法
。
㉜
［
須
］「
さ
ん
づ
く
り
」
と
「
お
お
が
い
」
の

省
略
法
。
㉝
［
菩
提
］「
菩
提
」
の
略
字
。
羽
〇
二
一
の
六
行
目
に

「
菩
薩
」
と
あ
る
が
、
そ
れ
は
「
サ
サ
」
ぼ
さ
つ
。
㉞
［
無
量
］

「
量
」
の
く
ず
し
。「
里
」
の
回
転
の
大
き
さ
が
違
う
が
、
点
画
の
理

解
は
一
致
。

小
結

　

杏
雨
書
屋
所
蔵
の
敦
煌
写
本
「
羽
〇
七
八 

無
量
寿
経
疏
」
は
、

実
際
は
『
釈
浄
土
群
疑
論
』
で
あ
り
、
Ｓ
二
六
六
三
・
羽
〇
二
一
に

続
く
三
本
目
の
『
群
疑
論
』
敦
煌
写
本
と
な
っ
た
。
大
正
蔵
と
の
対

校
作
業
の
結
果
、
大
き
な
文
字
の
異
同
は
な
か
っ
た
も
の
の
、「
罪

障
」
と
「
業
障
」
の
使
用
に
着
目
し
、
羽
〇
七
八
の
表
現
で
は
意
味

に
齟
齬
が
生
じ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
表
記
上
の
特
徴
と
し
て
、

「
正
」
字
が
す
べ
て
則
天
文
字
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値

す
る
。

　

羽
〇
七
八
と
羽
〇
二
一
は
、
一
紙
の
大
き
さ
が
ほ
ぼ
同
じ
で
、
紙

質
・
色
・
染
の
情
報
が
一
致
し
て
い
る
。
ま
た
、
字
姿
の
点
か
ら
み

て
も
、
結
体
や
運
筆
が
近
く
、
点
画
の
理
解
や
そ
れ
に
と
も
な
う
省

略
の
方
法
な
ど
が
一
致
し
て
く
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
こ
れ
ら
の
こ

と
か
ら
、
両
者
は
同
一
の
文
献
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
指
摘

し
た
い
。



─ 106 ─

1　
『
敦
煌
秘
笈
』
影
片
冊
一
、
四
六
五
～
四
六
八
頁
（
武
田
科
学
振
興
財
団
、

杏
雨
書
屋
、
二
〇
〇
九
）。
①
題
名
の
「
無
量
壽
經
疏
」
は
「
釈
浄
土
群
疑

論
」
に
改
。
⑧
字
体
（
書
体
）
は
、
草
書
体
あ
る
い
は
行
草
書
体
に
改
。
⑩

同
定
大
正
№
は
、「
大
正
蔵
一
九
六
〇
番
・
四
七
巻
・
七
一
頁
・
下
欄
・
一

五
行
～
七
二
頁
・
下
欄
・
二
九
行
」
に
改
。

2　

臼
田
淳
三
「
敦
煌
・
ト
ル
フ
ァ
ン
出
土
写
本
の
研
究
と
敦
煌
秘
笈
」（『
杏

雨
』
二
一
、
二
〇
一
八
）
で
「
羽
〇
七
八
は
『
無
量
寿
経
疏
』
と
名
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
写
本
は
実
は
、『
釈
浄
土
群
疑
論
』
で
、
唐
代
の
懐
感

が
著
し
た
も
の
で
す
。
大
正
蔵
一
九
六
〇
番
四
七
巻71c15

～72c29

に
あ

た
り
ま
す
。
草
書
体
の
読
み
づ
ら
い
写
本
で
す
。」
と
指
摘
し
て
い
る
。

3　

既
存
の
二
本
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「『
釋
浄
土
群
疑
論
』
敦
煌
写
本
「
Ｓ

二
六
六
三
」
と
「
羽
〇
二
一
」
に
つ
い
て
」（『
小
澤
憲
珠
名
誉
教
授
頌
寿
記

念
論
集
大
乗
仏
教
と
浄
土
教
』
ノ
ン
ブ
ル
社
）
二
〇
一
五
、。

4　

・
底
本
（
原
件
〈
原
〉
と
表
記
）
…
公
益
財
団
法
人
武
田
科
学
振
興
財
団

杏
雨
書
屋
所
蔵
本
（『
敦
煌
秘
笈　

影
片
冊
一
』
四
六
六
～
四
六
八
頁
）

・
対
校
本
（
甲
本
と
し
〈
甲
〉
と
表
記
）
…
大
正
蔵
四
七
・
№
一
九
六
〇
・
七

一
頁
・
下
・
一
五
行
～
七
二
頁
・
下
・
二
九
行
（
底
本
は
建
長
版
）

・
用
紙
の
損
傷
に
よ
り
欠
け
て
い
る
部
分
は
「
・
」
で
記
す
。
な
お
、「
・
」

の
数
と
文
字
数
は
一
致
し
な
い
。

・
判
読
で
き
な
い
文
字
は
「
□
」
で
記
す
。

・
判
読
が
困
難
だ
が
適
当
だ
と
思
わ
れ
る
文
字
を
充
て
た
と
こ
ろ
は
そ
の
文
字

を
□
で
囲
む
。

5　

為
＝
夜
〈
甲
〉

6　
〈
甲
〉
で
は
「
彼
天
寿
命
五
百
歳
若
取
閻
浮
提
日
月
計
當
一
萬
八
千
年
…
」。

〈
原
〉
で
は002

行
末
「
天
寿
命
」
と003

「
五
百
歳
」
の
間
に
十
文
字
ほ

ど
想
定
で
き
る
。

7　

年
＝
歳
〈
甲
〉

8　

少
＝
方
〈
甲
〉

9　

〻
＝
夜
〈
甲
〉

10　

則
＝
即
〈
甲
〉

11　

則
＝
即
〈
甲
〉

12　

即
＝
な
し
〈
甲
〉

13　

則
＝
即
〈
甲
〉

14　

上
＋
（
生
）〈
甲
〉

15　
「
経
」
と
「
七
」
の
間
に
記
号
あ
り
。

16　

七
＋
（
七
）〈
甲
〉

17　
〈
甲
〉
に
注
あ
り
。
宝
永
版
（
浄
全
の
底
本
）
で
は
「
下
品
中
生
六
劫
四

十
三
劫
也
」。

18　

在
＋
（
彼
）〈
甲
〉

19　

斯
＋
（
罪
）〈
甲
〉

20　

因
＝
由
〈
甲
〉

21　

罪
＝
業
〈
甲
〉

22　

楽
＝
果
〈
甲
〉

23　

報
〻
＝
障
障
〈
甲
〉

24　

言
＝
云
〈
甲
〉

25　

罪
＝
障
〈
甲
〉。〈
原
〉
の
「
罪
」
に
続
く
文
字
は
判
読
で
き
な
い
が
、
一

画
目
の
点
と
二
画
目
の
横
画
か
ら
「
鄣
」
と
す
る
。

26　
「
善
」
と
「
強
」
の
間
に
「
根
」
が
加
筆
さ
れ
て
い
る
が
、
楷
書
体
で
本

文
と
は
趣
を
異
に
す
る
。

27　

修
正
痕
あ
り
。
隣
り
に
「
ト
」。

28　

前
＝
な
し
〈
甲
〉

29　

〻
＝
な
し
〈
甲
〉（「
罪
」
も
な
し
）

30　

徳
功
＝
功
徳
〈
甲
〉

31　

由
＝
猶
〈
甲
〉

32　

願
誓
＝
誓
願
〈
甲
〉。
修
正
痕
あ
り
。
返
り
点
の
よ
う
な
記
号
あ
り
。

33　

用
＝
同
〈
甲
〉
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34　

以
＋
（
少
）〈
甲
〉

35　
〈
甲
〉
に
注
あ
り
。
宝
永
版
で
は
「
往
」
が
「
得
住
」。
浄
全
で
は
「
往
」。

36　
〈
甲
〉
に
注
あ
り
。
宝
永
版
で
は
「
滅
」
＋
「
或
未
」。
浄
全
で
も
「
或

未
」。

37　

其
＝
な
し
〈
甲
〉。〈
甲
〉
に
注
あ
り
。
宝
永
版
で
は
「
其
」
あ
り
。

38　

由
＝
猶
〈
甲
〉

39　

判
読
が
難
し
い
が
「
報
」
と
す
る
。
報
＝
執
〈
甲
〉。〈
甲
〉
に
注
あ
り
。

宝
永
版
で
は
「
報
」。

40　

大
正
蔵
四
七
・
七
二
頁
・
上
。
浄
全
も
同
文
（
浄
全
六
・
九
六
頁
・
下
）。

41　

大
正
蔵
四
七
・
七
二
頁
・
上
。
浄
全
も
同
文
（
浄
全
六
・
九
六
頁
・
下
）。

42　

羽
〇
二
一
の
書
風
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
杏
雨
書
屋
所
蔵
『
釋
浄
土
群
疑

論
第
七
』
に
つ
い
て
」（『
佛
教
論
叢
』
五
九
、
二
〇
一
五
）。

　

付
記

　
　

本
文
「
三　

表
記
上
の
特
徴
」・「
四　

羽
〇
二
一
と
同
一
文
献
の
可
能

性
」
に
つ
い
て
は
、
発
表
時
に
当
該
箇
所
の
図
版
を
列
挙
し
、
紙
資
料
を
配

付
し
た
。
図
版
は
公
益
財
団
法
人
武
田
科
学
振
興
財
団
杏
雨
書
屋
『
敦
煌
秘

笈
』
よ
り
転
載
し
た
。
こ
こ
で
は
紙
幅
の
関
係
上
割
愛
す
る
。。
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聖
光
の
法
然
「
顕
彰
」
を
考
え
る

郡　

嶋　

昭　

示

１　

は
じ
め
に

　

従
来
の
研
究
に
お
い
て
、
二
祖
聖
光
上
人
（
以
下
祖
師
の
敬
称
を

略
す
）
の
説
を
「
祖
述
」
と
「
顕
彰
」
の
二
面
で
整
理
し
て
理
解
す

る
方
法
が
こ
れ
ま
で
に
提
唱
さ
れ
て
き
た
。
代
表
例
と
し
て
は
以
下

の
研
究
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

小
西
存
祐
「
鎮
西
国
師
に
つ
い
て
」（
柴
田
玄
鳳
編
『
三
上
人
の

研
究
』
三
上
人
遠
忌
事
務
局
、
一
九
三
五
）

　

香
月
乗
光
「
鎮
西
教
学
に
お
け
る
祖
述
と
顕
彰
」（『
法
然
浄
土
教

の
思
想
と
歴
史
』
山
喜
房
仏
書
林
、
一
九
七
四
）

　

藤
本
浄
彦
「
聖
光
上
人
に
お
け
る
「
不
離
仏
値
遇
仏
」
の
思
想
―

宗
教
的
実
存
の
視
點
か
ら
―
」（『
三
上
人
研
究
』
一
九
八
七
年
）

　

高
橋
弘
次
「『
徹
選
択
集
』
の
思
想
」（『
佛
教
文
化
研
究
』
三
〇
、

一
九
八
五
年
）、「
聖
浄
兼
学
の
精
神
」　
（『
三
上
人
研
究
』
一
九
八

七
年（

（
（

）

　

こ
れ
ら
の
研
究
で
、
聖
光
独
自
の
教
説
を
「
顕
彰
」
的
な
も
の
と

し
て
指
摘
さ
れ
、
通
説
と
な
っ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
研
究
で
は
既

に
「
顕
彰
」
的
な
思
想
が
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
そ
し

て
聖
光
が
そ
の
よ
う
な
独
自
の
思
想
を
提
唱
し
た
目
的
は
ど
の
よ
う

な
も
の
な
の
か
と
い
う
点
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

　

具
体
的
な
思
想
と
し
て
は
、『
徹
選
択
集
』
と
『
識
知
浄
土
論
』

の
思
想
が
そ
れ
に
あ
た
る
と
い
う
説
が
古
く
、
以
降
、
総
別
念
仏
説
、

二
十
二
の
選
択
説
、
往
生
七
義
と
い
っ
た
『
徹
選
択
集
』
の
思
想
が

具
体
的
な
も
の
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
思

想
が
提
唱
さ
れ
た
目
的
と
し
て
は
、
こ
れ
も
『
徹
選
択
集
』
で
表
明

さ
れ
る
次
の
二
つ
の
側
面
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

一
つ
目
は
『
徹
選
択
集
』
上
巻
に
表
明
さ
れ
る
も
の
で
、

抑
弟
子
某
甲
、
造
二テ
此
ノ
徹
選
択
集
一ヲ
、
而
添
二ル
上
人
ノ
選
択
集
一ニ
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之
意
ハ
者
、
深
ク
以
テ
為
レ
述
二シ
徹
セ
ン
カ
其
選
択
ノ
義
一ヲ
也
。
依
レ
之
ニ

為
レニ
顕
二ン
カ
彼
ノ
義
底
一ヲ
、
今
致
二ス
此
ノ
問
答
一ヲ
。

�

（『
浄
全
』
七
・
八
八
頁
下
）

と
表
明
さ
れ
る
目
的
で
、『
選
択
集
』
の
意
に
徹
す
る
た
め
に
、
そ

の
教
え
の
奥
底
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
い
い
、
具
体
的
に
は
法
然
の

「
選
択
本
願
念
仏
往
生
の
義
」
が
、
天
台
で
学
ん
だ
「
浄
仏
国
土
成

就
衆
生
」
の
説
と
が
全
く
違
わ
な
い
と
い
う
気
付
き
を
表
明
し
て
い

る
。
こ
れ
は
法
然
の
思
想
の
尊
さ
を
他
の
経
典
や
人
師
の
教
説
に
照

ら
し
合
わ
せ
て
、
普
遍
性
を
中
心
と
し
た
主
張
を
す
る
も
の
で
、

「
こ
れ
は
聖
道
浄
土
兼
学
の
者
こ
そ
知
る
こ
と
が
で
き
る（

（
（

」
と
添
え

ら
れ
た
こ
と
か
ら
「
聖
浄
兼
学
」
の
作
業
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

　

二
つ
目
は
同
じ
く
『
徹
選
択
集
』
の
下
巻
に
説
か
れ
る
も
の
で
、

こ
の
書
を
作
る
目
的
と
し
て
「
広
学
博
覧
の
徳
智
を
顕
さ
ん
が
た

め
」「
濁
世
末
代
の
小
智
愚
鈍
の
迷
惑
を
救
わ
ん
が
た
め（

（
（

」
と
い
っ

て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
法
然
の
教
え
の
尊
さ
を

説
く
と
共
に
、
末
代
に
お
い
て
法
然
の
説
を
離
れ
た
こ
と
を
説
く
者

を
救
い
た
い
と
い
う
も
の
で
、
法
然
の
説
の
尊
さ
を
明
ら
か
に
し
な

が
ら
、
法
然
の
説
は
こ
う
受
け
取
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
自

身
の
正
当
性
を
主
張
す
る
こ
と
が
目
的
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。

　

こ
の
よ
う
に
こ
れ
ま
で
に
「
顕
彰
」
的
な
思
想
と
し
て
独
自
の
思

想
が
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
聖
光
の
説
を
見
渡
す
と
、「
顕

彰
」
的
な
思
想
と
そ
れ
が
示
さ
れ
た
目
的
と
し
て
従
来
の
研
究
で
指

摘
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
も
の
が
他
に
も
確
認
が
で
き
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
法
然
の
思
想
を
世
に
広
め
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
、
当
時
の
仏
教
の
思
想
を
応
用
し
た
主
張
で
あ

る
。
そ
こ
で
私
は
こ
れ
ま
で
に
こ
の
点
に
着
目
し
て
教
判
論
・
経
典

論
、
衆
生
論
、
信
心
論
、
修
行
論
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
指
摘
し
て
き

た
。

　

本
稿
で
は
こ
れ
ま
で
に
指
摘
し
て
き
た
こ
と
を
今
一
度
整
理
し
、

特
に
特
徴
的
と
思
わ
れ
る
部
分
か
ら
「
顕
彰
」
と
い
う
理
解
を
今
一

度
考
え
て
み
た
い
と
思
う
。

２
、
天
台
智
顗
等
の
説
を
応
用
す
る
も
の

　
〈
天
台
大
師
も
浄
土
門
を
認
め
る
〉

　

ま
ず
、
天
台
智
顗
の
説
を
応
用
し
た
主
張
に
つ
い
て
指
摘
し
た
い
。

『
西
宗
要
』「
第
六
十
一　

聖
道
浄
土
二
門
事
」
で
は
、
次
の
よ
う
な

問
答
が
あ
る
。

問
、
天
台
等
ノ
人
師
、
四
教
ノ
中
ニ
ハ
何
レ
ノ
教
ニ
浄
土
門
ヲ
可
レキ
ヤ
摂
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ス
乎
。
其
ノ
故
ハ
一
代
所
説
ニ
五
時
ヲ
立
テ
ヽ
、
大
小
乗
ヲ
摂
シ
八
教
ヲ

立
テ
ヽ
、
或
ハ
収
二メ
漸
機
一ヲ
、
或
ハ
収
二メ
頓
機
一ヲ
、
或
ハ
収
二メ
秘
密
一ヲ
、

或
ハ
収
二メ
不
定
一ヲ
。
其
ノ
内
ニ
ハ
何
レ
ノ
機
ニ
可
レヤ
摂
ス
乎
。

答
、
円
教
ノ
一
門
ニ
摂
ス
。
既
ニ
是
レ
大
乗
菩
薩
ノ
教
ナ
ル
カ
故
。
但
シ

是
ヲ
別
乄
不
レル
云
二
浄
土
門
一ト
事
、
聖
道
ヲ
為
レシ
宗
ト
、
聖
道
ノ
始
終
ヲ

釈
シ
給
ヘ
ハ
之
。
浄
土
門
ノ
機
ヲ
正
ト
シ
釈
ス
ル
事
ハ
、
浄
土
宗
ノ
人
師
コ

ソ
釈
シ
給
ラ
メ
。
天
台
宗
等
ニ
ハ
華
報
ト
釈
ス
ル
也
。
今
ハ
果
報
ノ
始
終
ヲ

宗
ト
シ
釈
ス
ル
。
今
ハ
且
ク
断
惑
証
理
ニ
不
レル
堪
者
ノ
、
他
方
ノ
浄
土
ニ

生
乄
、
彼
ノ
土
ニ
乄
断
惑
証
理
ス
ル
也
。
仍
テ
別
乄
不
レ
立
レ
之
ヲ
。

又
難
乄
云
、
抑
出
離
生
死
ノ
、
為
ニ
ハ
何
レ
ノ
教
カ
、
易
キ
二
門
ノ
中
ニ

ハ
、
以
レ
何
レ
ヲ
為
レ
易
ト
、
以
レ
何
レ
ヲ
為
レス
ル
ヤ
難
ト
乎
。

答
、
浄
土
門
ハ
易
教
易
行
也
。
聖
道
門
ハ
難
教
難
行
也
。

　

�

（
浄
全
一
〇
・
二
二
四
上
～
下
）

　

こ
の
問
答
で
は
、
天
台
（
智
顗
）
等
の
人
師
が
浄
土
門
の
教
説
を

円
教
に
収
め
る
と
主
張
し
、
ま
た
天
台
宗
な
ど
で
は
こ
れ
を
「
華

報
」
と
呼
び
、
あ
え
て
こ
れ
を
浄
土
門
と
し
て
強
調
す
る
こ
と
は
し

て
い
な
い
だ
け
で
あ
る
と
し
て
お
り
、
天
台
の
教
説
を
拠
り
所
と
す

る
者
へ
の
主
張
が
見
え
る
。

　
〈
聖
道
門
の
者
も
浄
土
門
に
帰
す
べ
し
〉

 

ま
た
述
作
の
理
由
が
述
べ
ら
れ
て
い
た
『
徹
選
択
集
』
上
で
は

計
ル
ニ
夫
レ
、
時
ハ
属
二シ
滅
後
一ニ
代
ハ
当
二ル
末
法
一ニ
。
戒
定
智
慧
漸
ク
廃

レ
、
得
二コ
ト
道
果
一ヲ
甚
タ
希
ナ
リ
。
如
来
ノ
滅
後
已
ニ
二
千
余
年
、
去
二ル

コ
ト
大
聖
一ヲ
甚
タ
遥
遠
也
。
理
深
ク
解
微
ナ
ル
カ
故
ニ
、
億
億
ノ
衆
生
ノ

中
ニ
未
レタ
有
二
一
人
ト
乄
得
ル
者
一。
因
レテ
玆
レ
ニ
、
曇
鸞
道
綽
ノ
二
師
、

出
二テ
于
像
法
之
終
リ
末
法
之
始
一ニ
、
忝
モ
為
二テ
釈
尊
之
使
者
一ト
、
特

リ
弘
二ム
弥
陀
之
教
法
一ヲ
。
鈍
根
無
智
之
我
レ
等
、
設
ヒ
雖
下
漏
二レ
テ
聖

道
之
根
機
一ニ
、
不
レト
能
中
即
身
ニ
断
惑
上ス
ル
コ
ト
。
已
ニ
降
二ス
念
仏
之
法

雨
一ヲ
、
誰
人
カ
不
レン
潤
二ハ
甘
露
之
妙
味
一ニ
、
然
レ
ハ
則
雖
下
先
ニ
学
二ス
ル

聖
道
一ヲ
人
上ト
、
若
有
レラ
ハ
知
二ル
コ
ト
此
旨
一ヲ
者
盍
下ソ
棄ンヤ
二テ
ヽ
聖
道
一ヲ
帰
中セ
浄

土
上ニ
乎
。　�

　
（
聖
典
三
・
一
九
九
～
二
〇
〇
）

と
い
い
、
聖
道
門
を
拠
り
所
と
す
る
者
で
も
、
浄
土
門
へ
と
転
換
す

べ
き
と
し
て
い
る
。
具
に
は
、
我
ら
は
釈
迦
滅
後
二
千
余
年
後
の
戒

定
慧
も
廃
れ
た
世
に
生
き
る
鈍
根
無
智
の
身
で
あ
り
、
聖
道
の
機
根

に
漏
れ
、
こ
の
身
で
断
惑
を
得
る
こ
と
も
叶
わ
な
い
こ
と
を
も
と
に
、

聖
道
の
教
え
を
学
ん
だ
者
で
も
浄
土
門
の
教
説
が
時
機
相
応
の
教
え

で
あ
る
こ
と
を
理
解
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
浄
土
門
に
依
る
べ
き
で

あ
る
と
い
っ
て
い
る
。
こ
の
主
張
は
ま
さ
に
聖
道
門
に
身
を
置
い
た
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者
に
対
す
る
主
張
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
、
天
台
や
真
言
の
説
を
意
識
し
た
も
の

 〈
薬
師
如
来
地
蔵
菩
薩
等
を
重
ん
じ
る
説
へ
の
主
張
〉

続
い
て
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
『
念
仏
名
義
集
』
の
次
の

説
を
指
摘
し
た
い
。

或
人
此
念
仏
ヲ
悪
ミ
テ
申
ス
様
ハ
、
何
ソ
必
シ
モ
阿
弥
陀
仏
ノ

名
ヲ
奉
レ
唱
ノ
ミ
、
万
ヅ
ノ
功
徳
善
根
ノ
中
ニ
取
分
テ
、
普
ク

平
等
ノ
功
徳
ト
ハ
云
ソ
ヤ
。
異
ナ
ル
仏
、
又
余
ノ
功
徳
ヲ
モ
正

業
ト
立
ヨ
カ
シ
。
南
無
薬
師
、
南
無
地
蔵
等
此
等
ノ
仏
菩
薩
ノ

御
名
ヲ
奉
唱
モ
、
普
ク
平
等
ナ
ル
正
業
ト
可
云
。
然
ル
ヲ
何
ガ

故
ゾ
只
阿
弥
陀
仏
ノ
名
ヲ
奉
唱
ノ
ミ
往
生
極
楽
ノ
正
行
ト
云
哉
。

答
テ
云
ク
、
念
仏
ノ
人
人
区
ナ
レ
ト
モ
善
導
和
尚
ノ
流
ヲ
汲
人

ノ
心
ハ
念
仏
ハ
此
阿
弥
陀
仏
ノ
本
願
ナ
ル
ガ
故
也
。
余
ノ
仏
ノ

名
ヲ
唱
ヘ
又
余
ノ
功
徳
善
根
ヲ
修
セ
ン
ニ
ハ
、
非
阿
弥
陀
仏
本

願
ト
云
也
。
無
謂
、
難
ズ
ル
人
ア
リ
、
此
ハ
善
導
ノ
御
意
ヲ
不

知
人
ノ
此
難
ヲ
云
也
。

サ
レ
バ
古
ヘ
ヨ
リ
上
人
我
朝
日
本
国
ニ
道
心
深
ク
発
シ
テ
後
世

ヲ
ナ
ゲ
キ
、
厭
生
死
人
人
ノ
中
ニ
、
比
叡
山
大
原
ノ
顕
真
法
印

ト
申
セ
シ
天
台
ノ
和
尚
同
ク
黒
谷
法
然
上
人
、
光
明
山
明
遍
僧

都
、
奈
良
ノ
都
ニ
難
有
智
者
ト
ノ
ノ
シ
リ
シ
人
人
、
高
野
ノ
御

山
ニ
掻
籠
給
ヒ
シ
是
等
ノ
人
人
コ
ソ
、
於
日
本
奈
良
ノ
都
、
平

ノ
間
ニ
イ
ミ
ジ
ク
貴
カ
リ
シ
学
匠
智
者
達
ニ
テ
御
座
ト
モ
、
年

来
ノ
顕
密
ノ
法
門
ヲ
閣
テ
念
仏
ノ
一
門
ニ
入
リ
給
フ
事
、
哀
レ

ニ
貴
ク
目
出
度
念
仏
ニ
テ
候
ゾ
カ
シ
。
誠
ニ
此
比
様
ノ
学
匠
智

者
ト
申
ス
人
ハ
彼
人
人
程
ニ
ハ
更
ニ
ナ
シ
カ
カ
ル
其
身
ニ
テ
念

仏
ヲ
破
ス
ル
条
只
無
道
心
也
往
生
ノ
志
ツ
ヤ
ツ
ヤ
カ
ケ
タ
ル
也
。

　

�

（
浄
全
一
〇
、
三
六
三
下
）

　

こ
の
説
は
称
名
念
仏
行
を
よ
し
と
し
な
い
者
の
説
へ
の
対
応
で
、

阿
弥
陀
仏
以
外
の
仏
名
を
称
え
る
こ
と
も
功
徳
善
根
で
は
な
い
か
と

い
う
説
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
善
導
の
説
を
拠

り
所
と
す
る
者
は
念
仏
が
仏
の
本
願
で
あ
り
、
諸
善
は
本
願
で
は
な

い
と
い
う
見
地
に
立
つ
と
い
う
立
場
の
違
い
を
主
張
し
て
お
り
、
さ

ら
に
当
時
の
仏
教
か
ら
浄
土
門
に
入
る
者
の
例
を
列
挙
し
て
い
る
。

当
時
の
高
僧
で
す
ら
顕
密
の
法
門
を
さ
し
お
い
て
、
念
仏
の
一
門
に

入
っ
た
例
が
あ
る
こ
と
を
論
じ
、
当
時
の
仏
教
者
を
口
称
念
仏
教
化

し
た
い
意
思
が
見
え
る
。
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 〈
法
華
経
や
真
言
こ
そ
尊
い
と
い
う
説
へ
の
主
張
〉

　

ま
た
同
じ
く
『
念
仏
名
義
集
』
の
説
を
指
摘
し
た
い
。

或
人
念
仏
ヲ
難
ジ
侍
ル
様
ハ
、
抑
、
我
此
法
花
経
並
ニ
真
言
コ

ソ
忝
ク
御
座
、
甚
深
上
乗
ノ
御
法
也
。
念
仏
ハ
云
、
無
甲
斐
愚

鈍
無
智
ノ
尼
入
道
ノ
徒
者
ノ
、
サ
テ
シ
モ
有
ン
ヅ
ル
カ
ト
テ
責

事
ニ
、
仏
法
ニ
令
結
縁
ト
テ
佗
言
ニ
ス
ル
事
ニ
テ
コ
ソ
ア
レ
ト
。

去
レ
バ
法
花
経
ハ
勝
レ
タ
リ
、
真
言
ハ
増
リ
、
念
仏
ハ
劣
リ
タ

リ
ト
思
ヘ
ル
也
。
此
難
如
何
。

答
テ
云
ク
。
此
ハ
善
導
ノ
学
問
セ
ザ
ル
人
ノ
難
也
。
又
往
生
ニ

志
薄
キ
人
ノ
加
様
ニ
ハ
難
ズ
ル
也
。

�

（
浄
全
一
〇
、
三
六
七
上
）

　

こ
こ
で
は
『
法
華
経
』
の
教
え
、
真
言
こ
そ
尊
く
、
念
仏
は
劣
る

と
い
う
説
を
と
り
あ
げ
て
い
る
。
こ
の
説
か
ら
は
聖
光
の
耳
に
は

『
法
華
経
』
信
仰
と
真
言
密
教
を
拠
り
所
と
す
る
者
の
説
が
届
い
て

い
た
と
い
え
、
ま
た
聖
光
の
周
辺
で
は
こ
れ
ら
の
説
が
代
表
的
な
当

時
の
仏
教
で
あ
っ
た
こ
と
も
推
察
で
き
る
。
こ
れ
に
対
し
、
こ
れ
ら

の
説
は
善
導
の
思
想
を
知
ら
ぬ
者
、
往
生
浄
土
に
志
薄
い
者
の
問
い

で
あ
る
と
答
え
て
お
り
、
こ
の
答
え
は
善
導
の
思
想
を
知
れ
ば
自
ず

と
念
仏
が
尊
い
こ
と
が
わ
か
る
と
い
う
主
張
と
受
け
取
ら
れ
る
。
つ

ま
り
は
天
台
智
顗
で
は
な
く
善
導
に
依
る
べ
し
と
す
る
主
張
と
い
え

る
。

　

さ
ら
に
続
け
て
、

法
花
真
言
ハ
即
身
成
仏
ノ
一
脈
ヲ
立
ル
方
ニ
コ
ソ
、
余
ノ
諸
法

ニ
ハ
勝
レ
タ
リ
ト
ハ
申
事
ニ
テ
候
ヘ
。
往
生
極
楽
ヲ
説
セ
給
ヘ

ル
方
ニ
ハ
勝
レ
タ
リ
ト
云
フ
事
ニ
ハ
非
ズ
。

况
又
念
仏
ハ
法
花
ニ
モ
真
言
ニ
モ
勝
レ
タ
リ
ト
云
ニ
ハ
非
ズ
。

法
花
真
言
共
ニ
不
得
行
即
身
成
仏
ニ
モ
不
叶
、
又
生
死
ヲ
モ
不

得
出
後
世
ノ
苦
シ
ミ
遁
レ
難
カ
ラ
ン
人
ハ
、
如
何
ス
ヘ
キ
ト
、

生
死
ヲ
難
離
鈍
根
少
智
ノ
者
、
一
戒
ヲ
モ
不
持
破
戒
無
慚
ノ
者
、

加
様
ノ
有
様
ナ
ル
者
、
如
何
シ
テ
カ
此
度
可
出
生
死
ト
方
方
ニ

歎
キ
尋
ヌ
ル
処
ニ
、
法
門
万
差
ニ
シ
テ
仏
ノ
利
益
方
便
区
ナ
レ

バ
、
善
導
是
ヲ
一
切
経
ノ
中
ヨ
リ
三
部
ノ
浄
土
経
ヲ
尋
出
給
ヘ

リ
。

十
悪
五
逆
ヲ
造
リ
シ
人
モ
、
仏
ノ
浄
戒
ヲ
忽
ニ
破
リ
シ
人
モ
、

欣
極
楽
弥
陀
ノ
名
号
ヲ
、
朝
夕
ニ
励
マ
ン
ズ
ル
者
ア
ラ
バ
、
本

願
力
強
ク
シ
テ
、
罪
滅
シ
必
可
往
生
。　　
　
（
浄
全
十
・
三
六

七
上
）

と
あ
り
、『
法
華
経
』
も
真
言
も
即
身
成
仏
を
説
く
点
に
お
い
て
は
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何
よ
り
も
勝
れ
て
い
る
と
い
え
る
が
、
善
導
は
鈍
根
少
智
、
破
戒
の

者
が
生
死
輪
廻
を
離
れ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
三
部
の
経
典
を
選
び

取
っ
た
と
し
、
機
根
に
合
致
し
た
教
え
と
い
う
点
で
は
念
仏
の
行
が

最
も
勝
れ
る
と
い
う
主
張
で
あ
る
。

 〈
法
華
涅
槃
時
を
重
視
す
る
説
へ
の
主
張
〉

　

ま
た
、
天
台
の
五
時
の
思
想
へ
の
言
及
が
各
所
で
み
ら
れ
る
。

『
西
宗
要
』「
第
七
十
一　

念
仏
仏
出
世
本
懐
事
」
で
は
、
称
名
念
仏

に
よ
る
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
へ
の
往
生
こ
そ
釈
迦
出
世
の
本
懐
の
教
説

で
あ
る
と
主
張
す
る
中
、

難
云
、
法
華
経
ハ
者
平
等
大
慧
ノ
経
ニ
乄
、
一
切
衆
生
皆
成
仏
道
ヲ

明
ス
。
此
レ
ハ
方
等
部
ノ
経
ニ
乄
、
一
切
皆
成
ヲ
不
レ
明
、
非
二ル
カ
平
等

大
慧
一ニ
故
、
正
ク
判
乄
可
レ
為
二
方
便
教
一ト
。
猥
リ
ニ
不
レレ
混
二セ
本
意
ノ

経
一ニ
。
雖
示
種
種
ノ
道
ノ
説
也
。
何
ソ
為
二ン
ヤ
其
実
為
仏
乗
ノ
説
也
一ト

乎
。 �

（
浄
全
一
〇
・
二
三
二
上
）

と
い
い
、
方
等
部
の
経
は
釈
尊
本
意
の
経
で
は
な
い
と
い
う
問
い
に

対
し
、答

、
付
二テ
経
説
ノ
文
一ニ
云
レハ
ヽ
義
ヲ
、
一
日
七
日
ノ
念
仏
ニ
依
テ
生
死
ヲ

離
レ
ン
事
ハ
、
無
レシ
過
二タ
ル
ハ
阿
弥
陀
経
一ニ
。
乃
至
、
十
声
一
声
ノ
功
ニ

依
テ
、
無
始
已
来
難
レキ
出
出
二ル
ハ
生
死
一ヲ
豈
ニ
非
二ヤ
仏
ノ
出
世
本
懐
一ニ

乎
。

法
華
ハ
雖
二
速
疾
也
一ト
、
当
時
成
道
ノ
機
ハ
少
ク
、
未
来
得
道
ノ
機
ノ

ミ
有
リ
。
此
レ
ハ
暫
時
之
功
ニ
乄
皆
得
往
生
ト
云
ヘ
ル
。
現
ニ
証
誠
ノ
明

文
顕
然
也
。
是
ノ
二
経
ノ
現
文
ヲ
見
ル
ニ
、
法
華
ハ
多
寳
一
仏
ノ
証

明
ナ
リ
此
ノ
経
ハ
六
方
ナ
リ
云
云
。�

（
浄
全
一
〇
・
二
三
二
上
）

　

一
日
な
い
し
七
日
の
念
仏
で
生
死
輪
廻
を
離
れ
る
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
こ
の
説
は
本
懐
の
教
え
で
な
い
は
ず
が
な
い
と
い
い
、
さ
ら

に
『
法
華
経
』
が
多
宝
仏
一
仏
に
証
誠
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に

対
し
、『
阿
弥
陀
経
』
は
六
方
の
諸
仏
の
証
誠
が
あ
る
こ
と
を
添
え
、

方
等
部
の
経
典
だ
と
し
て
も
内
容
の
面
で
は
優
れ
る
と
主
張
し
て
い

る
。お

わ
り
に

　

以
上
、
特
に
天
台
の
思
想
を
意
識
し
た
主
張
を
中
心
に
指
摘
し
て

み
た
が
、
こ
れ
ら
の
思
想
が
当
時
の
仏
教
に
身
を
置
く
僧
達
に
念
仏

を
伝
え
る
た
め
に
用
い
ら
れ
た
主
張
で
あ
る
と
私
が
主
張
す
る
理
由

は
、①

聖
光
が
活
動
し
た
地
域
に
天
台
に
身
を
置
く
僧
が
い
た
可
能
性

が
あ
る
点
、

②
聖
光
も
自
ら
述
懐
す
る
通
り
、
証
真
か
ら
天
台
の
教
説
を
学
び
、
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油
山
の
学
頭
に
就
い
た
こ
と
か
ら
、
聖
光
も
同
様
に
も
と
九
州

で
天
台
に
身
を
置
く
僧
で
あ
っ
た
と
い
う
点
、

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
聖
光
が
念
仏
の
教
説
を
伝
え
る

相
手
は
、
自
ず
と
こ
の
よ
う
な
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
か

ら
な
の
で
あ
る
。

　

こ
の
点
は
以
前
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
が（

（
（

、
具
体
的
に
は
油
山
や
高

良
山
の
僧
た
ち
な
ど
が
指
摘
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
伝
記

に
よ
る
と
油
山
は
聖
光
が
学
頭
を
勤
め
た
地
で
あ
り
、
高
良
山
は
法

然
の
も
と
で
学
ん
だ
後
に
称
名
念
仏
行
を
修
し
た
厨
寺
が
あ
る
地
で
、

中
世
か
ら
勢
力
を
誇
っ
て
い
た
地
で
あ
る（

（
（

。
さ
ら
に
高
良
山
は
聖
光

の
拠
点
で
あ
っ
た
善
導
寺
や
天
福
寺
と
も
近
く
、
当
時
の
資
料
は
乏

し
い
が
少
な
か
ら
ず
僧
が
活
動
し
て
い
た
記
録
は
あ
る（

（
（

。

　

し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
環
境
に
お
い
て
聖
光
が
智
顗
で
は
な

く
善
導
の
教
説
、
法
華
涅
槃
時
で
は
な
く
方
等
時
の
教
説
を
高
い
価

値
を
有
す
る
も
の
と
し
て
伝
え
る
た
め
に
は
、
上
記
の
よ
う
な
説
を

用
い
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
ま
た

特
に
経
典
の
価
値
に
関
す
る
主
張
は
、
法
然
の
主
張
し
た
機
教
相
応

の
視
点
を
踏
ま
え
な
が
ら
も
、
経
典
自
体
の
価
値
を
論
ず
る
も
の
で

あ
り
、
機
根
と
時
期
に
相
応
す
る
教
え
で
あ
る
と
と
も
に
、
経
典
自

体
の
価
値
も
高
い
と
い
う
こ
と
を
付
け
加
え
る
主
張
と
も
い
え
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

以
上
の
聖
光
独
自
の
主
張
は
、
こ
れ
ま
で
に
注
目
さ
れ
る
こ
と
の

な
か
っ
た
聖
光
の
姿
勢
が
見
え
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
努
力

を
「
顕
彰
」
の
作
業
の
中
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

　
1　

小
西
存
祐
氏
は
憲
章
的
な
説
と
表
現
し
、
自
分
の
己
證
を
も
っ
て
発
揮
す

る
こ
と
で
あ
る
と
説
明
。
異
流
の
教
義
を
対
破
す
る
目
的
が
あ
っ
た
と
し
、

『
徹
選
択
集
』
と
『
識
知
浄
土
論
』
の
思
想
が
こ
れ
に
あ
た
る
と
い
う
。

　

香
月
乗
光
氏
は
聖
光
独
自
の
説
は
聖
浄
兼
学
の
強
調
と
通
仏
教
的
な
意
義
の

宣
明
に
あ
る
と
し
、
念
仏
行
に
関
わ
る
と
こ
ろ
は
、
総
別
念
仏
説
、
二
十
二

の
選
択
説
、
往
生
七
義
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

藤
本
浄
彦
氏
は
宗
教
的
実
存
と
い
う
視
点
か
ら
、「
嬰
児
の
母
を
離
れ
ざ
る

が
如
し
」
と
い
う
立
場
に
現
れ
る
仏
と
自
身
の
関
係
の
理
解
に
救
い
が
あ
っ

た
と
す
る
。

　

高
橋
弘
次
氏
は
顕
彰
、
発
展
的
立
場
（evolutional

）
と
し
、
念
仏
三
昧
の

思
想
、
二
十
二
の
選
択
義
、
総
別
の
念
仏
、
往
生
の
七
つ
の
根
拠
を
と
り
あ

げ
、
聖
浄
兼
学
の
立
場
か
ら
導
く
真
実
性
と
普
遍
性
の
主
張
で
あ
る
と
し
た
。

2　
『
徹
選
択
集
』
上
に
「
沙
門
某
甲
、
昔
学
聖
道
門
之
時
、
聊
習
伝
彼
浄
仏

国
土
成
就
衆
生
之
義
、
今
入
浄
土
門
之
後
、
又
相
承
此
選
択
本
願
念
仏
往
生

之
義
、
以
二
師
之
相
伝
、
見
聖
教
之
諸
文
其
義
、
更
以
不
違
教
文
。
単
聖
道

門
人
、
単
浄
土
門
人
不
可
知
之
。
聖
道
浄
土
兼
学
之
人
、
可
知
之
。
自
得
此

意
披
一
切
大
乗
経
見
、
一
切
大
乗
論
随
喜
之
涙
難
禁
。
此
則
聖
教
之
源
底
也
。

法
門
之
奥
蔵
也
。
仏
菩
薩
之
秘
術
也
。
此
書
之
上
不
可
載
尽
。
委
可
聞
口
伝



─ 115 ─

也
。」（
聖
典
三
・
二
〇
六
）
と
あ
る
説
。

3　
『
徹
選
択
集
』
下
の
「
造
此
書
有
二
意
、
所
謂
一
者
為
顕
先
師
上
人
之
広

学
博
覧
之
智
徳
也
。
二
者
為
救
濁
世
末
代
之
小
智
愚
鈍
迷
惑
也
。」（
聖
典

三
・
二
二
〇
）
と
い
う
説
。

4　

拙
稿
「
聖
光
の
事
跡
と
当
時
の
社
会
に
つ
い
て
―
天
福
寺
と
厨
寺
を
め
ぐ

っ
て
―
」（『
仏
教
文
化
学
会
紀
要
』
第
二
〇
号
、
二
〇
一
一
年
）、「
聖
光
の

事
跡
と
当
時
の
社
会
に
つ
い
て
―
油
山
、
善
導
寺
、
往
生
院
―
」（『
浄
土

学
』
第
四
九
輯
、
二
〇
一
二
年
）
な
ど
。

5　

藤
本
頼
人
「
中
世
国
衙
の
一
側
面
―
筑
後
国
在
国
司
と
高
良
社
―
」（『
日

本
歴
史
』
日
本
歴
史
学
会
編
、
六
六
五
号
、
二
〇
〇
三
年
）
を
参
照
し
た
。

6
　
油
山
は
近
世
の
資
料
だ
と
『
筑
陽
記
』（
宝
永
二
・
一
七
〇
五
年
成
立
）

に
「
早
良
郡
油
山
大
山
也
、
往
昔
山
上
有
龍
樹
権
現
并
天
福
禅
寺
蘭
若
三
百

六
十
坊
、
礩
遣
于
所
々
、
塚
穴
數
多
村
落
在
山
西
麓
、
東
油
山
村
観
音
堂
千

手
座
像
長
七
尺
行
基
菩
薩
作
也
、
當
国
三
十
三
所
巡
禮
十
番
之
札
所
也
。
徃

昔
有
僧
坊
三
百
六
十
区
云
。」（『
太
宰
管
内
志
』
上
巻
、（
文
献
出
版
、
一
九

八
八
年
）
一
四
六
頁
）、
と
あ
っ
て
東
と
西
油
山
に
そ
れ
ぞ
れ
三
六
〇
坊
が

あ
っ
た
と
い
い
、
高
良
社
は
『
聖
光
上
人
伝
』
に
よ
る
と
衆
徒
が
念
仏
行
の

邪
魔
を
し
に
来
る
記
述
が
あ
り
、
南
北
朝
期
の
史
料
だ
が
、
後
醍
醐
天
皇
が

綸
旨
に
て
「
高
良
山
衆
徒
等
の
濫
妨
を
止
め
」（『
南
北
朝
遺
文
九
州
編
』
三

七
六
頁
）。
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地
蔵
菩
薩
法
要
に
つ
い
て

西　

城　

宗　

隆

　

地
蔵
菩
薩
法
要
は
、
地
蔵
菩
薩
を
讃
嘆
す
る
「
地
蔵
講
式
」、
祈

願
会
の
「
身
代
わ
り
地
蔵
尊
法
要
」
と
「
子
育
て
地
蔵
尊
法
要
」、

水
子
供
養
の
「
水
子
地
蔵
尊
法
要
」、
慰
霊
の
た
め
の
地
蔵
尊
法
要
、

地
域
・
子
ど
も
の
お
祭
り
と
し
て
の
「
地
蔵
盆
」
等
が
あ
る
。
地
蔵

盆
は
町
会
主
催
と
い
う
地
域
と
の
つ
な
が
り
が
あ
り
、
子
ど
も
の
お

祭
り
と
い
う
認
識
が
強
く
、
宗
派
性
の
薄
い
行
事
と
い
え
る（

（
（

。
地
蔵

盆
は
、
地
蔵
尊
像
を
荘
厳
し
て
香
華
等
供
え
、
僧
侶
が
誦
経
し
て
町

内
安
全
と
身
体
健
全
を
念
じ
て
、
子
ど
も
た
ち
が
数
珠
繰
り
を
し
て
、

そ
の
地
蔵
尊
の
前
で
遊
ぶ
行
事
で
あ
る（

（
（

。

　

近
年
、
家
族
葬
が
一
般
化
し
て
年
回
法
要
も
家
族
の
み
で
勤
め
ら

れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
法
事
は
、
檀
信
徒
以
外
の
親
戚
・
町
会
等

の
人
も
参
列
し
て
い
た
が
、
葬
儀
も
法
要
も
家
族
（
檀
信
徒
）
の
み

で
勤
め
て
い
る
傾
向
に
あ
る
。
そ
こ
で
、
檀
信
徒
と
信
徒
の
法
要
だ

け
で
な
く
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
の
あ
る
儀
礼
を
行
い
、
地
域
の
な

か
に
あ
る
寺
院
の
存
在
と
、
公
共
性
を
強
調
す
る
儀
礼
が
必
要
で
あ

る
。
そ
の
た
め
に
は
地
蔵
盆
を
は
じ
め
地
蔵
菩
薩
法
要
を
勤
め
る
こ

と
が
修
し
や
す
い
と
思
わ
れ
る
。
寺
院
は
地
蔵
盆
を
通
し
て
、
地
縁

的
ひ
ろ
が
り
と
地
域
的
影
響
力
を
保
て
る
か
で
あ
る（

（
（

。
こ
こ
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
蔵
菩
薩
法
要
で
の
地
蔵
信
仰
と
弥
陀
信
仰
を
概
観
し
、

地
蔵
信
仰
を
如
何
に
し
て
弥
陀
信
仰
に
展
開
し
て
い
く
か
を
考
察
し

た
い
。

地
蔵
講
式

　

講
式
は
表
白
・
講
式
文
〔
仏
菩
薩
等
の
讃
嘆
文
〕・
伽
陀
〔
講
式

文
の
主
旨
で
あ
る
偈
頌
を
節
に
つ
け
て
唱
え
る
〕・
礼
文
〔
仏
菩
薩

の
宝
号
を
唱
礼
す
る
〕
か
ら
な
る
法
会
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
源

信
・
覚
鑁
・
貞
慶
・
明
治
四
三
年
版
『
浄
土
宗
法
要
集
』
掲
載
の

「
地
蔵
講
式
」
等
を
考
究
し
た
い（

（
（

。『
法
要
集
』
の
表
白
は
釈
尊
・
弥
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陀
の
順
に
な
っ
て
い
る
。『
四
十
八
巻
伝
』
第
十
の
浄
土
三
部
経
次

第
は
、「
本
師
釈
迦
仏
・
十
方
世
界
の
諸
如
来
に
帰
命
し
た
て
ま
つ

る
」
と
あ
る（

（
（

。
教
主
で
あ
る
釈
尊
を
第
一
に
し
て
次
に
弥
陀
を
挙
げ
、

地
蔵
法
要
で
あ
る
か
ら
本
尊
地
蔵
と
称
す
る
四
三
年
版
が
よ
い
の
で

あ
ろ
う
か
。
釈
尊
・
弥
陀
ま
た
は
弥
陀
・
釈
尊
の
順
は
、
導
師
の
意

楽
に
よ
っ
て
統
一
さ
れ
て
い
な
い
。
別
回
向
文
は
弥
陀
・
釈
尊
で
あ

る
の
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
統
一
し
た
方
が
よ
い
か
も
し
れ
な
い（

（
（

。

　

源
信
「
地
蔵
講
式
」（
五
段
）
は
、『
地
蔵
本
願
経
』
と
『
十
輪

経
』
と
『
延
命
地
蔵
経
』
の
肝
要
な
偈
文
を
選
び
伽
陀
と
し
、
本
有

臨
終
・
中
有
・
生
有
の
と
き
の
利
益
を
式
文
と
し
て
語
る
よ
う
に
講

讃
し
て
い
る
。
特
に
、
礼
文
は
宝
号
を
唱
え
て
礼
拝
す
る
だ
け
で
な

く
、
表
題
と
式
文
の
趣
旨
を
簡
潔
に
表
現
し
て
い
る
。
表
白
は
、
泥

梨
に
堕
ち
な
い
た
め
に
地
蔵
の
加
被
を
請
い
、
観
音
勢
至
の
提
奬
を

受
け
て
、
往
生
極
楽
の
素
懐
を
遂
げ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。
こ
こ

で
は
式
文
の
表
題
と
伽
陀
と
礼
文
を
記
し
、
式
文
を
要
約
す
る
。

　

第
一
段
、
悪
世
利
生
の
本
願
を
憑
む
。「
毎
日
晨
朝
入
諸
定　

入
諸
地
獄
令
離
苦　

無
仏
世
界
度
衆
生　

今
世
後
世
能
引
導

（
地
蔵
抜
苦
偈
・『
延
命
地
蔵
経
』）」、「
南
無
地
蔵
菩
薩
永
離
三

悪
趣
」、「
現
在
未
来
天
人
衆　

吾
今
慇
懃
附
属
汝　

以
大
神
方

便
度　

勿
令
堕
在
諸
悪
趣
（
釈
迦
附
属
文
・『
本
願
経
』）。
第

二
段
、
本
有
臨
終
の
利
益
を
願
う
。「
一
日
称
地
蔵　

功
徳
大

名
聞　

勝
倶
胝
劫
中　

称
余
智
者
徳
（『
十
輪
経
』）、「
南
無
地

蔵
菩
薩
臨
終
正
念
往
生
極
楽
」。
第
三
段
、
中
有
初
起
の
利
益

を
願
う
。「
菩
薩
大
精
進　

勇
健
超
諸
世　

無
依
怙
衆
生　

永

離
諸
悪
趣
（『
十
輪
経
』）、「
南
無
地
蔵
薩
埵
永
離
諸
悪
趣
」。

第
四
段
、
生
有
受
果
の
利
益
を
願
う
。「
衆
生
五
趣
身　

諸
苦

所
逼
切　

帰
依
地
蔵
者　

有
苦
悉
皆
除
（『
十
輪
経
』）、「
南
無

地
蔵
薩
埵
抜
済
三
途
苦
」。
第
五
段
、
一
切
衆
生
抜
苦
を
願
う
。

「
願
以
功
徳　

普
及
於
一
切　

我
等
与
衆
生　

皆
共
成
仏
道
」、

南
無
地
蔵
薩
埵
法
界
衆
生
平
等
利
益（

（
（

」。

　

一
段
は
末
法
の
時
に
利
益
を
も
た
ら
す
の
は
地
蔵
の
み
で
あ
り
、

二
段
は
地
蔵
に
帰
依
す
れ
ば
悪
道
へ
堕
ち
ず
、
臨
終
時
に
観
音
の
来

迎
を
得
る
。
三
段
は
中
有
に
迷
う
と
も
、
一
称
一
礼
の
功
徳
に
よ
っ

て
地
獄
に
は
堕
ち
ず
、
四
段
は
地
獄
に
堕
ち
た
と
し
て
も
、
地
蔵
の

救
済
に
会
う
。
五
段
は
こ
の
功
徳
に
よ
っ
て
普
く
法
界
に
施
し
、
共

に
仏
道
を
成
就
せ
し
め
給
え
と
唱
え
て
礼
拝
し
て
い
る
。

　

こ
の
第
二
段
の
式
文
で
は
、
千
辺
の
名
号
を
称
え
て
臨
終
の
正
念

を
祈
り
て
極
楽
を
望
み
、
十
念
を
称
え
て
阿
弥
陀
仏
の
摂
取
の
光
明

に
照
ら
さ
れ
る
の
は
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
称
え
る
こ
と
で
あ
る
。
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源
信
は
地
蔵
信
仰
を
通
し
て
阿
弥
陀
仏
の
加
被
を
請
い
往
生
を
念
じ

て
い
る
。
弥
陀
が
主
で
地
蔵
が
従
で
あ
る
併
修
型
の
講
式
で
あ
る
。

　

覚
鑁
「
地
蔵
講
式
」（
一
段
）
は
、
地
蔵
抜
苦
偈
を
伽
陀
と
し
、

「
南
無
帰
命
頂
礼
地
蔵
菩
薩
堅
固
利
生
不
退
」
で
始
め
て
、
地
蔵
抜

苦
偈
の
伽
陀
を
唱
え
て
、
最
後
に
再
び
こ
の
讃
頌
を
唱
え
て
い
る
。

表
白
は
、「
我
等
人
界
に
生
ま
れ
来
た
れ
ど
も
、
前
身
未
だ
何
れ
の

形
と
い
う
こ
と
を
知
ら
ず
」
云
々
と
あ
り
、
堪
澄
『
帰
命
本
願
鈔
諺

註
』
と
貞
慶
「
地
蔵
講
式
」
に
も
こ
れ
を
引
用
し
て
い
る
。
ま
た

「
地
蔵
の
誓
願
、
独
り
勝
れ
、（
中
略
）
二
仏
中
間
の
導
師
た
り
。
末

世
の
衆
生
誰
か
仰
が
ざ
ら
ん
や
」
と
し
、「
讃
嘆
の
慧
業
」
に
よ
っ

て
神
力
を
施
し
た
ま
え
と
述
べ
て
い
る
。
式
文
は
、
地
蔵
は
胎
蔵
界

金
剛
界
の
両
部
に
列
な
り
、「
阿
字
の
大
地
を
開
い
て
万
徳
を
蔵
む
」

と
い
う
地
蔵
観
を
説
い
て
い
る
。「
更
に
、
こ
の
理
を
観
ず
れ
ば
、

我
が
身
即
ち
本
尊
な
り
」
と
い
う
仏
身
論
を
説
き
、
本
尊
の
悲
願
と

同
じ
く
、
苦
の
衆
生
を
救
う
と
誓
願
し
て
い
る（

（
（

。
地
蔵
信
仰
を
通
し

て
、
金
胎
両
部
不
二
の
教
相
と
入
我
我
入
の
事
相
を
説
く
密
教
法
会

で
あ
る（

（
（

。
本
尊
＝
我
身
、
地
蔵
の
悲
願
＝
覚
鑁
の
誓
願
と
い
う
図
式

に
な
る
密
教
型
の
講
式
で
あ
り
、
弥
陀
信
仰
を
説
い
て
い
な
い
。

 

　

貞
慶
「
地
蔵
講
式
」（
五
段
）
は
建
久
七
年
二
月
十
日
に
『
弥
勒

講
式
』、
小
田
原
（
瞻
空
）
の
依
頼
で
同
月
一
七
日
と
い
う
短
期
間

で
『
地
蔵
講
式
』
を
著
し
、
釈
尊
の
付
属
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て

い
る
。

　

第
一
段
、
付
属
の
因
縁
、「
現
在
未
来
天
人
衆
」
の
文
、「
南

無
大
慈
大
悲
地
蔵
菩
薩
生
生
世
世
値
遇
諸
悪
趣
」。
第
二
段
、

濁
世
の
引
接
、「
毎
日
晨
朝
入
諸
定
」
の
文
、「
南
無
大
慈
大
悲

地
蔵
菩
薩
慚
愧
懺
悔
六
根
罪
障
」。
第
三
段
、
悪
趣
利
益
、「
衆

生
五
悪
趣　

諸
苦
所
逼
切　

帰
依
地
蔵
者　

有
苦
悉
皆
除
」

（『
十
輪
経
』）、「
造
作
五
逆
罪　

常
念
地
蔵
尊　

遊
戯
諸
地
獄　

決
定
代
受
苦
」（『
諸
回
向
清
規
』）、（
第
三
・
四
段
の
礼
文
は

同
文
）。
第
四
段
、
帰
依
の
功
徳
、「
一
日
称
地
蔵
」
の
文
。
第

五
段
、
廻
向
発
願
、「
願
於
来
世
恒
沙
劫　

念
々
不
捨
天
人
師　

如
影
随
形
不
暫
離　

昼
夜
勤
修
求
種
智
」（『
大
乗
本
生
心
経
』）、

「
願
以
功
徳　

普
及
於
一
切　

我
等
与
衆
生　

皆
共
成
仏
道
」。

　

一
段
は
釈
尊
が
弥
勒
の
出
世
ま
で
衆
生
の
苦
を
離
れ
さ
せ
る
こ
と

を
地
蔵
に
付
属
し
、
二
段
は
五
濁
悪
時
の
無
仏
世
界
で
衆
生
を
救
済

す
る
大
願
が
至
要
で
あ
り
、
三
段
は
地
蔵
が
悪
所
に
住
み
、
一
縁
を

結
ん
だ
者
を
後
生
の
苦
患
を
代
わ
り
に
受
け
、
四
段
は
地
蔵
が
釈
尊

の
誓
願
を
学
び
、
諸
菩
薩
よ
り
も
功
徳
が
勝
れ
、
五
段
は
三
途
に
堕
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ち
た
時
に
地
蔵
が
こ
れ
を
助
け
、
人
天
に
生
ま
れ
た
時
に
出
離
の
要

門
を
勧
め
る（

（1
（

。

　

二
段
で
は
、
一
一
九
六
年
が
「
像
法
の
末
」
で
あ
る
と
し
、「
こ

れ
を
以
て
利
益
の
世
に
新
た
な
る
や
。
末
代
殆
ど
上
代
に
過
ぎ
、
感

応
の
眼
に
満
ち
る
や
。
悪
人
還
っ
て
善
人
に
超
え
た
り
」
と
悪
人
正

機
説
的
な
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
四
段
で
は
、
他
の
菩
薩
よ
り
も
勝

れ
、「
一
尊
の
巨
益
を
仰
が
ん
」
と
し
て
、
地
蔵
専
修
を
勧
め
て
い

る
。
そ
し
て
、「
我
等
を
加
護
し
て
影
の
如
く
に
随
逐
し
、
臨
終
正

念
に
し
て
浄
国
に
往
生
し
、
見
仏
聞
法
し
て
不
退
の
位
に
住
せ
し
め
、

諸
の
衆
生
と
共
に
同
じ
く
菩
提
を
証
せ
ん
」
と
結
ん
で
い
る
。
清
水

邦
彦
は
、
死
の
「
直
前
に
記
し
た
『
観
心
為
清
浄
円
明
事
』
に
は
観

音
信
仰
と
と
も
に
、『
予
は
深
く
西
方
を
信
じ
る
』（
日
大
蔵
三
三
巻

二
四
頁
上
段
）
と
阿
弥
陀
信
仰
も
み
ら
れ
る
」
と
記
し
て
い
る（

（1
（

。

『
興
福
寺
奏
状
』
を
著
し
た
と
い
う
貞
慶
は
こ
の
よ
う
に
複
合
信
仰

で
あ
る
が
、
こ
の
講
式
で
は
地
蔵
を
専
ら
信
仰
す
べ
き
と
し
て
い
る
。

　

明
治
一
五
年
に
曹
洞
宗
の
峯
観
道
は
、
貞
慶
の
「
地
蔵
講
式
」
を

そ
の
ま
ま
引
用
し
て
『
地
蔵
菩
薩
講
式
』（
折
本
）
を
刊
行
し
、「
浄

道
場
（
散
華
荘
厳
の
文
）・
四
智
讃
・
祭
文
・
四
箇
法
要
・
講
式
・

（
地
蔵
歎
偈
）・（
回
向
偈
）・
南
無
大
慈
大
悲
地
蔵
菩
薩
自
他
法
界
平

等
利
益
」
と
し
た（

（1
（

。
曹
洞
宗
は
一
四
〇
〇
年
以
降
に
葬
送
儀
礼
の
一

環
と
し
て
、
死
者
救
済
の
菩
薩
と
し
て
地
蔵
信
仰
が
見
ら
れ
る
と
い

う
（
（1
（

。
貞
慶
の
引
用
で
あ
る
か
ら
、
地
蔵
専
修
の
講
式
で
あ
る
。

　

明
治
四
十
三
年
版
『
浄
土
宗
法
要
集
』
の
「
地
蔵
講
式
」
は
、
地

蔵
の
本
地
を
阿
弥
陀
仏
と
し
て
い
る
。

　

香
偈
、
三
宝
礼
、
散
華
、
伽
陀
（
敬
礼
）、「
如
来
観
地
蔵
尊　

威
神
功
徳
説
難
尽　

見
聞
瞻
礼
一
念
間　

利
益
人
天
無
量
事

（『
本
願
経
』）、
表
白
、
第
一
段
、
往
昔
の
本
誓
を
仰
い
で
曠
世

界
の
拯
済
を
願
ふ
、「
現
在
未
来
天
人
衆
」
の
文
、
南
無
深
重

誓
願
地
蔵
大
菩
薩
大
慈
大
悲
哀
愍
摂
受
」（
二
・
三
段
同
文
）。

第
二
段
、
分
身
の
霊
儀
を
讃
じ
て
恭
敬
供
養
を
陳
ぶ
、「
菩
薩

大
慈
弘
誓
願　

不
惜
身
命
度
衆
生　

六
道
分
身
随
類
現　

為
説

妙
法
証
無
生
（『
法
事
讃
』）、
礼
文
一
段
に
同
じ
。
第
三
段
、

見
聞
利
益
を
称
し
て
発
願
回
向
を
修
す
る
、「
至
心
瞻
礼
地
蔵

尊　

一
切
悪
事
皆
消
滅　

処
修
功
徳
回
法
界　

畢
竟
成
仏
超
生

死
（『
本
願
経
』）。
開
経
偈
・
読
経
・
摂
益
文
・
念
仏
一
会
・

回
願
十
念
・
四
弘
誓
願
・
三
帰
礼（

（1
（

。

　

表
白
に
は
、
敬
礼
讃
歎
の
厳
儀
を
設
け
て
、
称
讃
供
養
す
る
こ
と

を
説
く
。
一
段
は
能
仁
入
寂
の
月
よ
り
、
慈
氏
出
興
の
暁
に
至
る
ま

で
、
衆
生
は
地
獄
の
本
誓
を
慿
む
の
み
、
第
二
は
無
辺
の
化
身
を
現
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じ
、
降
臨
影
向
し
給
う
真
身
の
想
を
な
し
て
尊
容
に
向
か
っ
て
称
讃

供
養
す
べ
き
、
第
三
は
釈
迦
の
発
遣
、
弥
陀
の
摂
受
に
逢
い
、
正
助

二
業
併
せ
な
が
ら
、
安
養
国
に
超
生
し
て
、
共
に
無
生
を
証
す
る
こ

と
を
願
っ
て
い
る
。

　

こ
の
三
段
で
は
、『
蓮
華
三
昧
経
』
の
経
説
に
よ
っ
て
、
地
蔵
の

本
地
が
阿
弥
陀
如
来
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
地
蔵
を
念
ず
る
者
は
、

専
ら
弥
陀
を
念
ず
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
弥
陀
を
念
ず
れ
ば
、
地

蔵
の
願
意
に
合
い
、
求
め
ず
し
て
得
る
こ
と
が
出
来
る
と
述
べ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
地
蔵
が
主
で
あ
り
、
弥
陀
が
従
と
な
っ
て
い
る
。

た
だ
し
、『
新
纂
大
日
本
続
蔵
経
』
の
『
妙
法
蓮
華
三
昧
秘
密
三
摩

耶
経
』
に
は
本
地
の
件
を
見
出
せ
な
か
っ
た（

（1
（

。
こ
の
講
式
の
撰
述
時

期
は
、
香
偈
三
宝
礼
と
あ
る
よ
う
に
日
常
勤
行
式
の
成
立
以
降
で
あ

り
、
本
地
垂
迹
説
に
依
っ
て
い
る
の
で
明
治
期
以
前
で
あ
り
、
江
戸

期
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
れ
ま
で
の
地
蔵
講
式
の
伽
陀
は
『
十
輪
経
』『
本
願
経
』『
延
命

経
』
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
『
法
事
讃
』
を
引
用
し
て
い
る
。「
十

方
菩
薩
大
慈
悲
」
を
「
菩
薩
大
慈
弘
誓
願
」
に
変
え
、「
六
道
分
身
」

は
い
か
に
も
地
蔵
の
回
向
文
に
ふ
さ
わ
し
い
偈
文
で
あ
る
。
宍
戸
栄

雄
『
地
蔵
菩
薩
勤
行
式
』（
平
成
七
年
）
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
回
向

文
を
「
菩
薩
大
慈
弘
誓
願
」
と
し
て
い
る
。「
地
蔵
菩
薩
弘
誓
願
」

と
し
た
方
が
よ
り
理
解
で
き
る
回
向
文
と
な
る（

（1
（

。

　　

不
空
訳
『
地
蔵
菩
薩
念
誦
儀
軌
』
は
、
地
蔵
尊
像
を
西
方
に
安
置

し
、
行
者
が
西
方
に
向
か
っ
て
地
蔵
真
言
を
三
洛
叉
遍
（
三
十
万

遍
）
を
誦
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
切
の
業
障
が
消
滅
し
、
戒
品
が
清

浄
に
な
り
、
行
者
は
臨
終
の
と
き
に
無
量
寿
仏
と
地
蔵
菩
薩
の
尊
容

を
見
え
、
極
楽
世
界
の
上
品
上
生
に
生
れ
て
菩
薩
の
位
に
証
す
る
と

あ
る（

（1
（

。
地
蔵
真
言
の
念
誦
往
生
説
で
あ
る
。

　

敬
首
は
不
空
訳
と
同
名
の
『
地
蔵
菩
薩
念
誦
儀
軌
』（
享
保
一
九

年
・
一
七
八
四
）
を
著
し（

（1
（

、「（
道
場
荘
厳
）、
奉
請
聖
衆
、
香
華
供

養
、
敬
礼
三
宝
、
讃
嘆
大
士
、
浄
水
加
持
、
懺
悔
発
願
、
説
三
自
帰

依
」
と
し
た
。
こ
の
儀
軌
は
出
世
の
正
法
を
修
し
た
い
人
、
律
儀
・

三
聚
浄
戒
を
得
た
い
人
、
意
に
随
っ
て
浄
仏
国
土
に
往
生
し
た
い
人

が
受
持
・
修
習
す
る
た
め
の
『
占
察
経（

（1
（

』
に
よ
る
地
蔵
懺
法
で
あ
る
。

儀
礼
は
、
明
の
智
旭
『
占
察
善
悪
業
報
経
行
法（

（2
（

』
と
『
讃
礼
地
蔵
菩

薩
懺
願
儀（

（2
（

』
に
よ
っ
て
、
一
切
の
仏
・
法
・
僧
に
対
し
て
奉
請
・
香

華
供
養
・
敬
礼
し
、
地
蔵
へ
の
礼
拝
・
懺
悔
・
讃
歎
供
養
に
よ
っ
て

意
に
随
っ
て
浄
仏
国
土
に
往
生
を
願
う
儀
礼
で
あ
る
。
後
序
に
は
、

正
道
に
転
向
し
、
大
乗
に
求
向
し
て
、
真
如
實
観
を
学
習
す
べ
き
で

あ
る
が
、
先
ず
は
唯
心
識
観
を
学
ぶ
べ
き
で
あ
る
と
結
ん
で
い
る
。
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大
乗
比
丘
で
あ
り
念
仏
者
で
あ
る
敬
首
は
地
蔵
信
仰
を
通
し
て
菩
薩

戒
を
弘
め
る
こ
と
が
主
目
的
で
あ
り
、
浄
土
宗
的
儀
軌
と
し
な
か
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。
敬
首
の
放
生
会
は
一
般
的
に
な
っ
た
が
、
こ
の
懺

法
は
あ
ま
り
勤
め
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
儀
礼

は
念
仏
一
会
が
な
い
法
会
で
あ
る
。

ま
と
め

　

講
式
は
源
信
が
「
講
演
の
法
則
」
と
称
し
た
よ
う
に
、
敬
礼
讃
歎

の
法
儀
で
あ
り
、
教
義
と
信
仰
を
発
露
す
る
法
会
で
あ
る
。
法
然
上

人
の
教
え
と
地
蔵
信
仰
と
は
会
通
し
に
く
い
。
浄
土
宗
は
専
修
念
仏

な
の
に
な
ぜ
地
蔵
法
要
を
厳
修
す
る
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
浄
土

宗
全
書
デ
ー
タ
ー
ベ
ー
ス
よ
れ
ば
、
三
部
経
・
五
部
九
巻
・
選
択
集

に
は
「
地
蔵
菩
薩
」
を
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
地
蔵
讃
嘆
の

慧
業
を
如
何
に
し
て
弥
陀
信
仰
に
展
開
し
て
い
く
か
で
あ
る
。

　

明
治
四
三
年
版
の
講
式
は
、『
蓮
華
三
昧
経
』
の
経
説
に
よ
っ
て
、

地
蔵
の
本
地
は
阿
弥
陀
仏
で
あ
る
と
し
て
い
る
が
、
本
地
垂
迹
説
を

用
い
な
い
で
、
た
ん
に
「（
地
蔵
）
世
に
出
現
し
て
、
人
を
勧
め
て
、

弥
陀
の
名
号
を
称
念
せ
し
め
給
う
」
と
あ
る
方
が
、
弥
陀
地
蔵
の
併

修
儀
礼
か
ら
弥
陀
専
修
儀
礼
へ
と
勧
め
ら
れ
る
。
源
信
の
「
往
生
極

楽
を
望
み
、
十
念
し
て
、
身
を
弥
陀
摂
取
の
光
明
に
照
ら
さ
れ
て
、

観
音
来
迎
の
蓮
台
に
結
ば
れ
ん
と
欲
す
」
と
す
る
往
生
極
楽
を
願
う

儀
礼
の
方
が
浄
土
宗
的
儀
礼
で
あ
る
。

　

講
式
は
大
衆
が
一
堂
を
会
し
て
音
読
す
る
の
で
は
な
く
、
一
人
に

よ
っ
て
訓
読
す
る
の
で
技
巧
を
要
し
、
音
楽
的
に
も
あ
ま
り
音
の
変

化
の
な
い
法
会
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
日
常
勤
行
式
は
日
頃
勤
め

て
い
る
こ
と
と
、
儀
礼
的
に
も
優
れ
て
い
る
構
成
に
な
っ
て
い
る
の

で
、
地
蔵
菩
薩
の
回
向
を
す
れ
ば
地
蔵
法
要
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
理

由
で
、
講
式
は
あ
ま
り
勤
め
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
講
式
を
た
ん
に

復
興
再
生
す
る
の
で
は
な
く
、
地
蔵
盆
に
際
し
て
自
行
と
し
て
の
法

会
を
厳
修
す
る
た
め
で
も
あ
る
。
地
蔵
盆
は
露
地
で
行
う
た
め
に
簡

略
な
式
次
第
に
す
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
も
事
前
の
法
要
が

必
修
で
あ
り
、
地
蔵
講
式
と
日
常
勤
行
式
に
基
づ
く
地
蔵
菩
薩
法
要

を
提
唱
す
る
所
以
で
あ
る
。

　

地
蔵
盆
で
は
地
蔵
尊
を
奉
安
し
て
い
る
が
、
自
ず
と
念
仏
を
称
え

つ
つ
百
万
遍
の
数
珠
を
繰
っ
て
い
る
。
子
ど
も
が
地
蔵
盆
と
い
う
お

祭
り
に
参
加
し
て
地
蔵
菩
薩
と
の
仏
縁
を
結
び
、
念
仏
を
称
え
つ
つ

数
珠
を
繰
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
蔵
盆
の
記
憶
が
残
り
、
弥
陀
信
仰

に
つ
な
が
れ
ば
よ
い
か
と
思
う
。
ま
た
、
浄
土
宗
寺
院
の
公
共
性
も

保
て
る
と
思
わ
れ
る
。
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1　

東
山
区
役
所
地
域
力
推
進
室
『
お
地
蔵
さ
ん
の
物
語
～
お
地
蔵
さ
ん
と
地

蔵
盆
の
お
話
』（
平
成
二
七
年
三
月
）。「
安
心
安
全
で
心
の
通
い
合
う
楽
し

い
ま
ち
を
」
つ
く
る
た
め
に
地
蔵
盆
の
文
化
を
紹
介
し
て
い
る
。

2　

清
水
邦
彦
「
京
都
の
地
蔵
盆
の
宗
教
史
的
研
究
―
祖
霊
観
解
明
の
一
手
が

か
り
と
し
て
―
」『
比
較
民
俗
研
究
』
二
五
・
二
〇
一
一
年
。
基
本
要
素
と

し
て
、
地
蔵
像
を
洗
い
、
数
珠
繰
り
、
子
ど
も
が
遊
ぶ
と
い
う
三
部
構
成
と

し
て
い
る
。

3　

清
水
夏
樹
「
地
蔵
ま
つ
り
と
地
域
社
会
」『
ソ
シ
オ
ロ
ジ
』
二
五
巻
二
号

四
九
頁
。

4　

源
信
は
弥
陀
地
蔵
の
併
修
型
、
覚
鍐
は
密
教
型
、
貞
慶
は
地
蔵
専
修
型
で

あ
る
。

5　
『
法
然
上
人
絵
伝
』
上
、
岩
波
文
庫
・
九
三
頁
。

6　

表
白
の
冒
頭
に
奉
請
す
る
本
尊
等
の
尊
号
は
、
信
仰
対
象
・
帰
依
を
明
示

し
て
い
る
。
源
信
は
一
切
三
宝
、
覚
鍐
は
大
日
如
来
・
諸
尊
・
地
蔵
、
貞
慶

は
法
身
如
来
・
廬
舎
那
仏
・
釈
尊
・
地
蔵
と
あ
る
。
た
だ
し
、
施
餓
鬼
会
表

白
の
よ
う
に
奉
請
す
る
尊
号
を
記
し
て
い
な
い
場
合
も
あ
る
。（
施
餓
鬼
会

の
表
白
・
宣
疏
は
惠
頓
作
で
あ
る
が
、
そ
の
多
く
は
遵
式
『
施
食
通
覧
』
の

引
用
で
あ
る
。）
林
田
康
順
先
生
は
別
回
向
文
の
順
に
よ
る
方
が
よ
い
の
で

は
な
い
か
と
教
授
さ
れ
た
。『
法
要
集
』
の
釈
尊
・
弥
陀
の
宝
号
は
法
要
に

よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
で
整
合
性
が
な
い
。　

7　
『
恵
心
僧
都
全
集
』
五
・
五
八
三
、『
大
日
本
仏
教
全
書
』
三
三
・
一
八
〇
。

こ
れ
を
略
し
た
大
正
大
学
図
書
館
蔵
本
（
一
段
現
世
利
益
、
二
段
衆
生
済
度
、

三
段
廻
向
発
願
）
と
、「
一
日
称
地
蔵
」
の
偈
文
か
ら
始
ま
る
五
段
の
表
題

名
と
同
じ
の
類
本
が
あ
る
。

8　
『
興
教
大
師
全
集
』
四
六
六 

9　

真
鍋
廣
濟
『
地
蔵
菩
薩
の
研
究
』（
一
九
六
〇
年
）
一
四
九
頁

10　
『
貞
慶
講
式
集
』
一
〇
一
頁
。
像
法
の
末
・
一
〇
五
頁
、
悪
人
還
っ
て
・

一
〇
六
、
一
尊
・
一
〇
九
、
我
等
を
・
一
一
一
頁
。

11　

清
水
邦
彦
「
貞
慶
の
地
蔵
信
仰
」『
倫
理
学
』
一
二
（
一
九
九
五
年
）
三

二
・
三
五
頁

12　

国
会
図
書
館
蔵
。
同
年
五
月
に
地
蔵
堂
建
立
に
際
し
刊
行
。

13　

清
水
邦
彦
『
中
世
曹
洞
宗
に
お
け
る
地
蔵
信
仰
の
受
容
』（
二
〇
一
六

年
・
岩
田
書
院
）
一
九
六
頁

14　

こ
の
『
地
蔵
講
式
』
の
著
者
は
不
明
で
あ
る
。
明
治
九
年
『
浄
土
宗
鎮
西

派
規
則
』
第
三
章
第
一
条
の
別
行
式
の
な
か
に
「
地
蔵
講
式
」
を
明
記
し
て

い
る
。
折
本
『
地
蔵
講
式
』（
内
題
は
地
蔵
尊
講
式
・
奥
付
な
し
）
が
あ
る
。

『
浄
土
苾
蒭
宝
庫
』、『
浄
土
宗
法
要
集
並
声
明
譜
附
』、
望
月
信
道
『
浄
土
宗

聖
典
』、
大
正
一
三
年
版
『
浄
土
宗
法
要
集
』、『
浄
土
宗
法
要
儀
式
大
観
』

は
こ
の
講
式
を
掲
載
し
た
。
中
野
隆
元
は
「
今
猶
ほ
行
わ
れ
つ
つ
あ
る
特
殊

に
し
て
、
且
つ
重
要
な
る
法
要
式
を
蒐
集
し
た
」
と
述
べ
た
。
青
年
法
式
学

会
は
『
地
蔵
講
式
』（
テ
キ
ス
ト
第
三
号
）
を
刊
行
し
、
昭
和
三
四
年
に
増

上
寺
で
勤
め
た
。
講
式
文
は
訓
読
が
原
則
で
あ
り
、
そ
の
意
味
が
理
解
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
る
。
例
え
ば
、『
本
願
経
』
を
引
用
し
て
「
虎
狼
師
子
に

遭
遇
し
た
時
」
と
い
う
よ
う
に
、
日
本
に
生
息
し
て
い
な
い
動
物
を
音
読
み

で
捧
読
し
て
い
る
が
、
現
代
に
そ
ぐ
わ
な
い
も
の
は
省
略
し
、
本
地
垂
迹
説

に
依
っ
て
地
蔵
信
仰
を
説
く
こ
と
も
再
考
す
べ
き
で
あ
る
。

15　
『
新
纂
大
日
本
続
蔵
経
』
二
・
八
八
二

16　
『
声
明
集
』（
延
宝
二
年
）
は
、「
唵
訶
訶
訶
尾
娑
摩
曳
娑
嚩
賀
。
現
世
取

求　

皆
令
満
足　

後
生
浄
土　

得
無
生
忍
（『
渓
嵐
拾
葉
集
』）」
と
、「
極
悪

罪
人
海　

無
能
渡
導
者　

乗
地
蔵
願
船　

必
定
到
彼
岸
（『
十
王
経
』）」
と

い
う
真
言
と
回
向
文
を
挙
げ
て
い
る
。

17　
『
正
蔵
』
七
六
・
五
八
三
ｂ
七
。「
渓
嵐
捨
葉
集
」

18　

八
橋
秀
法
師
よ
り
本
書
の
デ
ー
タ
ー
を
拝
受
し
た
。

19　
『
正
蔵
』
一
七
・
九
〇
三
Ｃ
一
六
。

20　
『
新
纂
大
日
本
続
蔵
経
』
七
四
・
五
七
八
・
Ｃ
一
八
。

21　
『
新
纂
大
日
本
続
蔵
経
』
七
四
・
五
八
四
・
Ｃ
二
一
。
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道
綽
に
お
け
る
二
諦
に
つ
い
て
―
得
生
後
の
菩
薩
を
主
体
と
し
て
―

里　

見　

奎　

周

一
、
は
じ
め
に

　
『
安
楽
集
』
で
は
全
体
を
通
じ
、
二
諦
（「
二
諦
大
道
理
」）
が
道

綽
の
易
行
道
往
生
説
を
支
え
る
上
で
重
要
な
概
念
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
『
安
楽
集
』
内
の
引
用
例
か
ら
、
主
に
曇
鸞
『
往
生
論
註

（
以
下
、『
論
註
』）』
に
よ
っ
て
着
想
を
得
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

本
稿
に
お
い
て
は
道
綽
の
二
諦
の
理
解
を
め
ぐ
り
、
凡
夫
を
主
体

と
す
る
易
行
道
往
生
説
の
根
拠
と
は
別
と
し
て
、
得
生
後
の
菩
薩
を

主
体
と
し
た
場
合
の
二
諦
の
役
割
を
検
討
し
た
い
。
例
え
ば
『
安
楽

集
』
第
七
大
門
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

『
十
地
經
』
に
云
う
が
如
し
。「
初
地
の
菩
薩
、
尚
お
自
ら
二
諦

を
別
觀
し
、
勵
心
し
、
作
意
す
。
先
ず
相
求
に
依
り
、
終
に
則

ち
無
相
な
り
。
以
て
漸
く
增
進
し
大
菩
提
を
體
す
。
七
地
の
終

心
盡
き
、
相
心
始
め
て
息
む
。
其
の
八
地
に
入
り
て
相
求
を
絶

す
、
方
に
無
功
用
と
名
づ
く
」。
是
の
故
に
『
論
』
に
云
わ
く
、

「
七
地
已
還
は
惡
貪
を
障
と
爲
し
、
善
貪
を
治
と
爲
す
。
八
地

已
上
、
善
貪
を
障
と
爲
し
、
無
貪
を
治
と
爲
す
」。
況
ん
や
今

淨
土
に
生
ぜ
ん
と
願
う
は
、
現
に
是
れ
外
凡
の
所
修
、
善
根
皆

な
佛
を
愛
す
る
功
德
よ
り
生
ず
。
豈
に
是
れ
縛
な
ら
ん
や（

（
（

。

　

こ
こ
で
は
外
凡
の
往
生
行
に
有
相
を
用
い
る
こ
と
が
執
着
に
な
る

の
か
否
か
と
い
う
議
論
が
展
開
さ
れ
る
。
道
綽
に
よ
れ
ば
娑
婆
の
五

塵
と
は
異
な
り
、
仏
の
功
徳
に
対
し
執
着
し
て
往
生
を
目
指
す
こ
と

は
解
脱
に
な
る
と
い
う
。

　

往
生
を
目
指
す
外
凡
の
有
相
行
は
こ
の
よ
う
に
肯
定
さ
れ
る
が
、

初
地
か
ら
第
七
地
ま
で
の
菩
薩
で
さ
え
二
諦
を
別
観
、
換
言
す
る
な

ら
ば
有
相
行
に
よ
っ
て
修
行
を
進
め
、
第
八
地
に
到
達
し
た
際
に
相

を
求
め
る
心
が
消
滅
し
、
無
功
用
の
境
地
に
入
る
こ
と
も
示
さ
れ
る
。

こ
の
議
論
の
中
で
、
道
綽
は
凡
夫
が
易
行
道
に
よ
っ
て
往
生
可
能
と
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な
る
易
行
道
往
生
説
の
根
拠
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
往
生
後
の
菩

薩
の
実
践
行
の
中
に
も
二
諦
の
論
理
を
用
い
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
る
。
し
か
し
『
十
地
経
論
』
の
該
当
箇
所
に
お
い
て
は
二
諦
の
語

は
用
い
ら
れ
て
お
ら
ず（

（
（

、
な
お
か
つ
こ
の
よ
う
に
得
生
後
の
菩
薩
を

主
体
と
し
た
二
諦
の
論
理
は
曇
鸞
の
著
作
群
に
は
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
。

　

本
稿
で
は
、
道
綽
教
学
上
、
得
生
後
の
菩
薩
の
実
践
行
中
に
お
け

る
二
諦
の
論
理
を
、『
十
地
経
論
』
の
説
示
を
当
時
受
容
し
議
論
し

て
い
た
地
論
学
派
の
説
示
を
整
理
し
、
従
来
指
摘
さ
れ
て
こ
な
か
っ

た
易
行
道
往
生
説
の
根
拠
と
し
て
の
二
諦
で
は
な
く
、
得
生
後
の
菩

薩
を
主
体
と
し
た
実
践
行
上
の
二
諦
に
つ
い
て
、
そ
の
構
造
及
び
背

景
の
検
討
を
し
て
ゆ
き
た
い
。

二
、
地
論
学
派
に
お
け
る
第
八
地
と
二
諦
の
説
示

　

道
綽
は
八
地
を
有
相
か
ら
無
相
へ
の
転
換
点
と
し
て
い
た
が
、
地

論
学
派
は
ど
の
よ
う
な
理
解
を
行
っ
て
い
た
の
か
。
そ
こ
で
ま
ず
地

論
学
派
の
言
説
よ
り
、
菩
薩
の
第
八
地
と
二
諦
に
つ
い
て
整
理
し
て

ゆ
き
た
い
。
本
発
表
で
取
り
上
げ
る
の
は
、
時
代
性
と
地
域
性
を
考

慮
し
、
北
斉
の
鄴
で
活
躍
し
た
地
論
南
道
派
の
法
上
及
び
浄
影
寺
慧

遠
と
す
る
。

　

法
上
『
十
地
論
義
疏
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

「
得
寂
滅
」
と
は
、
無
功
用
道
、
無
名
、
無
相
な
り
。
是
れ
無

生
の
義
な
り
。「
不
捨
衆
生
」
と
は
、
九
地
の
爲
物
行
な
り
。

「
解
脱
」
と
は
、
外
道
の
妄
修
、
小
乘
の
無
餘
、
皆
な
自
ら
謂

い
て
究
竟
を
解
脱
と
名
づ
く
。（
中
略
）
故
に
『
論
』
に
云
わ

く
、
八
地
に
第
一
寂
滅
忍
を
得
。
淨
佛
土
を
起
こ
し
、
衆
生
を

教
化
す
、
九
地
の
説
法
の
利
益
な
り
。
十
地
の
行
滿
ち
、
佛
智

職
を
受
く
る
を
受
大
位
地
と
名
づ
く（

（
（

。

　

法
上
は
菩
薩
が
八
地
で
寂
滅
忍
を
得
る
こ
と
を
無
功
用
と
説
明
す

る
が
、
こ
れ
は
無
相
で
あ
る
こ
と
だ
と
い
う
。
法
上
の
理
解
で
は
衆

生
利
益
が
可
能
と
な
る
の
は
菩
薩
が
更
に
九
地
に
登
っ
て
か
ら
で
あ

る
と
し
て
い
る
。

　

二
諦
に
つ
い
て
は
記
述
の
少
な
さ
か
ら
詳
細
を
知
る
こ
と
は
で
き

な
い
が
、「
真
如
者
佛
性
真
諦
。
第
一
義
空
也（

（
（

」
と
述
べ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
真
如
を
仏
性
、
真
諦
、
第
一
義
諦
で
あ
る
空
と
位
置
付
け

て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

次
に
慧
遠
の
『
十
地
経
論
義
記
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る 

。

第
八
地
中
、
報
行
純
熟
し
功
用
を
捨
離
す
る
を
名
づ
け
て
無
相

と
曰
う
。
無
相
に
望
め
ば
此
の
地
猶
お
功
用
の
行
有
り
。
所
以

は
是
の
障
、
善
く
衆
生
を
益
す
こ
と
能
わ
ず
。
障
と
は
此
れ
九
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地
に
對
す
る
無
礙
説
法
、
彼
八
地
を
以
て
障
と
為
す
こ
と
能
わ

ず
。
前
の
八
地
中
、
能
く
土
を
淨
め
衆
生
を
教
化
す
と
雖
も
辯

才
な
る
説
法
、
益
物
す
る
こ
と
能
わ
ず
。
名
づ
け
て
不
能
と
為

す
（
（
（

。

　

以
上
の
慧
遠
の
言
説
を
ま
と
め
る
と
次
の
通
り
と
な
る
。

・
八
地
の
菩
薩
は
無
相
に
入
る
も
の
の
、
功
用
が
残
っ
て
い
る

た
め
そ
の
利
益
も
不
完
全
で
あ
る

・
九
地
の
菩
薩
と
対
比
し
た
場
合
、
八
地
の
菩
薩
は
弁
才
な
説

法
が
で
き
な
い
こ
と
が
障
と
な
る

　

慧
遠
は
法
上
と
同
様
に
八
地
の
菩
薩
は
無
相
に
入
る
が
、
衆
生
利

益
は
九
地
以
上
の
菩
薩
か
ら
行
う
も
の
と
理
解
し
て
い
た
よ
う
で
あ

る
。

　

二
諦
に
つ
い
て
は
、「
不
生
不
滅
、
是
法
實
性
説
為
真
諦
。
生
滅

法
相
説
為
世
諦（

（
（

」
と
あ
る
よ
う
に
、
不
変
的
な
真
実
相
を
真
諦
と
し
、

生
滅
法
を
世
諦
と
し
て
理
解
し
て
い
た
。

　

八
地
の
菩
薩
及
び
二
諦
説
に
関
し
て
法
上
と
慧
遠
は
同
様
の
理
解

を
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

三
、
道
綽
の
第
八
地
と
菩
薩
の
実
践
行
上
の
二
諦
の
理
解

　

で
は
道
綽
は
菩
薩
の
階
位
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
た
の
だ
ろ

う
か
。『
安
楽
集
』
に
お
い
て
引
用
さ
れ
る
菩
薩
の
階
位
を
示
す
典

籍
と
し
て
は
、『
十
地
経
論
』
が
あ
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
菩
薩
の
階

位
の
次
第
を
十
信
よ
り
数
え
て
い
る
た
め
、『
十
地
経
論
』
と
『
瓔

珞
経
』
に
基
づ
い
た
階
位
を
設
定
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
た
だ

『
安
楽
集
』
に
お
い
て
は
菩
薩
の
階
位
に
つ
い
て
の
言
及
が
多
い
と

は
言
い
が
た
い
。
十
地
の
特
徴
に
つ
い
て
『
安
楽
集
』
よ
り
読
み
取

れ
る
情
報
に
限
る
な
ら
ば
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

初
地
…
…
…
仏
と
同
等
の
真
如
の
理
を
証
す
（
＝
見
道
）

二
～
六
地
…
詳
細
不
明

七
地
…
…
…
相
に
よ
っ
て
修
行
を
す
る
最
後
の
段
階

八
地
…
…
…
「
相
求
を
絶
」
し
て
お
り
、「
無
功
用
（
意
図
せ

ず
と
も
利
他
行
が
可
能
）」
の
境
地

九
～
十
地
…
詳
細
不
明

『
安
楽
集
』
に
お
い
て
は
他
の
地
に
比
べ
る
と
八
地
に
関
し
て
の
言

及
が
多
く
、
こ
れ
は
道
綽
が
大
乗
の
菩
薩
道
の
実
践
過
程
の
中
で
も

転
機
と
な
る
べ
き
重
要
な
段
階
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
も
の
だ
と

思
わ
れ
る
。
な
お
曇
鸞
も
『
論
註
』
な
ど
の
著
作
中
で
、
八
地
已
上

の
菩
薩
を
「
平
等
法
身
」「
常
在
三
昧
」「
法
性
生
身
菩
薩
」「
報
生

三
昧
」
な
ど
と
説
示
し
、
ま
た
自
由
自
在
な
利
他
行
が
可
能
と
な
る

段
階
で
あ
る
と
説
明
す
る
。
道
綽
も
用
い
る
語
句
に
異
同
は
あ
る
も
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の
の
、
八
地
を
転
機
と
し
て
菩
薩
の
自
在
な
利
他
行
が
可
能
で
あ
る

と
す
る
。
た
だ
留
意
し
た
い
の
は
、
先
述
の
よ
う
に
道
綽
は
初
地
か

ら
七
地
ま
で
は
二
諦
の
論
理
に
基
づ
い
て
分
別
し
な
が
ら
も
修
行
し
、

八
地
の
菩
薩
と
な
っ
た
時
点
で
そ
の
二
諦
の
論
理
を
理
解
し
、
分
別

が
消
滅
す
る
と
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
第
五
大
門
に
、

『
大
經
』
に
云
わ
く
、「
十
方
の
人
天
但
だ
彼
の
國
に
生
ず
れ
ば
、

皆
な
種
種
の
利
益
を
獲
ら
ざ
る
こ
と
莫
し
」（
中
略
）
形
は
則

ち
身
金
色
に
同
じ
く
壽
は
則
ち
命
佛
と
齊
し
。
學
べ
ば
則
ち
衆

門
竝
び
進
み
、
止
め
ば
則
ち
二
諦
虚
融
す
。
十
方
に
濟
運
す
る

に
は
、
則
ち
大
神
通
に
乘
じ
、
晏
安
暫
時
す
る
に
は
則
ち
三
空

門
に
坐
す
。
遊
ぶ
と
き
は
則
ち
八
正
の
路
に
入
り
、
至
る
と
き

は
則
ち
大
涅
槃
に
到
る
。
一
切
衆
生
但
だ
彼
の
國
に
至
る
者
、

皆
な
此
の
益
を
證
す
。
何
ぞ
思
量
せ
ず
し
て
速
か
に
去
ら
ざ
ら

ん
や（

（
（

。

と
あ
る
よ
う
に
、
往
生
後
の
菩
薩
は
浄
土
に
お
い
て
「
衆
門
（
＝
五

念
門
）」
を
修
め
、
そ
れ
ら
実
践
行
を
修
め
終
え
る
と
き
に
は
二
諦

が
「
虚
融
」
し
て
大
神
通
に
よ
っ
て
十
方
で
利
他
行
を
行
う
と
道
綽

が
自
ら
の
言
葉
で
説
示
す
る
。
こ
れ
は
往
生
後
の
菩
薩
が
五
念
門
に

よ
っ
て
体
系
づ
け
ら
れ
た
、
無
相
と
相
即
関
係
で
あ
る
有
相
の
修
行
、

二
諦
に
依
拠
し
た
実
践
行
の
完
成
に
よ
っ
て
八
地
に
至
り
、
そ
こ
で

初
め
て
自
在
な
利
他
行
が
可
能
と
な
る
こ
と
を
表
し
た
論
旨
な
の
で

あ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
道
綽
は
菩
薩
が
利
他
行
を
可
能
と
す
る
条
件
と
し

て
、
第
九
地
で
そ
れ
が
可
能
と
理
解
し
た
法
上
、
慧
遠
ら
地
論
師
と

は
異
な
り
第
八
地
と
想
定
し
て
い
た
。
道
綽
教
学
上
で
は
第
八
地
こ

そ
が
利
他
行
が
可
能
と
な
る
状
態
が
完
成
す
る
階
位
と
し
て
設
定
さ

れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
そ
の
よ
う
な
道
綽
の
菩
薩
観
は
以
下

の
『
智
度
論
』
の
引
用
箇
所
に
現
れ
て
い
る
。

『
智
度
論
』
に
云
う
に
依
る
に
、「
新
發
意
の
菩
薩
機
解
軟
弱
な

り
。
發
心
す
と
言
う
と
雖
も
、
多
く
は
淨
土
に
生
ぜ
ん
と
願
う
。

（
中
略
）
菩
薩
も
亦
た
爾
な
り
。
若
し
能
く
菩
提
心
を
發
す
に
、

多
く
は
淨
土
に
生
ぜ
ん
と
願
い
、
諸
佛
に
親
近
し
、
法
身
を
增

長
し
、
方
に
能
く
菩
薩
の
家
業
を
匡
紹
し
、
十
方
に
濟
運
す
。

斯
の
益
の
為
の
故
に
、
多
く
は
願
生
す
」。
又
た
『
彼
論
』
に

云
わ
く
、「
譬
わ
ば
鳥
子
の
翅
翮
未
だ
成
ぜ
ざ
れ
ば
、
逼
い
て

高
く
翔
ら
し
む
べ
か
ら
ず
。
先
ず
林
に
依
り
樹
に
傅
う
を
須
て
、

羽
成
じ
力
有
り
て
、
方
に
林
を
捨
て
空
に
遊
ぶ
べ
き
が
如
し
。

新
發
意
の
菩
薩
も
亦
た
爾
な
り
。
先
ず
須
く
願
に
乘
じ
、
佛
前

に
生
ず
る
こ
と
を
求
め
、
法
身
成
長
し
、
感
に
隨
い
て
益
に
赴

く
べ
し（

（
（

。
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新
発
意
の
菩
薩
（
＝
願
往
生
者
、
外
凡
）
は
菩
提
を
得
る
に
あ
た
り
、

機
根
が
弱
い
た
め
、
ま
ず
は
浄
土
に
往
生
し
、
仏
に
見
え
て
「
法
身

を
増
上
」
し
、「
十
方
に
済
運
」
す
る
と
い
う
。
こ
れ
ま
で
整
理
し

た
内
容
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
下
線
部
の
状
態
こ
そ
第
八
地
の
菩
薩

の
特
徴
な
の
で
あ
り
、
往
生
し
た
後
の
菩
薩
が
修
行
階
梯
を
進
め
て

い
く
こ
と
で
到
達
す
る
地
な
の
で
あ
ろ
う
。

四
、
第
八
地
の
菩
薩
と
利
他
行
、
二
諦
説

　

で
は
道
綽
教
学
上
、
八
地
以
上
の
菩
薩
は
ど
の
よ
う
に
衆
生
利
益

を
行
う
の
か
。『
安
楽
集
』
第
一
大
門
第
八
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る

の
で
確
認
し
た
い
。

若
し
無
相
離
念
を
體
と
為
す
と
知
り
て
、
緣
の
中
に
往
を
求
む

れ
ば
、
多
く
は
應
に
上
輩
生
な
る
べ
し
。
是
の
故
に
天
親
菩
薩

論
じ
て
云
わ
く
、「
若
し
能
く
二
十
九
種
莊
嚴
清
淨
を
觀
ず
れ

ば
、
即
ち
略
し
て
一
法
句
入
る
。
一
法
句
と
は
、
謂
わ
く
清
淨

句
。
清
淨
句
と
は
、
即
ち
是
れ
智
慧
無
為
法
身
な
る
故
に
。
何

が
故
ぞ
廣
略
相
入
を
須
う
る
は
、
但
だ
①
諸
佛
菩
薩
に
二
種
の

法
身
有
り
。
一
に
は
、
法
性
法
身
。
二
に
は
、
方
便
法
身
。
法

性
法
身
に
由
る
が
故
に
、
方
便
法
身
を
生
ず
。
方
便
法
身
に
由

る
が
故
に
、
法
性
法
身
を
顯
出
す
。（
中
略
）
今
の
行
者
、
緇

素
を
問
う
こ
と
無
く
、
但
だ
能
く
生
は
無
生
な
り
と
知
り
②
二

諦
に
違
わ
ざ
れ
ば
、
多
く
は
應
に
上
輩
生
に
落
在
す
べ
し（

（
（

。

こ
こ
で
は
曇
鸞
『
論
註
』
を
取
意
引
用
す
る
こ
と
で
、
相
即
関
係
に

あ
る
無
相
の
法
性
法
身
と
有
相
で
あ
る
方
便
法
身
に
依
拠
す
る
こ
と

で
往
生
人
の
易
行
道
往
生
が
成
立
す
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。
た

だ
注
意
す
べ
き
点
と
し
て
、
原
文
中
の
下
線
部
①
の
よ
う
に
、
こ
の

二
種
の
法
身
は
諸
仏
だ
け
で
は
な
く
諸
菩
薩
も
備
え
る
も
の
で
あ
る

と
曇
鸞
の
理
解
を
継
承
し
て
い
る
。
そ
し
て
下
線
部
②
で
は
、『
論

註
』
を
引
用
し
た
後
に
道
綽
は
二
諦
の
語
に
よ
っ
て
、
無
相
と
有
相

の
相
即
を
理
解
す
る
者
が
上
輩
生
で
あ
る
と
説
明
す
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
整
理
か
ら
検
討
す
る
な
ら
ば
、
道
綽
は
第
七
地
ま
で

の
菩
薩
は
諸
仏
及
び
八
地
以
上
の
諸
菩
薩
が
示
す
二
種
法
身
（
＝
二

諦
）
に
よ
っ
て
修
道
を
進
め
、
そ
し
て
八
地
の
菩
薩
と
な
り
、
誤
っ

た
分
別
が
消
滅
し
た
時
点
で
今
度
は
自
ら
が
衆
生
利
益
の
た
め
に
無

相
に
通
じ
る
有
相
、
つ
ま
り
二
諦
説
を
示
す
と
捉
え
て
い
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
よ
う
に
、
曇
鸞
の
い
う
諸
仏
諸
菩
薩
が
具
え
る
二
種
法
身
を

二
諦
と
関
連
付
け
る
理
解
は
曇
鸞
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
が
、

道
綽
は
曇
鸞
の
著
作
群
や
『
十
地
経
論
』
な
ど
の
典
籍
以
外
に
何
を

下
地
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
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第
一
大
門
で
道
綽
が
阿
弥
陀
仏
報
身
説
の
根
拠
と
す
る
『
究
竟
一

乗
宝
性
論
（
以
下
、『
宝
性
論
』）』
に
は
法
身
を
説
く
箇
所
に
次
の

よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

法
身
に
二
種
有
り
。
清
淨
な
る
真
法
界
。
及
び
彼
の
習
氣
に
依

る
。
深
淺
の
義
を
以
て
説
く
。

此
の
偈
、
何
の
義
を
明
か
す
。
諸
佛
如
來
に
二
種
の
法
身
有
り
。

何
等
を
か
二
と
為
す
。
一
に
は
寂
靜
法
界
身
。
無
分
別
智
境
界

を
以
て
の
故
に
。
是
の
如
き
諸
佛
如
來
法
身
、
唯
だ
自
内
身
法

界
能
く
證
す
、
應
に
知
る
べ
し
。
偈
に
言
う
、「
清
淨
真
法
界

な
る
」
が
故
に
。
二
に
は
彼
の
因
を
得
と
為
す
。
謂
わ
く
彼
の

寂
靜
法
界
説
法
。
衆
生
を
化
す
べ
き
説
に
依
る
。
彼
の
説
法
、

應
に
知
る
べ
し
。
真
如
法
身
に
依
る
を
以
て
彼
の
説
法
有
り
。

名
づ
け
て
習
氣
と
為
す
。
偈
に
言
う
、「
及
び
彼
の
習
氣
に
依

る
」
が
故
に
。
彼
の
説
法
と
は
、
復
た
二
種
有
り
。
一
に
は
細
、

二
に
は
麁
な
り
。
細
と
は
、
所
謂
る
諸
菩
薩
摩
訶
薩
の
為
に
、

甚
深
祕
密
の
法
藏
を
演
説
す
。
第
一
義
諦
に
依
る
を
以
て
説
く

が
故
に
。
麁
と
は
、
所
謂
る
種
種
の
修
多
羅
、
祇
夜
、
和
伽
羅

那
、
伽
陀
、
憂
陀
那
、
尼
陀
那
等
、
名
字
章
句
の
種
種
の
差
別

な
り
。
世
諦
に
依
る
を
以
て
説
く
が
故
に（

（1
（

。

　

こ
こ
で
は
法
身
に
二
種
あ
る
と
し
、
一
つ
を
寂
静
法
界
身
と
し
て

無
分
別
の
境
界
、
い
う
な
れ
ば
自
内
証
で
あ
る
。
二
つ
に
は
そ
の
無

分
別
の
境
界
で
あ
る
寂
静
法
界
身
を
得
る
た
め
の
寂
静
法
界
説
法
で

あ
る
。
さ
ら
に
説
法
に
更
に
細
麁
の
二
種
が
あ
る
が
、
細
は
菩
薩
を

対
象
と
し
た
第
一
義
諦
に
依
っ
た
甚
深
秘
密
法
蔵
で
あ
り
、
麁
は
世

諦
に
依
っ
た
名
字
章
句
（
＝
十
二
部
経
）
で
あ
る
。

　
『
安
楽
集
』
の
文
と
こ
れ
ら
を
対
応
さ
せ
る
な
ら
ば
、『
論
註
』
引

用
に
お
け
る
二
種
法
身
の
う
ち
法
性
法
身
は
『
宝
性
論
』
の
寂
静
法

界
身
、
さ
ら
に
寂
静
法
界
説
法
の
う
ち
の
細
で
あ
る
第
一
義
諦
（
＝

無
相
）
に
依
る
甚
深
秘
密
法
蔵
と
な
る
。
方
便
法
身
は
寂
静
法
界
説

法
の
う
ち
、
麁
で
あ
る
名
字
章
句
（
＝
有
相
）
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
よ
う
。
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
性
格
は
異
な
る
も
の
の
、
同
じ
く
法

身
に
立
脚
し
た
も
の
と
し
て
示
さ
れ
る
た
め
、
両
者
間
に
相
即
性
を

見
出
せ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

道
綽
は
曇
鸞
の
著
作
な
ど
に
よ
っ
て
二
諦
を
基
本
と
し
つ
つ
も
、

こ
の
『
宝
性
論
』
に
示
さ
れ
る
法
身
や
二
諦
の
説
示
を
そ
こ
組
み
合

わ
せ
て
独
自
の
二
諦
説
、
つ
ま
り
分
別
を
離
れ
た
八
地
已
上
の
菩
薩

が
利
他
行
と
し
て
衆
生
に
示
す
二
諦
説
を
構
築
し
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。『
宝
性
論
』
は
曇
鸞
に
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
道

綽
の
時
代
に
は
流
布
し
、
教
学
上
の
背
景
に
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
こ
の

よ
う
な
独
自
の
理
解
を
す
る
に
至
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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五
、
お
わ
り
に

　

本
発
表
で
は
『
安
楽
集
』
に
お
け
る
二
諦
説
を
菩
薩
の
階
位
と
実

践
行
を
中
心
に
検
討
し
た
。
そ
れ
に
先
立
ち
『
十
地
経
論
』
と
法
上
、

慧
遠
の
注
釈
を
整
理
し
た
。
以
上
の
作
業
に
よ
っ
て
、
道
綽
の
菩
薩

の
階
位
、
特
に
八
地
の
捉
え
方
に
お
い
て
地
論
南
道
派
と
の
間
に
差

異
を
確
認
し
た
。
二
諦
に
つ
い
て
、『
十
地
経
論
』
で
は
世
諦
を
観

じ
て
第
一
義
諦
に
入
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
こ
れ
は
妄
想
を
生
じ
る

一
心
（
＝
衆
生
心
）
を
如
実
に
観
察
す
る
こ
と
で
あ
り
、『
十
地
経

論
』
の
心
識
説
の
一
つ
で
あ
る（

（1
（

が
、『
安
楽
集
』
の
二
諦
説
で
は
心

識
説
と
の
関
連
性
は
見
出
せ
な
い
。
こ
れ
は
道
綽
が
心
識
説
を
採
用

し
て
い
な
い
た
め
反
映
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

道
綽
は
基
本
的
に
は
曇
鸞
『
論
註
』
な
ど
を
基
礎
と
し
て
二
諦
説

を
理
解
し
、
易
行
道
往
生
説
の
根
拠
と
し
て
い
た
。
し
か
し
『
宝
性

論
』
に
お
け
る
説
示
な
ど
も
そ
れ
に
加
え
、
二
種
法
身
説
と
の
関
連

性
を
見
出
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ

っ
て
、
道
綽
に
お
け
る
二
諦
説
と
は
、
往
生
者
が
主
体
と
な
る
場
合

は
、
無
相
と
相
即
で
あ
る
有
相
に
依
拠
し
た
易
行
道
往
生
説
の
根
拠

と
な
り
、
初
地
か
ら
七
地
ま
で
の
菩
薩
を
主
体
と
し
た
場
合
に
は
八

地
に
至
る
ま
で
の
修
行
を
裏
付
け
る
も
の
と
な
り
、
八
地
の
菩
薩
か

ら
仏
を
主
体
と
し
た
場
合
に
は
衆
生
利
益
と
し
て
示
す
も
の
と
な
る

と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　　
1　
『
浄
全
』
一
・
七
〇
三
下

2　

原
文
で
は
、「『
經
』
曰
、「
何
以
故
。
佛
子
。
菩
薩
從
初
地
來
乃
至
七
地
、

得
諸
智
慧
所
行
道
。
以
是
力
故
、
從
第
八
菩
薩
地
乃
至
第
十
地
無
功
用
行
自

然
滿
足
（『
大
正
蔵
』
二
六
・
一
七
六
上
）」
と
あ
る
よ
う
に
、
二
諦
の
語
は

見
ら
れ
な
い
。

3　
『
大
正
蔵
』
八
五
・
七
七
五
中

4　
『
大
正
蔵
』
八
五
・
七
六
一
上

5　
『
卍
続
蔵
』
四
五
・
五
二
下

6　
『
卍
続
蔵
』
四
五
・
一
五
〇
中

7　
『
浄
全
』
一
・
七
〇
一
上

8　
『
浄
全
』
一
・
六
八
三
上

9　
『
浄
全
』
一
・
六
七
九
上

10　
『
大
正
蔵
』
三
一
・
八
三
八
中

11　

吉
村
誠
『
中
国
唯
識
思
想
史
研
究
』（
春
秋
社
、
二
〇
一
三
年
）
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は
じ
め
に

　

浄
土
宗
の
宗
祖
法
然
上
人
（
一
一
三
三
―
一
二
一
二
、
以
下
、
全

て
の
尊
称
略
）
の
法
語
に
お
い
て
は
、
死
生
に
関
し
て
様
々
な
説
示

が
残
さ
れ
て
お
り
、
苦
と
も
楽
と
も
説
か
れ
、
一
様
で
は
な
い
。
こ

れ
は
、
法
然
の
説
示
が
対
機
的
要
素
の
強
い
も
の
で
あ
る
た
め
と
考

え
ら
れ
る
。
法
然
の
死
や
生
に
関
す
る
考
え
方
に
つ
い
て
、
先
行
研

究
で
は
凡
そ
次
の
よ
う
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

・「
い
け
ら
は
念
仏
の
功
つ
も
り
、
し
な
は
浄
土
に
ま
い
り
な
ん
。

と
て
も
か
く
て
も
此
身
に
は
思
い
わ
つ
ら
ふ
事
そ
な
き
と
思
ぬ

れ
は
死
生
と
も
に
わ
つ
ら
ひ
な
し（

（
（

」 

と
い
っ
た
法
語
か
ら
、
法

然
は
念
仏
に
よ
っ
て
死
生
の
苦
か
ら
解
放
さ
れ
て
い
る
と
捉
え

る
（
（
（

。

・「
う
る
は
し
く
お
は
る
時
に
は
、
斷
末
摩
の
く
る
し
み
と
て
、

八
萬
の
塵
勞
門
よ
り
、
無
量
の
や
ま
ひ
身
を
せ
め
候
事
、
百
千

の
ほ
こ
つ
る
き
に
て
身
を
き
り
さ
く
か
こ
と
し
。（
中
略
）
こ

れ
は
人
間
の
八
苦
の
う
ち
の
死
苦
に
て
候
へ
は
、
本
願
信
し
て

往
生
ね
か
ひ
候
は
ん
行
者
も
、
こ
の
苦
は
の
か
れ
す
し
て
、
悶

絶
し
候（

（
（

」
と
い
っ
た
法
語
か
ら
、
念
仏
に
よ
っ
て
は
苦
し
み
を

完
全
に
除
去
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
捉
え
る（

（
（

。

　

こ
の
よ
う
に
法
然
の
法
語
が
様
々
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
解
釈

も
様
々
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
で
は
こ
の
よ
う
な
法
語
に
は
何

の
法
則
性
も
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

　

本
研
究
で
は
、
法
然
の
法
語
集
（『
黒
谷
上
人
語
燈
録
』（
十
一
～

十
五
巻
）
及
び
『
拾
遺
黒
谷
上
人
語
燈
録
』（
中
・
下
巻
）（
以
下
、

両
文
献
を
ま
と
め
て
『
和
語
燈
録
』
と
す
る（

（
（

））
か
ら
死
生
（
（
（

の
苦
楽

に
関
す
る
説
示
を
す
べ
て
抜
き
出
し
分
析
し
、
そ
こ
に
ど
の
よ
う
な

傾
向
が
見
ら
れ
る
か
を
検
討
し
た（

（
（

。
ま
た
そ
の
よ
う
な
死
生
観
を
表

法
然
上
人
の
死
生
観
―
『
和
語
燈
録
』
よ
り
見
る
死
生
の
苦
楽
―

下　

端　

啓　

介
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す
法
語
を
、
法
然
が
説
く
往
生
浄
土
の
修
行
で
あ
る
専
修
念
仏
（
（
（

を
す

る
場
合
と
専
修
念
仏
を
し
な
い
場
合
（
（
（

に
分
け
て
整
理
し
た
。
そ
れ
に

よ
っ
て
、
死
生
の
苦
楽
を
説
く
法
然
の
法
語
の
傾
向
を
探
っ
た
。

一
、
専
修
念
仏
を
し
な
い
場
合
の
死
生
観

　

法
然
の
法
語
を
整
理
し
た
結
果
を
以
下
で
論
じ
る
。
紙
面
の
都
合

上
、
整
理
し
た
各
項
目
の
中
、
一
、
二
の
例
を
挙
げ
る
の
み
と
す
る
。

ま
ず
専
修
念
仏
を
し
な
い
場
合
の
死
生
観
に
つ
い
て
述
べ
る
。
こ
の

場
合
、
死
は
苦
で
あ
り
ま
た
生
も
苦
で
あ
る
と
い
う
通
仏
教
的
な
内

容
を
説
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
例
示
す
る
と
、
死
に
つ
い
て

は
、「
越
中
国
光
明
房
へ
つ
か
は
す
御
返
事
」
で
は
次
の
よ
う
に
説

か
れ
る（

（1
（

。
決
定
の
信
心
を
も
て
一
念
し
て
の
ち
は
、
又
念
す
と
い
ふ
も
十

惡
五
逆
な
を
さ
わ
り
を
な
さ
す
、
い
は
ん
や
餘
の
小
罪
を
や
と

信
す
へ
き
也
と
い
ふ
。
こ
の
お
も
ひ
に
住
せ
ん
物
は
、
た
と
ひ

多
念
す
と
い
ふ
と
も
、
あ
に
ほ
と
け
の
御
心
に
か
な
は
ん
や
。

（
中
略
）
又
念
せ
す
は
そ
の
惡
か
の
勝
因
を
さ
へ
て
、
む
し
ろ

三
途
に
お
ち
さ
ら
ん
や（

（1
（

。

　

こ
こ
で
は
、
法
然
の
説
く
専
修
念
仏
と
は
全
く
異
な
る
考
え
を
も

っ
て
悪
業
を
為
す
者
は
、
そ
の
悪
因
に
よ
っ
て
三
悪
道
に
墜
ち
る
と

説
く
。
す
な
わ
ち
、
自
業
自
得
の
原
則
に
基
づ
い
て
苦
を
蒙
る
こ
と

を
説
い
て
い
る
。
ま
た
生
に
つ
い
て
、「
要
義
問
答
」
で
は
次
の
よ

う
に
説
か
れ
る（

（1
（

。

人
間
に
む
ま
れ
て
國
王
の
身
を
う
け
て
、
一
天
下
を
し
た
か
ふ

と
い
へ
と
も
、
生
老
病
死
愛
別
離
苦
怨
憎
會
苦
、
一
事
も
ま
ぬ

か
る
る
事
な
し（

（1
（

。

　

こ
こ
で
は
、
四
苦
や
八
苦
で
あ
る
生
老
病
死
、
愛
別
離
苦
及
び
怨

憎
会
苦
を
逃
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
説
く
。
こ
れ
は
、
人
間
の
世

界
で
は
、
た
と
え
最
高
の
境
遇
だ
と
し
て
も
、
仏
教
が
説
く
根
本
的

な
苦
で
あ
る
四
苦
八
苦
を
そ
の
ま
ま
蒙
り
、
苦
し
み
悩
ま
さ
れ
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
死
生
観
は
出
家
者
・
在
家

者
を
問
わ
ず
説
か
れ
て
い
る
。

二
、
専
修
念
仏
を
す
る
場
合
の
死

　

専
修
念
仏
を
す
る
場
合
の
死
生
観
は
、
専
修
念
仏
を
し
な
い
場
合

と
比
べ
て
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
。
ま
ず
死
に
関
す
る
も
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の
つ
い
て
述
べ
る
。
こ
こ
で
は
死
を
楽
だ
と
捉
え
る
法
語
も
苦（

（1
（

だ
と

捉
え
る
法
語
も
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
例
示
す
る
と
、「
正
如
房

へ
つ
か
は
す
御
文
」
で
は
次
の
よ
う
に
説
か
れ
る
。

御
念
佛
功
つ
も
り
た
る
事
に
て
候
は
ん
に
は
、
か
な
ら
す
又
臨

終
の
善
知
識
に
あ
は
せ
お
は
し
ま
さ
す
と
も
、
往
生
は
一
定
せ

さ
せ
お
は
し
ま
す
へ
き
事
に
て
こ
そ
候
へ
（
（1
（

。

　

こ
こ
で
は
、
日
頃
の
念
仏
の
功
徳
が
積
も
っ
て
い
る
の
で
、『
観

無
量
寿
経
』
下
品
に
説
か
れ
る
よ
う
な
臨
終
の
善
知
識
に
遇
わ
な
く

と
も
、
往
生
は
確
実
で
あ
る
と
述
べ
る
。
つ
ま
り
手
紙
の
相
手
に
対

し
、
死
後
は
極
楽
に
往
生
す
る
と
い
う
楽
を
説
い
て
い
る（

（1
（

。
ま
た

「
往
生
浄
土
用
心
」
で
は
次
の
よ
う
に
説
か
れ
る
。

う
る
は
し
く
お
は
る
時
に
は
、
斷
末
摩
の
く
る
し
み
と
て
、
八

萬
の
塵
勞
門
よ
り
、
無
量
の
や
ま
ひ
身
を
せ
め
候
事
、
百
千
の

ほ
こ
つ
る
き
に
て
身
を
き
り
さ
く
か
こ
と
し
。（
中
略
）
こ
れ

は
人
間
の
八
苦
の
う
ち
の
死
苦
に
て
候
へ
は
、
本
願
信
し
て
往

生
ね
か
ひ
候
は
ん
行
者
も
、
こ
の
苦
は
の
か
れ
す
し
て
、
悶
絶

し
候（

（1
（

　

こ
こ
で
は
、
法
然
が
説
く
専
修
念
仏
の
者
で
あ
っ
て
も
死
苦
は
逃

れ
ら
れ
ず
、
苦
し
む
と
い
う
こ
と
を
説
い
て
い
る
の
で
あ
る（

（1
（

。

　

し
か
し
、
死
を
苦
だ
と
捉
え
る
法
語
に
お
い
て
は
、
ほ
ぼ
す
べ
て（

（1
（

の
法
語
に
お
い
て
、
苦
と
同
時
に
あ
る
い
は
苦
の
後
に
仏
に
よ
る
来

迎
や
往
生
を
説
く
こ
と
で
、
た
と
え
死
に
お
い
て
苦
を
受
け
て
も
楽

へ
と
変
わ
る
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。
例
示
す
る
と
、「
往
生
浄
土

用
心
」
で
は
上
記
の
説
示
の
後
に
次
の
よ
う
に
説
か
れ
る（

（2
（

。

い
き
の
た
え
ん
時
は
阿
彌
陀
ほ
と
け
の
ち
か
ら
に
て
、
正
念
に

な
り
て
往
生
を
し
候
へ
し（

（2
（

。

　

こ
こ
で
は
、
死
苦
を
蒙
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
が
、
阿
弥
陀
仏

の
力
に
よ
っ
て
、
正
念
と
な
っ
て
極
楽
に
往
生
す
る
と
い
う
楽
を
説

く
の
で
あ
る
。
往
生
行
で
あ
る
専
修
念
仏
を
す
る
場
合
、
死
は
厭
い

離
れ
る
べ
き
穢
土
か
ら
願
い
求
め
る
べ
き
浄
土
へ
往
生
す
る
こ
と
で

あ
る
か
ら
、
死
に
関
し
て
往
生
す
る
者
に
楽
を
説
く
の
は
浄
土
教
に

順
じ
た
考
え
方
で
あ
る（

（2
（

。

　

上
述
の
よ
う
な
死
観
は
、
出
家
者
ま
た
は
在
家
者
に
対
す
る
法
語

で
違
い
が
見
ら
れ
な
い
。
つ
ま
り
法
然
は
死
観
に
お
い
て
、
説
法
の
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相
手
が
出
家
者
か
在
家
者
か
を
問
わ
ず
苦
楽
を
説
い
て
い
る
と
言
え

る
。三

、
専
修
念
仏
を
す
る
場
合
の
生

　

専
修
念
仏
を
す
る
場
合
の
死
生
観
の
う
ち
、
生
に
つ
い
て
は
、
生

を
楽
だ
と
捉
え
る
法
語
、
苦
だ
と
捉
え
る
法
語
、
ま
た
苦
か
ら
楽
へ

変
わ
る
と
捉
え
る
法
語
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
例
示
す
る
と
、

「
三
部
経
釈
」
で
は
次
の
よ
う
に
説
か
れ
る
。

攝
取
の
光
明
の
な
か
に
又
化
佛
菩
薩
ま
し
〳
〵
て
、
こ
の
人
を

攝
護
し
て
百
重
千
重
圍
繞
し
給
ふ
に
、
信
心
い
よ
〳
〵
増
長
し

衆
苦
こ
と
〳
〵
く
消
滅
す
（
（2
（

。

　

こ
こ
で
は
、
阿
弥
陀
仏
の
摂
取
の
光
明
に
よ
っ
て
、
行
者
の
信
心

は
一
層
増
し
、
諸
々
の
苦
が
消
滅
す
る
と
い
う
楽
を
説
く
（
（2
（

。
ま
た
、

「
念
仏
往
生
義
」
で
は
次
の
よ
う
に
説
か
れ
る
。

つ
ね
に
念
佛
し
て
往
生
に
心
を
か
け
て
、
佛
の
引
接
を
期
し
て
、

や
ま
ひ
に
ふ
し
死
に
お
よ
ふ
へ
か
ら
ん
に
、
お
と
ろ
く
心
な
く

往
生
を
の
そ
む
へ
き
也（

（2
（

。

　

こ
こ
で
は
、
は
っ
き
り
と
念
仏
を
し
て
い
て
も
病
気
を
患
っ
た
り

死
ぬ
と
い
う
苦
を
述
べ
て
い
る（

（2
（

。
こ
れ
ら
の
法
語
も
出
家
者
、
在
家

者
と
も
に
見
ら
れ
、
死
に
関
す
る
法
語
と
同
様
、
説
法
の
相
手
に
よ

っ
て
苦
楽
を
使
い
分
け
て
い
な
い
と
言
え
る
。

　

こ
の
よ
う
な
法
語
の
中
に
お
い
て
ま
ず
注
目
す
べ
き
は
、
専
修
念

仏
を
す
る
場
合
に
は
、
生
き
る
こ
と
に
関
し
て
楽
も
説
い
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
専
修
念
仏
を
し
な
い
場
合
に
、
生
き
る
こ
と
は

苦
で
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
こ
と
と
は
大
き
く
異
な
る
。
こ
れ
は
大

河
内
大
博
氏
（
（2
（

が
論
じ
て
い
る
よ
う
に
、
生
は
苦
で
あ
り
穢
土
は
厭
離

す
べ
き
も
の
で
は
あ
る
も
の
の
、
そ
の
よ
う
な
中
で
も
念
仏
す
れ
ば

阿
弥
陀
仏
の
極
楽
浄
土
に
往
生
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
救
い
が

示
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
気
づ
く
こ
と
で
、
行
者
の
死
生
観
に
転
換

が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
、
生
が

楽
で
あ
る
と
い
う
法
語
は
、
出
家
者
、
在
家
者
を
区
別
す
る
こ
と
な

く
同
様
に
説
か
れ
て
お
り
、
法
然
浄
土
教
で
は
出
家
者
で
あ
ろ
う
と

在
家
者
で
あ
ろ
う
と
等
し
く
生
に
お
い
て
も
救
済
を
も
た
ら
す
教
え

で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

　

た
だ
し
以
下
の
点
に
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
法

然
が
死
に
関
し
て
苦
か
ら
楽
へ
変
わ
る
と
説
く
際
は
、
苦
が
除
か
れ
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て
楽
と
な
る
こ
と
を
説
く
。
そ
れ
に
対
し
て
、
生
に
関
し
て
苦
か
ら

楽
へ
変
わ
る
と
説
く
場
合
は
、
必
ず
し
も
苦
が
除
か
れ
る
と
は
説
い

て
い
な
い
。
例
え
ば
「
浄
土
宗
略
抄
」
に
説
か
れ
る
転
重
軽
受
に
つ

い
て
は
「
宿
業
か
き
り
あ
り
て
、
お
も
く
う
く
へ
き
や
ま
ひ
を
、
か

ろ
く
う
け
さ
せ
給
ふ
（
（2
（

」
と
あ
る
よ
う
に
、
苦
そ
の
も
の
が
消
滅
す
る

と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
病
も
患
い
死
に
も
す
る
と
い
う
意
味
で
は

苦
が
確
か
に
存
在
す
る
と
説
く
の
で
あ
る
。
浄
土
教
は
現
世
で
の
安

楽
で
は
な
く
来
世
で
の
往
生
浄
土
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ

れ
は
当
然
で
あ
る
。
つ
ま
り
専
修
念
仏
を
す
る
行
者
に
と
っ
て
、
生

は
苦
が
全
く
無
い
の
で
は
な
く
、
苦
が
確
か
に
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

現
実
に
四
苦
八
苦
を
蒙
る
こ
と
が
避
け
ら
れ
な
い
の
は
、
行
者
側
か

ら
み
る
と
当
然
で
あ
り
、
法
然
の
教
え
が
い
か
に
現
実
の
事
象
に
則

し
た
内
容
で
あ
る
か
を
端
的
に
表
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

四
、
死
生
観
を
説
く
法
語
の
傾
向

　

前
章
ま
で
に
述
べ
た
こ
と
よ
り
、
法
然
の
死
生
観
を
説
く
法
語
は

次
の
よ
う
に
分
類
さ
れ
る
。
①
専
修
念
仏
を
し
な
い
場
合
に
は
、
四

苦
八
苦
と
い
っ
た
苦
を
蒙
り
、
生
に
お
い
て
も
死
に
お
い
て
も
苦
で

あ
る
こ
と
が
説
か
れ
る
。
次
い
で
②
専
修
念
仏
を
す
る
場
合
で
の
死

に
関
し
て
は
、
死
苦
を
蒙
る
こ
と
も
説
か
れ
る
が
そ
れ
で
も
来
迎
や

往
生
と
い
う
楽
に
変
わ
る
こ
と
が
説
か
れ
る
。
ま
た
③
専
修
念
仏
を

す
る
場
合
で
の
生
に
関
し
て
は
、
苦
と
も
楽
と
も
説
か
れ
る
の
で
あ

る
。

　

法
然
の
説
法
は
対
機
的
要
素
が
強
い
と
言
わ
れ
、
今
回
検
討
し
た

死
生
観
を
説
く
法
語
に
お
い
て
も
、
苦
と
も
楽
と
も
説
か
れ
て
い
る
。

そ
れ
ら
の
法
語
の
違
い
が
「
対
機
説
法
」
で
あ
る
と
し
て
、
そ
の

「
機
」
の
違
い
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
上
述
の
よ
う
に
説
法
の
相
手

が
在
家
者
か
出
家
者
か
の
違
い
と
い
っ
た
表
面
的
な
こ
と
に
因
る
も

の
で
は
な
く
、
専
修
念
仏
の
有
無
に
因
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

こ
れ
よ
り
、
法
然
の
多
様
な
法
語
の
違
い
を
説
明
す
る
基
準
の
一
つ

を
示
す
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
る
。

ま
と
め

　

今
回
の
検
討
に
よ
り
、
次
の
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　

①
法
然
の
一
連
の
文
献
に
つ
い
て
、
そ
の
法
語
全
体
を
通
し
て
死

生
観
に
お
け
る
苦
楽
の
用
例
を
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
法
然
が
説

く
死
生
の
苦
楽
は
、
専
修
念
仏
を
す
る
場
合
と
専
修
念
仏
を
し
な
い

場
合
と
で
は
全
く
異
な
り
、
専
修
念
仏
を
す
る
場
合
で
も
死
と
生
と

で
は
そ
の
説
示
が
異
な
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
れ
は
従
来
の
研
究

と
は
異
な
り
文
献
の
法
語
を
全
体
と
し
て
検
討
し
た
こ
と
に
因
る
と
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考
え
ら
れ
、
新
た
な
研
究
手
法
を
提
示
で
き
た
と
考
え
る
。

　

②
法
然
の
説
法
は
対
機
的
要
素
が
強
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、

そ
の
多
様
な
法
語
の
違
い
を
説
明
す
る
に
当
た
っ
て
、
専
修
念
仏
の

有
無
と
い
う
一
つ
の
基
準
を
示
す
こ
と
が
で
き
た
。

1　
「
つ
ね
に
仰
せ
ら
れ
け
る
御
詞
」『
昭
法
全
』
四
九
五
頁
。

2　

例
え
ば
、
福
原
隆
善
「
法
然
に
お
け
る
生
死
の
問
題
」（『
八
百
年
遠
忌
記

念
法
然
上
人
研
究
論
文
集
』、
知
恩
院
浄
土
宗
学
研
究
所
、
二
〇
一
一
年
）

一
一
三
頁
。

3　
「
往
生
浄
土
用
心
」『
昭
法
全
』
五
六
三
頁
。

4　

例
え
ば
、
大
河
内
大
博
「
法
然
浄
土
教
に
お
け
る
生
死
観
（
二
）：「
死
」

の
視
座
を
中
心
と
し
て
」（『
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
』
第
三
五
号
、
佛
教
大

学
大
学
院
、
二
〇
〇
七
年
）
六
頁
。

5　

テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
龍
谷
大
学
所
蔵
の
元
亨
版
を
底
本
と
し
て
扱
う
。

本
稿
中
に
お
け
る
原
文
の
典
拠
は
元
亨
版
『
和
語
燈
録
』
に
依
る
が
、
便
宜

上
『
昭
和
新
修
法
然
上
人
全
集
』
の
該
当
頁
を
挙
げ
る
。

6　
「
生
」
は
生
ま
れ
る
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
生
き
る
と
い
う
意
味
で
の

生
。

7　

た
だ
し
、『
和
語
燈
録
』
所
収
文
献
の
内
「
御
歌
」
に
つ
い
て
は
、
文
言

に
対
し
て
様
々
な
解
釈
が
成
し
得
る
た
め
、
今
回
の
検
討
範
囲
に
含
め
な
い
。

8　

本
稿
で
は
、
三
心
具
足
し
て
一
向
に
阿
弥
陀
仏
の
名
号
を
称
え
る
行
を
専

修
念
仏
と
す
る
。

9　

諸
行
を
修
す
る
場
合
に
限
ら
ず
、
仏
道
修
行
を
し
な
い
場
合
に
つ
い
て
も
、

こ
の
項
目
に
含
め
る
。

10　

こ
の
他
、「
三
部
経
釈
」『
昭
法
全
』
三
二
頁
、「
七
箇
條
の
起
請
文
」『
昭

法
全
』
八
一
四
頁
、「
念
仏
大
意
」『
昭
法
全
』
四
一
二
頁
、「
諸
人
伝
説
の

詞
」『
昭
法
全
』
四
六
一
頁
、「
登
山
状
」『
昭
法
全
』
四
一
八
頁
及
び
「
往

生
浄
土
用
心
」『
昭
法
全
』
五
六
三
、
五
六
四
頁
に
も
死
に
お
け
る
苦
が
説

か
れ
る
。

11　
「
越
中
国
光
明
房
へ
つ
か
は
す
御
返
事
」『
昭
法
全
』
五
三
八
頁
。

12　

こ
の
他
、「
往
生
大
要
抄
」『
昭
法
全
』
五
六
頁
、「
七
箇
條
の
起
請
文
」

『
昭
法
全
』
八
一
五
頁
、「
念
仏
大
意
」『
昭
法
全
』
四
一
二
頁
、「
浄
土
宗
略

抄
」『
昭
法
全
』
六
○
四
頁
、「
要
義
問
答
」『
昭
法
全
』
六
一
三
頁
、「
一
百

四
十
五
箇
條
問
答
」『
昭
法
全
』
六
六
六
頁
、「
登
山
状
」『
昭
法
全
』
四
一

七
、
四
一
八
頁
、「
念
仏
往
生
義
」『
昭
法
全
』
六
九
一
頁
、「
御
消
息
」『
昭

法
全
』
五
七
五
頁
及
び
「
往
生
浄
土
用
心
」『
昭
法
全
』
五
五
六
頁
に
も
生

に
お
け
る
苦
が
説
か
れ
る
。

13　
「
要
義
問
答
」『
昭
法
全
』
六
一
三
頁
。

14　

苦
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
四
苦
八
苦
や
無
常
と
い
っ
た
、
専
修
念
仏
を
し

な
い
場
合
に
蒙
る
苦
と
共
通
す
る
も
の
も
あ
る
。
生
に
お
け
る
苦
に
つ
い
て

も
同
様
で
あ
る
。

15　
「
正
如
房
へ
つ
か
は
す
御
文
」『
昭
法
全
』
五
四
五
頁
。

16　

こ
の
他
、「
浄
土
宗
略
抄
」『
昭
法
全
』
五
九
六
、
六
○
四
頁
、「
大
胡
太

郎
実
秀
へ
つ
か
は
す
御
返
事
」『
昭
法
全
』
五
二
一
頁
、「
黒
田
の
聖
人
へ
つ

か
は
す
御
文
」『
昭
法
全
』
五
○
○
頁
、「
正
如
房
へ
つ
か
は
す
御
文
」『
昭

法
全
』
五
四
○
、
五
四
七
頁
、「
十
二
の
問
答
」『
昭
法
全
』
六
三
七
頁
、

「
十
二
箇
條
の
問
答
」『
昭
法
全
』
六
七
四
頁
、「
一
百
四
十
五
箇
條
問
答
」

『
昭
法
全
』
六
六
六
、
六
六
八
頁
、「
念
仏
往
生
義
」『
昭
法
全
』
六
九
一
頁

及
び
「
御
消
息
」『
昭
法
全
』
五
七
五
頁
に
も
死
に
お
け
る
楽
が
説
か
れ
る
。

17　
「
往
生
浄
土
用
心
」『
昭
法
全
』
五
六
三
頁
。

18　

こ
の
他
、「
三
部
経
釈
」『
昭
法
全
』
三
二
頁
、「
諸
人
伝
説
の
詞
」『
昭
法

全
』
四
六
七
頁
及
び
「
往
生
浄
土
用
心
」『
昭
法
全
』
五
六
四
頁
に
も
死
に

お
け
る
苦
が
説
か
れ
る
。
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19　

本
稿
で
検
討
し
た
法
語
の
中
で
唯
一
、
専
修
念
仏
を
す
る
場
合
に
死
を
苦

の
み
だ
と
捉
え
る
法
語
が
「
諸
人
伝
説
の
詞
」『
昭
法
全
』
四
六
七
頁
の
乗

願
へ
の
言
葉
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
詳
論
は
し
な
い
が
専
修
念
仏
に

よ
る
死
生
の
価
値
観
の
転
換
を
考
慮
し
て
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。

20　

こ
の
他
、「
三
部
経
釈
」『
昭
法
全
』
三
二
頁
及
び
「
往
生
浄
土
用
心
」

『
昭
法
全
』
五
六
四
頁
に
も
説
か
れ
る
。

21　
「
往
生
浄
土
用
心
」『
昭
法
全
』
五
六
三
頁
。

22　

法
然
の
臨
終
観
の
特
徴
で
あ
る
、
臨
終
に
お
け
る
「
正
念
→
来
迎
」
と
い

う
認
識
か
ら
「
来
迎
→
正
念
」
と
い
う
認
識
へ
の
転
換
に
つ
い
て
は
、
先
学

に
お
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
（
例
え
ば
丸
山
博
正
「
臨
終
と

来
迎
―
臨
終
行
儀
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
仏
教
文
化
学
会
紀
要
』
第
一
号
、
仏

教
文
化
学
会
、
一
九
九
二
年
））。

23　
「
三
部
経
釈
」『
昭
法
全
』
三
二
頁
。

24　

こ
の
他
、「
三
部
経
釈
」『
昭
法
全
』
三
二
頁
、「
念
仏
往
生
要
義
抄
」『
昭

法
全
』
六
八
七
頁
、「
浄
土
宗
略
抄
」『
昭
法
全
』
六
○
四
頁
、「
十
二
の
問

答
」『
昭
法
全
』
六
四
○
頁
、「
十
二
箇
條
の
問
答
」『
昭
法
全
』
六
七
四
、

六
七
八
頁
、「
諸
人
伝
説
の
詞
」『
昭
法
全
』
四
六
一
頁
、「
念
仏
往
生
義
」

『
昭
法
全
』
六
九
一
頁
及
び
「
往
生
浄
土
用
心
」『
昭
法
全
』
五
六
○
頁
に
も

生
に
お
け
る
楽
が
説
か
れ
る
。

25　
「
念
仏
往
生
義
」『
昭
法
全
』
六
九
二
頁
。

26　

こ
の
他
、「
浄
土
宗
略
抄
」『
昭
法
全
』
六
○
四
頁
、「
正
如
房
へ
つ
か
は

す
御
文
」『
昭
法
全
』
五
四
○
、
五
四
七
頁
、「
禅
勝
房
に
し
め
す
御
詞
」

『
昭
法
全
』
四
六
四
頁
、「
十
二
箇
條
の
問
答
」『
昭
法
全
』
六
七
八
、
六
八

○
頁
、「
一
百
四
十
五
箇
條
問
答
」『
昭
法
全
』
六
六
六
頁
、「
津
戸
三
郎
へ

つ
か
は
す
御
返
事
」『
昭
法
全
』
五
五
五
頁
及
び
「
念
仏
往
生
義
」『
昭
法

全
』
六
九
○
、
六
九
二
頁
に
も
生
に
お
け
る
苦
が
説
か
れ
る
。

27　

大
河
内
大
博
「
法
然
浄
土
教
に
お
け
る
生
死
観
（
一
）
―
「
生
」
の
視
座

を
中
心
と
し
て
―
」（『
仏
教
福
祉
』
第
九
号
、
浄
土
宗
総
合
研
究
所
、
二
〇

〇
六
年
）
七
八
頁
。

28　
「
浄
土
宗
略
抄
」『
昭
法
全
』
六
○
五
頁
。

〔
付
記
〕

本
稿
の
執
筆
に
当
た
っ
て
、
第
六
五
回
浄
土
宗
総
合
学
術
大
会
に
お
い
て
、

曽
根
宣
雄
氏
か
ら
法
然
の
臨
終
観
の
特
徴
等
、
貴
重
な
ご
指
摘
を
い
た
だ
い

た
。
こ
こ
に
感
謝
の
意
を
表
す
る
。
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凡
夫
の
自
覚
攷
―
法
然
の
十
八
願
釈
に
お
け
る
三
心
理
解
を
踏
ま
え
て
―

曽　

根　

宣　

雄

一
、
は
じ
め
に

　

法
然
上
人
（
以
下
、
祖
師
の
敬
称
を
略
す
）
の
法
語
類
に
お
い
て
、

凡
夫
の
自
覚
に
関
す
る
説
示
は
数
多
く
見
ら
れ
る
。「
三
学
非
器
」

及
び
「
信
機
」
は
代
表
的
な
も
の
で
あ
り
、
先
学
に
よ
っ
て
両
者
の

相
違
に
つ
い
て
も
論
究
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
『
諸
人
伝
説
の
詞
』
に

お
い
て
は
「
ま
さ
に
知
る
べ
し
、
聖
道
門
の
修
行
は
智
慧
を
極
め
て

生
死
を
離
れ
、
浄
土
門
の
修
行
は
愚
痴
に
還
り
て
極
楽
に
生
ま
る
（
（
（

」

と
述
べ
ら
れ
、
浄
土
門
に
お
い
て
は
、
お
ご
り
を
捨
て
去
り
凡
夫
の

自
覚
を
有
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
凡
夫

の
自
覚
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
こ
そ
が
浄
土
宗
の
眼
目
で
あ
る
と
す
る

こ
と
に
つ
い
て
否
定
す
る
見
解
は
な
い
だ
ろ
う
。
で
は
、
な
ぜ
凡
夫

の
自
覚
が
必
要
な
の
だ
ろ
う
か
、
そ
し
て
そ
の
理
論
的
な
根
拠
が
ど

こ
に
あ
る
と
捉
え
る
べ
き
な
の
だ
ろ
う
か
。
今
回
は
、
こ
の
問
題
に

つ
い
て
愚
考
し
て
み
た
い
。

二
、
凡
夫
と
阿
弥
陀
仏
の
関
係

　

法
然
浄
土
教
に
お
い
て
は
、「
阿
弥
陀
仏
＝
救
済
者
・
凡
夫
＝
被

救
済
者
」「
極
楽
浄
土
＝
願
生
の
場
・
娑
婆
＝
厭
う
場
」
と
い
う
構

造
が
あ
り
、
そ
れ
を
田
村
芳
朗
氏
は
「
相
対
的
二
元
論
（
而
二
相

対
）」
と
い
う
語
で
説
明
さ
れ
た
（
（
（

。
ま
た
、
凡
夫
と
阿
弥
陀
仏
の
関

係
性
に
つ
い
て
は
、
西
川
知
雄
氏
が
「
二
種
深
信
」
に
基
づ
き
重
要

な
考
察
を
行
っ
て
い
る
。

　

本
来
「
仏
性
」
を
も
つ
わ
れ
わ
れ
人
間
が
、
な
ぜ
「
凡
夫
」

で
あ
る
の
か
。
一
体
浄
土
教
は
、
な
ぜ
人
間
を
「
仏
性
」
的
存

在
か
ら
「
凡
夫
」
的
存
在
へ
と
貶
し
め
よ
う
と
す
る
の
か
。

　

人
間
が
本
有
仏
性
で
あ
る
か
本
無
仏
性
で
あ
る
か
を
、
客
観

的
立
場
か
ら
規
定
す
る
な
ら
ば
、
人
間
は
確
か
に
本
有
仏
性
で
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あ
る
。
し
か
し
、
人
間
に
対
し
て
客
観
的
立
場
に
立
ち
、
人
間

は
本
有
仏
性
で
あ
る
と
規
定
し
う
る
の
は
、
法
辺
（
仏
辺
）
に

於
て
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
人
間
は
本
有
仏
性
で
あ
る
」
と

云
い
え
る
の
は
、
仏
の
立
場
か
ら
人
間
を
見
た
場
合
に
お
い
て

で
あ
る
。
仏
か
ら
見
れ
ば
人
間
は
す
べ
て
仏
性
を
も
つ
存
在
で

あ
ろ
う
。
し
か
し
、
人
間
の
立
場
に
立
っ
て
人
間
を
見
て
、

「
人
間
は
本
有
仏
性
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
は
高
慢
に
外
な
ら

な
い
。
―
中
略
―
浄
土
教
に
お
い
て
は
、
人
間
は
「
自
己
の
仏

性
」
を
自
覚
す
る
こ
と
に
よ
り
仏
（
正
覚
）
か
ら
遠
ざ
か
り
、

「
自
己
の
凡
夫
性
」
を
自
覚
す
る
こ
と
に
よ
り
仏
（
正
覚
）
へ

と
近
づ
く
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
自
己
の
凡
夫
性
の
自
覚
は
、
そ
の
自
覚
が
深
め
ら

れ
徹
底
す
れ
ば
、
自
己
の
仏
性
へ
の
絶
望
へ
と
達
す
る
。
人
間

の
側
に
お
い
て
、
人
間
が
自
己
の
仏
性
に
絶
望
し
た
ま
さ
に
そ

の
と
き
、
仏
の
側
に
お
い
て
は
人
間
の
仏
性
の
真
の
開
発
が
始

ま
る
の
で
あ
る
。
―
中
略
―
し
か
し
、
こ
こ
で
云
う
「
絶
望
」

と
は
、
人
間
で
あ
る
こ
と
を
絶
望
す
る
こ
と
で
は
な
い
。
自
力

に
よ
る
自
己
の
仏
性
の
開
発
に
絶
望
す
る
こ
と
で
あ
り
、
む
し

ろ
自
己
の
人
間
で
あ
る
こ
と
を
「
信
ず
る
」
こ
と
で
あ
る
。
浄

土
教
で
は
か
か
る
「
絶
望
」
を
「
信
機
」
と
し
て
表
現
す
る
。

信
機
と
は
、
自
己
に
仏
性
開
発
の
期
な
き
こ
と
（
出
離
の
縁
な

き
こ
と
）
を
「
信
ず
る
」
こ
と
で
あ
る
（
（
（

。

　

こ
の
西
川
氏
の
指
摘
は
、

　
　
「
自
己
の
仏
性
」
の
自
覚
＝
仏
（
正
覚
）
か
ら
遠
ざ
か
る
。

　
　
「
自
己
の
凡
夫
性
」
の
自
覚
＝
仏
（
正
覚
）
に
近
づ
く
。

と
い
う
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
凡
夫
の
自
覚
と
阿
弥
陀
仏
と
凡

夫
の
関
係
（
仏
凡
の
関
係
）
構
造
を
考
え
る
上
で
重
要
な
意
味
を
持

っ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

三
、「
三
学
非
器
」
と
「
信
機
」
に
関
す
る
先
行
研
究

　
「
三
学
非
器
」
と
「
信
機
」
が
共
に
凡
夫
の
自
覚
で
あ
り
な
が
ら
、

相
違
す
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
の
は
藤
堂
恭
俊
氏
で
あ
り
、
そ
れ
を

踏
ま
え
て
論
を
展
開
さ
れ
た
の
が
林
田
康
順
氏
で
あ
る
。

【
藤
堂
恭
俊
氏
の
指
摘
】

　
　

三
学
非
器
＝
菩
薩
道
実
践
上
の
凡
夫
の
自
覚

信
機
＝
阿
弥
陀
仏
の
光
明
に
照
ら
し
出
さ
れ
る
、
宗
教
経
験
上

の
凡
夫
の
自
覚
（
（
（

【
林
田
康
順
氏
の
指
摘
】

三
学
非
器
＝
「
あ
の
人
は
悟
り
を
開
け
た
の
に
自
分
は
悟
り
を

開
け
な
い
」
＝
相
対
的
な
人
間
観
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信
機
＝
「
阿
弥
陀
仏
か
ら
み
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
人
間
も
所
詮

み
な
凡
夫
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
深
い
自
己
内
省
」

�

＝
絶
対
的
な
人
間
観
（
（
（

　

こ
の
う
ち
、
藤
堂
氏
の
考
察
は
、
浄
土
門
帰
入
以
前
と
帰
入
以
後

を
、
菩
薩
道
実
践
上
の
凡
夫
の
自
覚
と
宗
教
経
験
上
の
凡
夫
の
自
覚

の
相
違
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
も
の
で
あ
り
、
林
田
氏
の
考
察
は

帰
入
以
前
と
帰
入
以
後
を
救
済
者
阿
弥
陀
仏
の
視
点
の
有
無
に
よ
っ

て
相
違
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
こ
う
い

っ
た
先
行
研
究
を
踏
ま
え
な
が
ら
さ
ら
に
プ
ラ
ス
で
き
る
内
容
に
つ

い
て
考
え
て
み
た
い
。

四
、
三
学
非
器
と
信
機
の
再
考
察

　

深
心
（
二
種
深
信
）
は
、
信
機
信
法
の
形
で
説
か
れ
て
い
る
。

『
選
択
集
』
の
第
八
章
に
は
、
次
の
様
に
説
か
れ
て
い
る
。

深
心
と
言
う
は
、
す
な
わ
ち
こ
れ
深
く
信
ず
る
の
心
な
り
。
ま

た
二
種
有
り
。
一
つ
に
は
決
定
し
て
、
深
く
自
身
は
現
に
こ
れ

罪
悪
生
死
の
凡
夫
、
曠
劫
よ
り
已
来
常
に
没
し
、
常
に
流
転
し

て
、
出
離
の
縁
有
る
こ
と
無
し
と
信
ず
。
二
つ
に
は
決
定
し
て
、

深
く
彼
の
阿
弥
陀
仏
四
十
八
願
を
も
っ
て
、
衆
生
を
摂
受
し
た

ま
う
。
疑
い
な
く
慮
い
な
く
、
彼
の
願
力
に
乗
じ
て
、
定
ん
で

往
生
を
得
と
信
ず
（
（
（

。

　

す
な
わ
ち
、
信
機
と
は
、
決
定
し
て
、
深
く
自
身
は
現
に
罪
悪
生

死
の
凡
夫
で
あ
り
、
曠
劫
よ
り
こ
の
か
た
常
に
没
し
、
常
に
流
転
し

て
、
出
離
の
縁
あ
る
こ
と
な
し
と
信
ず
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
凡
夫

の
自
覚
に
立
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
に
依
る
以
外
に

生
死
解
脱
の
道
は
な
い
と
確
信
し
て
信
法
へ
移
行
す
る
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
信
機
が
な
け
れ
ば
、
き
ち
ん
と
信
法
に
進
む
こ
と
な
く
、
自

ら
の
煩
悩
や
罪
悪
に
よ
っ
て
本
願
力
に
疑
い
が
生
じ
る
こ
と
に
な
っ

て
し
ま
う
。
法
然
の
『
浄
土
宗
略
抄
』
に
は
、

こ
の
釈
の
意
は
、
始
め
に
我
が
身
の
程
を
信
じ
て
後
に
は
仏
の

誓
を
信
ず
る
な
り
。
後
の
信
心
の
た
め
に
始
め
の
信
を
ば
挙
ぐ

る
な
り
。
そ
の
故
は
往
生
を
願
わ
ん
諸
の
人
、
弥
陀
の
本
願
の

念
仏
を
申
し
な
が
ら
、
我
が
身
貪
欲
瞋
恚
の
煩
悩
を
も
起
し
、

十
悪
破
戒
の
罪
悪
を
も
造
る
に
恐
れ
て
、
濫
り
に
我
が
身
を
軽

し
め
て
却
り
て
仏
の
本
願
を
疑
う
。
善
導
は
予
て
こ
の
疑
い
を

鑑
み
て
二
つ
の
信
心
の
様
を
挙
げ
て
、
我
ら
が
ご
と
き
の
煩
悩

を
も
起
し
罪
を
も
造
る
凡
夫
な
り
と
も
、
深
く
弥
陀
の
本
願
を

仰
ぎ
て
念
仏
す
れ
ば
、
十
声
一
声
に
至
る
ま
で
決
定
し
て
往
生

す
る
旨
を
釈
し
た
ま
え
り
。
ま
こ
と
に
始
め
の
我
が
身
を
信
ず

る
様
を
釈
し
た
ま
わ
ざ
り
せ
ば
、
我
ら
が
心
ば
え
の
あ
り
さ
ま
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に
て
は
い
か
に
念
仏
申
す
と
も
か
の
仏
の
本
願
に
契
い
難
く
、

今
一
念
十
念
に
往
生
す
る
と
い
う
は
煩
悩
を
も
起
さ
ず
罪
を
も

造
ら
ぬ
め
で
た
き
人
に
て
こ
そ
あ
る
ら
め
、
我
ら
ご
と
き
の
輩

に
て
は
よ
も
あ
ら
じ
、
な
ん
ど
身
の
程
思
い
知
ら
れ
て
往
生
も

憑
み
難
き
ま
で
危
う
く
覚
え
な
ま
し
に
、
こ
の
二
つ
の
信
心
を

釈
し
た
ま
い
た
る
事
い
み
じ
く
身
に
染
み
て
思
う
べ
き
な
り
（
（
（

。

と
示
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
深
心
（
二
種
深
信
）
は
「
信
機
―

始
め
に
我
が
身
の
程
を
信
じ
る
」「
信
法
―
後
に
仏
の
誓
い
を
信
じ

る
」
と
い
う
関
係
に
あ
る
。
も
し
信
機
が
存
在
せ
ず
に
信
法
の
み
で

あ
る
な
ら
ば
、
阿
弥
陀
仏
の
救
い
の
対
象
が
「
出
離
の
縁
の
無
い
罪

悪
生
死
の
凡
夫
」
で
あ
る
こ
と
を
信
じ
る
こ
と
と
な
ら
ず
、
し
い
て

は
本
願
に
対
す
る
疑
い
と
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
信

機
信
法
は
、
念
仏
衆
生
の
浄
土
往
生
の
た
め
に
発
す
心
と
し
て
、
非

常
に
重
要
な
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
信
機
信
法
は
、
念
仏
衆
生
に
お
い
て
大
切
な
も
の
で

あ
る
が
、
一
方
で
次
の
様
な
疑
問
が
生
じ
る
こ
と
な
る
。
念
仏
行

（
起
行
）
は
『
選
択
集
』
第
三
章
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
阿
弥
陀
仏
に

よ
っ
て
選
択
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
第
十
八
願
に
明
示
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
阿
弥
陀
仏
が
定
め
た
も
の
で
あ
り
、
凡
夫
に
対
す
る
要

請
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
三
心
（
安
心
）
は
、

『
観
無
量
寿
経
』
に
「
も
し
衆
生
あ
っ
て
か
の
国
に
生
ぜ
ん
と
願
せ

ば
、
三
種
の
心
を
発
す
べ
し
。
す
な
わ
ち
往
生
す
。
何
等
を
か
三
と

す
。
一
つ
に
は
至
誠
心
、
二
つ
に
は
深
心
、
三
つ
に
は
回
向
発
願
心

な
り
。
三
心
を
具
す
る
者
は
、
必
ず
か
の
国
に
生
ず
（
（
（

」
と
説
か
れ
る

も
の
の
こ
れ
は
釈
尊
の
説
示
で
あ
り
、『
無
量
寿
経
』
中
の
四
十
八

願
に
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
阿
弥
陀
仏
が
定
め
た
も
の
で
は
な

い
の
か
と
い
う
問
題
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
問
題
に
つ
い
て
法
然
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
の
だ
ろ
う

か
。『
七
箇
条
の
起
請
文
』
に
は
、

三
心
少
け
ば
往
生
し
そ
う
ろ
う
な
ん
や
と
申
す
事
極
め
た
る
不

審
に
て
そ
う
ら
え
ど
も
、
こ
れ
は
阿
弥
陀
仏
の
法
蔵
菩
薩
の
昔
、

五
劫
の
間
夜
昼
心
を
砕
き
て
案
じ
立
て
て
成
就
せ
さ
せ
た
ま
い

た
る
本
願
の
三
心
な
れ
ば
、
徒
徒
し
く
い
う
べ
き
事
に
あ
ら
ず
。

い
か
に
無
智
な
ら
ん
者
も
こ
れ
を
具
し
、
三
心
の
名
を
知
ら
ぬ

者
に
て
も
必
ず
空
に
具
せ
ん
ず
る
様
を
設
ら
せ
た
ま
い
た
る
三

心
な
れ
ば
、
阿
弥
陀
を
憑
み
た
て
ま
つ
り
て
少
し
も
疑
う
心
な

く
し
て
こ
の
名
号
を
称
う
れ
ば
、
阿
弥
陀
仏
必
ず
我
を
迎
え
て

極
楽
に
往
か
せ
た
ま
う
と
聞
き
て
、
こ
れ
を
深
く
信
じ
て
少
し

も
疑
う
心
な
く
迎
え
さ
せ
た
ま
え
と
思
い
て
念
仏
す
れ
ば
、
こ

の
心
が
す
な
わ
ち
三
心
具
足
の
心
に
て
あ
れ
ば
、
た
だ
ひ
ら
に
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信
じ
て
だ
に
も
念
仏
す
れ
ば
す
ず
ろ
に
三
心
は
あ
る
な
り
（
（
（

。

と
示
さ
れ
て
い
る
。
法
然
は
、
三
心
と
は
阿
弥
陀
仏
が
五
劫
思
惟
の

上
、
一
切
衆
生
を
救
済
す
る
た
め
に
本
願
に
お
い
て
定
め
た
も
の
で

あ
っ
て
、
凡
夫
で
あ
る
私
達
が
そ
れ
に
対
し
て
具
足
で
き
る
と
か
で

き
な
い
と
い
っ
た
思
慮
分
別
を
加
え
る
べ
き
は
な
い
の
で
あ
る
と
い

う
。
そ
し
て
、
阿
弥
陀
仏
が
、
無
智
な
る
者
も
、
三
心
の
名
を
知
ら

な
い
者
も
具
足
で
き
る
よ
う
に
と
お
考
え
に
な
っ
た
上
で
設
け
て
く

だ
さ
っ
た
の
が
三
心
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
こ
に
お
い
て
は
、
本

願
の
三
心
（
本
願
で
定
め
ら
れ
た
三
心
）
と
い
う
解
釈
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
。

　

ま
た
注
目
さ
れ
る
の
が
『
要
義
問
答
』
の
説
示
で
あ
る
。
十
八
願

と
三
心
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
。

阿
弥
陀
仏
の
本
願
の
文
に
「
も
し
我
れ
仏
を
得
た
ら
ん
に
、
十

方
の
衆
生
、
至
心
に
、
信
楽
し
て
、
我
が
国
に
生
ぜ
ん
と
欲
し

て
、
乃
至
十
念
せ
ん
に
、
も
し
生
ぜ
ず
ん
ば
正
覚
を
取
ら
じ
」

と
い
う
。
こ
の
文
に
至
心
と
い
う
は
『
観
経
』
に
明
か
す
と
こ

ろ
の
三
心
の
中
の
至
誠
心
に
当
た
れ
り
。
信
楽
と
い
う
は
深
心

に
当
た
れ
り
。
欲
生
我
国
は
廻
向
発
願
心
に
当
た
れ
り
（
（1
（

。

　

こ
こ
で
法
然
は
第
十
八
願
文
に
つ
い
て
「
至
心
＝
至
誠
心
・
信
楽

＝
深
心
・
欲
生
我
国
＝
廻
向
発
願
心
」
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

て
い
る
。
す
な
わ
ち
『
要
義
問
答
』
に
お
い
て
は
「
三
心
」
は
阿
弥

陀
仏
が
本
願
で
定
め
ら
れ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（
（1
（

。

　

こ
う
い
っ
た
説
示
か
ら
は
、
念
仏
行
（
起
行
）
の
み
な
ら
ず
、
三

心
（
安
心
）
も
ま
た
阿
弥
陀
仏
に
よ
っ
て
選
択
さ
れ
定
め
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
と
い
う
法
然
の
解
釈
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
た

が
っ
て
、「
信
機
」
に
示
さ
れ
る
「
出
離
の
縁
の
無
い
罪
悪
生
死
の

凡
夫
」
と
い
う
自
覚
は
、
阿
弥
陀
仏
に
よ
っ
て
衆
生
に
要
請
さ
れ
た

も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

五
、
お
わ
り
に

　

本
発
表
で
は
、
凡
夫
の
自
覚
の
必
要
性
と
そ
の
理
論
的
根
拠
を
明

確
に
す
る
た
め
、
次
の
二
点
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

⑴
西
川
氏
の
指
摘
す
る
仏
凡
の
関
係
の
構
造
論
に
付
加
で
き
る
こ

と
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

⑵
先
行
研
究
の
「
三
学
非
器
」
と
「
信
機
」
の
説
明
に
つ
い
て
付

加
で
き
る
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

法
然
は
『
七
箇
条
の
起
請
文
』
に
お
い
て
「
本
願
の
三
心
」
と
い

う
説
明
を
な
し
て
い
る
。
そ
し
て
『
要
義
問
答
』
に
お
い
て
は
「
至

心
＝
至
誠
心
・
信
楽
＝
深
心
・
欲
生
我
国
＝
廻
向
発
願
心
」
と
い
う

法
然
独
自
の
重
要
な
解
釈
が
見
ら
れ
る
。
四
十
八
願
の
第
十
八
願
に
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は
念
仏
往
生
の
本
願
が
示
さ
れ
、
法
然
は
『
選
択
集
』
第
三
章
に
お

い
て
阿
弥
陀
仏
の
選
択
と
し
て
「
選
捨
―
諸
行
・
選
取
―
念
仏
」
を

示
し
、「
念
仏
＝
阿
弥
陀
仏
が
選
択
し
た
往
生
行
」
で
あ
る
こ
と
を

明
示
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
『
無
量
寿
経
』
の
文
面
上
は
、
四
十
八

願
中
に
信
（
三
心
）
に
つ
い
て
の
願
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、

『
観
無
量
寿
経
』
に
お
け
る
釈
尊
の
説
示
の
み
と
な
っ
て
し
ま
う
。

こ
の
問
題
を
解
決
し
た
の
が
『
七
箇
条
の
起
請
文
』
の
「
本
願
の
三

心
」
と
い
う
、
三
心
は
阿
弥
陀
仏
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
も
の
と
い

う
説
示
や
、『
要
義
問
答
』
に
見
ら
れ
る
「
至
心
＝
至
誠
心
・
信
楽

＝
深
心
・
欲
生
我
国
＝
廻
向
発
願
心
」
と
い
う
説
示
で
あ
る
。『
選

択
集
』
の
中
に
は
、
同
様
の
説
示
は
見
ら
れ
な
い
が
、
法
然
教
学
の

大
切
な
内
容
と
し
て
受
け
止
め
て
良
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
法

然
は
三
心
具
足
の
念
仏
に
つ
い
て
「
名
号
を
唱
う
れ
ば
、
三
心
自
か

ら
具
足
す
る
な
り
（
（1
（

（『
つ
ね
に
仰
せ
ら
れ
け
る
御
詞
』）「
人
目
を
飾

ら
ず
し
て
往
生
の
業
を
相
続
す
れ
ば
自
然
に
三
心
は
具
足
す
る
な
り
（
（1
（

（『
諸
人
伝
説
の
詞
』）
等
の
語
を
残
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
理
論

的
根
拠
は
、
一
切
衆
生
を
平
等
に
往
生
せ
し
め
る
た
め
の
本
願
に
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
三
心
具
足
の
念
仏
が
易
行
易
修

で
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
こ
と
に
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
「
三
心
＝
阿
弥
陀
仏
の
選
定
」
と
す
る
な
ら
ば
、
深
心

（
二
種
深
信
）
の
信
機
・
信
法
も
ま
た
阿
弥
陀
仏
に
よ
っ
て
定
め
ら

れ
た
こ
と
に
な
る
。
先
に
引
用
し
た
「
始
め
に
我
が
身
の
程
を
信
じ

て
後
に
は
仏
の
誓
を
信
ず
る
な
り
。
後
の
信
心
の
た
め
に
始
め
の
信

を
ば
挙
ぐ
る
な
り
」
と
い
う
内
容
も
阿
弥
陀
仏
の
要
請
で
あ
る
と
受

け
止
め
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
本
論
に
関
連
し
て
言

う
な
ら
ば
、
信
機
に
お
い
て
示
さ
れ
る
凡
夫
の
自
覚
は
、
他
な
ら
ぬ

阿
弥
陀
仏
の
要
請
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
点
よ
り
、
西
川
氏
の
「
仏
性
の
自
覚
＝
仏
（
正
覚
）
か
ら

遠
ざ
か
る
」
と
い
う
仏
凡
の
関
係
論
に
関
し
て
は
、「
信
機
（
凡
夫

の
自
覚
）
こ
そ
が
、
阿
弥
陀
仏
の
要
請
で
あ
る
」
と
い
う
内
容
を
プ

ラ
ス
す
る
と
共
に
、
要
請
に
基
づ
く
故
に
「
信
機
は
阿
弥
陀
仏
の
意

に
適
う
こ
と
で
あ
る
」
と
い
う
内
容
を
プ
ラ
ス
す
る
こ
と
が
で
き
る

だ
ろ
う
。

　

ま
た
、「
三
学
非
器
」
と
「
信
機
」
に
つ
い
て
は
、
前
述
し
た
藤

堂
氏
、
林
田
氏
の
指
摘
に
基
づ
き
つ
つ
、

三
学
非
器
＝
阿
弥
陀
仏
の
要
請
に
基
づ
か
な
い
凡
夫
の
自
覚

信
機
＝
阿
弥
陀
仏
の
要
請
に
基
づ
く
凡
夫
の
自
覚

と
い
う
内
容
を
プ
ラ
ス
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
浄
土

門
帰
入
後
の
凡
夫
の
自
覚
で
あ
る
信
機
は
、
他
な
ら
ぬ
阿
弥
陀
仏
に

よ
っ
て
要
請
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
浄
土
往
生
を
願
う
者
に
と



─ 143 ─

っ
て
は
阿
弥
陀
仏
の
本
願
に
違
背
し
な
い
た
め
に
も
重
要
な
意
味
を

持
つ
の
で
あ
る
。
三
心
が
阿
弥
陀
仏
の
十
八
願
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
故
に
、「
信
機
―
始
め
に
我
が
身
の
程
を
信
じ
る
」

と
い
う
凡
夫
の
自
覚
は
浄
土
往
生
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
こ
と
と

な
る
の
で
あ
る
。

1　
『
聖
典
』
四
・
四
八
一
頁

2　

田
村
芳
朗
『
鎌
倉
新
仏
教
思
想
の
研
究
』（
平
楽
寺
書
店
・
一
九
六
五
年
）

一
八
五
頁
参
照

3　

西
川
知
雄
『
法
然
浄
土
教
の
哲
学
的
解
明
』（
山
喜
房
仏
書
林
・
一
九
七

三
年
）
一
〇
五
頁
～
一
〇
六
頁

4　

藤
堂
恭
俊
『
法
然
上
人
研
究
』（
山
喜
房
仏
書
林
・
一
九
八
三
年
）
三
八

頁
5　

林
田
康
順
『
現
代
人
に
お
け
る
法
然
上
人
の
受
け
と
め
方
』（
大
阪
教
区

布
教
師
会
・
二
〇
〇
三
年
）
一
〇
一
～
一
〇
二
頁

6　
『
聖
典
』
二
・
一
四
〇
～
一
四
一
頁

7　
『
聖
典
』
四
・
三
五
六
頁

8　
『
聖
典
』
一
・
三
〇
五
～
六
頁

9　
『
聖
典
』
四
・
三
三
八
頁

10　
『
聖
典
』
四
・
三
八
九
頁

11　

丸
山
博
正
『
法
然
上
人
の
信
仰
と
深
ま
り
』（
ノ
ン
ブ
ル
社
・
二
〇
一
六

年
）
一
四
四
頁
参
照

12　
『
聖
典
』
六
・
二
八
一
頁

13　
『
聖
典
』
四
・
四
七
七
頁
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黒
田
眞
洞
の
思
想　
―
普
寂
に
つ
い
て
の
言
及
の
考
察
―

鷹　

司　

誓　

榮

黒
田
眞
洞
の
普
寂
に
つ
い
て
の
言
及
を
取
り
上
げ
る
理
由　

　

黒
田
眞
洞
が
一
八
九
三
年
の
シ
カ
ゴ
万
国
宗
教
会
議
に
際
し
て
著

し
た
『
大
乗
仏
教
大
意
』
の
西
欧
へ
の
影
響
は
大
き
く
、
そ
の
中
で

も
第
五
章
「
万
法
唯
心
」
は
、
マ
ッ
ク
ス
・
ミ
ュ
ラ
ー
他
多
数
の
学

者
の
文
献
に
引
用
さ
れ
た
。
当
時
は
科
学
と
宗
教
の
対
立
に
つ
い
て

の
議
論
さ
れ
た
時
代
で
あ
り
、
黒
田
の
著
書
は
そ
の
対
立
を
解
く
鍵

の
役
割
を
担
っ
た
。

　

普
寂
（
（
（

は
宝
永
四
年
生
ま
れ
の
華
厳
学
・
性
相
学
で
高
名
な
浄
土
律

僧
で
あ
り
、
五
七
歳
で
浄
土
律
院
長
泉
院
住
職
と
な
り
、
増
上
寺
な

ど
で
講
義
を
行
っ
た
。
富
永
仲
基
と
な
ら
び
、
仏
教
思
想
近
代
化
の

端
緒
を
拓
ひ
ら
い
た
思
想
家
で
あ
る
。
釈
尊
復
古
を
目
指
し
三
学
均

修
を
提
唱
し
、
当
時
の
排
仏
論
、
須
弥
山
説
批
判
や
大
乗
非
仏
説
に

対
し
、
独
自
の
護
法
論
を
述
べ
、
彼
の
説
は
明
治
時
代
に
お
け
る
村

上
専
精
の
思
想
的
基
盤
と
な
っ
た
。
没
後
、
異
端
と
し
て
否
定
さ
れ

る
一
方
で
、
近
代
仏
教
学
に
お
い
て
高
く
評
価
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。

　

こ
こ
で
黒
田
真
洞
の
浄
土
律
僧
で
あ
る
普
寂
へ
の
言
及
を
取
り
上

げ
る
理
由
は
、
黒
田
の
思
想
を
介
し
、
浄
土
律
に
関
わ
る
思
想
に
現

在
に
通
じ
る
流
れ
が
あ
り
、
一
貫
し
た
系
譜
を
有
し
て
い
る
事
を
確

認
し
た
い
た
め
で
あ
る
。

『
通
俗
講
話 

仏
教
要
論
』
に
お
け
る
言
及

　

黒
田
の
仏
教
概
説
書
の
第
二
作
で
あ
る
『
仏
陀
の
光（

（
（

』
は
国
内
で

も
好
評
で
あ
っ
た
。
ま
た
『
仏
陀
の
光
』
は
「
仏
教
大
意
」
と
改
題

さ
れ
、
昭
和
六
年
に
浄
土
宗
典
刊
行
會
か
ら
発
行
さ
れ
た
『
浄
土
宗

教
學
大
系
』
第
一
巻
、
宗
義
編
の
第
一
章
と
し
て
全
文
掲
載
さ
れ
、

当
時
の
浄
土
宗
の
一
指
針
と
扱
わ
れ
て
い
た
。
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『
仏
陀
の
光
』
と
『
通
俗
講
話　

佛
教
要
論
』（
附
録
『
仏
陀
の
光
』）

の
表
紙

　

　
　
　
　
　

　

明
治
四
十
年
に
は
黒
田
の
『
仏
陀
の
光
』
に
つ
い
て
の
講
義
録
で

あ
る
『
通
俗
講
話　

佛
教
要
論
』
が
鴻
盟
社
よ
り
出
版
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
中
に
於
て
黒
田
の
普
寂
に
つ
い
て
見
解
が
顕
著
に
示
さ
れ
る
言

及
が
あ
る
。
言
及
の
具
体
的
言
及
箇
所
を
次
に
引
用
す
る
。

五　

仏
陀
の
解
説（

（
（

仏
教
は
釈
迦
牟
尼
に
依
て
宣
伝
せ
ら
れ
て
起
っ
た
、
故
に
仏
教

と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
申
す
迄
も
な
い
、
そ
こ
で
釈
迦
牟

尼
仏
を
中
心
と
し
釈
迦
牟
尼
仏
を
本
尊
と
す
る
と
、
一
代
の
仏

教
皆
釈
迦
よ
り
流
れ
来
た
も
の
で
あ
る
。
然
に
古
来
、
ソ
ー
分

か
り
き
っ
た
る
事
柄
を
南
閻
浮
提
此
娑
婆
世
界
の
仏
教
は
印
度

出
興
の
釈
迦
が
根
本
で
あ
る
。
淨
飯
大
王
の
王
子
と
し
て
生
れ

た
其
仏
が
娑
婆
世
界
の
教
主
で
あ
り
、
本
尊
で
あ
る
と
大
層
力

を
籠
め
て
説
れ
た
人
も
あ
る
が
（
普
寂
師
の
類
）
時
弊
に
対
し

尤
の
事
で
あ
る
。
さ
て
今
日
の
有
様
は
如
何
、
浄
土
宗
真
宗
あ

た
り
で
は
弥
陀
経
に
依
り
弥
陀
を
唱
へ
弥
陀
を
本
尊
と
す
る
。

真
言
宗
で
は
大
日
経
に
依
り
大
日
如
来
を
本
尊
と
す
る
、
又
華

厳
経
は
釈
迦
の
説
法
で
は
な
い
廬
舎
那
仏
の
説
と
古
来
か
ら
云

て
居
る
。
仏
教
は
釈
迦
の
説
法
許
り
で
は
な
い
。
廬
舎
那
仏
、

弥
陀
、
大
日
の
教
法
あ
り
。
色
々
な
教
が
あ
る
。
そ
こ
で
此
の

娑
婆
世
界
の
仏
教
の
根
本 

仏
教
の
本
尊
は
却
て
釈
迦
牟
尼
仏

は
そ
っ
ち
退
け
で
あ
る
と
、
と
ん
だ
間
違
い
で
あ
る
。
浄
土
宗

真
宗
の
念
仏
宗
の
方
へ
這
入
る
と
釈
迦
は
そ
っ
ち
退
け
で
、
弥

陀
の
外
は
余
仏
余
菩
薩
と
云
て
見
向
き
も
せ
ぬ
。
真
宗
抔
で
は

釈
迦
の
降
誕
会
を
勤
め
ま
せ
ぬ
。
一
向
見
向
き
も
せ
ぬ
。
ど
う

も
弥
陀
本
尊
と
云
ふ
為
に
意
外
の
処
に
間
違
が
起
る
。
ソ
ー
云

ふ
有
様
で
す
か
ら
娑
婆
の
仏
教
中
心
本
尊
は
余
仏
で
な
い
釈
迦

で
あ
る
と
主
唱
し
た
の
は
尤
な
こ
と
で
あ
る
。
其
れ
は
浄
土
宗

真
宗
で
は
弥
陀
、
真
言
宗
で
は
大
日
、
華
厳
は
盧
遮
那
仏
と
云

ふ
如
き
は
そ
れ
ぞ
れ
各
々
教
義
の
あ
る
事
で
別
段
の
御
話
で
あ

る
。
兎
に
角
娑
婆
の
仏
教
と
し
て
は
釈
迦
が
本
尊
、
釈
迦
が
中

心
で
あ
る
。
最
も
力
を
籠
め
て
主
唱
す
る
は
古
来
よ
り
の
説
に

し
て
現
時
の
説
で
は
な
い
。
本
尊
は
釈
迦
牟
尼
仏
で
あ
る
。
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傍
線
部
「
普
寂
師
の
類
」
と
い
う
表
現
よ
り
、
普
寂
の
影
響
は
当

時
依
然
と
し
て
僧
侶
の
間
で
は
大
き
か
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
さ

ら
に
通
俗
講
話
と
い
う
こ
の
本
の
題
名
か
ら
す
れ
ば
、
僧
侶
以
外
の

一
般
の
人
々
に
も
あ
る
程
度
知
名
度
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

の
こ
と
は
西
村
玲
（
（
（

の
述
べ
る
よ
う
に
、
同
時
代
、
村
上
専
精
が
『
大

乗
仏
説
論
批
判
（
（
（

』
に
お
い
て
同
じ
く
近
世
浄
土
律
院
派
の
僧
侶
で
あ

る
敬
首
（
（
（

、
普
寂
が
歴
史
的
に
大
乗
仏
説
批
判
を
行
っ
て
い
る
僧
侶
で

あ
る
と
し
て
そ
の
概
要
を
掲
載
し
、
さ
ら
に
結
論
最
後
尾
に
お
い
て

普
寂
の
『
顕
揚
正
法
復
古
集
』
を
引
用
し
て
著
書
を
結
ん
で
い
る
。

ま
た
、
織
田
得
能
は
明
治
二
八
年
『
和
漢
高
僧
伝
』
下
巻
に
普
寂
伝

を
掲
載
し
、
更
に
こ
の
『
和
漢
高
僧
伝
』
よ
り
転
載
と
し
て
幸
田
露

伴
に
よ
る
『
日
本
史
伝
文
選
』
巻
下
（
（
（

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

三
田
村
鳶
魚
の
『
教
化
と
江
戸
文
学
（
（
（

』
に
も
普
寂
伝
の
掲
載
が
あ
る
。

普
寂
の
知
名
度
は
高
く
、
昭
和
初
期
ま
で
は
度
々
人
の
口
に
上
っ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

し
か
し
、
普
寂
を
代
表
と
す
る
よ
う
な
浄
土
律
僧
に
対
し
て
は
江

戸
時
代
か
ら
の
檀
林
、
官
僧
の
批
判
も
あ
り
、
又
、
明
治
五
年
の
太

政
官
布
告
百
三
十
三
等
の
政
府
の
介
入
に
依
り
、
戒
律
が
仏
教
者
の

手
か
ら
離
れ
た
影
響
も
あ
り
、
律
僧
の
業
績
は
次
第
に
語
ら
れ
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
と
考
え
る
。

　

か
か
る
普
寂
へ
の
言
及
か
ら
黒
田
に
も
大
乗
仏
説
批
判
に
見
る
よ

う
な
歴
史
的
な
思
想
の
発
展
経
過
を
冷
静
に
見
極
め
る
姿
勢
と
釈
尊

復
古
と
い
っ
た
姿
勢
を
見
る
事
が
出
来
る
と
い
え
る
。

『
三
聚
戒
弁
要
』
の
採
用

　

律
院
派
と
し
て
の
菩
薩
戒
解
説
と
し
て
の
普
寂
の
著
『
三
聚
戒
弁

要
』
が
、
黒
田
眞
洞
編
に
て
明
治
二
八
年
に
淨
土
宗
務
所
学
務
課
よ

り
出
版
さ
れ
て
い
る
。
当
時
の
尋
常
予
備
課
余
乗
教
科
書
（
（1
（

と
し
て
使

わ
れ
て
お
り
、
黒
田
の
教
育
者
と
し
て
の
姿
勢
の
中
に
普
寂
等
律
僧

の
影
響
が
色
濃
く
あ
っ
た
こ
と
の
証
と
い
え
る
。

　
『
三
聚
戒
弁
要
』
明
治
二
八
年
淨
土
宗
務
所
学
務
課
の
表
紙

�
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同
書
版
本
の
表
紙�

（
普
寂
の
著
書
の
多
く
は
綱
要
の
図
解
を
掲
載
す
る
）

　　

黒
田
の
『
選
択
本
願
念
仏
集
』
の
講
義
中
の
言
及

　
『
淨
土
教
報
』
掲
載
の
「
選
択
集
」
は
、
黒
田
が
芝
中
学
校
で
行

っ
た
講
義
を
収
録
し
た
も
の
で
あ
る
。「
選
択
集
大
綱
」
と
し
て
明

治
四
三
年
に
東
光
社
よ
り
出
版
さ
れ
た
『
浄
土
宗
要
十
講
』
に
勤
息

義
城
、
桑
門
秀
我
等
の
講
義
と
な
ら
び
収
録
さ
れ
て
い
る
。
言
及
部

分
を
見
て
み
る（

（1
（

。

　

古
来
本
集
を
講
ず
る
に
玄
談
と
唱
えマ
マ

て
集
中
肝
要
の
事
を
陳

べ
來
れ
り
、
今
之
を
事
々
し
く
舉
げ
ず
と
も
諸
子
は
既
に
了
解

せ
ら
れ
し
な
る
べ
き
が
、
嵯
峨
立
道
上
人
（
普
寂
に
聞
法
し
華

嚴
唯
識
に
達
し
た
る
學
者
に
て
宗
學
の
事
に
力
を
渇
さ
れ
し
人
、

行
誡
上
人
も
曾
て
此
人
に
聽
講
せ
ら
れ
し
と
）
の
玄
談
て
ふ
も

の
あ
り
、
簡
に
し
て
要
を
得
た
り
と
信
ず
、
然
も
今
一
々
之
を

列
舉
す
る
の
煩
を
避
け
、
大
綱
を
云
は
ヾ
、
縁
起
、
相
傳
及
大

意
の
三
に
分
ち
て
辨
ぜ
り
、

　　

傍
線
部
に
立
道
そ
し
て
普
寂
へ
と
続
く
系
譜
に
つ
き
言
及
が
あ
る
。

立
道
は
普
寂
か
ら
華
厳
・
唯
識
等
の
学
問
及
び
菩
薩
戒
を
授
か
っ
て

い
る
。
黒
田
に
よ
る
普
寂
の
著
作
『
三
聚
戒
弁
要
』
の
初
学
者
用
教

科
書
化
な
ど
か
ら
も
普
寂
、
立
道
、
行
誡
、
そ
し
て
行
誡
に
師
事
し

た
黒
田
眞
洞
へ
と
普
寂
か
ら
の
一
つ
の
流
れ
を
見
る
事
が
出
来
る
。

　

黒
田
が
こ
こ
で
言
及
し
て
い
る
立
道
（
（1
（

は
、
行
誡
に
大
き
な
影
響
を

与
え
た
師
で
あ
り
、
幼
少
時
に
聖
光
開
基
の
寺
町
聖
光
寺
に
て
教
養

を
受
け
た
こ
と
か
ら
、
鎮
西
教
学
の
顕
彰
に
努
め
、
後
年
は
捨
世
派

正
定
院
に
住
し
、
寛
政
五
年（
一
七
九
三
）慈
雲
尊
者
か
ら
、
京
都
西

ノ
京
阿
弥
陀
寺
で
伝
法
灌
頂
を
受
け
て
い
る
。
明
治
四
十
年
に
刊
行

さ
れ
た
『
浄
土
宗
全
書
』（
以
下
『
浄
全
』）第
七
巻
収
録
の
『
徹
選

択
本
願
念
佛
集
』（
以
下
『
徹
選
択
』）
は
天
保
六
年
版
で
巻
頭
に
立

道
の
『
徹
選
擇
』
の
大
意
と
も
言
え
る
『
徹
選
擇
集
試
言
』
が
掲
載

さ
れ
、『
浄
全
』
第
十
巻
『
浄
土
宗
要
集（
西
宗
要
）』
も
立
道
が
天

保
二
年
天
保
二
年
二
月
校
正
印
刻
し
た
も
の
で
自
ら
序
を
書
い
て
お

り
『
浄
全
』
編
集
当
時
の
教
学
へ
の
立
道
の
影
響
が
引
き
続
き
残
っ

て
い
た
と
い
え
る
。
ま
た
行
誡
は
十
七
歳
の
時
、
立
道
七
十
一
歳
の
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時
に
正
定
院
を
訪
ね
て
お
り
行
誡
の
仏
学
の
基
礎
は
こ
こ
で
培
わ
れ

た
と
さ
れ
、
又
そ
こ
で
立
道
か
ら
慈
雲
の
『
十
善
法
語
』
の
講
義
を

受
け
て
い
る
。

雑
誌
『
宗
教
界
』
掲
載
の
黒
田
の
記
事

　

先
に
述
べ
た
『
通
俗
講
話
仏
教
要
論
』
で
の
一
般
向
け
の
講
義
と

は
対
極
に
あ
る
と
も
言
え
る
黒
田
の
宗
教
者
と
し
て
の
姿
勢
を
示
す

『
宗
教
界
』
掲
載
の
記
事
が
あ
る
。
当
時
黒
田
の
も
と
に
訪
れ
た
学

生
が
弥
陀
の
解
釈
に
つ
い
て
ま
ず
方
便
説
に
つ
い
て
の
意
見
を
求
め
、

更
に
哲
学
上
の
解
釈
を
求
め
た
折
に
黒
田
が
述
べ
た
こ
と
に
関
し
て

の
記
事
で
あ
る
。
前
述
の
通
俗
向
け
の
講
話
と
は
全
く
と
い
え
る
ほ

ど
違
う
黒
田
の
真
摯
な
宗
教
者
と
し
て
の
姿
勢
が
見
て
取
れ
る
。
こ

こ
で
は
黒
田
の
仏
教
は
哲
学
と
は
相
い
れ
な
い
も
の
と
し
て
の
宗
教

者
と
し
て
の
立
場
が
示
さ
れ
る
個
所
（
（1
（

を
引
用
す
る
。

　

曾
て
面
識
な
き
二
学
生
の
来
り
て
、
老
生
の
弊
房
を
叩
く
者
あ

りマ
マ　

延
い
て
面
謁
す
。
学
生
未
だ
寒
喧
を
陳
へ
す
、
老
生
其
来
意

を
問
ふ
、
学
生
曰
く
、
私
は
弥
陀
の
解
釈
を
求
る
者
な
り
、
如
何

に
し
て
真
正
に
弥
陀
を
解
釈
し
得
へ
き
乎
、
嘗
て
真
言
の
高
僧
に

就
て
聞
に
、
浄
土
の
三
部
経
所
説
の
如
き
、
弥
陀
仏
は
總
て
是
方

便
説
な
り
と
云
へ
り
、
方
便
な
ら
は
仮
説
な
り
、
仮
説
の
弥
陀
と

し
て
解
釈
し
て
正
当
な
る
も
の
な
り
や
、

　

こ
の
よ
う
に
学
生
が
弥
陀
方
便
説
に
つ
い
て
の
質
問
に
対
し
黒
田

は
次
の
よ
う
に
答
え
て
い
る
。

　

天
台
、
浄
影
、
慈
恩
等
の
諸
大
士
の
説
、
皆
三
部
経
所
説
の
弥

陀
を
以
て
方
便
と
為
せ
り
、
等
し
く
方
便
と
云
へ
と
も
、
其
立
脚

地
皆
異
な
れ
り
、
教
本
と
す
る
立
脚
地
は
異
な
れ
と
も
、
方
便
説

と
為
す
に
於
て
は
蓋
一
致
せ
り
、
老
生
竊
か
に
信
ず
、
三
部
経
所

説
の
弥
陀
以
上
に
、
重
々
に
弥
陀
の
荘
厳
利
生
の
相
を
説
く
と
も

皆
方
便
の
範
圍
を
超
越
す
べ
き
に
あ
ら
ず
、
又
三
部
経
所
説
の
弥

陀
以
下
に
於
い
て
、
重
々
に
弥
陀
の
荘
厳
利
生
の
相
を
も
説
く
を

得
へ
し
、
此
事
決
し
て
言
論
之
を
説
く
に
あ
ら
ず
、
教
意
を
探
り

之
を
推
す
に
、
弥
陀
以
上
に
弥
陀
あ
り
、
弥
陀
以
下
に
亦
弥
陀
あ

り
、
而
し
て
皆
是
方
便
説
と
信
じ
て
決
し
て
謬
見
に
あ
ら
ず
と
思

へ
り
。
方
便
説
な
れ
ば
と
て
、
無
義
無
益
の
説
に
あ
ら
ず
、
教
理

の
解
釈
上
、
之
を
方
便
説
と
為
す
ま
で
に
し
て
、
無
き
物
を
説
い

て
有
と
為
し
、
虚
妄
の
方
を
仮
称
し
て
真
実
と
云
ふ
が
如
き
に
あ

ら
ず
、
老
生
は
方
便
説
た
る
弥
陀
を
信
じ
て
毫
も
疑
ふ
と
こ
ろ
な

し
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こ
こ
に
お
い
て
黒
田
は
方
便
説
と
し
て
の
弥
陀
を
肯
定
し
た
う
え

で
の
弥
陀
へ
の
信
を
強
調
し
て
い
る
。
次
に
さ
ら
に
哲
学
上
の
解
釈

に
つ
い
て
の
質
問
が
続
く
。

　

学
生
又
曰
く
、
哲
学
上
実
体
現
象
の
説
に
配
合
し
て
、
弥
陀
を

解
釈
せ
は
、
本
有
本
成
の
理
仏
は
即
是
実
体
な
り
、
七
宝
荘
厳
の

浄
土
は
是
現
象
に
属
す
べ
き
も
の
と
せ
ば
理
解
し
得
べ
き
も
の
と

思
へ
と
も
、
其
現
象
界
な
る
も
の
は
、
実
験
界
以
外
の
も
の
は
現

象
に
あ
ら
ず
、
唯
理
想
に
属
す
へ
き
も
の
な
り
、
も
し
哲
学
上
弥

陀
を
解
釈
せ
は
如
何
。（
中
略
）

　

強
て
哲
学
上
よ
り
仏
教
を
解
釈
せ
は
、
敢
て
解
釈
が
出
来
ぬ
に

限
ら
ざ
る
も
、
若
哲
学
上
よ
り
解
釈
せ
ば
、
既
に
仏
教
に
あ
ら
ず
、

仏
教
は
徹
頭
徹
尾
宗
教
眼
目
を
以
て
解
釈
せ
ね
ば
大
な
る
謬
見
に

落
在
す
べ
し
、

　

こ
こ
で
は
黒
田
は
「
宗
教
眼
目
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
、
哲
学
解

釈
を
退
け
る
姿
勢
を
見
せ
て
い
る
。

当
時
の
哲
学
の
状
況
と
の
対
比

　

前
述
の
と
お
り
、
黒
田
が
仏
教
解
釈
に
お
い
て
拒
絶
し
て
い
た
当

時
の
哲
学
界
と
の
仏
教
と
の
関
わ
り
を
確
認
し
て
み
た
い
。
鈴
木
大

拙
の
西
田
幾
多
郎
に
あ
て
た
明
治
三
十
年
十
二
月
の
手
紙
に
非
常
に

興
味
深
い
文
章
（
（1
（

が
あ
り
、
参
考
に
抜
粋
す
る
。

　

今
日
の
社
会
既
に
昔
時
の
社
会
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
僧
侶
制
度

の
如
き
も
勿
論
改
革
を
要
し
、
兼
ね
て
仏
教
教
理
に
も
解
釈
の

方
法
を
更
新
す
べ
き
も
の
あ
り
と
信
ず
、
僧
侶
制
度
は
暫
く
措

き
、
教
理
の
説
明
に
は
最
早
天
台
真
言
な
ど
云
う
哲
学
め
き
た

る
も
の
は
用
ゆ
べ
か
ら
ず
、
さ
り
と
て
禅
を
驀
向
に
つ
き
つ
け

ら
れ
て
も
閉
口
な
ら
ん
、
憾
ら
く
は
仏
教
文
学
は
浩
瀚
に
過
ぎ

ず
、
基
教
一
巻
の
新
約
書
の
単
簡
に
し
て
無
限
の
意
味
を
含
む

が
如
く
な
ら
ず
、
其
上
仏
教
経
典
は
余
り
哲
学
的
臭
味
を
含
む

故
、
或
る
人
に
は
面
白
か
ら
ん
も
、
一
般
に
は
難
透
難
入
な
り
、

何
れ
の
点
よ
り
見
て
も
日
本
今
日
の
仏
教
は
一
大
ク
ラ
イ
シ
ス

に
臨
め
る
も
の
と
云
ふ
べ
き
か

　

当
時
ア
メ
リ
カ
に
い
た
鈴
木
か
ら
西
田
幾
多
郎
へ
の
書
簡
で
あ
る
。
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古
来
の
日
本
の
仏
教
教
理
が
一
般
に
は
難
解
す
ぎ
る
と
し
て
い
る
。

翻
し
て
考
え
る
と
仏
教
教
理
を
自
ら
も
研
究
し
、
西
田
幾
多
郎
と
の

間
で
も
多
く
の
意
見
が
取
り
交
わ
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。　

ま
た
天
台
真
言
な
ど
を
哲
学
的
臭
み
が
あ
る
と
批
判
的
に
と
ら
え
て

い
る
と
こ
ろ
も
興
味
深
い
。

　

ま
た
、
日
本
の
哲
学
を
代
表
す
る
西
田
幾
多
郎
に
よ
り
明
治
四
十

四
年
に
は
有
名
な
『
善
の
研
究
』
が
著
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
最
後
尾

は
次
の
よ
う
に
締
め
く
く
ら
れ
て
い
る（

（1
（

。

知
と
愛
と
の
関
係
を
述
べ
た
所
で
、
今
之
を
宗
教
上
の
事
に
当

て
は
め
て
考
へ
て
見
よ
う
。 

主
観
は
自
力
で
あ
る
、
客
観
は

他
力
で
あ
る
。
我
々
が
物
を
知
り
物
を
愛
す
と
い
う
の
は
自
力

を
す
て
ゝ
他
力
の
信
心
に
入
る
謂
で
あ
る
。
人
間
一
生
の
仕
事

が
知
と
愛
と
の
外
の
に
な
い
も
の
と
す
れ
ば
、
我
々
は
日
々
に

他
力
信
心
の
上
に
働
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
学
問
も
道
徳
も
皆

仏
陀
の
光
明
で
あ
り
、
宗
教
と
い
う
者
は
此
作
用
の
極
致
で
あ

る
。
学
問
や
道
徳
は
個
々
の
差
別
的
現
象
の
上
に
此
他
力
の
光

明
に
浴
す
る
の
で
あ
る
が
、
宗
教
は
宇
宙
全
体
の
上
に
於
て
絶

対
無
限
の
仏
陀
そ
の
者
に
接
す
る
の
で
あ
る
。「
父
よ
、
も
し

み
こ
ゝ
ろ
に
か
な
は
ゞ
こ
の
杯
を
我
よ
り
離
し
た
ま
へ
、
さ
れ

ど
我
が
意
の
ま
ま
を
な
す
に
あ
ら
ず
、
唯
み
こ
ゝ
ろ
の
ま
ゝ
に

な
し
た
ま
へ
」
と
か
、「
念
仏
は
ま
こ
と
に
浄
土
に
む
ま
る
ゝ

た
ね
に
て
や
は
ん
べ
る
ら
ん
、
ま
た
地
獄
に
お
つ
べ
き
業
に
て

や
は
ん
べ
る
ら
ん
、
総
じ
て
も
て
存
知
せ
ざ
る
な
り
」
と
か
い

う
語
が
宗
教
の
極
意
で
あ
る
。
而
し
て
こ
の
絶
対
無
限
の
仏
若

し
く
は
神
を
知
る
の
は
只
之
を
愛
す
る
に
因
り
て
能
く
す
る
の

で
あ
る
、
之
を
愛
す
る
が
即
ち
之
を
知
る
で
あ
る
。
印
度
の
ヴ

ェ
ー
ダ
教
や
新
プ
ラ
ト
ー
学
派
や
仏
教
の
聖
道
門
は
こ
れ
を
知

る
と
い
ひ
、
基
督
教
や
浄
土
宗
は
こ
れ
を
愛
す
と
い
ひ 

又
は

之
に
依
る
と
い
ふ
。
各
自
そ
の
特
色
は
な
い
で
は
な
い
が
そ
の

本
質
に
お
い
て
は
同
一
で
あ
る
。
神
は
分
析
や
推
論
に
由
り
て

知
り
得
べ
き
者
で
な
い
。
実
在
の
本
質
が
人
格
的
の
者
で
あ
る

と
す
れ
ば
、
神
は
最
人
格
的
な
る
者
で
あ
る
。
我
々
が
神
を
知

る
の
は
唯
愛
ま
た
は
信
の
直
覚
に
由
り
て
知
り
得
る
の
で
あ
る
。

故
に
我
は
神
を
知
ら
ず
我
唯
神
を
愛
す
ま
た
は
こ
れ
を
信
ず
と

い
ふ
者
は
、
最
も
能
く
神
を
知
り
居
る
も
の
で
あ
る
。

　

当
時
、
黒
田
が
仏
教
は
哲
学
的
解
釈
と
は
相
い
れ
な
い
も
の
で
あ

る
と
し
て
斥
け
て
い
た
哲
学
界
で
右
の
よ
う
な
宗
教
観
に
達
し
て
い

た
。
方
便
説
を
信
ず
る
と
力
説
し
た
黒
田
の
態
度
と
通
ず
る
も
の
が
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感
じ
ら
れ
る
。 

ま
と
め　

　

黒
田
の
普
寂
へ
の
言
及
な
ど
か
ら
黒
田
自
身
の
大
乗
仏
教
思
想
の

解
釈
の
基
盤
は
、
普
寂
、
立
道
等
浄
土
律
僧
の
思
想
を
汲
む
も
の
で

あ
る
と
い
え
る
。
江
戸
中
期
よ
り
既
に
大
乗
非
仏
説
論
や
天
文
学
等

の
西
欧
科
学
等
の
流
入
を
受
け
て
、
護
法
の
論
理
展
開
と
し
て
発
展

し
た
も
の
で
あ
り
、
釈
尊
復
古
主
義
に
通
ず
る
こ
と
も
注
目
す
べ
き

特
徴
で
あ
る
。
尚
、
当
時
の
日
本
の
哲
学
界
に
お
い
て
も
日
本
の
仏

教
思
想
は
常
に
思
索
の
対
象
で
あ
り
そ
の
理
解
に
は
宗
教
者
、
哲
学

者
の
立
場
の
違
い
を
超
え
た
共
通
性
が
み
ら
れ
る
。

1　
『
新
纂
浄
土
宗
大
辞
典
』
一
二
六
八
頁

2　
『
仏
陀
の
光
』
明
治
三
十
六
年　

浄
土
宗
第
六
教
務
所

3　
『
通
俗
講
話
仏
教
要
論
』
明
治
四
十
年　

鴻
盟
社　

五
〇
～
五
一
頁

4　
『
近
世
仏
教
思
想
の
独
創
―
僧
侶
普
寂
の
思
想
と
実
践
』

一
四
四
～
一
四
六
頁　

ト
ラ
ン
ス
ビ
ュ
ー　

２
０
０
８
年

5　
『
大
乗
仏
説
論
批
判
』
村
上
専
精　

明
治
三
十
六
年　

光
融
館

6　
『
浄
土
宗
典
籍
目
録
』
一
一
五
頁

7　
『
大
乗
仏
説
論
批
判
』
村
上
専
精　

明
治
三
十
六
年　

光
融
館　

二
四
七

～
二
五
一
頁

8　
『
日
本
史
伝
文
選
』
巻
下　

大
正
九
年　

大
鐙
閣　

二
八
八
～
二
九
〇
頁

9　
『
教
化
と
江
戸
文
学
』　

大
東
出
版
社　

昭
和
一
七
年　

二
四
三
～
二
四
五

頁
10　
『
浄
土
宗
現
行
宗
制
法
規
類
纂
』
一
二
九
頁

11　
『
淨
土
教
報
』
第
八
百
六
十
四
號　

明
治
四
十
二
年
八
月
二
日　

一
～
四

頁
12　
『
立
道
上
人
』
洛
西
嵯
峨
正
定
院　

昭
和
十
年　

参
照

13　
「
学
仏
者
の
用
心
」『
宗
教
界
』
第
二
巻
第
五
号　

明
治
三
九
年　

九
～
十

一
頁

14　
『
西
田
幾
多
郎
宛　

鈴
木
大
拙
書
簡
』
西
村
惠
信
編　

岩
波
書
店　

二
五

～
二
六
頁

15　
『
西
田
幾
多
郎
全
集
』
第
一
巻　

岩
波
書
店　

一
五
八
～
一
五
九
頁　
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『
群
疑
論
序
』
再
考
―
懐
感
の
没
年
と
『
群
疑
論
』
の
成
立
―

長　

尾　

光　

恵

一
、
は
じ
め
に
―
『
序
』
の
概
要
―

　
『
群
疑
論
序
』（
以
下
、『
序
』）
は
「
屯
田
員
外
郎
平
昌
孟
銑
」
が

著
し
た
も
の
で
あ
り
、
懐
感
へ
の
讃
嘆
、『
群
疑
論
』
が
未
完
成
の

ま
ま
懐
感
が
死
ん
だ
こ
と
、
弟
弟
子
の
懐
惲
が
孟
銑
に
序
文
を
依
頼

し
『
群
疑
論
』
七
巻
を
編
集
し
完
成
さ
せ
た
こ
と
な
ど
の
情
報
を
収

録
す
る
。
こ
の
『
序
』
は
宝
永
版
（
義
山
本
、『
浄
全
』
の
底
本
）

の
み
に
あ
り
、
他
の
諸
本
に
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。『
群
疑
論
序
解
』

（
以
下
、『
序
解
』）
の
奥
書
に
は
そ
の
著
者
で
あ
る
程
諾
が
洛
北
宗

蓮
寺
、
小
石
川
伝
通
院
な
ど
か
ら
『
序
』
付
き
の
『
群
疑
論
』
を
発

見
し
、
そ
れ
を
義
山
に
贈
呈
し
た
と
述
べ
て
い
る（

（
（

。
つ
ま
り
『
序
』

は
『
序
解
』
が
著
さ
れ
た
正
徳
元
年
（
一
七
一
一
）
頃
に
本
国
に
お

い
て
発
見
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
資
料
的
に
極
め
て
怪
し
い
文
献
な

の
で
あ
る
。
し
か
し
「
隆
闡
法
師
碑
（
（
（

」（
西
安
碑
林
博
物
館
蔵
）
お

よ
び
敦
煌
写
本
「Д

х
04930

」（
（
（

（
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
東
洋

写
本
研
究
所
蔵
）
で
し
か
存
在
を
確
認
で
き
な
い
懐
惲
が
登
場
す
る

た
め
、
あ
る
程
度
の
資
料
的
価
値
を
有
す
る
と
考
え
る
。

二
、
問
題
の
所
在
―
先
行
研
究
に
お
け
る
議
論
―

　

従
来
『
序
』
を
以
て
、
金
子
寛
哉
氏
と
村
上
真
瑞
氏
の
両
氏
が
懐

感
の
没
年
と
『
群
疑
論
』
の
成
立
年
代
に
つ
い
て
議
論
を
繰
り
広
げ

て
き
た
。
前
者
は
『
序
』
の
「

歳
易
掩
」
を
論
点
に
し
た
も
の
、

後
者
は
『
序
』
の
著
者
孟
銑
を
論
点
に
し
た
も
の
で
あ
る（

（
（

。

（
一
）
懐
感
の
没
年
に
つ
い
て
―
「

歳
」
を
め
ぐ
る
議
論
―

〈
金
子
説（

（
（

〉
懐
感
の
没
年
は
六
九
九
年
。「

」
を
同
音
の
「
亥
」
の
誤
写

と
指
摘
、
懐
感
の
没
年
を
亥
年
と
推
定
。
ま
た
『
武
周
録
』

（
六
九
五
年
成
立
）
に
「
大
福
光（
先
）寺 

校
経
目
僧
懐
感
」
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（
大
正
五
五
、
四
七
五
中
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
懐
感
の
没
年
を

六
九
五
年
以
降
の
亥
年
で
あ
る
六
九
九
年
と
推
測
。

〈
村
上
説
（
（
（

〉
懐
感
の
没
年
は
七
〇
〇
年
。「

」
は
「
閒
（
＝
間
）」
の
古
字

で
あ
り
「
閒
歳
」
は
「
一
年
を
お
い
て
」
と
い
う
意
味
で
あ
る

と
指
摘
、「

歳
易
掩
」
を
懐
感
と
懐
惲
が
「
一
年
を
お
い
て

続
け
て
隠
れ
ら
れ
た
」
と
訳
し
、
懐
感
の
没
年
を
懐
惲
の
没
年

（
七
〇
一
年
）
の
一
年
前
で
あ
る
七
〇
〇
年
と
す
る
。

（
二
）
著
者
「
孟
銑
」
に
つ
い
て
―
孟
銑
と
孟
詵
―

〈
金
子
説
（
（
（

〉

『
序
』
の
著
者
「
孟
銑
」（
屯
田
員
外
郎
・
従
六
品
下
）
と
『
新

唐
書
』
に
登
場
す
る
「
舎
利
石
函
」
の
作
者
「
孟
詵
」（
朝
散

大
夫
行
司
馬
・
従
五
品
下
）
を
同
一
人
物
と
す
る
。
彼
の
役
職

か
ら
『
序
』
の
成
立
は
「
舎
利
石
函
」
の
前
と
推
定
し
『
群
疑

論
』
の
成
立
を
六
八
五
年
頃
〜
六
九
四
年
と
す
る
。

〈
村
上
説
（
（
（

〉
金
子
氏
が
懐
感
の
没
年
を
六
九
九
年
と
し
な
が
ら
『
序
』
の
成

立
を
六
八
五
年
頃
〜
六
九
四
年
と
す
る
矛
盾
を
指
摘
。
ま
た

「
銑
」
と
「
詵
」
は
音
が
違
う
こ
と
、『
序
』
に
見
ら
れ
る
戦
争

的
表
現
が
「
舎
利
石
函
」
に
は
見
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら

「
孟
銑
」
と
「
孟
詵
」
は
違
う
人
物
で
あ
る
と
主
張
。

三
、『
群
疑
論
序
』
再
考

　

従
来
『
序
』
は
宝
永
版
の
訓
点
、『
序
解
』
の
注
釈
を
参
考
に
読

解
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
『
序
』
を
再
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
が

駢
文
体
を
用
い
た
文
章
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た（

（
（

。
駢
文
体
と
は
対

句
を
基
調
と
し
た
文
体
で
あ
り
、
三
文
字
〜
十
文
字
程
度
の
対
句
や
、

隔
句
と
呼
ば
れ
る
上
下
数
文
字
に
分
か
れ
る
対
句
を
以
て
構
成
さ
れ

る
。
こ
れ
ら
は
発
句
や
送
句
、
漫
句
な
ど
に
よ
り
区
切
ら
れ
、
そ
の

区
切
り
を
以
て
一
連
の
文
章
と
な
る
。
ま
た
駢
文
体
に
は
平
仄
や
韻

律
を
整
え
た
美
文
も
存
在
し
て
い
る
。『
序
』
は
平
仄
や
韻
律
こ
そ

整
備
さ
れ
て
い
な
い
が
、
全
て
が
駢
文
体
で
あ
り
、
対
句
表
現
と
し

て
読
解
す
る
こ
と
が
で
き
る（
（1
（

。
そ
の
視
点
か
ら
先
行
研
究
を
み
る
と
、

『
序
』
の
読
み
方
自
体
お
よ
び
『
序
』
を
用
い
た
考
察
に
多
数
の
問

題
点
が
見
受
け
ら
れ
る
。

（
一
）
再
考
―
懐
感
の
没
年
に
つ
い
て
―

①
先
行
研
究
の
問
題
点

　

先
学
が
「

歳
」
を
論
点
と
し
て
懐
感
の
没
年
を
議
論
し
て
い
る

こ
と
は
既
述
の
通
り
で
あ
る
。
但
し
先
学
に
お
け
る
「

歳
易
掩
」

の
読
解
は
二
つ
の
問
題
点
を
有
す
る
。
第
一
は
「

歳
」
に
の
み
焦
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点
を
あ
わ
せ
「
易
掩
」
の
考
察
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
、
第
二
は
対

句
と
な
る
「
長
年
先
逝
」
と
の
関
連
を
考
慮
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ

る
。
金
子
氏
は
「

歳
」
を
「
亥
歳
」
の
誤
写
と
推
測
す
る
が
、
そ

れ
で
は
「
易
掩
」
を
読
み
解
く
こ
と
が
で
き
ず
、「
長
年
先
逝
」
と

の
関
連
も
見
い
だ
せ
な
い
。
村
上
氏
は
「

歳
」
を
「
閒
歳
」
と
し
、

「

歳
易
掩
」
を
「
一
年
を
お
い
て
続
け
て
隠
れ
ら
れ
た
」
と
訳
す
。

確
か
に
『
大
漢
和
辞
典
』
等
に
お
い
て
「

」
は
「
閒
」
の
古
字
も

し
く
は
異
体
字
と
さ
れ
、「
閒
歳
」
を
「
隔
年
・
一
年
お
き
に
」
の

意
と
す
る
用
例
も
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
氏
が
「
易
掩
」
を
「
続
け

て
隠
れ
ら
れ
た
」、
即
ち
「
続
け
て
死
ん
だ
」
と
訳
し
た
こ
と
は
極

め
て
不
当
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。「
掩
」
と
い
う
字
は

「
か
く
す
・
お
お
う
・
つ
く
す
・
と
じ
る
」
な
ど
の
意
を
有
す
る
が
、

直
接
的
に
「
死
ぬ
」
と
い
う
意
を
持
つ
用
例
は
見
受
け
ら
れ
な
い（
（1
（

。

も
し
仮
に
そ
の
意
か
ら
「
死
ぬ
」
と
い
う
意
を
暗
喩
し
た
も
の
で
あ

っ
た
と
し
て
も
、「
易
」
と
い
う
字
に
「
続
け
て
」、
つ
ま
り
「
連
続

し
て
」
と
い
う
意
を
持
つ
用
例
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。「
易
」
に
は

「
か
わ
る
（
か
え
る
）・
あ
ら
た
め
る
（
あ
ら
た
ま
る
）・
容
易
い
」

な
ど
の
意
を
持
つ
用
例
が
認
め
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
そ
の
た
め
氏

の
訳
文
は
適
当
と
は
言
え
な
い
も
の
で
あ
り
、「
閒
歳
」
に
の
み
焦

点
あ
わ
せ
た
恣
意
的
な
訳
文
と
い
う
他
な
い（
（1
（

。
さ
ら
に
村
上
氏
の
説

で
は
孟
銑
に
『
序
』
を
依
頼
し
『
群
疑
論
』
七
巻
を
編
纂
し
完
成
さ

せ
た
懐
惲
の
没
年
を
、
孟
銑
が
『
序
』
を
著
述
し
て
い
る
段
階
で
す

で
に
知
っ
て
い
る
と
い
う
矛
盾
が
生
じ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
か
ら
も

氏
の
説
は
不
妥
当
で
あ
る
と
考
え
る（
（1
（

。

②
再
考

　
『
序
解
』
で
は
こ
の
「

歳
易
掩
」
に
つ
い
て
、「

」
の
字
義
を

『
正
字
通
』
や
『
海
篇
』
よ
り
「
門
扉
」
や
「
年
始
め
」
等
で
あ
る

と
示
し
た
上
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

皆
不
易
解
。
按
閲
歳
易
奄
之
上
譌
也
。
閲
経
歴
也
。
奄
忽
也
遽

也
。

〔
こ
れ
ら
の
字
義
で
は
〕
解
釈
し
難
い
。
考
え
て
み
る
に
〔

歳
易
掩
は
〕
閲
歳
易
奄
の
間
違
い
で
あ
る
。
閲
と
は
経
る
・
歴

る
〔
の
意
〕
で
あ
り
、
奄
と
は
忽
ち
・
遽
に
〔
の
意
〕
で
あ
る
。

�

（『
序
解
』
一
七
丁
表
）

「

」
を
「
閲
」、「
掩
」
を
「
奄
」
の
誤
写
で
あ
る
と
推
測
し
、
こ

の
句
の
意
を
「
年
を
経
る
の
は
瞬
く
間
で
あ
る
」
と
す
る
。『
序
解
』

で
は
「
長
年
先
逝
」
を
「
年
長
者
で
あ
る
懐
感
が
懐
惲
よ
り
先
に
死

亡
し
た
」
と
い
う
意
で
取
っ
て
い
る
た
め
、
こ
の
対
句
全
体
の
意
は

「
歳
月
の
経
過
は
早
く
、
年
長
者
は
先
に
死
ぬ
」
と
な
り
、
対
句
表

現
と
し
て
も
何
ら
問
題
は
な
い（
（1
（

。
但
し
筆
者
は
「

歳
易
掩
」
は
そ
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の
ま
ま
に
読
解
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
る
。「

」
の
字

は
『
序
解
』
の
述
べ
る
通
り
、「
門
扉
」
や
「
年
始
め
」
等
の
意
味

を
有
す
る
。
ま
た
「
掩
」
の
字
は
「
閉
じ
る
」
と
い
う
意
を
持
ち
、

「
門
戸
や
扉
を
閉
め
る
」
と
い
う
意
の
用
例
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る（
（1
（

。

つ
ま
り
「

」
と
「
掩
」
は
親
和
性
が
高
く
、「

」
は
「
歳
」
に

付
さ
れ
た
意
匠
的
表
現
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
も

し
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
次
の
よ
う
に
読
解
し
得
る
。

歳
易
掩 

長
年
先
逝

歳
は
易
く
掩
じ
、
長
年
は
先
に
逝
く

門
扉
の
〔
中
を
く
ぐ
り
、
そ
れ
に
よ
り
改
ま
り
経
過
す
る
〕
よ

う
な
歳
月
は
容
易
く
閉
じ
て
し
ま
う
。
年
長
者
〔
で
あ
る
懐

感
〕
は
〔
年
少
者
で
あ
る
懐
惲
よ
り
〕
先
に
死
ん
だ
。

但
し
「

」
は
「
閒
」
の
古
字
で
あ
る
こ
と
も
ま
た
確
か
で
あ
り
、

も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
次
の
よ
う
に
読
解
し
得
る
。

閒
歳
易
掩 

長
年
先
逝

閒
歳
は
易
く
掩
じ
、
長
年
は
先
に
逝
く

〔
両
者
の
〕
間
隙
の
歳
月
は
〔
年
長
者
が
死
ぬ
こ
と
に
よ
り
〕

容
易
く
閉
じ
〔
縮
ま
〕
る
。
年
長
者
〔
で
あ
る
懐
感
〕
が
〔
年

少
者
で
あ
る
懐
惲
よ
り
〕
先
に
死
ん
だ
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
先
行
研
究
の
議
論
の
よ
う
に
「

歳
易
掩
」
を
以

て
懐
感
の
詳
し
い
没
年
を
判
断
す
る
の
は
不
可
能
で
あ
る
と
考
え
る
。

そ
の
た
め
懐
感
の
没
年
考
の
材
料
は
『
武
周
録
』
の
記
述
の
み
と
な

る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
「
大
福
光
（
先
）
寺 

校
経
目
僧 

懐
感
」

と
『
群
疑
論
』
の
著
者
「
西
都
千
福
寺
大
徳 

懐
感
」
が
同
一
人
物

で
あ
る
と
い
う
確
証
は
現
状
に
お
い
て
は
な
く
、
懐
感
の
没
年
考
は

次
の
二
つ
の
仮
説
を
立
て
る
必
要
を
生
じ
る
。

　

ⅰ
同
一
人
物
の
場
合
…
六
九
五
〜
七
〇
一
年

　

ⅱ
違
う
人
物
の
場
合
…
？
？
？
〜
七
〇
一
年

（
二
）
再
考
―
著
者
「
孟
銑
」
に
つ
い
て
―

①
先
行
研
究
の
問
題
点

　

金
子
氏
が
『
序
』
の
著
者
「
孟
銑
」
と
『
新
唐
書
』
に
登
場
す
る

「
舎
利
石
函
」
の
作
者
「
孟
詵
」
を
同
一
人
物
と
し
、
村
上
氏
が
そ

れ
を
批
判
し
て
「
孟
銑
」
と
「
孟
詵
」
は
違
う
人
物
で
あ
る
と
主
張

し
た
こ
と
は
既
述
の
通
り
で
あ
る
。
但
し
両
氏
の
見
解
は
そ
れ
ぞ
れ

問
題
点
を
有
す
る
。
金
子
氏
の
問
題
点
は
無
批
判
に
「
孟
銑
」
と

「
孟
詵
」
を
同
一
人
物
と
し
て
論
を
進
め
た
こ
と
に
あ
り
、
村
上
氏

の
問
題
点
は
「
孟
銑
」
と
「
孟
詵
」
を
違
う
人
物
と
判
断
し
た
論
拠

が
適
当
で
は
な
い
こ
と
に
あ
る
。
村
上
氏
は
「
銑
」
と
「
詵
」
は
文

字
と
そ
の
意
味
、
ま
た
字
音
に
関
し
て
も
現
代
中
国
音
な
い
し
日
本

語
音
で
も
異
な
っ
て
い
る
と
述
べ
、
さ
ら
に
『
序
』
に
存
在
す
る
戦
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争
的
表
現
が
「
舎
利
石
函
」
に
存
在
し
な
い
と
主
張
し
、「
孟
銑
」

と
「
孟
詵
」
を
違
う
人
物
と
判
断
し
て
い
る
。
前
者
に
関
し
て
は
氏

の
言
う
通
り
「
銑
」
と
「
詵
」
は
字
義
か
ら
字
音
に
到
る
ま
で
異
な

る
文
字
で
あ
る
。
し
か
し
氏
の
指
摘
に
は
『
序
』
が
本
国
に
お
い
て

保
存
さ
れ
て
き
た
文
献
で
あ
る
と
い
う
思
考
が
欠
落
し
て
い
る
。
確

か
に
厳
密
に
言
え
ば
「
銑
」
と
「
詵
」
は
字
音
が
異
な
る
が
、
日
本

語
音
で
は
ど
ち
ら
も
「
セ
ン
」
と
読
む
た
め
、
字
音
に
よ
る
誤
写
の

可
能
性
は
考
え
得
る
。
ま
た
金
偏
と
言
偏
の
誤
写
の
可
能
性
も
排
除

し
切
れ
な
い
。
後
者
に
関
し
て
も
氏
の
言
う
通
り
、『
序
』
に
は
戦

争
的
表
現
が
存
在
し
、「
舎
利
石
函
」
に
は
存
在
し
な
い
。
し
か
し

氏
は
両
文
献
の
趣
旨
の
相
違
を
考
慮
し
て
い
な
い
。『
序
』
は
煩
悩

を
滅
し
三
昧
を
獲
得
し
た
懐
感
を
讃
嘆
し
た
も
の
で
あ
り
、
戦
争
的

表
現
は
煩
悩
を
打
破
し
た
部
分
の
讃
文
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
一
方

で
「
舎
利
石
函
」
は
得
難
い
舎
利
が
武
則
天
の
治
世
下
に
お
い
て
発

見
さ
れ
た
こ
と
を
讃
嘆
す
る
文
、
即
ち
武
則
天
の
治
世
自
体
に
対
す

る
讃
文
で
あ
る
。
そ
の
た
め
「
舎
利
石
函
」
に
戦
争
的
表
現
が
な
い

と
し
て
も
、
そ
の
趣
旨
か
ら
し
て
妥
当
な
の
で
あ
る
。

②
再
考

　

上
記
に
お
い
て
、
金
子
氏
の
同
一
人
物
説
、
村
上
氏
の
批
判
の
い

ず
れ
に
も
問
題
点
が
あ
る
こ
と
を
論
じ
た
。
し
か
し
正
直
な
所
、
筆

者
に
は
こ
の
「
孟
銑
」
と
「
孟
詵
」
が
同
一
人
物
か
異
な
る
人
物
か

を
判
断
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
新
出
資
料
や
研
究
の
進
展
を
待
つ
こ

と
と
し
、
ひ
と
ま
ず
現
状
に
お
い
て
『
序
』
の
成
立
年
代
考
に
は
次

の
二
つ
の
仮
説
を
立
て
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

ⅲ
同
一
人
物
の
場
合
…
六
八
五
〜
六
九
四
年

　

ⅳ
違
う
人
物
の
場
合
…
？
？
？
〜
七
〇
一
年

四
、『
群
疑
論
』
の
成
立
と
懐
感
の
生
涯
に
係
る
推
論

　

懐
感
の
没
年
お
よ
び
『
序
』
の
成
立
年
代
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

に
二
つ
の
仮
説
、
即
ち
ⅰ
と
ⅱ
、
ⅲ
と
ⅳ
が
存
在
す
る
。
そ
れ
ら
を

統
合
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

・
ⅰ
と
ⅲ
→
矛
盾
が
生
じ
る
た
め
不
成
立

・
ⅰ
と
ⅳ
→
懐
感
の
没
年
…
…
六
九
五
〜
七
〇
一
年

　
　
　
　
　
『
序
』
の
成
立
…
六
九
五
〜
七
〇
一
年

・
ⅱ
と
ⅲ
→
懐
感
の
没
年
…
…
六
九
四
年
以
前

　
　
　
　
　
『
序
』
の
成
立
…
六
八
五
〜
六
九
四
年

・
ⅱ
と
ⅳ
→
懐
感
の
没
年
…
…
？
〜
七
〇
一
年

　
　
　
　
　
『
序
』
の
成
立
…
？
〜
七
〇
一
年

三
つ
の
仮
説
が
矛
盾
な
く
成
立
し
、
現
状
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
是
非

は
判
じ
難
い
。
し
か
し
先
学
が
言
及
し
な
い
、
い
く
つ
か
の
文
献
を
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用
い
る
こ
と
で
、
懐
感
の
生
涯
と
『
群
疑
論
』
の
成
立
年
代
を
あ
る

程
度
推
測
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
る
。

（
一
）『
群
疑
論
』
の
成
立
に
つ
い
て
の
推
論

　

近
年
、
大
屋
正
順
氏
が
『
群
疑
論
』
の
敦
煌
写
本
の
研
究
を
進
め

て
お
り
、
そ
の
一
つ
に
杏
雨
書
屋
所
蔵
の
敦
煌
文
献
「
羽
〇
二
一
」

が
あ
る（
（1
（

。
羽
〇
二
一
は
万
歳
通
天
元
年
（
六
九
五
年
）
の
写
本
で
、

現
行
本
の
巻
第
七
を
そ
の
内
容
と
し
な
が
ら
「
□
疑
論
第
二
」
と
い

う
尾
題
を
有
す
る
文
献
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
現
行
本
と
は
調
巻
の
違

う
『
群
疑
論
』
が
存
在
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
、
大
屋
氏
は
『
序
』

の
記
述
か
ら
『
群
疑
論
』
に
は
懐
感
原
作
本
（
懐
惲
編
纂
以
前
の

本
）
と
懐
惲
編
纂
本
の
二
種
類
が
存
在
し
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
し

て
い
る
。
こ
れ
は
示
唆
に
富
む
指
摘
で
あ
り
、
い
く
つ
か
の
天
平
写

経
目
録
に
は
「
問
答
二
巻
懐
威
撰
」「
問
答
一
巻
懐
威
師
」「
釋
浄
土

群
疑
一
巻
懐
威
師
述
」
と
い
う
記
述
が
確
認
で
き
る（
（1
（

。
そ
の
た
め
現

行
本
と
は
調
巻
の
異
な
る
、
い
わ
ゆ
る
懐
感
原
作
本
が
六
九
五
年
の

段
階
で
既
に
存
在
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

（
二
）
懐
感
の
生
涯
に
つ
い
て
の
推
論

　

懐
惲
に
関
す
る
資
料
は
こ
れ
ま
で
『
序
』
と
「
隆
闡
法
師
碑
」
の

み
が
知
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
近
年
、
黄
海
静
氏
が
高
宗
期
の
宮
廷

写
経
の
奥
書
の
断
片
で
あ
る
「Д

х
04930

」
に
注
目
し
、
そ
こ
に

「
実
際
寺
懐
惲
」
と
い
う
記
名
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る（
（1
（

。
黄

氏
は
写
経
の
時
期
（
六
七
一
～
六
七
七
年
、Д

х
04930

は
監
査
役

の
名
か
ら
六
七
五
～
六
七
七
年
の
可
能
性
が
高
い
）、
善
導
が
実
際

寺
の
僧
と
し
て
龍
門
奉
先
寺
の
検
校
役
を
務
め
た
時
期
（
六
七
二
～

六
七
五
年
）、
懐
惲
が
六
六
八
年
に
出
家
し
て
善
導
を
師
と
し
た
こ

と
な
ど
か
ら
、Д

х
04930

の
実
際
寺
懐
惲
と
、
善
導
の
弟
子
で
あ

り
『
群
疑
論
』
の
編
纂
者
で
あ
る
懐
惲
を
同
一
人
物
と
判
断
し
て
い

る
。
氏
の
研
究
か
ら
懐
惲
が
六
七
〇
年
代
半
ば
に
は
既
に
善
導
に
師

事
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
が
窺
え
、
こ
れ
よ
り
懐
惲
よ
り
年

長
に
し
て
兄
弟
子
で
あ
る
懐
感
も
少
な
く
と
も
六
七
〇
年
代
半
ば
に

は
善
導
に
師
事
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
と
推
測
で
き
る
。

　

懐
感
の
生
涯
は
伝
記
よ
り
、
念
仏
を
信
じ
ず
広
く
仏
教
を
学
ん
だ

時
期
（
修
学
期
）
と
善
導
門
下
と
な
り
念
仏
行
者
と
な
っ
た
時
期

（
帰
浄
期
）
の
二
つ
に
区
分
で
き
る
。
懐
感
の
用
い
る
経
論
で
最
も

訳
出
な
い
し
撰
述
が
遅
い
の
は
、
浄
土
教
関
連
以
外
で
は
『
成
唯
識

論
』（
六
五
九
年
訳
出
）、
浄
土
教
関
連
で
は
善
導
の
『
往
生
礼
讃
』

や
『
観
経
疏
（
（1
（

』
な
ど
で
あ
る（
（2
（

。『
成
唯
識
論
』
に
つ
い
て
懐
感
は
そ

れ
自
体
な
い
し
そ
の
語
句
に
言
及
す
る
が
、
そ
れ
ら
は
『
瑜
伽
論
』

や
『
摂
大
乗
論
』
等
と
の
併
用
で
あ
り
、
ま
た
彼
は
『
成
唯
識
論
』

所
説
の
仏
身
論
や
識
心
説
な
ど
に
は
依
ら
な
い
。
そ
の
た
め
懐
感
が
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六
七
〇
年
代
半
ば
に
は
善
導
に
師
事
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
こ
と

を
考
え
る
と
、
修
学
期
は
『
成
唯
識
論
』
訳
出
（
六
五
九
年
）
後
ま

も
な
く
乃
至
遅
く
と
も
六
七
〇
年
代
半
ば
ま
で
、
帰
浄
期
は
早
け
れ

ば
六
六
〇
年
代
前
半
乃
至
遅
く
と
も
六
七
〇
年
代
半
ば
か
ら
と
推
測

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
『
群
疑
論
』
の
成
立
は
善
導
の
著
作
群

の
後
で
あ
る
た
め
、
懐
感
原
作
本
の
成
立
年
代
は
善
導
の
著
述
活
動

終
了
頃
（
六
七
二
年
頃
（
（2
（

）
か
ら
六
九
五
年
、
懐
惲
編
纂
本
の
成
立
は

懐
感
の
没
年
か
ら
懐
惲
の
没
年
（
七
〇
一
年
）
と
な
る（
（2
（

。

お
わ
り
に

　

以
上
『
序
』
を
再
検
討
し
、『
序
』
は
駢
文
体
で
あ
る
こ
と
、
従

来
の
論
点
で
は
懐
感
の
没
年
と
『
群
疑
論
』
の
成
立
年
代
の
特
定
は

不
可
能
で
あ
る
こ
と
の
二
点
を
指
摘
し
た
。
ま
た
い
く
つ
か
の
新
出

資
料
を
用
い
る
こ
と
で
、
懐
感
の
生
涯
と
『
群
疑
論
』
の
成
立
年
代

の
定
点
を
あ
る
程
度
推
測
で
き
る
こ
と
を
論
じ
た
。

　

現
状
で
は
こ
の
よ
う
に
推
論
を
立
て
る
の
が
限
界
で
あ
る
。
こ
れ

に
つ
い
て
は
新
出
資
料
の
発
見
や
懐
感
教
学
に
関
す
る
今
後
の
研
究

の
進
展
を
待
っ
て
、
再
び
論
じ
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

1　
『
序
解
』
奥
書
（
一
八
丁
裏
）
参
照

2　
「
隆
闡
法
師
碑
」
に
つ
い
て
は
金
子
寛
哉
『
釈
浄
土
群
疑
論
の
研
究
』

（
大
正
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
六
）
参
照

3　
「Д
х

04930

」
に
つ
い
て
は
黄
海
静
「
武
則
天
仏
教
政
策
の
新
研
究
」

（
二
〇
一
六
年
度
中
央
大
学
学
位
請
求
論
文
）
参
照

4　

こ
の
ほ
か
に
も
廖
明
活
『
懐
感
的
浄
土
思
想
』（
臺
灣
商
務
印
書
館
、

二
〇
〇
三
）
も
こ
れ
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
が
、
両
氏
の
議
論
の
域

を
出
る
も
の
で
は
な
い
た
め
、
今
回
は
省
略
す
る
。

5　

金
子
前
掲
書
二
三
〜
二
四
頁
参
照

6　

村
上
前
掲
書
一
九
〜
二
一
頁
参
照
、
同
『『
釋
淨
土
群
疑
論
』
巻
第
一

和
訳
・
辞
典
』（
山
喜
房
、
二
〇
一
七
）
一
九
頁
参
照
、

7　

金
子
前
掲
書
二
六
〜
四
六
頁
参
照

8　

村
上
前
掲
書
四
六
七
〜
四
六
八
頁
参
照

9　

金
子
寛
哉
先
生
よ
り
『
序
』
は
訓
点
を
省
い
て
読
む
べ
き
で
あ
る
と

い
う
ご
助
言
を
い
た
だ
き
、
ま
た
前
島
信
也
氏
よ
り
こ
の
『
序
』
は
駢

文
体
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
に
読
解
す
べ
き
で
あ
る
と
の
指
摘
を
い
た
だ

い
た
。
本
研
究
に
お
け
る
成
果
は
両
先
生
の
教
導
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大

き
い
。
両
先
生
の
学
恩
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。

10　

令
和
元
年
九
月
四
日
に
大
正
大
学
で
行
わ
れ
た
「
令
和
元
年
度
浄
土

宗
総
合
学
術
大
会
」
に
お
い
て
、『
序
』
を
対
句
ご
と
に
整
理
し
、
実
字

（
名
詞
）
や
虚
字
（
動
詞
・
形
容
詞
）
を
色
分
け
、
ま
た
平
仄
を
表
記
し
、

さ
ら
に
そ
れ
に
基
づ
い
た
『
序
』
の
書
き
下
し
文
と
現
代
語
訳
を
付
し

た
資
料
を
配
布
し
た
。
本
稿
で
は
紙
数
の
関
係
上
省
略
す
る
が
、
後
日

改
め
て
適
宜
修
正
し
た
も
の
を
資
料
と
し
て
発
表
し
た
い
。

11　

本
稿
で
は
『
大
漢
和
辞
典
』
や
『
大
字
典
』
な
ど
本
国
に
お
け
る
字

典
を
は
じ
め
、『
康
熙
字
典
』
や
『
王
力
古
漢
語
字
典
』
な
ど
、
ま
た
そ

れ
ら
を
通
し
て
『
説
文
解
字
』
や
『
正
字
通
』
な
ど
を
用
い
た
。
さ
ら

に
仏
典
に
も
視
野
を
広
げ
、
そ
の
用
例
を
確
認
し
た
。
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12　

本
稿
を
執
筆
す
る
に
あ
た
り
村
上
前
掲
和
訳
書
を
参
考
文
献
の
一
つ

と
し
て
用
い
た
。
し
か
し
村
上
氏
の
訳
文
は
前
後
の
文
脈
な
い
し
そ
の

文
言
か
ら
は
到
底
読
み
取
れ
な
い
よ
う
な
恣
意
的
な
補
訳
が
極
め
て
多

く
、
ま
た
語
句
の
翻
訳
に
際
し
て
は
文
脈
を
考
慮
せ
ず
に
『
中
村
元
著 

仏
教
語
大
辞
典
』
に
お
け
る
語
義
解
説
の
文
を
そ
の
ま
ま
挿
入
し
訳
文

を
構
成
す
る
例
も
数
多
く
散
見
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
氏
の
現
代
語
訳
の

ク
オ
リ
テ
ィ
に
は
疑
問
を
呈
さ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
よ
う
な
訳
文
の

作
成
の
仕
方
は
氏
が
諸
研
究
に
お
い
て
提
示
す
る
訳
文
に
も
見
受
け
ら

れ
る
傾
向
で
あ
る
。
氏
の
実
績
は
誰
も
が
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
氏

が
実
行
し
て
い
る
『
群
疑
論
』
全
文
の
現
代
語
訳
と
い
う
大
事
業
は
否

応
無
し
に
後
世
の
研
究
に
大
き
な
影
響
を
与
え
得
る
責
任
あ
る
行
為
で

あ
る
。
ぜ
ひ
ご
自
身
に
よ
る
全
面
的
な
是
正
や
修
整
を
期
待
し
た
い
。

13　

懐
惲
が
『
群
疑
論
』
七
巻
を
編
集
し
終
わ
り
、
孟
銑
に
序
文
を
依
頼

し
て
す
ぐ
に
死
亡
し
、
懐
惲
が
死
亡
し
た
後
に
孟
銑
が
『
序
』
を
著
し

た
可
能
性
も
考
え
得
る
。
し
か
し
『
序
』
か
ら
そ
の
よ
う
な
時
系
列
を

読
み
取
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
懐
惲
が
孟
銑
に
序
を
依
頼
し
た
件

の
後
、
す
な
わ
ち
『
序
』
末
尾
に
「
言
之
爲
七
卷
、
宣
之
爲
一
部
」（
浄

全
六
、
二
上
）
と
い
う
表
現
が
あ
り
、『
序
』
の
持
つ
情
報
上
に
お
い
て

は
む
し
ろ
「
懐
惲
が
孟
銑
に
『
序
』
を
頼
み
、
孟
銑
が
『
序
』
を
著
し
、

懐
惲
が
そ
れ
を
付
し
て
『
群
疑
論
』
七
巻
一
部
を
完
成
さ
せ
た
」
と
い

う
時
系
列
が
成
り
立
つ
と
考
え
る
。

14　

但
し
『
序
解
』
は
「
閲
歳
」
を
「
歳
月
の
経
過
」
と
い
う
名
詞
で
は

な
く
、「
歳
を
閲
る
は
」
と
読
み
「
閲
」
を
動
詞
と
し
て
解
し
て
い
る
。

こ
れ
で
は
対
と
な
る
「
長
年
先
逝
」
と
実
虚
が
あ
わ
な
く
、
訓
読
と
し

て
妥
当
で
は
な
い
と
考
え
る
。

15　
『
全
唐
詩
』
に
は
「
掩
」
を
門
を
閉
じ
る
の
意
味
で
使
う
用
例
が
多
く

見
受
け
ら
れ
る
（
例
え
ば
岑
参
「
西
掖
省
即
事
」
な
ど
）。

16　

大
屋
正
順
「
杏
雨
書
屋
所
蔵
『
釋
浄
土
群
疑
論
巻
七
』
に
つ
い
て
」

（『
佛
教
論
叢
』
五
九
、
二
〇
一
五
）
な
ど

17　
『
紫
微
中
台
奉
請
経
論
疏
目
録
』（『
大
日
本
古
文
書
』
一
二
、
三
八

二
）
／
『
書
写
所
経
疏
奉
請
帳
』（『
大
日
本
古
文
書
』
一
二
、
三
八
七
）

／
『
僧
智
憬
論
疏
奉
送
啓
』（『
大
日
本
古
文
書
』
一
三
、
三
五
）
な
ど
。

本
文
は
「
懐
威
」
で
あ
る
が
「
釋
浄
土
群
疑
一
巻
懐
威
師
述
」
よ
り

「
威
」
の
字
は
「
感
」
の
字
の
誤
写
で
あ
り
、「
懐
威
」
は
「
懐
感
」
の

こ
と
で
あ
る
と
判
断
し
た
。

18　

黄
海
静
「
武
則
天
仏
教
政
策
の
新
研
究
」（
二
〇
一
六
年
度
中
央
大
学

学
位
請
求
論
文
）

19　

懐
感
は
『
観
経
疏
』
を
直
接
は
引
用
し
な
い
も
の
の
、『
群
疑
論
』
に

は
明
ら
か
に
『
観
経
疏
』
の
文
言
を
意
識
し
た
箇
所
（「
止
住
百
歳
章
」

浄
全
六
、
四
六
上
な
ど
）
や
『
観
経
疏
』
の
解
釈
を
依
用
す
る
箇
所

（「
当
根
仏
法
章
」
浄
全
六
、
四
九
上
な
ど
）
が
存
在
す
る
。

20　

善
導
の
著
作
で
あ
る
五
部
九
巻
の
成
立
前
後
に
つ
い
て
は
現
在
学
界

で
意
見
が
分
か
れ
て
い
る
た
め
、
こ
の
よ
う
に
併
記
し
た
。

21　

柴
田
氏
は
善
導
の
著
作
活
動
は
六
七
二
年
に
は
終
了
し
て
い
た
で
あ

ろ
う
と
推
測
し
て
い
る
（
柴
田
氏
前
掲
書
四
二
〜
四
三
頁
参
照
）。

22　

も
し
懐
感
原
作
本
の
著
者
名
が
現
在
と
同
じ
「
千
福
寺
大
徳
懐
感
」

で
あ
っ
た
な
ら
、
そ
の
成
立
は
千
福
寺
建
立
（
六
七
三
年
）
以
降
と
な

る
。



─ 160 ─

「
廬
山
寺
本
」
の
書
き
入
れ
に
つ
い
て　
―
順
序
と
時
期
―

春　

本　

龍　

彬

一
、
は
じ
め
に

　

廬
山
寺
の
所
蔵
す
る
『
選
択
集
』（
以
下
、「
廬
山
寺
本
」）
に
は

数
多
く
の
書
き
入
れ
が
遺
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
に
も
「
廬
山
寺
本
」
の
書
き
入
れ
は
幾
度
と
な
く
取
り

上
げ
ら
れ
、
様
々
な
論
及
が
行
わ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
と
同

時
に
必
ず
と
言
っ
て
良
い
ほ
ど
言
及
さ
れ
て
き
た
の
が
書
き
入
れ
の

順
序
や
時
期
に
つ
い
て
の
問
題
で
あ
っ
た（

（
（

。

　

し
か
し
、
書
き
入
れ
が
複
雑
な
様
相
を
呈
し
て
い
た
か
ら
な
の
か
、

そ
の
問
題
が
訓
点
ま
で
含
め
て
総
合
的
に
検
討
さ
れ
る
こ
と
は
、
こ

れ
ま
で
に
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
「
廬
山
寺
本
」
の
実
態
を
解
明
す
る
た
め
に
も
、

今
一
度
「
廬
山
寺
本
」
の
書
き
入
れ
に
焦
点
を
当
て
て
、
ど
の
よ
う

な
順
序
で
書
き
入
れ
が
施
さ
れ
た
の
か
、
或
い
は
ど
の
時
期
に
ど
の

よ
う
な
書
き
入
れ
が
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
の
か
考
察
し
て
み
た
い
。

二
、
種
類

　

考
察
に
先
立
ち
、
本
節
で
は
ま
ず
書
き
入
れ
の
種
類
に
つ
い
て
整

理
す
る
。

　

書
き
入
れ
は
大
き
く
Ａ
「
本
文
を
整
え
る
た
め
の
も
の
」、
Ｂ

「
訓
読
の
結
果
を
書
き
表
す
も
の
」、
Ｃ
「
原
装
の
状
態
を
示
す
も

の
」
の
三
種
類
に
分
類
出
来
る
。

　

は
じ
め
に
Ａ
は
基
本
的
に
推
敲
の
痕
跡
と
受
け
止
め
ら
れ
る
書
き

入
れ
で
あ
る
。
文
字
の
挿
入
、
削
除
、
訂
正
、
移
動
が
様
々
な
方
法

を
用
い
て
指
示
さ
れ
て
い
る
。
挿
入
文
へ
更
に
文
字
を
挿
入
し
た
り（

（
（

、

削
除
し
た
文
章
を
改
め
て
再
生
す
る
な
ど（

（
（

、
二
次
的
に
施
さ
れ
た
と

見
て
取
れ
る
も
の
も
あ
る
。
た
だ
し
、
Ａ
の
中
に
は
撰
述
時
に
筆
記

の
誤
り
を
直
す
目
的
で
書
き
入
れ
ら
れ
た
と
見
ら
れ
る
も
の
が
幾
つ
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か
含
ま
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
本
稿
の
考
察
内
容
に
直
接
関
係
す

る
わ
け
で
は
な
い
が
、
撰
述
の
状
況
を
検
討
す
る
際
に
は
、
そ
れ
と

推
敲
の
痕
跡
と
を
区
別
す
る
必
要
が
あ
る
と
言
え
る
。

　

続
い
て
Ｂ
は
所
謂
、
訓
点
で
あ
る
。
引
文
に
は
記
入
さ
れ
て
お
ら

ず
、
私
釈
段
の
特
定
の
部
分
に
の
み
付
さ
れ
て
い
る
。
訂
正
さ
れ
て

い
た
り（

（
（

、
異
読
を
示
す
形
で
書
か
れ
て
い
る
箇
所（

（
（

も
あ
る（

（
（

。

　

最
後
に
Ｃ
は
丁
付
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
れ
は
四
箇

所
に
し
か
確
認
さ
れ
な
い（

（
（

。
そ
の
上
、
文
字
の
形
状
か
ら
し
て
各
々

が
別
々
に
書
き
留
め
ら
れ
た
と
把
握
さ
れ
る
。

三
、
順
序

　

で
は
「
廬
山
寺
本
」
の
書
き
入
れ
は
ど
の
よ
う
な
順
序
で
施
さ
れ

た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

本
節
で
は
主
に
Ａ
と
Ｂ
に
分
類
さ
れ
る
も
の
が
関
連
性
を
持
っ
て

施
さ
れ
て
い
る
箇
所
に
注
目
し
て
み
た
い
。
な
ぜ
な
ら
そ
の
よ
う
な

箇
所
は
、
書
き
入
れ
ら
れ
た
順
序
が
お
お
よ
そ
分
か
る
か
ら
で
あ
る
。

①
訂
正
さ
れ
た
文
字
へ
訓
点
が
付
さ
れ
て
い
る
所
（
訂
正
→
訓
点
）

　

本
事
例
は
五
丁
オ（

（
（

、
五
丁
ウ（

（
（

、
六
丁
オ（

（1
（

な
ど
に
以
下
の
よ
う
に
確

認
さ
れ
る
。

◯
五
丁
オ　
　
　
　
　

◯
五
丁
ウ　
　
　
　
　

◯
六
丁
オ

　

訓
点
を
表
記
す
る
に
は
、
加
点
対
象
の
文
字
が
前
も
っ
て
記
さ
れ

て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
よ
っ
て
本
事
例
に
基
づ
け
ば
、
訓
点
の

記
入
よ
り
以
前
に
、
見
せ
消
ち
と
傍
書
を
組
み
合
わ
せ
た
訂
正
が
行

わ
れ
て
い
た
と
言
え
る
。

②
挿
入
さ
れ
た
文
字
へ
訓
点
が
付
さ
れ
て
い
る
所
（
挿
入
→
訓
点
）

　

本
事
例
は
五
丁
ウ（

（1
（

、
六
丁
ウ（

（1
（

、
一
一
丁
オ（

（1
（

な
ど
に
以
下
の
よ
う
に

確
認
さ
れ
る
。

◯
五
丁
ウ　
　
　
　
　

◯
六
丁
ウ　
　
　
　
　

◯
一
一
丁
オ

　

加
点
の
対
象
と
な
る
文
字
が
存
在
し
な
け
れ
ば
、
そ
も
そ
も
訓
点

を
付
与
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
事
例
か
ら

訓
点
の
書
き
入
れ
に
先
立
ち
、
文
字
を
挿
入
す
る
作
業
が
実
施
さ
れ

て
い
た
と
理
解
出
来
る
。
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③
訓
点
の
付
さ
れ
た
文
字
を
削
除
し
て
い
る
所
（
訓
点
→
削
除
）

　

本
事
例
は
一
三
丁
ウ（

（1
（

、
七
四
丁
ウ（

（1
（

な
ど
に
以
下
の
よ
う
に
確
認
さ

れ
る
。

◯
一
三
丁
ウ
１　
　
　

◯
一
三
丁
ウ
２　
　
　

◯
七
四
丁
ウ

　

削
除
さ
れ
て
い
る
文
字
に
対
し
て
、
わ
ざ
わ
ざ
訓
点
を
付
す
よ
う

な
こ
と
は
基
本
的
に
あ
り
え
な
い
と
言
っ
て
良
い
。
そ
の
た
め
本
事

例
よ
り
、
訓
点
が
書
き
加
え
ら
れ
た
後
で
、
加
点
対
象
と
な
っ
た
文

字
が
削
除
さ
れ
た
と
把
握
さ
れ
る
。

④
訂
正
の
た
め
に
傍
書
さ
れ
た
文
字
へ
訓
点
が
付
さ
れ
て
い
る
所

（
訂
正
→
訓
点
）

　

本
事
例
は
一
四
丁
オ（

（1
（

に
以
下
の
よ
う
に
確
認
さ
れ
る
。

◯
一
四
丁
オ

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　

①
と
非
常
に
似
て
い
る
も
の
の
、
本
文
の
文
字
は
見
せ
消
ち
さ
れ

て
い
な
い
。
傍
書
に
よ
っ
て
文
字
を
訂
正
し
よ
う
と
す
る
試
み
が
行

わ
れ
、
そ
の
後
に
訓
点
が
打
た
れ
た
と
思
わ
れ
る（

（1
（

。

⑤
挿
入
さ
れ
た
文
字
と
訓
点
が
ま
と
め
て
削
除
さ
れ
て
い
る
所
（
挿

入
→
訓
点
→
削
除
）

　

本
事
例
は
一
五
丁
オ（

（1
（

、
一
五
丁
ウ（

（1
（

な
ど
に
以
下
の
よ
う
に
確
認
さ

れ
る
。

◯
一
五
丁
オ　
　
　
　

◯
一
五
丁
ウ
１　
　
　

◯
一
五
丁
ウ
２

　　

③
と
似
て
い
る
が
、
本
事
例
は
挿
入
さ
れ
た
文
字
に
対
す
る
も
の

で
あ
り
、
性
格
が
異
な
っ
て
い
る
。
先
に
文
字
が
挿
入
さ
れ
、
挿
入

さ
れ
た
文
字
に
対
し
て
訓
点
が
加
え
ら
れ
た
後
、
挿
入
文
字
と
訓
点

が
全
体
的
に
削
除
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

⑥
訂
正
の
指
示
と
訓
点
が
ま
と
め
て
削
除
さ
れ
て
い
る
所
（
訂
正
→

訓
点
→
削
除
）

　

本
事
例
は
二
八
丁
ウ（

（2
（

に
以
下
の
よ
う
に
確
認
さ
れ
る
。
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◯
二
八
丁
ウ

　　

①
や
④
と
は
違
い
、
今
度
は
傍
書
さ
れ
た
文
字
が
訓
点
ま
で
含
め

て
全
体
的
に
削
除
さ
れ
て
い
る
。
書
き
入
れ
の
順
序
と
し
て
は
、
ま

ず
訂
正
の
指
示
が
傍
書
さ
れ
、
次
い
で
訓
点
が
付
け
ら
れ
た
よ
う
で

あ
る
。
そ
し
て
、
最
終
的
に
全
て
削
除
さ
れ
た
と
判
断
出
来
る
。

⑦
訓
点
が
付
さ
れ
て
い
た
場
所
へ
文
字
を
挿
入
し
て
い
る
所
（
訓
点

→
挿
入
）

　

本
事
例
は
二
九
丁
オ（

（2
（

、
七
三
丁
ウ（

（2
（

に
以
下
の
よ
う
に
確
認
さ
れ
る（

（2
（

。

◯
二
九
丁
オ　
　
　
　

◯
七
三
丁
ウ

　

既
に
訓
点
の
書
き
入
れ
が
あ
っ
た
場
所
に
、
挿
入
す
る
文
字
を
上

書
き
し
た
理
由
は
、
文
字
を
書
く
た
め
の
余
白
が
な
か
っ
た
か
ら
で

あ
ろ
う
。
本
事
例
に
従
え
ば
、
は
じ
め
に
訓
点
が
ふ
ら
れ
、
続
い
て

文
字
が
挿
入
さ
れ
た
と
認
め
ら
れ
る
。

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

⑧
文
字
が
挿
入
さ
れ
て
い
た
場
所
へ
訓
点
を
付
け
直
し
て
い
る
所

（
挿
入
→
訓
点
→
削
除
→
訓
点
）

　

本
事
例
は
八
一
丁
オ（

（2
（

に
以
下
の
よ
う
に
確
認
さ
れ
る
。

◯
八
一
丁
オ

　　

も
と
の
挿
入
文
字
に
も
訓
点
が
付
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
そ

れ
ら
を
全
て
擦
り
消
し
て
か
ら
、
訓
点
へ
と
変
更
し
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
こ
で
本
事
例
よ
り
、
第
一
に
文
字
の
挿
入
が
あ
り
、
そ
の
上
で
訓

点
が
記
入
さ
れ
、
更
に
そ
こ
か
ら
削
除
が
行
わ
れ
て
、
改
め
て
加
点

さ
れ
た
と
認
識
さ
れ
る
。

⑨
訓
点
の
付
さ
れ
た
文
字
を
訂
正
し
て
い
る
所
（
訓
点
→
訂
正
）

　

本
事
例
は
八
四
丁
ウ（

（2
（

に
以
下
の
よ
う
に
確
認
さ
れ
る
。

◯
八
四
丁
ウ
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訓
点
が
加
え
ら
れ
た
後
で
、
見
せ
消
ち
と
傍
書
が
行
わ
れ
た
と
捉

え
ら
れ
る
。
も
し
、
訂
正
の
後
に
訓
点
が
記
入
さ
れ
た
と
し
た
ら
、

訓
点
は
現
在
よ
り
右
側
の
位
置
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。

　

以
上
、
本
節
で
は
様
々
な
事
例
を
可
能
な
限
り
取
り
上
げ
て
き
た
。

こ
こ
で
前
節
の
分
類
に
従
い
、
端
的
に
そ
れ
ら
の
情
報
を
ア
ル
フ
ァ

ベ
ッ
ト
に
置
き
換
え
て
提
示
し
直
せ
ば
左
記
の
通
り
で
あ
る
。
な
お

図
式
化
す
る
に
あ
た
り
、
整
理
の
都
合
上
、
一
度
加
点
を
経
て
か
ら

施
さ
れ
た
も
の
に
関
し
て
は
小
文
字
で
表
記
し
た
。

①
訂
正
→
訓
点
：
Ａ
→
Ｂ

②
挿
入
→
訓
点
：
Ａ
→
Ｂ

③
訓
点
→
削
除
：
Ｂ
→
ａ

④
訂
正
→
訓
点
：
Ａ
→
Ｂ

⑤
挿
入
→
訓
点
→
削
除
：
Ａ
→
Ｂ
→
ａ

⑥
訂
正
→
訓
点
→
削
除
：
Ａ
→
Ｂ
→
ａ

⑦
訓
点
→
挿
入
：
Ｂ
→
ａ

⑧
挿
入
→
訓
点
→
削
除
→
訓
点
：
Ａ
→
Ｂ
→
ａ
→
ｂ

⑨
訓
点
→
訂
正
：
Ｂ
→
ａ

　

上
記
の
整
理
に
基
づ
く
と
、
書
き
入
れ
の
順
序
と
し
て
、
ま
ず
Ａ

→
Ｂ
（
①
②
④
）
の
流
れ
と
Ｂ
→
ａ
（
③
⑦
⑨
）
の
流
れ
が
存
在
し

て
い
る
と
捉
え
ら
れ
る
。
ま
た
⑤
と
⑥
に
認
め
ら
れ
る
Ａ
→
Ｂ
→
ａ

と
い
う
流
れ
は
、
前
述
し
た
Ａ
→
Ｂ
の
流
れ
と
Ｂ
→
ａ
の
流
れ
が
混

合
し
た
も
の
で
あ
り
、
残
る
⑧
の
Ａ
→
Ｂ
→
ａ
→
ｂ
の
流
れ
は
、
⑤

と
⑥
の
そ
れ
に
一
つ
手
順
が
加
わ
っ
た
も
の
と
受
け
止
め
て
良
さ
そ

う
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
廬
山
寺
本
」
の
書
き
入
れ
順
序
は
一

見
Ａ
→
Ｂ
→
ａ
→
ｂ
と
い
う
図
式
に
集
約
さ
れ
る
よ
う
に
見
え
る
。

　

し
か
し
、
③
で
取
り
上
げ
た
七
四
丁
ウ
の
事
例
を
よ
り
詳
し
く
観

察
し
て
み
る
と
、
七
三
丁
ウ
七
行
目
の
執
筆
と
の
繋
が
り
が
確
認
出

来
る（

（2
（

。
そ
し
て
、
七
三
丁
ウ
七
行
目
に
は
訓
点
の
上
か
ら
文
字
を
挿

入
し
、
且
つ
消
し
た
訓
点
を
再
び
書
き
直
し
た
事
跡
が
あ
る
の
で（

（2
（

、

「
廬
山
寺
本
」
で
は
訓
点
を
打
ち
な
が
ら
本
文
を
整
え
る
営
み
（
Ｂ

を
基
本
的
に
行
い
な
が
ら
も
、
必
要
に
応
じ
て
ａ
を
行
う
作
業
）
が

行
わ
れ
て
い
た
と
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
ａ
は
あ

く
ま
で
も
Ｂ
の
延
長
線
で
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
ａ
に
伴
っ
て

書
き
入
れ
ら
れ
た
ｂ
は
結
局
の
と
こ
ろ
Ｂ
の
範
疇
に
収
ま
る
も
の
で

あ
る
と
判
断
し
た
方
が
賢
明
だ
と
思
わ
れ
る
。

　

加
え
て
訓
点
自
体
が
単
体
で
訂
正
さ
れ
て
い
る
箇
所
、
及
び
訓
点

が
異
読
を
示
す
形
で
加
点
さ
れ
て
い
る
箇
所（

（2
（

な
ど
は
、
後
に
講
読
さ

れ
て
書
き
加
え
ら
れ
た
可
能
性
を
有
し
て
い
る（

（2
（

。
こ
の
中
に
は
加
点

の
直
後
に
そ
の
場
で
直
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
よ
う
だ
が
、
も
し
訓
点
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が
書
き
加
え
ら
れ
て
い
る
と
見
倣
す
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
場
合
は
書

き
入
れ
の
順
序
と
し
て
Ｂ
が
更
に
一
つ
増
え
る
こ
と
と
な
る
。

　

そ
れ
か
ら
、
本
節
に
お
い
て
詳
細
に
検
討
す
る
こ
と
が
叶
わ
な
か

っ
た
Ｃ
は
、「
廬
山
寺
本
」
の
状
態
か
ら
し
て
江
戸
期
の
修
復
時（

（3
（

に

原
装
の
様
子
を
覚
え
て
お
く
目
的
で
書
き
入
れ
ら
れ
た
可
能
性
が
非

常
に
高
い（

（3
（

。

　

で
あ
れ
ば
、「
廬
山
寺
本
」
の
書
き
入
れ
順
序
は
図
式
化
し
て
表

現
す
る
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
Ｃ
（
Ｂ
で
も
後
世
の
も
の
に

は
プ
ラ
イ
ム
を
付
け
た
）
の
よ
う
に
な
る
と
言
え
る
の
で
あ
ろ
う
。

四
、
時
期

　

書
き
入
れ
の
順
序
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
、
次
に
問
題
と

な
る
の
は
そ
の
時
期
で
あ
る
。
筆
者
は
以
前
、
書
き
入
れ
が
行
わ
れ

た
時
期
と
し
て
ⅰ
「
執
筆
の
最
中
」、
ⅱ
「
執
筆
が
少
し
進
ん
だ
段

階
」、
ⅲ
「
本
文
を
執
筆
し
た
後
」、
ⅳ
「
後
世
」
の
四
パ
タ
ー
ン
を

想
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
指
摘
し
た（

（3
（

。

　

で
は
、
ど
の
時
期
に
ど
の
よ
う
な
書
き
入
れ
が
あ
っ
た
と
認
め
ら

れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
前
節
で
論
じ
た
書
き
入
れ
順
序
と
の
整
合
性

に
留
意
し
つ
つ
、
検
討
し
て
み
た
い
。

Ａ

Ｂ
本文調整
→
ａ
→
Ｂ́

終結

　

1
、
時
期
毎
に
お
け
る
書
き
入
れ
の
種
類
─
順
序
を
鑑
み
て
─

　

ま
ず
ⅰ
の
時
期
に
施
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
書
き
入
れ
は
三
丁
ウ（

（3
（

、

五
丁
オ（

（3
（

な
ど
に
以
下
の
よ
う
に
確
認
さ
れ
る
。

◯
三
丁
ウ　
　
　
　
　
　
　
　

◯
五
丁
オ

　

こ
れ
ら
の
事
例
か
ら
文
字
の
記
入
が
中
断
さ
れ
、
ま
さ
に
そ
の
場

で
文
字
を
削
除
す
る
た
め
の
書
き
入
れ
が
ⅰ
の
時
期
に
あ
っ
た
と
認

識
さ
れ
る
。
他
に
も
、
本
文
を
整
え
る
た
め
の
書
き
入
れ
が
多
数
こ

の
時
期
に
行
わ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
前
節
で
注
目
し
た

①
②
④
⑤
⑥
⑧
の
事
例
に
は
、
訓
点
を
打
つ
前
に
施
さ
れ
た
訂
正
や

挿
入
と
い
う
も
の
が
見
て
取
れ
た
。
Ａ
に
分
類
し
得
る
そ
れ
ら
の
書

き
入
れ
は
、
ま
ず
も
っ
て
こ
の
時
期
に
配
当
し
て
良
さ
そ
う
で
あ
る
。

　

次
に
ⅱ
の
時
期
に
施
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
書
き
入
れ
は
九
丁
オ（

（3
（

、

二
一
丁
ウ（

（3
（

、
二
七
丁
ウ（

（3
（

に
以
下
の
よ
う
に
確
認
さ
れ
る
。

◯
九
丁
オ　
　
　
　
　

◯
二
一
丁
ウ　
　
　
　

◯
二
七
丁
ウ
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こ
れ
ら
の
事
例
は
、
全
て
挿
入
の
一
種
類
で
あ
る
裏
書
の
箇
所
で

あ
り
、
Ａ
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
。
筆
跡
か
ら
し
て
、
遵
西
に
よ

っ
て
記
さ
れ
た
と
把
握
さ
れ
る
の
で（

（3
（

、
執
筆
役
が
感
西
へ
交
代
す
る

ま
で
の
間（

（3
（

に
書
き
入
れ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
受
け
止
め
ら
れ
る
。

　

ち
な
み
に
上
掲
し
た
事
例
以
外
に
も
、
例
え
ば
七
三
丁
ウ
三
行
目

の
挿
入
文
字（

（4
（

は
、
こ
の
時
期
に
書
き
入
れ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と

推
測
さ
れ
る
。
と
は
い
え
、
そ
の
書
き
入
れ
は
ⅲ
の
時
期
に
施
さ
れ

た
と
見
做
す
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
い
た
め
、
扱
い
に
は
慎
重
な
姿

勢
が
求
め
ら
れ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
た
と
え
ⅱ
の
時
期

の
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
感
西
の
筆
で
あ
る
状
況
を
鑑
み

れ
ば（

（4
（

、
書
き
入
れ
ら
れ
た
時
期
が
ⅲ
を
過
ぎ
る
よ
う
な
事
態
は
決
し

て
な
い
の
で
あ
ろ
う
。

　

続
い
て
ⅲ
の
時
期
に
施
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
書
き
入
れ
で
あ
る
。　

　

こ
の
時
期
に
施
さ
れ
た
も
の
と
し
て
は
訓
点
、
及
び
そ
れ
に
端
を

発
し
て
記
さ
れ
た
書
き
入
れ
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

な
ぜ
な
ら
、
も
し
本
文
の
筆
受
と
同
時
に
加
点
が
行
わ
れ
た
と
し

た
ら
、
訓
点
は
ご
く
わ
ず
か
な
箇
所
に
の
み
、
走
り
書
き
を
し
た
か

の
よ
う
な
様
相
で
記
入
さ
れ
る
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
現

状
は
そ
の
よ
う
に
な
っ
て
お
ら
ず
、
特
定
の
範
囲
で
は
あ
る
も
の
の
、

訓
点
が
あ
る
程
度
の
量
、
か
な
り
細
か
く
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

　

し
た
が
っ
て
本
文
を
全
て
記
し
終
え
て
か
ら
、
訓
点
を
付
し
て
い

っ
た
と
受
け
止
め
た
方
が
自
然
で
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
と
す
れ
ば

訓
点
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
記
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
書
き
入
れ
も
必
然
的
に
こ
の
時
期
に
当
て
は
ま
っ
て
く
る
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。
書
き
入
れ
の
順
序
に
置
き
換
え
て
み
れ
ば
、
ち
ょ
う

ど
Ｂ
と
ａ
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
部
分（
→
Ｂ
→

本文調整
→
ａ
）に
相
当
す

る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

最
後
に
ⅳ
の
時
期
に
施
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
書
き
入
れ
で
あ
る
。

　

こ
の
時
期
に
施
さ
れ
た
も
の
は
対
校
を
行
っ
た
旨
の
奥
書
や
識
語

が
な
く
、
本
文
中
の
ど
こ
を
探
し
て
も
異
本
註
記
が
一
切
見
当
た
ら

な
い
こ
と
か
ら
、
十
中
八
九
存
在
し
て
い
な
い
と
捉
え
ら
れ
る（

（4
（

。

　

た
だ
し
前
節
で
も
触
れ
た
通
り
、
訓
点
自
体
へ
単
に
訂
正
が
入
っ

て
い
た
り
、
そ
れ
が
異
読
を
示
す
形
で
加
点
さ
れ
て
い
る
箇
所
な
ど

は
、
後
人
の
手
が
入
っ
て
い
る
可
能
性
を
有
し
て
い
る
。
よ
っ
て
ⅳ

の
時
期
に
施
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
箇
所
に

あ
る
書
き
入
れ
（
前
節
で
Ｂ́
と
表
記
し
た
も
の
）
が
指
摘
出
来
る
の

で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
江
戸
期
の
修
復
時
に
書
き
入
れ
ら
れ
た
と
予
想
さ
れ
る
Ｃ

は
、
ⅳ
の
時
期
の
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
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五
、
お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
こ
こ
ま
で
「
廬
山
寺
本
」
の
書
き
入
れ
に
つ
い
て
、
特

に
そ
の
順
序
と
時
期
を
め
ぐ
っ
て
考
察
し
て
き
た
。
本
稿
を
擱
筆
す

る
に
あ
た
り
、
上
述
し
た
内
容
を
図
表
に
整
理
し
て
提
示
す
れ
ば
、

本
節
の
最
後
に
示
し
た
通
り
で
あ
る
。

　

本
稿
を
通
じ
て
、
従
来
よ
り
も
一
層
「
廬
山
寺
本
」
の
実
態
を
明

ら
か
に
出
来
た
と
考
え
た
い
。

【
図
表
一
】
順
序
と
時
期

順
序

Ａ

時
期

i

ii

iii

iv

Ｂ
本文調整
→
ａ　

Ｂ́
・
Ｃ

終結

　
＊
略
号
が
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
第
二
～
四
節
の
内
容
を
参
照
さ
れ
た
い
。

＊
こ
の
図
表
は
訓
点
が
後
世
に
加
筆
さ
れ
て
い
る
と
い
う
立
場
に
基
づ
く
。

1　

兼
岩
和
広
「『
選
択
集
』
の
成
立
史
的
研
究
」（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
、
二

〇
〇
三
）
等
。
な
お
、
本
稿
は
兼
岩
氏
論
文
付
録
の
翻
刻
資
料
に
よ
る
と
こ

ろ
が
大
き
い
。　

2　

二
五
丁
オ
六
行
目
（
大
正
大
学
浄
土
宗
宗
典
研
究
会

編
『『
選
択
集
』
諸
本
の
研
究
〈
資
料
編
〉』
一
・
廬
山
寺
本
、
二
六
頁
、
文

化
書
院
、
一
九
九
九
、
以
下
は
平
成
一
一
年
版
と
表
記
）
等
。　

3　

二
五

丁
ウ
六
行
目
（
平
成
一
一
年
版
、
二
七
頁
）
等
。　

4　

一
一
丁
ウ
一
行
目

（
平
成
一
一
年
版
、
一
三
頁
）
等
。　

5　

一
一
丁
オ
一
行
目
（
平
成
一
一
年

版
、
一
二
頁
）
等
。　

6　

詳
し
く
は
拙
稿
「「
廬
山
寺
本
」
に
お
け
る
訓
点

表
記
に
つ
い
て
」（『
浄
土
学
』
五
四
、
二
〇
一
七
）
参
照
。　

7　

二
一
丁

オ
右
縁
、
二
二
丁
ウ
左
縁
、
二
六
丁
オ
右
縁
、
二
七
丁
ウ
右
縁
（
平
成
一
一

年
版
、
二
二
～
二
九
頁
）。　

8　

平
成
一
一
年
版
（
六
頁
）。　

9　

同
上
七

頁
。　

10　

同
上
七
頁
。　

11　

同
上
七
頁
。　

12　

同
上
八
頁
。　

13　

同
上

一
二
頁
。　

14　

同
上
一
五
頁
。　

15　

同
上
七
六
頁
。　

16　

同
上
一
五
頁
。　

17　

見
せ
消
ち
が
な
い
理
由
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。　

18　

平
成
一
一
年
版
（
一
六
頁
）。　

19　

同
上
一
七
頁
。　

20　

同
上
三
〇
頁
。　

21　

同
上
三
〇
頁
。　

22　

同
上
七
五
頁
。　

23　

な
お
七
三
丁
ウ
七
行
目

（
平
成
一
一
年
版
、
七
五
頁
）
に
も
本
事
例
に
該
当
し
そ
う
な
箇
所
が
あ
る

が
、
そ
の
箇
所
は
③
で
取
り
上
げ
た
七
四
丁
ウ
の
事
例
と
の
関
係
性
を
考
慮

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
た
め
、
本
節
の
後
半
部
分
で
改
め
て
触
れ
る
。　

24　

平
成
一
一
年
版
（
八
二
頁
）。　

25　

同
上
八
六
頁
。　

26　

註
１
兼
岩
氏
論

文
一
一
一
～
一
一
三
頁
。　

27　

平
成
一
一
年
版
（
七
五
頁
）。　

28　

註
４
、

５
の
内
容
参
照
。　

29　

な
お
、
訓
点
が
移
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。
管
見

の
限
り
、
岩
崎
文
庫
本
『
選
択
集
』
と
「
廬
山
寺
本
」
の
訓
点
表
記
が
わ
ず

か
に
似
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。　

30　

註
１
兼
岩
氏
論
文
四
五
～
五
〇
頁
。　

31　

紙
面
の
都
合
上
、
こ
の
点
の

詳
細
に
つ
い
て
は
別
稿
を
期
し
た
い
。　

32　

詳
し
く
は
拙
稿
「
廬
山
寺
蔵

『
選
択
集
』
第
十
五
章
段
に
お
け
る
『
観
念
法
門
』
の
引
文
を
め
ぐ
っ
て
―
最

後
の
一
文
が
削
除
さ
れ
た
理
由
を
中
心
に
―
」（『
大
正
大
学
大
学
院
研
究
論

集
』
四
三
、
四
八
頁
、
二
〇
一
九
）
参
照
。　

33　

平
成
一
一
年
版
（
五
頁
）。　

34　

同
上
六
頁
。　

35　

同
上
一
〇
頁
。　

36　

同
上
二
三
頁
。　

37　

同
上
二

九
頁
。　

38　

註
１
兼
岩
氏
論
文
八
五
～
九
五
頁
。　

39　
『
浄
全
』
七
・
五
四

七
上
。　

40　

平
成
一
一
年
版
（
七
五
頁
）。　

41　

兼
岩
和
広
「
廬
山
寺
蔵

『
選
択
集
』
の
原
初
形
態
―
第
十
一
章
を
中
心
と
し
て
―
」（『
東
海
仏
教
』
四

四
、
五
七
～
五
八
頁
、
一
九
九
八
）。　

42　

註
32
拙
稿
四
八
頁
参
照
。
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九
条
兼
実
の
念
仏
信
仰
を
め
ぐ
る
一
考
察

峯　

崎　

就　

裕

一
、
は
じ
め
に

　

九
条
兼
実
は
一
一
四
九
年
（
久
安
五
年
）
に
藤
原
忠
通
の
三
男
と

し
て
生
ま
れ
、
藤
原
五
摂
家
の
一
つ
九
条
家
の
始
祖
と
さ
れ
る
人
物

で
あ
る
。
兼
実
の
日
々
を
記
録
し
た
日
記
『
玉
葉
』
は
、
政
治
面
の

み
な
ら
ず
、
宮
廷
の
政
務
・
儀
式
・
習
俗
・
信
仰
な
ど
多
岐
に
渡
り
、

公
家
貴
族
が
残
し
た
日
記
類
の
中
で
注
目
さ
れ
て
い
る
も
の
の
一
つ

で
あ
る
。

　
『
玉
葉
』
を
概
観
す
る
と
、
政
治
・
軍
事
の
ほ
か
に
信
仰
面
の
記

述
が
多
い
こ
と
が
分
か
る
。
兼
実
は
真
言
・
天
台
・
浄
土
・
法
相
な

ど
の
諸
宗
、
ま
た
南
都
北
嶺
に
対
し
て
信
仰
を
有
し
て
い
た
。
そ
の

信
仰
は
た
だ
深
い
信
仰
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
教
理
的
に
も
理
解
し

よ
う
と
努
め
た
様
子
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
念
仏
信
仰

は
有
名
で
あ
り
、
兼
実
の
念
仏
信
仰
は
様
々
な
視
座
か
ら
研
究
が
行

わ
れ
て
き
た
。

　

伊
藤
真
徹
氏
は
兼
実
の
念
仏
信
仰
を
三
段
階
に
分
け
、
仏
教
年
中

行
事
の
一
環
か
ら
法
然
と
の
邂
逅
を
得
て
そ
の
思
想
が
変
化
し
た
こ

と
を
述
べ
た（

（
（

。
重
松
明
久
氏
は
、
兼
実
の
念
仏
行
が
授
戒
を
中
心
に

行
わ
れ
た
点
を
指
摘
し
、
そ
の
実
践
は
『
往
生
要
集
』
の
影
響
を
受

け
た
も
の
で
あ
る
と
論
じ
ら
れ
た（

（
（

。
中
尾
堯
氏
は
兼
実
の
念
仏
信
仰

を
九
条
家
に
出
入
り
す
る
僧
侶
と
社
会
情
勢
か
ら
、
高
野
山
浄
土
教

→
天
台
浄
土
教
へ
と
推
移
し
て
い
っ
た
点
を
指
摘
し
た（

（
（

。

　

こ
う
し
た
教
理
的
な
枠
組
み
で
兼
実
の
信
仰
を
捉
え
る
研
究
が
行

わ
れ
る
一
方
で
、
兼
実
の
行
動
を
規
定
す
る
価
値
観
に
つ
い
て
は
あ

ま
り
注
目
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
論
で
は
兼
実
の

念
仏
信
仰
に
つ
い
て
、
①
兼
実
の
宗
教
体
験
と
し
て
の
念
仏
と
の
出

会
い
、
②
法
然
と
の
交
流
以
前
か
ら
行
っ
て
い
る
恒
例
念
仏
に
み
る

兼
実
の
実
践
意
図
の
二
点
に
注
目
し
考
察
を
試
み
た
い
。
な
お
、
特
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に
史
料
名
を
明
記
し
て
い
な
い
も
の
は
、『
玉
葉
』
か
ら
の
引
用
で

あ
る
。

二
、
兼
実
の
念
仏
信
仰

（
一
）
兼
実
の
乳
母
御み
く

匣し
げ

殿ど
の

の
死
去

　

兼
実
は
念
仏
信
仰
以
外
の
信
仰
に
も
厚
か
っ
た
の
は
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
。
そ
う
し
た
仏
教
行
事
の
知
識
は
、
平
氏
政
権
下
で
朝
儀
の

執
政
者
と
し
て
実
績
を
積
む
の
と
同
時
に
宮
廷
行
事
を
通
じ
て
手
に

入
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
中
で
、
兼
実
が
『
玉
葉
』
に
お

い
て
初
め
て
念
仏
に
つ
い
て
言
及
す
る
の
が
一
一
七
一
年
（
承
安
元

年
）
七
月
で
あ
る
。

　

兼
実
は
八
歳
の
時
に
母
を
、
十
六
歳
で
父
忠
通
を
失
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
幼
い
時
か
ら
兼
実
の
養
育
は
乳
母
の
「
御
匣
殿
」
が
行

っ
て
い
た
と
さ
れ
る
。
御
匣
殿
は
内
大
臣
藤
原
宗
能
の
女
で
、
従
三

位
中
宮
亮
藤
原
季
行
の
室
と
な
っ
た
参
議
大
納
言
藤
原
定
能
の
母
の

こ
と
で
あ
る
。
兼
実
は
こ
の
女
性
を
大
変
慕
っ
て
い
た
よ
う
で
、
一

一
七
〇
年
（
嘉
応
二
年
）
六
月
に
は
病
気
に
な
っ
た
御
匣
殿
見
舞
い
、

そ
の
病
状
を
慮
る
様
子
が
確
認
で
き
る（

（
（

。
こ
の
御
匣
殿
が
逝
去
す
る

日
が
一
一
七
一
年
（
承
安
元
年
）
七
月
二
十
日
で
あ
る
。
御
匣
殿
は

一
一
七
一
年
（
承
安
元
年
）
六
月
に
は
体
調
を
崩
し
て
宮
中
よ
り
退

出
し
、
兼
実
は
密
か
に
見
舞
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
七
月
一
六
日
か

ら
の
記
事
は
臨
終
間
際
の
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。

十
六
日
、
戊
子
、
向
北
病
者
、
有
危
急
之
気
、
則
復
例
了
、
先

是
邦
綱
卿
来
、

十
九
日
、
辛
卯
、
向
北
病
者
於
今
者
如
無
、
但
苦
痛
甚
止
、
念

仏
無
他
、
可
悦
々
々
、

　

十
六
日
に
は
病
者
（
御
匣
殿
）
が
危
急
の
容
体
に
な
っ
て
し
ま
い
、

十
九
日
に
は
こ
の
世
に
い
な
い
よ
う
な
状
態
で
あ
っ
た
が
そ
の
病
気

か
ら
く
る
苦
痛
が
す
っ
か
り
お
さ
ま
っ
た
。
苦
痛
が
お
さ
ま
っ
た
こ

と
を
兼
実
は
「
念
仏
無
他
」
と
考
え
、
そ
の
様
子
を
喜
ん
で
い
る
。

そ
し
て
、
臨
終
を
迎
え
る
二
十
日
の
記
事
に
は
、

二
十
日
、
壬
辰
、
酉
刻
許
、
告
送
云
、
病
者
有
悩
気
云
々
、
則

馳
向
、
無
殊
辛
苦
、
只
其
期
已
近
之
体
也
、
念
仏
無
絶
、
仏
厳

聖
人
為
善
知
識
、
自
日
来
、
所
居
住
也
、
正
念
々
仏
之
条
、
為

悦
無
限
、
戌
刻
許
、
余
帰
家
、
女
院
還
御
了
、
其
後
、
一
時
許

而
入
滅
（
亥
刻
／
許
歟
）、
平
時
之
間
、
転
読
妙
経
四
千
余
部
、

女
人
行
、
争
過
之
哉
、
宿
善
可
貴
、
余
自
幼
稚
之
昔
、
蒙
彼
奉

仕
、
已
越
乳
海マ
マ

、
其
恩
徳
惣
難
報
謝
者
也
、
可
哀
々
々
、

と
あ
り
、
翌
日
も
御
匣
殿
の
容
体
が
悪
化
し
彼
女
の
も
と
に
駆
け
付

け
て
い
る
。
前
日
と
同
じ
く
苦
痛
は
な
い
も
の
の
最
後
が
近
い
よ
う
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で
、
臨
終
の
念
仏
が
絶
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

御
匣
殿
の
も
と
に
は
仏
厳
が
善
知
識
と
な
っ
て
逗
留
し
て
お
り
、
兼

実
は
正
念
念
仏
と
な
る
こ
と
を
喜
ん
で
い
る
様
子
が
見
て
取
れ
、
ま

た
御
匣
殿
は
普
段
か
ら
法
華
経
を
転
読
し
て
い
た
こ
と
に
ふ
れ
、
そ

う
し
た
宿
善
を
尊
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
る
。
と
こ
ろ
で
、

兼
実
は
自
分
よ
り
先
だ
っ
た
身
近
な
人
の
忌
日
に
仏
事
を
よ
く
と
り

お
こ
な
っ
て
い
た
こ
と
は
、
多
賀
宗
隼
氏
や
林
淳
氏
ら
に
よ
っ
て
指

摘
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
つ
ま
り
、
七
月
二
十
日
が
兼
実
に
と
っ
て
重
要
な

日
と
な
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
事
実
、
兼
実
は
七
月
二
十

日
に
忌
日
法
要
を
行
っ
て
い
る
様
子
が
見
ら
れ
る（

（
（

。

　

御
匣
殿
の
逝
去
が
兼
実
に
念
仏
信
仰
を
芽
生
え
さ
せ
た
と
断
定
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
出
来
事
を
通
し
て
兼
実
が
宗

教
体
験
と
し
て
念
仏
に
初
め
て
触
れ
た
と
言
え
る
。『
玉
葉
』
で
は

法
勝
寺
で
行
わ
れ
た
念
仏
事
や
後
白
河
法
皇
が
行
っ
た
百
日
念
仏
会

の
記
事
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
念
仏
に
つ
い
て
の
知
識
は
有
し
て

い
た
こ
と
は
想
定
で
き
る
。
さ
ら
に
、
兼
実
の
念
仏
へ
影
響
を
及
ぼ

し
た
人
物
と
し
て
仏
厳
が
あ
げ
ら
れ
る
。
仏
厳
は
御
匣
殿
の
逝
去
の

際
に
善
知
識
と
な
っ
て
訪
れ
た
僧
侶
で
、
そ
れ
以
降
度
々
交
流
が
見

ら
れ
注
目
さ
れ
る
人
物
で
あ
る
が
、
仏
厳
に
つ
い
て
は
改
め
て
稿
を

設
け
た
い（

（
（

。

（
二
）
恒
例
念
仏
会
に
み
る
兼
実
の
実
践
意
図

　

兼
実
が
行
う
恒
例
念
仏
は
一
一
七
六
年
（
安
元
二
年
）
九
月
か
ら

始
ま
る
。
恒
例
念
仏
は
九
月
八
日
か
ら
十
五
日
に
結
願
す
る
よ
う
に

行
わ
れ
た
。
兼
実
は
先
に
述
べ
た
よ
う
に
父
母
と
早
く
死
別
し
て
お

り
、
そ
の
忌
日
法
要
は
丁
重
に
行
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る（

（
（

 

。
九
月

十
五
日
は
父
忠
通
の
妻
、
北
政
所
宗
子
の
命
日
で
あ
り
こ
の
日
に
結

願
す
る
よ
う
に
恒
例
念
仏
は
営
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
（
（
（

。

　

こ
の
北
政
所
宗
子
と
は
兼
実
の
長
男
良
通
が
養
子
と
な
っ
た
異
母

姉
聖
子
（
皇
嘉
門
院
）
の
母
に
あ
た
る
。
実
母
よ
り
も
宗
子
の
忌
日

法
要
を
重
要
視
し
て
い
た
の
に
は
、
九
条
家
の
経
済
基
盤
が
北
政
所

か
ら
皇
嘉
門
院
へ
、
皇
嘉
門
院
か
ら
兼
実
へ
と
継
承
さ
れ
て
い
っ
た

こ
と
と
大
き
く
関
係
し
て
い
る
と
い
う
先
学
の
指
摘
が
あ
る（

（1
（

。
こ
の

皇
嘉
門
院
か
ら
移
譲
さ
れ
た
所
領
は
九
条
家
の
家
領
を
形
成
す
る
の

に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
そ
う
し
た
こ
と

か
ら
兼
実
は
皇
嘉
門
院
が
母
宗
子
の
た
め
に
行
う
仏
事
に
力
を
入
れ
、

そ
れ
が
恒
例
念
仏
と
い
う
形
で
仏
事
を
営
む
よ
う
に
な
っ
た
と
推
測

さ
れ
る
。
で
は
実
際
に
兼
実
の
恒
例
念
仏
を
行
う
意
図
は
ど
こ
に
あ

っ
た
の
か
。
恒
例
念
仏
の
記
事
で
主
だ
っ
た
も
の
を
あ
げ
て
考
察
し
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て
い
く
。
な
お
、
こ
こ
で
は
法
然
と
の
交
流
す
る
前
、
一
一
八
九
年

（
文
治
五
年
）
よ
り
前
の
記
事
を
記
載
す
る
。

　
①
八
日
、
終
日
、
文
書
沙
汰
、
入
夜
始
念
誦
、
是
阿
弥
陀
名
号
也
、

至
于
来
十
五
日
、
可
奉
満
也
、
依
少
阿
弥
陀
経
説
也
、
但
除
念
誦
之

時
之
外
、
雖
不
無
言
、
不
聴
世
事
、
念
仏
之
間
、
雖
専
信
力
、
為
凡

夫
之
妄
心
、
随
境
堺
易
乱
、
不
及
一
心
不
乱
、
為
之
如
何
、
今
夜
千

返
　

②
八
日
、
自
今
日
、
至
十
五
日
、
可
念
仏
、
是
限
一
期
、
所
修
之
行

業
也
、
去
年
立
此
願
了
、
病
重
身
弱
、
頗
雖
難
堪
、
為
仏
法
、
不
惜

身
命
之
謂
也
、
余
敢
不
欲
長
命
、
唯
所
志
在
往
于
西
土
、
努
力
々
々
、

此
念
仏
之
間
、
大
小
諸
務
不
可
聞
之
由
、
仰
家
臣
等
了

③
九
日
、
仏
厳
聖
人
来
、
余
云
、
毎
年
七
日
念
仏
、
一
生
無
退
転
可

遂
之
由
、
可
祈
念
、
就
中
、
今
度
所
労
不
快
、
又
付
公
私
、
有
怱
々

事
等
、
必
可
無
障
難
之
由
、
同
以
可
祈
請
者
、
此
次
聖
人
演
説
五
薀

皆
空
之
旨
、
節
供
、
家
司
闕
如
、
仍
政
所
勤
之
、
陪
膳
行
頼
、
行
事

良
盛
等
也
、

一
一
七
九
年
（
安
元
元
年
九
月
）

一
一
七
七
年
（
治
承
元
年
九
月
）

　
④
十
五
日
、
今
日
念
仏
三
万
遍
、
即
結
願
也
、
申
刻
仏
厳
上
人
来
、

奉
供
養
訖
、
哩
字
二
体
（
一
体
ハ
金
色
、
一
体
ハ
赤
色
）、
共
弘
法

大
師
御
筆
也
、
尽
未
来
際
、
毎
年
七
日
念
仏
不
可
退
転
之
願
也
、
賜

小
布
施
（
装
束
一
具
也
）、
説
法
尤
貴
者
也

　
⑤
八
日
、
請
仏
厳
聖
人
受
戒
、
自
今
日
夕
始
念
仏
之
故
也
、
是
恒
例

所
作
也
、
雖
所
労
殊
重
、
此
願
不
可
退
、
仍
枉
所
始
也
、
凡
今
般
之

疾
勝
於
先
々
、
内
心
極
弱
非
無
其
恐
、
入
夜
始
所
作
、
股
膝
不
叶
心
、

行
歩
如
不
通
、
左
右
手
健
冷
、
又
快
難
動
、
仍
不
能
用
念
珠
、
只
焚

香
知
数
遍
、
依
聖
人
教
也
、
又
曰
威
儀
之
中
、
行
住
坐
皆
以
不
可
叶
、

仍
遍
以
臥
也
、
是
又
依
疾
重
、
聖
人
許
之
故
也
、
凡
今
度
念
誦
須
延

引
、
万
人
制
之
、
然
而
多
年
之
病
疾
、
余
命
在
旦
暮
、
若
不
遂
此
行

終
命
者
、
奈
後
悔
何
、
仍
強
所
始
終
也

　
⑥
十
五
日
、
今
日
早
旦
、
請
仏
厳
聖
人
受
戒
、
念
仏
結
願
之
日
、
殊

可
潔
斎
、
又
重
可
持
禁
戒
之
故
也
、
又
立
大
願
七
ヶ
条
、
誓
願
出
離

生
死
生
極
楽
之
趣
、
具
在
別
、
今
日
、
念
仏
四
万
反
、
七
箇
ヶ
日
之

一
一
七
九
年
（
治
承
三
年
九
月
）

一
一
八
〇
年
（
治
承
四
年
九
月
）

一
一
八
一
年
（
養
和
元
年
九
月
）
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間
并
五
十
二
万
反
也

　
⑦
十
五
日
、
今
日
酉
刻
、
念
仏
結
願
、
其
以
前
念
仏
一
万
遍
（
其
中
、

一
千
遍
、
高
声
念
仏
也
）、
阿
弥
院
大
呪
一
千
遍
、
礼
拝
百
遍
、
未

曾
修
数
反
之
礼
拝
、
今
度
始
致
此
礼
拝
、
然
間
、
脚
気
陪
増
、
殆
難

遂
其
功
、
然
而
偏
為
仏
法
捨
身
命
、
満
数
遍
了
之
後
、
偏
以
平
臥
、

如
存
如
亡
、
此
夜
、
如
例
法
印
於
此
堂
、
被
修
廿
五
三
昧
、
女
房
等

来
聴
聞

　

ま
ず
兼
実
は
恒
例
念
仏
を
少
阿
弥
陀
経
の
説
に
基
づ
き
こ
の
仏
事

を
始
め
（
①
）、
こ
の
恒
例
念
仏
は
一
生
に
渡
っ
て
や
り
遂
げ
る
行

で
あ
る
と
誓
願
を
立
て
、
病
弱
の
身
で
あ
り
な
が
ら
仏
法
に
命
を
懸

け
、
西
土
に
往
く
こ
と
を
明
確
な
目
標
と
し
て
い
る
（
②
）。
ま
た

誓
願
は
一
度
で
は
な
く
繰
り
返
し
立
て
ら
れ
て
お
り
、
仏
厳
に
毎
年

の
念
仏
を
退
転
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
祈
念
や
説
法
を
さ
せ
、
い

ず
れ
も
生
死
を
出
て
極
楽
浄
土
へ
の
往
生
を
叶
え
る
た
め
に
さ
せ
て

い
る
（
④
⑥
）。

　

恒
例
念
仏
へ
の
取
り
組
み
は
、
兼
実
の
悲
痛
な
ま
で
の
決
意
か
ら

も
伺
わ
れ
る
。
念
仏
を
行
っ
て
い
る
間
は
誰
と
も
面
会
せ
ず
、
大
小

の
処
務
も
受
け
付
け
な
い
と
決
意
す
る
も
、
凡
夫
の
妄
心
が
生
じ
て

一
一
八
三
年
（
寿
永
二
年
九
月
）

し
ま
う
こ
と
に
心
を
悩
ま
し
て
い
る
（
①
）。
ま
た
兼
実
は
病
気
に

苦
し
み
な
が
ら
念
仏
に
励
み
、
た
と
え
立
ち
上
が
る
こ
と
が
出
来
な

く
て
も
、
念
珠
を
使
う
こ
と
が
出
来
な
く
て
も
、
授
戒
の
師
と
な
っ

て
い
る
仏
厳
が
臥
せ
た
ま
ま
で
い
る
こ
と
を
許
可
し
て
も
、
こ
の
行

を
為
し
遂
げ
る
た
め
一
度
立
て
た
願
を
貫
こ
う
と
し
て
い
る
（
③
⑤

⑦
）。

　

す
な
わ
ち
兼
実
が
行
う
恒
例
念
仏
は
何
よ
り
も
ま
ず
西
方
極
楽
浄

土
へ
の
往
生
を
願
っ
て
発
願
さ
れ
た
。
そ
こ
に
は
自
ら
に
降
り
か
か

る
災
厄
や
追
善
的
な
要
素
と
い
う
よ
り
、
来
世
的
な
信
仰
の
色
彩
が

強
い
。「
兼
実
の
念
仏
は
、
現
実
か
ら
の
逃
避
と
い
う
一
面
と
と
も

に
、
死
を
前
に
し
た
往
生
極
楽
へ
の
切
実
な
願
い
を
蔵
し
て
い
た
」

と
す
る
中
尾
氏
の
指
摘
は
非
常
に
的
確
で
あ
る
と
言
え
る（

（1
（

。
こ
れ
は
、

兼
実
の
往
生
極
楽
へ
の
願
い
は
自
ら
の
体
が
病
弱
で
あ
る
こ
と
と
決

し
て
無
関
係
で
は
な
い
。
兼
実
自
身
が
「
病
重
身
弱
」
と
言
う
よ
う

に
、
恒
例
念
仏
を
前
に
し
て
所
労
や
病
に
苦
し
め
ら
れ
る
が
、『
玉

葉
』
で
確
認
で
き
る
限
り
、
約
二
十
年
に
わ
た
り
恒
例
念
仏
を
つ
づ

け
た
。
そ
れ
は
、「
家
」
を
意
識
し
た
行
事
と
い
う
面
だ
け
で
は
な

く
、
偏
に
兼
実
が
往
生
を
願
う
と
い
う
宗
教
的
欲
求
の
表
れ
と
言
え

よ
う
。
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三
、
お
わ
り
に

　

本
論
で
は
、
こ
こ
ま
で
兼
実
の
念
仏
信
仰
に
つ
い
て
、
宗
教
体
験

と
し
て
の
念
仏
と
の
出
会
い
、
法
然
と
出
会
う
以
前
よ
り
行
っ
て
い

た
恒
例
念
仏
の
意
図
を
確
認
し
た
。
ま
ず
（
一
）
で
は
、
兼
実
の
念

仏
と
の
接
触
は
乳
母
で
あ
る
御
匣
殿
と
の
死
別
で
あ
る
可
能
性
を
提

示
し
た
。（
二
）
で
は
、
兼
実
の
恒
例
念
仏
は
自
ら
が
病
気
が
ち
な

こ
と
か
ら
く
る
宗
教
的
欲
求
に
帰
結
す
る
と
い
う
見
解
を
示
し
た
。

　
『
玉
葉
』
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
兼
実
に
と
っ
て
法
然
と
出
会
う

前
か
ら
往
生
極
楽
と
い
う
こ
と
が
重
要
な
関
心
ご
と
に
な
っ
て
い
た
。

そ
れ
は
「
往
生
極
楽
」
が
貴
族
社
会
に
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た

か
ら
で
あ
り
、
法
然
ら
に
み
る
浄
土
教
の
隆
盛
は
貴
族
社
会
が
受
け

皿
と
な
っ
て
支
え
ら
れ
た
側
面
も
あ
る
こ
と
も
付
し
て
お
き
た
い
。

最
後
に
、
三
点
今
後
の
課
題
を
述
べ
て
い
き
た
い
。

　

一
点
目
は
、
恒
例
念
仏
が
い
か
な
る
所
作
で
行
わ
れ
て
い
る
の
か

と
い
う
点
で
あ
る
。
恒
例
念
仏
の
記
事
に
は
念
仏
会
を
始
め
る
ま
で

の
所
作
が
含
ま
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
そ
う
し
た
所
作
を
調
査
し

て
い
く
こ
と
で
、
貴
族
社
会
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
念
仏
会
が
行
わ

れ
て
い
た
の
か
を
明
ら
か
に
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

　

二
点
目
は
、
兼
実
が
法
然
と
交
流
以
前
に
親
交
の
深
か
っ
た
仏
厳

と
の
関
係
で
あ
る
。
御
匣
殿
の
臨
終
の
際
に
善
知
識
と
な
っ
た
仏
厳

は
そ
れ
以
降
兼
実
と
頻
繁
に
交
流
す
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
仏
厳
の

授
戒
は
病
気
平
癒
と
い
っ
た
現
世
利
益
的
な
側
面
が
強
く
、『
玉
葉
』

で
散
見
す
る
授
戒
は
同
様
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
法
然
と
授
戒

の
問
題
は
度
々
議
論
に
上
が
る
が
、
貴
族
社
会
と
照
ら
し
合
わ
せ
た

と
き
、
違
っ
た
側
面
が
見
え
る
の
で
は
な
い
か
。

　

三
点
目
は
、
兼
実
の
周
辺
を
出
入
り
す
る
僧
侶
の
関
係
で
あ
る
。

兼
実
の
下
に
は
法
然
や
仏
厳
の
他
に
、
重
源
や
慈
円
と
い
っ
た
南
都

北
嶺
、
真
言
と
い
っ
た
様
々
な
僧
侶
が
登
場
す
る
。
今
後
は
そ
う
し

た
僧
侶
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
必
要
性
が
出
て
く
る
と
思
わ

れ
る
。

　

以
上
の
三
点
は
今
後
の
課
題
と
し
て
い
く
。

　　
1　

伊
藤
真
徹
「
玉
葉
の
研
究
―
兼
実
の
浄
土
信
仰
―
」（『
仏
教
論
叢
』
三
、

一
九
四
九
年
）

2　

重
松
明
久
「
浄
土
宗
確
立
過
程
に
お
け
る
法
然
と
兼
実
と
の
関
係
」（『
名

古
屋
大
学
文
学
部
研
究
論
集
史
学
』
二
、
一
九
五
二
年
）

3　

中
尾
堯
「
九
条
兼
実
の
信
仰
」（
藤
井
正
雄
編
『
浄
土
宗
の
諸
問
題
』、
雄

山
閣
、
一
九
七
八
）

4　

兼
実
は
病
気
に
な
っ
た
乳
母
の
た
め
何
度
も
見
舞
っ
て
い
る
。

　
　
　

嘉
応
二
年
六
月
二
十
二
日
、
参
女
院
、
御
匣
殿
聊
不
例
被
坐
、
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嘉
応
二
年
六
月
二
十
三
日
、
御
匣
殿
不
例
頗
六
借
云
々
、
余
為
訪
密
向

彼
第
、
或
聖
人
来
授
戒
、
頗
宜
云
々
、

嘉
応
二
年
六
月
二
十
四
日
、
彼
不
例
同
事
云
々
、
又
密
訪
之
、
今
日
宜

云
々
、　

　
　
　

嘉
応
二
年
六
月
二
十
五
日
、
病
者
平
愈
了
、
昨
今
尚
授
戒
也
、

　
　

ま
た
、
御
匣
殿
へ
或
る
聖
人
が
授
戒
を
授
け
、
病
気
が
治
癒
し
た
こ
と
が

記
さ
れ
て
い
る
。
兼
実
が
授
戒
を
授
か
る
こ
と
で
病
気
に
効
能
が
あ
る
と
認

識
し
た
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
。

5　

多
賀
宗
隼
『
玉
葉
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
四
年
）、
林
淳
「
専
修
念
仏

宗
発
生
の
一
側
面
―
九
条
兼
実
と
の
関
係
か
ら
見
た
―
」（『
東
海
仏
教
』
三

三
、
一
九
八
八
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

6　

一
一
七
七
年
（
安
元
三
年
）、
一
一
八
二
年
（
寿
永
元
年
）、
一
一
八
四
年

（
元
暦
元
年
）、
一
一
八
五
年
（
元
暦
二
年
）、
一
一
九
一
年
（
建
久
二
年
）

に
御
匣
殿
の
忌
日
法
要
が
確
認
で
き
る
。

7　

仏
厳
と
兼
実
の
関
係
に
つ
い
て
、
大
屋
徳
城
「『
十
念
極
楽
易
往
集
』
と

藤
原
兼
実
の
信
仰
に
関
す
る
疑
問
」（『
史
林
』
九
ー
一
、
一
九
二
〇
年
）
や

和
田
秀
乗
「
十
念
極
楽
易
往
集
」（『
印
仏
研
究
』
三
二
―
一
、
一
九
八
三
）

が
あ
る
。

8　

註
７
に
同
じ
。

9　

注
７
に
同
じ
。

10　

注
７
に
同
じ
。

11　

注
３
、
一
三
〇
頁
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『
釋
淨
土
群
疑
論
』
巻
第
一
「
於
二
前
ノ
二
ノ
解
一ニ
、
初
ノ
解
ヲ
爲
レ
正
ト
。」
の
意
味

村　

上　

真　

瑞

　

凡
夫
の
往
生
す
る
淨
土
が
、
三
界
に
含
ま
れ
る
の
か
そ
れ
と
も
含

ま
れ
な
い
の
か
、『
釋
淨
土
群
疑
論
』
に
お
い
て
は
議
論
が
重
ね
ら

れ
て
い
る
。
結
論
と
し
て
、
以
下
の
部
分
に
三
界
摂
が
正
し
い
と
さ

れ
て
い
る
、
し
か
し
こ
の
文
章
の
読
み
方
を
変
え
れ
ば
こ
の
答
え
は

懷
感
の
本
意
で
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
の
観
点
か
ら
考
察
し
て
み
た

い
。『
釋
淨
土
群
疑
論
』
巻
第
一
に
お
い
て
、

問
。
若
不
レハ
許
二サ
是
レ
欲
色
界
ノ
攝
㆒ナ
リ
ト
者
何
ニ
因
テ
カ
无
量
壽
經
ニ

言
㆓フ
ヤ
乃
至
淨
居
天
等
㆒ト
。
答
。
此
ハ
是
レ
施
設
爲
㆑
天
ト
不
㆑
可
㆘

即
爲
㆓テ
實
ノ
天
㆒ト
分
㆗ツ
欲
色
界
㆖ヲ
也
。
若
實
ノ
天
ナ
ラ
バ
者
如
來
ノ
淨
心

ノ
所
變
、
豈
ニ
是
レ
欲
色
界
ノ
摂
ナ
ラ
ン
ヤ
。
又
言
ク
若
是
レ
色
界
ナ
ラ
バ

者
已
下
ノ
欲
天
ト
爲
爲
㆑ン
勝
ト
ヤ
爲
㆑ン
劣
ト
ヤ
。
若
劣
ナ
ラ
バ
者
如
何
ゾ
色

界
反
テ
劣
㆓ナ
ラ
ン
ヤ
欲
界
㆒ヨ
リ
モ
。
若
勝
ナ
ラ
バ
者
如
㆓キ
ハ
此
ノ
娑
婆
世
界
㆒ノ

欲
色
ノ
兩
界
勝
劣
不
同
ナ
リ
。
欲
色
ノ
有
情
優
劣
差
別
セ
リ
。
彼
ノ

土
モ
亦
爾
ル
ベ
シ
。
生
㆓ゼ
ル
色
界
㆒ニ
者
ノ
ハ
勝
㆑レ
ナ
ン
生
㆓ゼ
ル
ニ
欲
界
㆒ニ
。
何
ニ

因
テ
カ
四
十
八
ノ
弘
誓
願
ニ
説
㆘ケ
ル
國
中
ノ
人
天
形
色
不
同
ニ

有
㆓ラ
バ

好
醜
㆒
者
不
ト㆖レ
取
㆓
正
覚
㆒ヲ
。
彼
ノ
色
界
ノ
形
、
既
ニ
勝
㆓レ
バ
欲
界
ノ

形
㆒ニ
如
何
ゾ
説
㆑ン
同
ト
。
故
ニ
知
ヌ
。
假
ニ
安
立
説
テ
爲
㆓
淨
居
天

等
㆒ト
。
非
㆓
實
ニ
即
是
レ
欲
色
界
㆒ナ
ル
ニ
ハ
也
。
於
㆓
前
ノ
二
ノ
解
㆒ニ
、
初

ノ
解
ヲ
爲
㆑
正
ト
。
異
熟
識
ノ
體
ハ
是
レ
實
ノ
有
情
ナ
リ
。
生
㆑ゼ
ル
彼
ニ
衆

生
、諸
ノ
菩
薩
等
ハ
未
㆑ダ
滅
㆓セ
異
熟
㆒ヲ
。
何
ゾ
得
㆑ン
説
㆔ヿ
ヲ
彼
レ
非
㆓ト
實
ノ

天
人
㆒ニ
。（

（
（

と
説
か
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
も
し
欲
色
界
の
摂
で
は
な
い
、
と
い
う

の
で
あ
れ
ば
、
な
ぜ
『
無
量
壽
經
』
に
浄
居
天
の
名
が
出
て
い
る
の

か
。
と
い
う
問
い
に
対
し
て
、
次
の
よ
う
に
答
え
る
。
こ
の
天
は
仮

に
施
設
、
安
立
し
た
も
の
で
、
実
際
に
天
で
は
な
い
。
先
ず
、
も
し

実
の
天
な
ら
ば
、
如
来
の
所
変
が
欲
色
界
の
摂
で
あ
る
こ
と
に
な
る

が
、
如
来
の
所
変
は
欲
色
界
の
摂
で
あ
る
は
ず
は
な
い
。
ま
た
、
も

し
色
界
の
天
で
あ
る
な
ら
、
欲
天
と
の
勝
劣
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
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も
し
浄
土
に
あ
る
天
に
優
劣
差
別
が
あ
る
な
ら
何
故
に
阿
弥
陀
如
来

は
四
十
八
願
の
中
に
、
極
楽
浄
土
の
人
天
の
形
色
が
同
じ
で
な
く
好

し
い
も
の
醜
い
も
の
が
あ
っ
た
な
ら
成
佛
し
な
い
、
と
い
う
願
を
た

て
て
い
る
の
か
、
ま
さ
に
そ
の
願
に
反
し
て
い
る
。
だ
か
ら
、
こ
の

『
無
量
壽
經
』
に
説
く
浄
居
天
は
仮
に
施
設
、
安
立
さ
れ
た
も
の
で
、

実
際
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
よ
っ
て
浄
土
は
欲
色
界
の
摂
で
は
な
い
。

と
答
え
て
い
る
。
さ
て
、
こ
こ
に
お
い
て
は
、
浄
土
の
三
界
不
摂
を

説
い
て
い
る
が
、
こ
の
あ
と
に
、
不
可
解
な
文
章
が
つ
け
加
え
ら
れ

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
前
の
二
つ
の
解
釈
に
お
い
て
初
め
の
釈
を
正

し
い
と
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
異
熟
識
の
体
は
実
の
有
情
の
も
の
だ
か

ら
、
浄
土
に
往
生
し
た
者
に
異
熟
識
が
残
っ
て
い
る
な
ら
ば
、
ど
う

し
て
実
の
天
人
で
な
い
と
い
え
よ
う
か
、
い
や
実
の
天
人
で
あ
る
。

と
示
し
、
こ
の
一
文
に
よ
っ
て
以
前
何
度
も
、
天
人
は
仮
設
の
も
の

で
あ
り
、
浄
土
は
三
界
不
摂
の
も
の
で
あ
る
と
述
べ
て
き
た
説
を
翻

し
て
い
る
。

　

前
の
二
つ
の
解
釈
に
お
い
て
初
め
の
釈
を
正
し
い
と
す
る
と
は
、

釋
曰
。
此
ニ
有
㆓
二
釋
㆒。
一
ニ
ハ
有
漏
ノ
淨
土
ハ
是
レ
欲
色
界
ノ
攝
ナ

リ
。
以
㆔ノ
有
漏
ノ
心
ハ
不
㆑ヲ
離
㆓
三
界
㆒ヲ
故
ニ
。
三
界
ハ
即
有
漏
ナ
リ
。

有
漏
ハ
即
三
界
ナ
リ
。
既
ニ
言
㆓フ
有
漏
㆒ト
即
三
界
ノ
攝
ナ
リ
。（

（
（

　

と
説
か
れ
る
初
め
て
の
釈
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
有
漏
な
る
心
を

変
現
し
た
浄
土
は
三
界
の
摂
で
あ
る
、
と
い
う
説
で
あ
る
。
こ
れ
に

対
し
て
後
の
釈
と
は
、『
釋
淨
土
群
疑
論
』
巻
第
一
に
お
い
て
、

二
ニ
釋
ス
ラ
ク
、
雖
㆓
是
レ
有
漏
ノ
所
變
ノ
淨
土
㆒ナ
リ
ト
不
㆑
得
㆔
名
テ
爲
㆓ヿ
ヲ

是
レ
三
界
ノ
攝
㆒ト
。（

（
（

　

と
説
か
れ
る
二
番
目
の
釈
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
た
と
え
有
漏
な

る
心
を
変
現
し
た
浄
土
で
あ
っ
て
も
三
界
の
摂
と
は
い
え
な
い
、
と

す
る
三
界
不
摂
の
説
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
前
の
不
可
解
な
文
章
の

含
ま
れ
る
問
答
に
お
い
て
は
、
不
可
解
な
文
章
の
前
ま
で
は
、
様
々

な
経
証
を
引
い
て
三
界
不
摂
の
証
明
を
し
て
お
き
な
が
ら
不
可
解
な

文
章
に
よ
っ
て
、
三
界
摂
の
説
を
肯
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ

は
ど
う
考
え
て
も
前
の
文
章
と
の
つ
な
が
り
の
上
で
不
可
解
と
言
わ

ざ
る
を
得
な
い
。

　

こ
の
箇
所
に
つ
い
て
、
良
遍
（
建
久
五
年
（
一
一
九
四
）
―
建
長

四
年
（
一
二
五
二
））『
群
疑
論
見
聞
』
は
以
下
に
解
釈
し
て
い
る
で

あ
ろ
う
か
。

『
群
疑
論
見
聞
』　

十
三
丁
右　

於
前
二
解
初
釈
為
正
等
事
、
疑
云
前
二
解
者
何
処
耶　

答
上
第

七
問
云
若
是
有
漏
土
三
界
中
何
界
所
摂
耶

答
此
有
二
尺
一
有
漏
浄
土
是
欲
色
界
乃

至 

▪
二
尺
雖
是
有
漏
所

変
浄
土
不
得
名
為
是
三
界
摂
文
此
二
尺
義
中
以
初
尺
一
為
正
一
云
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也
。
其
意
顕
也
。
付
之
有
重
々
問
答
也
（
（
（

。

と
説
か
れ
る
よ
う
に
、
一
つ
の
解
釈
は
煩
惱
を
有
し
て
い
る
国
土
な

ら
ば
（
三
界
中
の
）
欲
界
色
界
で
あ
る
。
二
つ
め
の
解
釈
は
、
た
と

え
煩
惱
を
有
し
て
い
る
心
が
変
化
し
て
現
れ
た
浄
土
で
あ
る
と
し
て

も
、
三
界
に
含
ま
れ
る
と
言
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
れ
ら
の
二
つ

の
解
釈
の
道
理
の
中
、
初
め
の
解
釈
を
も
ち
い
て
正
し
い
と
す
る
の

で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
不
可
解
な
文
は
良
遍
の
弟
子
、
良
忠
に
よ
っ

て
も
、
凡
夫
所
変
の
浄
土
は
三
界
摂
で
あ
る
と
す
る
説
の
根
拠
と
し

て
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
『
釋
淨
土
群
疑
論
探
要
記
』
巻
第

三
に
よ
る
と
、

初
解
ヲ
爲
㆑
正
ト
者
於
㆓
三
界
攝
不
攝
義
ノ
中
㆒ニ
、
初
ノ
攝
ヲ
爲
㆑ス
正
ト

所
以
者
何
。
異
熟
識
ハ
是
界
趣
生
ノ
躰
ナ
リ
。
生
㆑ズ
ル
彼
ニ
衆
生
及

諸
菩
薩
、
未
㆑
滅
㆓セ
異
熟
㆒ヲ
。
何
得
㆔ン
説
テ
爲
㆑ヿ
ヲ
非
ト
二
實
ノ
人
天
㆒ニ
。

是
約
㆓
能
居
㆒ニ
以
顯
㆓ス
所
居
㆒ヲ
。
正
シ
ク
若
シ
實
ノ
人
天
趣
ナ
ラ
バ
、
依
ハ

必
ズ
可
㆓ガ
三
界
㆒ナ
ル
故
ニ
。（

（
（

　

と
説
か
れ
る
よ
う
に
、
初
解
を
正
と
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
三
界

摂
不
摂
の
問
題
の
中
三
界
摂
を
正
と
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
な

ぜ
な
ら
、
異
熟
識
は
三
界
、
趣
生
の
体
で
あ
る
か
ら
、
浄
土
に
生
ず

る
衆
生
や
菩
薩
で
あ
っ
て
も
異
熟
識
を
未
だ
に
滅
し
て
い
な
い
。
異

熟
識
の
存
在
す
る
人
、
天
が
居
す
浄
土
は
三
界
摂
で
あ
る
。
と
し
て

浄
土
は
三
界
摂
で
あ
る
の
が
正
し
い
、
と
す
る
証
明
を
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
良
遍
及
び
道
忠
の
理
解
が
近
年
の
研
究
に
ま
で

影
響
を
あ
た
え
、
懷
感
の
立
場
は
、
三
界
摂
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て

き
た
。
望
月
信
亨
博
士
（
（
（

、
神
子
上
恵
龍
博
士
（
（
（

な
ど
の
説
が
そ
う
で
あ

る
。

　

金
子
寛
哉
氏
は
、「
第
一
に
「
浄
土
観
」
に
つ
い
て
見
る
と
、
西

方
浄
土
は
、
法
性
、
自
受
用
、
他
受
用
、
変
化
の
四
土
に
通
ず
る
と

こ
ろ
と
す
る
。
し
か
も
仏
心
は
無
漏
清
浄
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
仏
心

に
よ
っ
て
変
現
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
浄
土
は
、
欲
界
、
色
界
、
無
色
界

等
の
三
界
を
超
越
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
ま
た

そ
の
三
界
を
超
越
し
た
高
い
次
元
の
浄
土
へ
も
阿
弥
陀
仏
の
本
願
力

を
増
上
縁
と
し
て
、
凡
夫
も
報
土
た
る
浄
土
へ
往
生
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
報
土
は
如
来
の
立
場
を
中

心
に
考
え
れ
ば
、
無
漏
清
浄
の
浄
土
で
あ
る
が
、
凡
夫
の
往
生
す
る

と
こ
ろ
は
、
凡
夫
が
自
心
に
よ
っ
て
変
現
し
た
と
こ
ろ
の
浄
土
で
あ

っ
て
、
こ
れ
を
受
用
す
る
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
点
か
ら
考

え
る
と
、
凡
夫
の
往
生
す
る
と
こ
ろ
は
、
有
漏
の
浄
土
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
こ
れ
は
、
懷
感
が
主
と
し
て
用
い
た
法
相
唯
識
の
立
場
に

立
っ
て
説
明
す
る
場
合
、
抜
け
出
る
こ
と
の
で
き
な
い
教
義
上
の
限

界
を
示
し
て
い
る
も
の
で
、
こ
の
点
を
め
ぐ
っ
て
、
極
楽
浄
土
を
三
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界
に
摂
す
べ
き
か
、
そ
れ
と
も
三
界
を
超
越
し
た
存
在
と
す
べ
き
か

と
い
う
、
詳
細
な
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
す
る
懷
感

の
結
論
は
現
在
『
群
疑
論
』
の
文
か
ら
す
れ
ば
、
三
界
の
中
で
あ
る

と
し
て
い
る
よ
う
に
も
と
れ
る
。
し
か
し
、
懷
感
の
立
場
そ
の
も
の

か
ら
す
れ
ば
、
三
界
を
超
越
し
た
も
の
と
す
べ
き
か
と
思
う
。
古
く

か
ら
の
問
題
点
で
あ
る（

（
（

。」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

で
は
懷
感
の
立
場
は
、
三
界
摂
で
あ
る
と
す
る
以
外
の
説
に
は
、

ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
岸
覚
勇
氏
は
、『
続
善

導
教
学
の
研
究
』
に
お
い
て
、

懷
感
に
は
三
界
摂
と
不
摂
の
二
義
あ
り（

（
（

と
だ
け
述
べ
ら
れ
、
服
部
英
淳
氏
は
「
懷
感
が
群
疑
論
を
作
っ
て
唯

識
法
相
に
よ
っ
て
浄
土
を
解
明
し
た
の
は
、
極
楽
浄
土
の
唯
報
非
化

を
強
調
し
た
師
説
に
背
く
も
の
で
は
な
く
、
こ
れ
に
よ
っ
て
指
方
立

相
の
報
土
に
対
す
る
疑
問
や
誤
解
を
懇
切
に
氷
解
し
た
の
で
あ
る（
（1
（

。」

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
金
子
氏
は
、
服
部
英
淳
氏
の
前
述
の
論
を
受
け
て
、
江
戸

時
代
の
真
宗
大
谷
派
の
講
師
、
宣
明
の
『
釋
淨
土
群
疑
論
口
義
』
を

引
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、『
釋
淨
土
群
疑
論
探
要
記
』
に
お
い
て

解
釈
さ
れ
る
よ
う
な
界
摂
の
義
は
、
基
の
『
大
乘
法
苑
義
林
章
』
佛

土
章
に
準
じ
た
も
の
で
あ
っ
て
、「
但
だ
彼
の
相
宗
を
学
ぶ
人
を
引

き
、
往
生
浄
土
門
の
内
に
入
ら
し
め
ん
為
に
」
説
か
れ
た
随
他
意
の

説
で
あ
っ
て
、
懷
感
の
真
意
で
は
な
く
、
懷
感
自
ら
の
随
自
意
の
説

と
し
て
は
、
阿
弥
陀
佛
の
本
願
不
思
議
の
力
に
準
ず
る
の
で
あ
る
か

ら
、
凡
夫
の
往
生
す
る
浄
土
も
ま
た
、
三
界
不
摂
で
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
と
し
て
、
金
子
寛
哉
氏
は
、
前
の
不
可
解
な
文
章
を
宣
明
の

『
釋
淨
土
群
疑
論
口
義
』
巻
第
二
（
（1
（

の
解
釈
を
引
用
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
解
明
し
て
い
る
、

　

こ
の
解
釈
は
私
の
試
論
で
あ
る
が
次
の
よ
う
に
理
解
し
て
は
ど
う

で
あ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
先
に
述
べ
た
不
可
解
な
文
章
は
、
前
文

の
答
え
の
内
容
で
は
な
く
、
後
に
す
ぐ
出
る
問
の
文
章
に
接
続
さ
れ

る
べ
き
も
の
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
『
釋
淨
土
群
疑
論
』

一
巻
に
お
い
て

於
㆓
前
ノ
二
ノ
解
㆒ニ
初
ノ
釋
ヲ
爲
㆑ト
ハ
正
ト
。
異
熟
識
ノ
體
ハ
是
レ
實
ノ
有

情
ナ
リ
。
生
㆑ゼ
ル
彼
ニ
衆
生
、
諸
ノ
菩
薩
等
ハ
未
㆑ダ
滅
㆓セ
異
熟
㆒ヲ
。
何
ゾ

得
㆑ン
説
㆔ヿ
ヲ
彼
レ
非
㆓ト
實
ノ
天
人
㆒ニ
。
問
テ
曰
ク
。
若
凡
夫
所
變
ノ
淨
土

ハ
是
レ
有
漏
ナ
レ

非
㆓
三
界
ノ
所
㆒ニ
。
感
㆑
之
ヲ
生
㆑ズ
ル
彼
ニ
者
ハ
不
㆑レ
バ

同
㆓カ
ラ
餘
ノ
人
天
ノ
造
惡
受
苦
ノ
果
㆒ニ
、
説
㆑ク
ト
云
バ
非
㆓ト
人
天
㆒ニ
、
如
㆓キ

勝
鬘
經
㆒ノ
説
㆔ケ
リ
變
易
生
死
ハ
非
㆓ト
三
界
ノ
攝
㆒ニ
、
非
㆓ン
ヤ
彼
ノ
生
死
実

報
㆒ニ
。
是
レ
化
生
ナ
ル
ヲ
以
非
㆓ト
ハ
人
天
趣
㆒ニ
者
未
㆑
知
淨
土
ノ
化
生
ノ
凡

夫
非
㆓ト
云
ヿ
ヲ
三
界
㆒ニ
。
瓔
珞
經
ニ
説
カ
ク
三
界
之
外
ニ
有
㆓ト
ハ
衆
生
一
者
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是
レ

沙
王
國
ノ
安
多
偈
師
ノ
義
ナ
リ
。
非
㆓ト
佛
説
㆒ニ
。
故
ニ
是
レ
三

界
ノ
身
ナ
ル
ベ
シ
。
豈
ニ
非
㆓ト
云
ン
ヤ
三
界
ノ
身
㆒ニ
耶
。
依
㆑テ
此
ニ
後
ノ
解
ニ

復
爲
㆓
斯
ノ
問
㆒ヲ
。（

（1
（

　

と
い
う
よ
う
に
文
章
を
接
続
さ
せ
て
、「
前
の
二
の
解
に
於
て
初

の
釋
を
正
と
爲
と
は
」
と
読
み
、
次
の
よ
う
に
解
釈
し
て
み
た
い
。

つ
ま
り
、
問
を
出
す
前
に
、
問
う
側
の
立
場
を
表
し
、
そ
の
あ
と
問

を
出
し
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
私
が
読
解
し
た
よ
う
に

訳
し
て
み
よ
う
。「
前
の
二
つ
の
解
釈
に
お
い
て
初
め
の
釈
の
方
が

正
し
い
と
い
う
こ
と
は
、
異
熟
識
の
体
は
実
の
有
情
の
も
の
だ
か
ら
、

浄
土
に
往
生
し
た
者
に
異
熟
識
が
残
っ
て
い
る
な
ら
ば
、
ど
う
し
て

そ
の
者
が
実
の
天
人
で
な
い
と
い
え
よ
う
か
、
い
や
浄
土
に
往
生
し

た
者
は
、
実
の
天
人
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。（
こ
の
よ
う
な

訳
で
浄
土
は
三
界
摂
で
あ
る
と
考
え
る
。）
そ
こ
で
次
の
質
問
を
し

よ
う
。
凡
夫
所
変
の
浄
土
は
有
漏
で
あ
っ
て
も
三
界
不
摂
で
あ
り
、

浄
土
に
往
生
し
た
者
は
、
他
の
悪
を
造
り
苦
を
受
け
て
い
る
人
、
天

と
は
違
い
、
人
や
天
で
は
な
い
と
い
う
が
、『
勝
鬘
經
（
（1
（

』
に
変
易
生

死
は
三
界
不
摂
で
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
か
ら
、
浄
土
に
往
生
し
た

凡
夫
の
生
死
も
実
の
報
い
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
変
易
生
死
で
あ
る

の
か
、
ま
た
、
浄
土
に
往
生
し
た
者
は
化
生
で
あ
る
か
ら
人
、
天
趣

で
は
な
い
と
い
う
が
、
ど
う
し
て
浄
土
に
化
生
し
た
凡
夫
が
三
界
不

摂
な
の
か
解
ら
な
い
。『
瓔
洛
經
（
（1
（

』
に
は
三
界
の
外
に
衆
生
が
あ
る

と
す
る
の
は
、

沙
王
国
の
安
多
偈
師
の
説
で
あ
っ
て
、
佛
説
で
は

な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
浄
土
に
往
生
し
た
凡
夫
で
あ
っ

て
も
三
界
摂
で
あ
っ
て
、
三
界
不
摂
と
は
決
し
て
言
え
な
い
、
こ
の

よ
う
な
わ
け
で
、
私
は
、
初
と
後
と
の
二
つ
の
解
釈
の
う
ち
、
後
の

解
釈
に
疑
問
が
あ
る
の
で
、
重
ね
て
こ
の
質
問
を
す
る
も
の
で
あ

る
。」
と
訳
さ
れ
る
。
こ
こ
で
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、

こ
の
文
の
最
後
に
出
る
「
後
ノ
解
」
と
い
う
語
で
あ
る
。
こ
の
「
後

ノ
解
」
は
先
に
あ
げ
た
不
可
解
な
文
章
に
お
い
て
「
初
ノ
解
」
と
い

う
語
が
見
出
さ
れ
る
が
、
こ
の
「
初
解
」
す
な
わ
ち
三
界
摂
説
と

「
後
解
」
す
な
わ
ち
三
界
不
摂
説
と
は
一
対
を
な
す
も
の
で
あ
り
、

さ
ら
に
、
先
の
不
可
解
な
文
章
に
お
い
て
「
前
ノ
二
解
」
と
い
う
語

が
見
出
さ
れ
る
が
、
こ
の
「
二
解
」
と
は
、
ま
さ
に
「
初
解
」
と

「
後
解
」
と
の
二
解
で
あ
る
か
ら
、
先
の
不
可
解
な
文
章
は
、
今
、

私
が
試
み
た
よ
う
に
、
後
の
問
と
接
続
し
て
読
む
な
ら
ば
、
ま
っ
た

く
不
可
解
で
は
な
く
、
首
尾
一
貫
し
た
意
味
の
通
る
文
章
と
し
て
理

解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
も
う
一
箇
所
注
目
し
た
い
の
は
、

や
は
り
こ
の
文
の
最
後
に
出
る
「
復
為
二
斯
問
一
」
と
い
う
文
の

「
復
」
の
語
で
あ
る
。
こ
の
「
復
」
は
重
ね
て
質
問
す
る
事
を
意
味

し
て
い
る
が
、
な
ぜ
重
ね
て
質
問
す
る
と
言
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
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こ
れ
に
つ
い
て
、
私
は
次
の
よ
う
に
解
釈
し
て
み
た
い
。
す
で
に
、

こ
の
問
答
と
同
じ
趣
旨
の
問
答
が
『
釋
淨
土
群
疑
論
』
巻
第
一
の
初

め
の
部
分
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
な
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

『
釋
淨
土
群
疑
論
』
一
巻
に
は
、

問
。
既
ニ
是
レ
有
漏
識
ノ
心
所
變
ナ
ラ
バ
有
漏
ノ
之
心
ハ
即
三
界
ノ
攝
ナ

リ
、
无
㆑シ
有
㆔ヿ
有
漏
ノ
心
而
出
㆓ヿ
三
界
ノ
攝
㆒ヲ
。
心
既
ニ
三
界
ノ
攝
ナ
ラ
バ

所
現
ノ
淨
土
寧
ロ
非
㆓ン
ヤ
三
界
㆒ニ
耶
。
答
雖
㆑
知
㆔ト
有
漏
ノ
體
性
ハ
不
㆑ト

出
二
三
界
㆒ヲ
、
然
モ
以
㆓
別
義
㆒ヲ
但
得
㆑
名
㆓ヿ
ヲ
有
漏
㆒ト
ノ
ミ
、
不
㆑
得
㆑

名
㆓ヿ
ヲ
三
界
㆒ト
。
故
ニ
三
界
ノ
名
ハ
局
リ
有
漏
ノ
名
ハ
寛
シ
。
亦
如
㆘シ
凡

夫
得
㆑レ
バ
生
㆓ヿ
ヲ
西
方
㆒ニ
、
非
㆗ガ
五
趣
ノ
攝
㆖ニ
。
故
ニ
无
量
壽
經
ニ
言
ク
、

横
ニ
截
㆓ヘ
五
惡
趣
㆒ヲ
惡
趣
自
然
ニ
閉
ト
、
又
阿
弥
陀
經
ニ
言
ク
彼
佛
ノ

國
土
ニ
ハ
无
㆓シ
三
惡
趣
一
等
ト
、
又
无
量
壽
經
ニ
言
ク
、
彼
國
ノ
衆
生

ハ
非
㆑
天
ニ
非
㆑
人
ニ
因
㆓

-

順
ス
ル
ガ
餘
方
㆒ニ
故
ニ
。
有
㆓ト
人
天
之
號
一
故

ニ
知
ヌ
彼
土
ニ
ハ
无
㆓シ
五
趣
一
既
ニ
許
㆓セ

生
ズ
ル
モ
ノ
ハ
是
レ
凡
夫
㆒ナ
リ
ト
而

非
二
五
趣
ノ
所
攝
㆒ニ
。
何
ゾ
妨
㆘ン
土
ヲ
名
㆓レ

有
漏
㆒ト
而
非
㆗ヿ
ヲ
三
界
ノ
所

収
（
（1
（

㆖ニ　

　

と
説
か
れ
る
よ
う
に
、
も
し
有
漏
心
の
所
変
の
浄
土
で
あ
る
な
ら

ば
、
三
界
を
出
過
で
き
る
は
ず
は
な
い
の
で
あ
る
の
に
、
ど
う
し
て

三
界
不
摂
で
あ
る
と
証
明
で
き
る
の
か
、
と
い
う
問
い
に
対
し
て
、

『
無
量
壽
經
』
の
「
横
截
五
惡
趣
」「
因
順
餘
方
」『
阿
彌
陀
經
』
の

「
佛
國
土
無
三
惡
趣
」
等
の
偈
を
引
い
て
、
人
、
天
が
あ
る
と
す
る

の
は
衆
生
に
対
し
て
わ
か
り
や
す
く
示
す
た
め
に
仮
に
そ
の
名
を
出

し
た
だ
け
で
あ
る
と
し
て
、
た
と
い
有
漏
で
あ
っ
て
も
三
界
を
出
過

し
得
る
と
い
う
見
解
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
例
以
外
に
も
同
じ
趣
旨

の
問
答
が
何
度
か
出
て
い
る
こ
と
か
ら
、
懷
感
の
相
手
と
し
て
い
る

者
は
、
何
度
と
な
く
懷
感
と
論
争
し
、
常
に
平
行
線
を
た
ど
っ
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
懷
感
と
相
容
れ
な
い
意
見
と
は
、

前
の
不
可
解
な
文
章
の
中
に
表
れ
る
主
張
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の

「
復
」
の
文
字
も
、
こ
の
文
の
中
で
意
味
を
も
っ
た
も
の
と
し
て
生

き
て
く
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
も
、
先
の
不
可

解
な
文
章
は
、
後
の
問
と
接
続
し
て
読
む
べ
き
で
あ
る
。

　

仮
説
で
は
あ
る
が
、
従
来
の
、
前
の
問
答
に
連
結
さ
せ
て
初
め
て

読
ん
だ
の
は
、
良
遍
の
『
群
疑
論
見
聞
』
で
あ
る
。
良
遍
は
、
法
相

唯
識
の
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
経
歴
を
も
っ
て
い
る
。
有
漏
の
心
が
顕

現
す
る
浄
土
を
三
界
不
摂
で
あ
る
と
は
認
め
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ

た
た
め
、
わ
ざ
わ
ざ
こ
の
よ
う
な
読
み
方
を
し
た
の
で
は
な
い
か
と

考
え
る
こ
と
も
出
来
る
の
で
あ
る
。
そ
の
読
み
方
が
、
良
遍
の
唯
識

の
弟
子
で
あ
る
良
忠
に
伝
わ
り
、
ず
っ
と
引
き
ず
っ
て
き
た
と
も
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
本
来
中
国
浄
土
教
の
立
場
か
ら
言
え
ば
、
善

導
の
凡
入
報
土
説
を
唯
識
の
学
者
に
理
解
せ
し
め
よ
う
と
し
て
、
有
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漏
の
心
に
顕
現
し
た
浄
土
（
凡
入
）
は
、
三
界
不
摂
（
報
土
）
で
あ

る
と
い
う
の
が
基
本
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

さ
て
、
私
は
平
成
三
十
年
度
九
月
十
四
日
佛
教
大
学
に
お
け
る
浄

土
宗
総
合
学
術
大
会
に
て
、
凡
入
報
土
と
凡
夫
変
現
浄
土
三
界
不
摂

と
の
関
係
－
善
導
と
懷
感
と
の
対
比
－
と
い
う
題
目
で
前
述
の
論
述

と
ほ
ぼ
同
内
容
の
発
表
を
し
た
が
、
そ
の
際
大
正
大
学
大
学
院
生
、

長
尾
光
恵
氏
よ
り
、
質
問
を
受
け
た
。
彼
の
質
問
内
容
は
、「
於
二

前
ノ
二
ノ
解
㆒ニ
初
ノ
釋
ヲ
爲
レ
正
ト
。」
の
節
は
、
そ
の
問
答
内
で
読
む
べ

き
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
大
変
ユ
ニ
ー
ク
で
は
あ
る
が
、
矛

盾
が
存
在
し
、
論
の
根
本
的
解
決
に
は
な
ら
な
い
と
思
う
。
以
下
、

彼
の
論
に
基
づ
い
て
『
釋
淨
土
群
疑
論
』
を
解
説
し
て
み
よ
う
。

【
第
一
の
問
】
問
若
不
許
是
欲
色
界
攝
者
何
因
无
量
壽
經
言
乃
至
淨

居
天
等
（
（1
（
　

　

浄
土
が
三
界
摂
で
な
い
な
ら
ば
、
な
ぜ
『
無
量
壽
經
』
の
中
に

「
乃
至
淨
居
天
等
」
と
出
て
い
る
の
か
。

【
第
一
の
答
】
答
此
是
施
設
爲
天
不
可
即
爲
實
天
分
欲
色
界
也
若
實

天
者
如
來
淨
心
所
變
豈
是
欲
色
界
攝
（
（1
（
　

　

仮
に
設
け
る
手
だ
て
と
し
て
天
で
あ
る
。
本
当
の
天
と
し
て
欲
界

色
界
を
割
り
当
て
て
は
な
ら
な
い
。
如
來
の
清
ら
か
な
心
の
変
化
さ

れ
た
も
の
は
欲
界
色
界
に
含
ま
れ
る
こ
と
は
な
い
。

【
第
二
の
問
】
又
言
若
是
色
界
者
已
下
欲
天
爲
勝
爲
劣
若
劣
者
如
何

色
界
反
劣
欲
界
若
勝
者
如
此
娑
婆
世
界
欲
色
兩
界
勝
劣
不
同
（
（1
（

　

　

本
当
に
色
界
な
ら
ば
欲
界
の
天
に
対
し
て
勝
れ
て
い
る
の
か
、
劣

っ
て
い
る
の
か
。
劣
っ
て
い
る
な
ら
ば
、
色
界
方
が
欲
界
よ
り
も
劣

っ
て
い
る
の
か
。
勝
れ
て
い
る
な
ら
ば
、
娑
婆
世
界
の
欲
界
色
界
の

勝
れ
る
劣
る
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

【
第
二
の
答
】
欲
色
有
情
優
劣
差
別
彼
土
亦
爾
生
色
界
者
勝
生
欲
界

何
因
四
十
八
弘
誓
願
説
國
中
人
天
形
色
不
同
有
好
醜
者
不
取
正
覺
彼

色
界
形
既
勝
欲
界
形
如
何
説
同
故
知
假
安
立
説
爲
淨
居
天
等
非
實
即

是
欲
色
界
也
於
前
二
解
初
解
爲
正
（
（1
（

　

　

欲
界
色
界
に
住
す
る
者
の
優
れ
る
劣
る
の
区
別
が
あ
る
。
極
楽
浄

土
も
同
じ
で
あ
る
。
色
界
は
欲
界
よ
り
も
勝
れ
て
い
る
。
な
ぜ
法
蔵

比
丘
の
四
十
八
願
の
中
に
極
楽
浄
土
の
人
天
は
形
や
存
在
が
異
な
り
、

好
醜
が
あ
っ
た
ら
正
覚
を
取
ら
な
い
と
説
く
の
か
。
極
楽
浄
土
の
色

界
が
、
欲
界
よ
り
勝
れ
て
い
る
な
ら
、
な
ぜ
同
じ
と
説
く
の
か
、
説

く
こ
と
は
で
き
な
い
。
つ
ま
り
こ
れ
は
仮
に
設
け
る
手
だ
て
と
し
て

淨
居
天
等
と
し
て
い
る
の
で
、
本
当
に
欲
界
色
界
の
天
が
存
在
す
る

の
で
は
な
い
。
前
に
提
起
し
た
二
つ
の
解
答
に
於
い
て
最
初
の
解
答

が
正
し
い
。

　

以
上
第
一
の
問
答
も
、
第
二
の
問
答
も
と
も
に
、
浄
土
に
出
て
く



─ 182 ─

る
「
天
」
の
語
は
、
仮
に
設
け
る
手
だ
て
と
し
て
天
と
し
て
い
る
の

で
あ
っ
て
、
欲
界
色
界
に
含
ま
れ
る
こ
と
は
な
い
。
と
い
う
同
じ
趣

旨
の
問
答
で
あ
っ
て
、
第
一
の
問
答
だ
け
が
正
し
い
と
す
る
と
、
大

変
な
矛
盾
を
生
ず
る
。
長
尾
光
恵
氏
の
質
問
は
、
今
回
の
論
の
根
本

的
解
決
に
は
な
ら
な
い
と
結
論
付
け
ら
れ
よ
う
。

1　
『
釋
淨
土
群
疑
論
』
寶
永
版
一
巻
一
三
帖
～
一
四
帖

2　
『
釋
淨
土
群
疑
論
』
寶
永
版
一
巻
一
八
帖
～
九
帖

3　
『
釋
淨
土
群
疑
論
』
寶
永
版
一
巻
一
〇
帖

4　
『
群
疑
論
見
聞
』　

十
三
丁
右　

佛
教
大
学
研
究
紀
要　

通
号　

三
十
三
号　

一
四
頁　

一
九
五
七
―
四
―
十
五

5　
『
釋
淨
土
群
疑
論
探
要
記
』
巻
第
三　
『
浄
土
宗
全
書
』
六
巻
一
七
九
頁
ｂ

～
一
八
〇
頁
ａ

6　
『
中
国
浄
土
教
理
史
』

7　
『
弥
陀
身
土
思
想
の
展
開
』

8　

平
成
二
十
九
年
度　

教
学
高
塔
講
習
会　

本
講　
「
中
国
浄
土
教
思
想
史

の
展
開
」
金
子
寛
哉　

著　
　

一
二
二
頁

9　

岸
覚
勇
著
『
続
善
導
教
学
の
研
究
』
一
八
八
頁

10　

服
部
英
淳
稿
「
禅
浄
融
合
思
想
に
於
け
る
浄
土
の
解
明
」（『
佛
教
大
学
研

究
紀
要
』
五
〇
号
八
七
頁
）

11　

金
子
寛
哉
稿
「
懷
感
禅
師
に
於
け
る
浄
土
の
三
界
摂
不
摂
論
」（『
佛
教
論

叢
』
一
三
号
六
四
頁
）

12　
『
釋
淨
土
群
疑
論
』
一
巻　
『
釋
淨
土
群
疑
論
』
寶
永
版
一
巻
一
四
帖
～
一

五
帖

13　
『
勝
鬘
經
』『
大
正
蔵
経
』
一
二
巻
二
一
九
頁
ｃ
～
二
二
〇
頁
ａ

14　
『
瓔
洛
經
』『
大
正
蔵
経
』
二
四
巻
一
〇
一
八
頁
ａ

15　

寶
永
版
『
釋
淨
土
群
疑
論
』
一
巻
一
〇
帖

16　

寶
永
版
『
釋
淨
土
群
疑
論
』
一
巻
十
三
帖
～
十
四
帖

17　

寶
永
版
『
釋
淨
土
群
疑
論
』
一
巻
十
四
帖

18　

寶
永
版
『
釋
淨
土
群
疑
論
』
一
巻
十
四
帖

19　

寶
永
版
『
釋
淨
土
群
疑
論
』
一
巻
十
四
帖　
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檀
信
徒
と
共
に
い
た
だ
く
法
然
上
人
の
み
教
え
―
『
縁
の
手
帖
』
を
用
い
た
教
化
―

東
海
林　

良　

昌

は
じ
め
に

　

二
〇
一
四
年
三
月
に
浄
土
宗
が
発
行
し
た
『
縁
の
手
帖
』
の
販
売

部
数
は
現
在
ま
で
四
八
〇
〇
〇
部
に
上
る
。
二
〇
一
五
年
三
月
に
は

同
書
の
記
述
サ
ポ
ー
ト
手
引
書
も
発
行
さ
れ
、
各
寺
院
教
師
が
記
述

者
を
支
援
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
『
縁
の
手
帖
』
は
広
義
の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
に
含
む
こ

と
も
で
き
る
。
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
は
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ

て
広
く
流
通
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
動
向
を
代
表
す
る
分
野
に
は

大
き
く
三
つ
あ
る
。
一
つ
は
遺
産
相
続
や
葬
儀
を
め
ぐ
る
ラ
イ
フ
エ

ン
デ
ィ
ン
グ
産
業
分
野
、
二
に
は
人
生
の
最
終
段
階
に
お
け
る
自
己

決
定
を
め
ぐ
る
医
療
分
野
、
三
に
は
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構

築
を
め
ぐ
る
介
護
分
野
で
あ
る
。
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
は
公
正
証

書
遺
言
の
よ
う
な
法
的
拘
束
力
を
持
た
ず
、
事
前
指
示
書
な
ど
の
よ

う
に
医
療
現
場
で
共
有
さ
れ
る
資
料
で
も
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
の
終
に
向
け
た
諸
事
項
へ
の
希
望
を
書
き
記
す
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
特
色
を
持
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
『
縁
の
手
帖
』

は
、
仏
教
教
団
が
発
行
す
る
唯
一
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
特
色
を
持

っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
法
然
上
人
の
み
教
え
を
檀
信
徒
と
共
有
す
る

た
め
の
教
化
資
料
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
に
関
す
る
研
究
は
主
に
医
療
や
介
護
分
野

で
行
わ
れ
て
い
る
。

　

横
山
氏
は
、
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
を
持
っ
て
は
い
て
も
書
い
て

い
な
い
と
い
う
問
題
点
を
指
摘
し
て
い
る（

（
（

。
普
及
率
と
実
際
の
使
用

率
に
隔
た
り
が
あ
る
の
が
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
の
特
色
と
も
言
え

る
。
こ
の
使
用
率
に
つ
い
て
は
、
下
島
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
そ
の

使
用
率
に
は
男
女
差
が
あ
り
、
男
性
の
使
用
率
は
極
め
て
低
い
と
い

う
（
（
（

。

横組みは近藤先生とありますが
縦組みか横組みか確認
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ま
た
、
使
用
を
す
る
こ
と
に
つ
い
て
も
、
熊
田
氏
は
法
的
拘
束
力

が
な
く
書
い
た
だ
け
の
満
足
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ

ー
ト
の
限
界
性
を
指
摘
し
て
い
る（

（
（

。

　

し
か
し
、
辰
巳
氏
等
は
事
前
指
示
（advance directives:A

D

）

や
事
前
医
療
・
ケ
ア
計
画
（advanced care planning:A

CP

、

ア
ド
バ
ン
ス
ケ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
人
生
会
議
）
が
普
及
へ
の
途

上
に
あ
る
現
段
階
に
お
い
て
は
、
そ
の
導
入
と
し
て
看
護
師
や
介
護

士
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
を
記
述
す
る
必
要

性
を
指
摘
す
る
報
告
を
行
っ
て
い
る（

（
（

。

　

そ
し
て
、
落
合
氏
等
は
、
こ
れ
ら
人
生
の
最
終
段
階
に
お
け
る
自

己
決
定
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て
、
死
生
観
の
共
有
と
、
自
己
決
定

が
最
重
要
視
さ
れ
る
A
D
よ
り
も
、
医
師
、
看
護
師
、
介
護
士
達
と

医
療
や
ケ
ア
の
計
画
を
行
っ
て
い
く
A
C
P
の
利
点
を
挙
げ
、
エ
ン

デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
を
用
い
て
希
望
を
明
確
化
す
る
必
要
性
を
指
摘
し

て
い
る（

（
（

。

　

さ
ら
に
水
谷
氏
は
、
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
で
は
周
囲
と
の
対
話

を
も
と
に
、
そ
の
時
々
の
希
望
を
更
新
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
充

実
し
た
死
の
準
備
教
育
と
悔
い
の
な
い
最
期
を
迎
え
ら
れ
る
と
報
告

し
て
い
る（

（
（

。

　

こ
の
よ
う
に
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
の
研
究
動
向
は
、
そ
の
評
価

を
め
ぐ
っ
て
、
強
制
力
の
無
さ
や
使
用
率
の
低
さ
に
関
す
る
限
界
性

と
、
死
生
観
の
共
有
や
事
前
医
療
・
ケ
ア
計
画
へ
の
導
入
と
な
る
と

い
う
有
用
性
と
の
間
を
行
き
来
し
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
研
究
を
踏
ま
え
た
上
で
、
売
り
上
げ
状
況
、

使
用
後
ア
ン
ケ
ー
ト
、
教
化
の
方
法
に
関
す
る
調
査
を
も
と
に
、

『
縁
の
手
帖
』
に
よ
る
教
化
が
、
人
生
の
終
の
た
め
の
活
動
を
志
す

方
々
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

一
、
月
別
販
売
部
数
の
分
析

　

こ
の
グ
ラ
フ
は
『
縁
の
手
帖
』
月
別
販
売
部
数
を
示
し
て
い
る
。

販
売
方
法
に
有
償
と
無
償
が
あ
る
が
、
ほ
ぼ
有
償
で
あ
る
。
販
売
に

あ
た
っ
て
は
、
広
く
普
及
を
さ
せ
る
た
め
に
、
安
価
の
価
格
設
定
を

行
っ
た
た
め
、
一
〇
〇
〇
部
を
超
え
る
大
量
購
入
も
あ
っ
た
。

　

も
ち
ろ
ん
発
売
当
初
の
販
売
部
数
が
最
も
高
く
、
二
〇
一
四
年
十

二
月
に
は
三
六
〇
〇
部
以
上
の
実
績
を
作
っ
て
い
る
。
購
入
者
は
、

教
区
、
教
化
団
、
青
年
会
、
寺
院
、
教
師
、
葬
祭
業
者
、
一
般
な
ど

で
あ
る
。

　

グ
ラ
フ
が
急
激
な
上
昇
と
下
降
を
繰
り
返
し
て
い
る
が
、
そ
の
理

由
は
、
御
忌
、
彼
岸
、
お
盆
、
お
十
夜
、
な
ど
の
寺
院
年
中
行
事
や

記
念
行
事
の
折
の
施
本
の
た
め
の
大
量
購
入
が
あ
っ
た
た
め
、
特
定
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の
時
期
に

購
入
が
集

中
す
る
の

で
あ
る
。

　

そ
の
使

用
方
法
は
、

前
述
の
行

事
の
施
本

の
ほ
か
に
、

各
種
講
習

会
や
檀
信

徒
大
会
で

の
教
材
は

五
〇
〇
部

～
一
〇
〇

〇
部
の
販

売
実
績
を

確
認
で
き

る
。

　

少
数
で

は
あ
る
が
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
私
立
大
学
、
葬
祭
業
者
の

購
入
も
あ
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
販
売
数
の
分
析
か
ら
わ
か
る
の
は
、
本
書
が
寺
院
の
年

中
ま
た
は
記
念
行
事
、
教
区
単
位
の
檀
信
徒
大
会
、
教
師
向
け
の
研

修
会
な
ど
で
使
用
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
浄
土
宗
の
檀
信

徒
や
教
師
の
研
鑽
の
た
め
に
求
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
そ
の

研
修
を
受
け
た
教
師
が
、
自
坊
の
檀
信
徒
の
た
め
に
購
入
し
た
こ
と

も
想
定
で
き
る
。

　

葬
祭
業
者
も
繰
り
返
し
求
め
て
お
り
、
顧
客
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
一

環
と
し
て
取
り
上
げ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
や
大
学
で
の
購
入
は
、
職
員
や
学
生
の
研
修
と
し
て
使
用
し
た
の

で
あ
ろ
う
。
ま
た
一
般
の
購
入
者
が
多
い
の
も
特
色
で
、
個
人
的
な

関
心
や
自
身
以
外
の
家
族
知
人
の
た
め
の
購
入
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

二
、
使
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
分
析

　
『
縁
の
手
帖
』
に
は
、
使
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
は
が
き
を
同
封
し
た
。

販
売
後
の
返
信
総
数
は
74
で
あ
る
。
そ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
も

ご
紹
介
し
た
い
。

　

設
問
は
六
あ
る
。

　
「
問
1
、
コ
ラ
ム
①
～
⑬
に
つ
い
て
ど
う
思
い
ま
し
た
か
」
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と
て
も
良
い
４
５
（
60
％
）、
良
い
２
１
（
28
％
）、
普
通
７
（
9

％
）、
あ
ま
り
よ
く
な
い
０
、
必
要
な
い
１
（
1
％
）。

　
「
問
2
、
各
記
入
項
目
の
構
成
分
量
に
つ
い
て
ど
う
思
い
ま
し
た

か
」

　

適
切
３
６
（
49
％
）、
普
通
３
１
（
42
％
）、
多
す
ぎ
る
６
（
8

％
）、
少
な
す
ぎ
る
（
1
％
）、
適
切
で
な
い

　
「
問
3
、
書
い
た
後
で
ど
の
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
か
」

　

と
て
も
良
い
３
０
（
41
％
）、
良
い
２
６
（
35
％
）、
普
通
４
（
5

％
）、
あ
ま
り
良
く
な
い
１
（
1
％
）、
良
く
な
い
１
（
1
％
）、
無

回
答
１
２
（
16
％
）

　
「
問
４
、
記
入
に
際
し
て
ど
な
た
と
相
談
さ
れ
ま
し
た
か
」

　

家
族
１
９
（
26
％
）、
親
族
2
（
3
％
）、
友
人
・
知
人
１
（
1

％
）、
お
寺
１
（
1
％
）、
そ
の
他
、
相
談
し
て
い
な
い
４
７
（
64

％
）、
無
回
答
４
（
5
％
）

　
「
問
5
、
総
合
的
な
満
足
度
は
ど
の
く
ら
い
で
す
か
」

　

と
て
も
良
い
３
２
（
43
％
）、
良
い
２
５
（
34
％
）、
普
通
８
（
11

％
）、
あ
ま
り
良
く
な
い
２
（
3
％
）、
必
要
な
い
１
（
1
％
）、
無

回
答
6
（
8
％
）

　

点
数
評
価
（
回
答
総
数
４
７
）　

無
回
答
１
０
（
20
％
）、
０
～
５

０
点
４
（
9
％
）、
６
０
～
７
０
点
７
（
１
５
％
）、
８
０
～
１
０
０

点
２
６
（
５
１
％
）

　

こ
れ
ら
の
内
容
を
分
析
す
る
と
、
使
用
者
の
半
数
以
上
が
、
８
０

点
以
上
の
評
価
を
行
っ
て
お
り
、
お
お
む
ね
良
好
な
評
価
を
得
て
い

る
。
特
色
と
し
て
問
４
の
記
入
に
際
し
て
誰
に
相
談
し
た
か
と
い
う

項
目
で
あ
る
。
相
談
の
対
象
と
し
て
３
０
％
の
使
用
者
が
家
族
、
親

族
、
友
人
知
人
に
相
談
し
た
と
あ
る
一
方
、
相
談
し
て
い
な
い
と
答

え
る
者
が
６
４
％
で
あ
っ
た
。
個
人
で
記
入
し
、
今
後
近
し
い
者
た

ち
に
見
せ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
お
寺
に
相
談
し
た
者
も
お

り
、
快
く
相
談
を
受
け
る
僧
侶
を
想
像
で
き
る
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
は
が
き
に
は
感
想
な
ど
を
記
す
自
由
記
述
欄
を
設
け

て
お
り
、
そ
の
回
答
は
多
様
性
に
富
み
『
縁
の
手
帖
』
の
特
色
を
浮

き
彫
り
に
し
て
い
る
。
以
下
六
つ
に
類
型
化
し
て
み
た
い
。

　

①
旅
立
ち
と
向
き
合
う　

１
８
（
24
％
）

　
　

こ
れ
ら
の
人
々
は
、
記
入
す
る
こ
と
で
、

人
生
の
終
の
た
め
に
と
て
も
必
要
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

死
を
見
つ
め
て
生
き
る
こ
と
が
大
切
な
こ
と
だ
と
よ
く
わ
か

り
ま
し
た（

（
（

。

と
、
こ
の
人
生
か
ら
の
旅
立
ち
と
向
き
合
え
た
こ
と
に
つ
い
て

述
べ
て
い
る
。

　

②
賛
意　

１
３
（
18
％
）
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こ
こ
で
は
、

欲
し
て
い
た
だ
け
に
ど
の
コ
ラ
ム
に
も
満
足
し
て
い
ま
す
。

介
護
施
設
で
20
年
、
自
分
の
た
め
に
も
入
所
者
の
た
め
に
も

使
え
る
素
晴
ら
し
い
手
帖
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
（
（
（

。

と
、
コ
ラ
ム
が
理
解
の
助
け
に
な
り
介
護
施
設
で
も
取
り
入
れ

た
い
と
い
う
賛
意
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

③
批
評
・
意
見　

１
３
（
18
％
）

こ
こ
で
は
、『
縁
の
手
帖
』
に
対
す
る
批
評
や
意
見
が
述
べ
ら

れ
て
い
る
。
例
え
ば

死
の
準
備
を
し
ろ
と
言
っ
て
い
る
よ
う
で
寂
し
い
。
今
ど
う

生
き
て
い
る
の
を
問
わ
な
い
の
で
す
か
。
震
災
で
何
も
し
な

か
っ
た
層
に
不
信
感
が
あ
り
ま
す
。
戦
争
法
要
に
反
応
し
な

い
住
職
は
、
人
の
生
き
方
よ
り
死
に
方
を
見
て
い
る
よ
う
で

嫌
で
す（

（
（

。

と
い
っ
た
、
こ
の
世
を
旅
立
っ
て
い
く
前
の
こ
と
を
そ
も
そ
も

考
え
た
く
な
い
と
い
う
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

④
縁
を
意
識　

９
（
12
％
）

　
　

こ
こ
で
は
、

人
の
縁
、
親
子
の
縁
、
祖
父
母
孫
の
縁
、
兄
弟
の
縁
、
縁
を

大
切
に
す
る
こ
と
。
毎
日
南
無
阿
弥
陀
仏
と
称
え
て
暮
ら
す

こ
と（

（1
（

。

と
、
記
入
す
る
こ
と
で
、
自
分
の
命
が
た
だ
そ
れ
の
み
で
あ
る

の
で
は
な
く
、
ま
わ
り
の
方
や
先
立
ち
し
方
と
の
つ
な
が
り
を

意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

⑤
信
仰
心
の
発
露　

７
（
9
％
）

こ
こ
で
は
記
入
や
コ
ラ
ム
を
読
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
信
仰
心
の

発
露
が
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

浄
土
宗
新
聞
で
教
え
て
い
た
だ
き
早
速
菩
提
寺
の
ご
住
職
さ

ん
か
ら
二
冊
購
入
い
た
し
ま
し
た
。
以
前
葬
儀
屋
さ
ん
か
ら

い
た
だ
い
た
の
に
書
い
た
ん
で
す
が
、
や
は
り
こ
ち
ら
の
ほ

う
が
嬉
し
い
で
す
。
○
○
寺
某
上
人
の
お
導
き
を
い
た
だ
き

西
方
極
楽
浄
土
を
楽
し
み
に
し
て
ま
す
が
、
こ
ん
な
ん
書
く

年
齢
に
な
っ
た
の
か
と
し
み
じ
み
と
て
も
淋
し
く
も
あ
り
ま

す
。
阿
弥
陀
様
の
ご
来
迎
を
心
か
ら
信
じ
て
日
々
念
仏
を
唱

え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す（

（1
（

。

　

こ
の
浄
土
宗
檀
信
徒
向
け
に
法
然
上
人
の
教
え
を
全
面
的
に

取
り
入
れ
た
内
容
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
檀
信
徒
の
信
仰
心
の
発

露
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

⑥
老
病
死
へ
の
不
安　

３
（
4
％
）
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こ
こ
で
は
、

『
縁
の
手
帖
』
を
寺
よ
り
い
た
だ
き
早
速
記
入
し
ま
し
た
。

ひ
と
り
で
は
生
き
て
い
け
な
い
。
人
様
の
お
世
話
様
に
な
り
、

生
き
往
く
こ
と
に
気
づ
き
、
日
々
笑
顔
で
暮
ら
し
た
い
で
す
。

健
康
が
一
番
心
配
で
す（

（1
（

。

　

こ
れ
ら
の
使
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
概
観
す
る
と
『
縁
の
手
帖
』
の

特
色
と
指
導
方
法
が
見
え
て
く
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
よ
う
な
手
帖
は
、

お
お
む
ね
の
ニ
ー
ズ
と
合
致
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
と
、
ま
た
、
書

き
始
め
た
時
点
で
は
、
自
分
の
見
解
を
中
心
に
書
い
て
い
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
、
周
り
の
方
に
相
談
を
し
な
が
ら
書
い
て
い
く
こ
と
を
進

め
る
こ
と
を
心
掛
け
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

ま
た
、
感
想
を
見
て
い
く
と
、
自
分
の
人
生
に
向
き
合
う
こ
と
は
、

他
の
一
般
的
な
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
で
も
行
う
こ
と
は
可
能
で
あ

ろ
う
が
、
縁
を
意
識
す
る
こ
と
、
そ
し
て
信
仰
心
の
発
露
は
、
他
に

は
見
ら
れ
な
い
法
然
上
人
の
教
え
を
基
に
し
た
『
縁
の
手
帖
』
な
ら

で
は
の
特
色
で
あ
り
、
浄
土
宗
の
檀
信
徒
向
け
の
手
帖
で
あ
る
か
ら

こ
そ
実
現
で
き
た
内
容
な
の
で
あ
る
。

三
、『
縁
の
手
帖
』
書
き
方
セ
ミ
ナ
ー
の
取
り
組
み

　

一
般
的
に
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
は
、
書
き
き
る
こ
と
が
難
し
い

と
さ
れ
る
。
宮
城
県
仙
台
市
の
寺
院
で
は
毎
月
の
『
縁
の
手
帖
』
を

書
く
会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
倣
い
、
一
つ
の
方
策
と
し
て
、

二
〇
一
八
年
六
月
よ
り
、
自
坊
で
『
縁
の
手
帖
』
書
き
方
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
て
い
る
。
本
書
は
十
三
の
コ
ラ
ム
が
あ
り
、
毎
月
一
回
一

つ
の
コ
ラ
ム
を
取
り
上
げ
、
記
述
と
組
み
合
わ
せ
て
記
述
を
行
っ
て

い
る
。
概
要
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

『
縁
の
手
帖
』
書
き
方
セ
ミ
ナ
ー　

開
催
概
要

毎
月
１
回　

午
後
２
時
～
３
時

自
坊
書
院

参
加
費
無
料

お
茶
と
お
菓
子
は
自
坊
に
あ
る
も
の
を
準
備

　
　

開
催
内
容

十
念

各
章
の
コ
ラ
ム
を
読
む
（
１
～
2
分
）

僧
侶
の
法
話
（
５
～
１
５
分
）

記
述
の
内
容
に
つ
い
て
隣
同
士
で
話
を
聴
き
あ
う
（
５
分
×

２
）

『
縁
の
手
帖
』
を
書
き
始
め
る
（
２
０
～
３
０
分
）

僧
侶
の
挨
拶
（
3
～
５
分
）

十
念
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お
茶
と
お
菓
子
の
時
間

参
加
者
の
皆
さ
ん
に
感
謝
し
て
終
了

　

こ
の
中
で
大
切
な
の
が
、「
記
述
の
内
容
に
つ
い
て
隣
同
士
で
話

を
聞
き
あ
う
」
で
あ
る
。
隣
同
士
二
人
一
組
で
行
っ
て
も
ら
い
、
相

手
の
話
を
聴
く
時
に
は
、
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
は
せ
ず
、
う
な
ず
い
て

聴
く
こ
と
に
集
中
す
る
。
ま
た
、
こ
ち
ら
が
話
す
と
き
に
は
今
度
は

相
手
が
、
自
分
の
話
を
熱
心
に
聴
い
て
く
れ
る
。
そ
の
時
に
話
す
内

容
は
、『
縁
の
手
帖
』
の
各
項
目
に
つ
い
て
で
あ
り
、
そ
の
話
し
た

内
容
を
基
に
記
述
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

　

す
ぐ
さ
ま
記
述
し
な
さ
い
と
言
っ
て
も
、
な
か
な
か
書
き
始
め
ら

れ
な
い
場
合
が
あ
る
が
、
互
い
の
話
を
聴
き
あ
う
こ
と
で
、
自
分
の

思
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
、
内
容
が
整
理
さ
れ
る
。

　

そ
し
て
、
聴
い
た
話
の
内
容
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
観
点
か

ら
他
言
し
な
い
こ
と
も
大
切
な
点
で
あ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
、
聴
か
せ
て
い
た
だ
く
、

お
寺
を
出
た
ら
聴
い
た
話
を
忘
れ
る
こ
と
を
始
め
に
約
束
し
て
お
く
。

　

自
分
の
話
を
相
手
に
聴
い
て
も
ら
う
こ
と
で
、
考
え
が
整
理
さ
れ

記
述
し
や
す
く
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
取
り
組
み
は
他
の
寺
院
で
も

行
わ
れ
て
お
り
、
参
加
者
が
多
く
な
け
れ
ば
、
教
師
自
ら
が
参
加
者

の
話
を
聴
く
場
合
も
あ
る
。
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
た
参
加
者
の

感
想
を
取
り
上
げ
て
お
き
た
い
。

「
倶
会
一
処
」
と
い
う
一
節
を
知
り
心
が
軽
く
な
り
ま
し
た
。

今
年
は
私
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
大
切
な
方
が
三
人
旅
立

た
れ
ま
し
た
。
も
っ
と
一
緒
に
い
た
か
っ
た
。
も
っ
と
話
し
た

か
っ
た
。
な
ぜ
？
と
い
う
思
い
、
悲
し
さ
と
心
の
痛
み
に
泣
き

崩
れ
て
い
ま
し
た
が
、「
倶
会
一
処
」
が
あ
る
の
で
、
三
人
の

方
と
再
会
す
る
ま
で
私
自
身
が
ん
ば
っ
て
そ
の
方
々
の
分
も
長

生
き
し
て
い
こ
う
と
思
え
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
（
（1
（

。

　

こ
の
感
想
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
檀
信
徒
と
共
に
、
互
い
の
人
生

に
向
き
合
い
、
大
切
な
方
と
の
縁
を
感
じ
な
が
ら
、
法
然
上
人
の
み

教
え
を
い
た
だ
き
、
お
念
仏
を
称
え
る
と
い
う
、『
縁
の
手
帖
』
で

し
か
で
き
な
い
教
化
の
あ
り
方
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

以
上
の
よ
う
に
、
本
稿
で
は
『
縁
の
手
帖
』
の
、
販
売
状
況
、
使

用
後
ア
ン
ケ
ー
ト
、
教
化
の
方
法
に
関
す
る
調
査
を
も
と
に
考
察
を

進
め
て
き
た
。

　

こ
の
『
縁
の
手
帖
』
に
よ
る
教
化
は
、
他
の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー

ト
に
見
ら
れ
な
い
特
色
が
あ
る
。
そ
れ
は
縁
の
意
識
と
信
仰
の
発
露
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で
あ
る
。
こ
れ
は
法
然
上
人
の
み
教
え
を
浄
土
宗
の
檀
信
徒
に
向
け

た
手
帖
で
あ
る
か
ら
こ
そ
実
現
で
き
た
内
容
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
限
定
的
な
内
容
と
も
言
え
る
が
、
浄
土
宗
の
檀
信
徒
に
焦

点
を
絞
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
般
的
な
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
で
は

踏
み
込
む
こ
と
が
で
き
な
い
、
死
生
観
や
宗
教
観
の
共
有
を
成
し
遂

げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

も
ち
ろ
ん
こ
の
手
帖
は
公
正
証
書
遺
言
の
よ
う
に
相
続
に
関
し
て

法
的
な
強
制
力
を
持
つ
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
が
、
人
生
の
最
終
段

階
に
お
け
る
医
療
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
場
合
の
、
そ
の
人
固

有
の
考
え
方
や
信
仰
を
家
族
や
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
従
事
者
に
伝

え
る
意
味
を
持
つ
だ
ろ
う
。

　

医
療
や
介
護
の
現
場
で
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
の
活
用
が
、
今
後

ど
の
程
度
行
わ
れ
る
の
か
は
未
知
数
で
あ
る
が
、
A
C
P
（
ア
ド
バ

ン
ス
ケ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
人
生
会
議
）
な
ど
の
患
者
と
医
療
・

介
護
従
事
者
の
自
己
決
定
や
死
生
観
・
宗
教
観
が
重
視
さ
れ
る
こ
と

に
な
れ
ば
、『
縁
の
手
帖
』
が
果
た
す
役
割
も
大
き
く
な
る
で
あ
ろ

う
。

　　
1　

小
林
不
三
夫
、
伊
藤
裕
久
、
野
口
幸
子
、
横
山
千
尋
「Gerontology

（
老
年
学
）
と
し
て
の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
の
普
及
―
大
学
発
超
高
齢
化

社
会
へ
の
対
応
―
」（『
横
浜
商
科
大
学
紀
要
』
一
一
、
二
〇
一
六
年
）

2　

下
島
裕
美
「
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
に
必
要
な
項
目
―
死
の
時
間
的
展
望

―
」（『
日
本
心
理
学
会
大
会
発
表
論
文
集
』、
二
〇
一
八
年
）

3　

熊
田
梨
恵
「
患
者
の
視
点
か
ら
見
た
患
者
と
医
療
者
に
と
っ
て
よ
り
良
い

意
思
決
定
支
援
と
は
ーA

dvance Care Planning

の
可
能
性
ー
」（『
蘇

生
』
三
四

－

二
、
二
〇
一
五
年
）

4　

辰
巳
有
紀
子
、
森
理
圭
「
看
護
師
・
介
護
士
に
お
け
る
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ

ー
ト
の
認
識
」、『
大
阪
大
学
看
護
学
雑
誌
』
二
五

－

一
、
二
〇
一
九
年
）

5　

落
合
秀
信
、
長
野
健
彦
、
松
岡
博
史
、
金
丸
勝
弘
「
地
方
に
お
け
る
高
齢

者
施
設
で
の
終
末
期
状
態
患
者
に
対
す
る
急
変
時
対
応
に
関
す
る
検
討
」

（『
日
臨
救
急
医
会
誌
』
二
一
、
二
〇
一
八
年
）

6　
「
ノ
ー
ト
を
媒
介
と
し
て
、
周
囲
と
の
対
話
を
し
つ
つ
、
可
能
な
限
り
人

生
の
終
末
期
ま
で
ノ
ー
ト
を
更
新
し
続
け
て
い
く
よ
う
な
継
続
的
な
努
力
こ

そ
、
自
身
に
新
た
な
自
己
変
革
と
成
長
を
常
に
も
た
ら
し
、
そ
れ
が
充
実
し

た
死
の
準
備
教
育
と
な
り
、
終
末
期
に
お
い
て
悔
い
の
な
い
最
期
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」（
水
谷
浩
志
『
共
生
文
化
研
究
』

一
、
東
海
学
園
大
学
、
二
〇
一
六
年
）

7　
『
縁
の
手
帖
』
使
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト

8　

同

9　

同

10　

同

11　

同

12　

同

13　

同
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伊
勢
地
域
に
残
る
中
将
姫
像
に
つ
い
て

藤　

田　

直　

信

は
じ
め
に

　

本
稿
を
成
す
端
緒
は
、
か
つ
て
筆
者
が
安
楽
寺
に
伝
わ
る
木
造
地

蔵
菩
薩
立
像
を
調
査
し
た
際
、
本
像
が
安
置
さ
れ
る
堂
内
に
中
将
姫

像
が
と
も
に
安
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
ご
住
職
よ
り
う
か
が
い
、
一

度
正
式
な
調
査
を
と
依
頼
し
た
こ
と
に
あ
る
。

　

中
将
姫
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
天
平
十
九
年
（
七
四
七
）
に
右

大
臣
藤
原
豊
成
の
娘
と
し
て
生
ま
れ
十
三
歳
で
三
位
中
将
の
内
侍
と

な
り
、
そ
の
翌
年
に
称
讃
浄
土
仏
摂
受
教
（
以
下
、
称
讃
浄
土
教
）

を
一
千
巻
書
写
、
當
麻
寺
に
て
出
家
後
は
法
如
と
号
し
、
同
寺
本
尊

の
當
麻
曼
荼
羅
を
蓮
糸
で
織
っ
た
後
二
十
九
歳
で
往
生
を
遂
げ
た
と

い
う
伝
説
上
の
人
物
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
松
阪
市
安
楽
寺
木
造
中
将
姫
坐
像
（
以
下
、
安
楽
寺

像
）
お
よ
び
伊
勢
市
本
誓
寺
木
造
中
将
姫
坐
像
（
以
下
、
本
誓
寺

像
）
の
調
査
報
告
を
軸
に
類
例
と
の
比
較
を
試
み
た
い
。

一　

安
楽
寺
木
造
中
将
姫
坐
像
に
つ
い
て

　

境
内
に
所
在
す
る
別
堂
・
延
命
閣
に
安
置
さ
れ
る
。
当
堂
中
央
に

は
快
慶
工
房
に
て
制
作
さ
れ
た
木
造
地
蔵
菩
薩
立
像
が
同
堂
本
尊
と

し
て
安
置
さ
れ
る
。
同
像
は
、
後
補
の
台
座
裏
墨
書
に
よ
り
南
都
眉

間
寺
の
僧
に
よ
っ
て
台
座
が
修
復
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
元
来
は

眉
間
寺
旧
蔵
資
料
で
あ
り
、
同
寺
が
廃
寺
と
な
っ
た
後
事
由
は
不
詳

な
が
ら
安
楽
寺
に
移
座
さ
れ
た
も
の
で
あ
る（

（
（

。

　

安
楽
寺
像
は
地
蔵
菩
薩
像
の
右
脇
厨
子
内
に
安
置
さ
れ
る
。
安
楽

寺
像
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
形
状　

頭
部
は
剃
髪
し
、
髪
際
を
明
瞭
化
し
な
い
。
鈍
色
の
法
衣

お
よ
び
袈
裟
を
着
し
、
胸
前
で
合
掌
し
て
座
布
団
を
載
せ
た
台
座
上

に
横
坐
り
す
る
。
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②
法
量　

像
高

　

五
十
二
・
七

セ
ン
チ　

③
品
質
構
造　

ヒ
ノ
キ
と
思
わ

れ
る
用
材
に
て

制
作
さ
れ
る
。

頭
部
は
耳
前
で

前
後
二
材
を
寄

せ
る
。
玉
眼
嵌
入
。
挿
首

と
す
る
。
体
幹
部
は
正
面

材
が
左
右
二
材
を
正
中
矧

ぎ
、
背
面
は
一
材
で
そ
れ

ぞ
れ
構
成
さ
れ
る
。
さ
ら

に
両
外
側
頚
三
角
部
に
補

材
を
あ
て
る
。
こ
れ
に
両

側
面
材
を
寄
せ
る
。
両
手

先
部
お
よ
び
膝
前
部
は
別

材
で
制
作
し
、
体
幹
部
に

寄
せ
る
。
像
内
は
、
体
幹

部
の
み
黒
漆
塗
、
両
側
面
材
や
膝
前
材
、
頸
部
を
除
く
頭
部
は
素
地

の
ま
ま
で
あ
る
。
像
底
部
は
底
板
を
あ
て
、
麻
布
に
黒
漆
を
塗
り
貼

り
付
け
る
。
底
板
に
は
、
中
心
や
や
後
方
よ
り
に
全
幅
十
八
・
五
セ

ン
チ
×
縦
七
・
五
セ
ン
チ
の
納
入
口
を
設
け
、
九
・
八
セ
ン
チ
×

七
・
五
セ
ン
チ
の
引
戸
の
よ
う
な
も
の
で
落
下
防
止
措
置
を
と
る
。

像
内
に
は
経
巻
（
後
述
）
一
巻
が
納
入
さ
れ
る
。

④
銘
記
等　

像
本
体
に
銘
記
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、
像
内
に
次
の
資

料
が
納
入
さ
れ
る
。

『
浄
土
三
部
経
』
一
巻　

全
面
に
金
箔
が
貼
ら
れ
、
開
封
不
能

墨
書
銘

「
於
當
御
胎
内
奉
安
置
自
筆
之
／
浄
土
三
部
玅
典
四
軸
同
巻
／
為

慈
父
寂
誉
定
貞
追
善
也
／
閑
誉
清
月
拝
書
」

附
属
物
に
次
の
銘
記
が
確
認
さ
れ
る
。

　

台
座
付
属
座
布
団
裏
墨
書
銘

「
中
将
姫
尊
像
／
寛
保
二
壬
戌
／
十
二
月
日
／
呈
閑
誉
清
月
」

二　

本
誓
寺
木
造
中
将
姫
坐
像
に
つ
い
て

　

本
堂
裏
に
配
置
さ
れ
た
位
牌
堂
内
に
厨
子
に
納
入
し
て
安
置
さ
れ

る
。
堂
内
に
は
本
誓
寺
開
山
上
人
像
等
が
安
置
さ
れ
る
。

①
形
状　

剃
髪
し
た
出
家
後
の
様
子
を
呈
す
る
。
有
髪
部
は
青
み
が

図 1　安楽寺木造中将姫坐像

図 ２　同像底部
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か
っ
た
鈍
色
に
塗
り
分
け
髪
際
を
明
瞭
化
す
る
。
髪
際
は
中
央
部
を

下
げ
る
。
鈍
色
の
法
衣
に
鐶
を
伴
う
袈
裟
を
着
し
、
そ
の
上
に
背
面

中
央
か
ら
両
袖
に
か
け
て
別
の
衣
を
着
す
。
胸
前
で
合
掌
し
て
台
座

上
に
横
坐
り
す
る
。

②
法
量　

像　

高　

四
十
四
・
八
セ
ン
チ

　
　
　
　

髪
際
高　

四
十
・
八
セ
ン
チ

③
品
質
構
造　

ヒ
ノ
キ
材
を
用
い
て
制
作
さ
れ
る
。
頭
部
は
玉
眼
を

嵌
入
し
、
体
幹
部
に
挿
首
す
る
。
体
幹
部
は
前
後
二
材
を
軸
に
制
作

さ
れ
、
両
外
側
頚
三
角
部
に
補
材
を
あ
て
る
。
こ
れ
に
両
側
面
材
を

寄
せ
る
。
膝
前
部
お
よ
び
両
手
先
部
は
別
造
。
像
底
部
は
底
板
を
あ

て
、
黒
漆
を
塗
っ
た
麻
布
を
貼
り
付
け
る
。
ほ
ぼ
中
央
に
六
・
二
セ

ン
チ
×
四
・
八
セ
ン
チ
の
開
口
部
が
あ
る
も
蓋
が
さ
れ
て
お
り
、
現

状
開
く
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
像
内
に
納
入
品
は
認
め
ら
れ
な
い
。

三　

伊
勢
地
域
に
伝
存
す
る
中
将
姫
像

　

現
在
、
伊
勢
地
域
に
お
い
て
中
将
姫
像
は
ほ
と
ん
ど
確
認
さ
れ
て

い
な
い
。
無
論
、
こ
れ
は
各
自
治
体
の
仏
像
悉
皆
調
査
で
あ
る
と
か

自
治
体
史
編
さ
ん
に
か
か
る
調
査
等
で
判
明
し
て
い
る
デ
ー
タ
か
ら

の
判
断
で
あ
り
、
断
片
的
な
資
料
に
基
づ
い
た
も
の
と
し
か
い
え
な

い
。
が
、
三
重
県
域
に
お
け
る
主
た
る
自
治
体
の
そ
う
い
っ
た
資
料

に
確
認
で
き
な

い
こ
と
か
ら
、

お
よ
そ
前
記
の

傾
向
に
あ
る
と

い
う
こ
と
は
で

き
よ
う
。

　

こ
の
よ
う
な

現
状
に
至
る
事

由
は
詳
ら
か
で

な
い
が
、
残
存
数
か
ら
中

将
姫
信
仰
が
伊
勢
地
域
に

定
着
し
な
か
っ
た
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
そ
の

よ
う
な
中
で
、
先
に
紹
介

し
た
二
例
は
ど
の
よ
う
な

経
緯
で
伝
来
し
た
の
か
を

考
え
て
み
た
い
。

　

ま
ず
、
現
存
環
境
か
ら

見
て
み
よ
う
。
安
楽
寺
像

は
先
に
述
べ
た
と
お
り
、

図 3　本誓寺木造中将姫坐像

図 4　同像底部
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本
堂
内
で
は

な
く
、
境
内

の
別
堂
に
安

置
さ
れ
て
い

る
。
本
像
に

付
属
す
る
資

料
は
一
切
確

認
す
る
こ
と

が
で
き
ず
、

若
干
の
来
歴

を
知
る
も
の

は
像
内
納
入

品
の
み
で
あ

る
。
一
方
、
本
誓
寺
像
は
、
と
も
に
伝
来
し
た
と
み
ら
れ
る
絹
本
著

色
観
無
量
寿
経
曼
荼
羅
（
以
下
、
観
経
曼
荼
羅
）
と
牌
が
残
っ
て
い

る
。
観
経
曼
荼
羅
は
近
年
表
具
部
が
修
復
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
、

旧
納
入
箱
の
一
部
が
保
存
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
「
南
勢
山
田
本
誓

寺
末
曼
陀
羅
寺
三
世
演
智
上
人
之
筆
／
本
尊
曼
陀
羅
大
什
宝
也
／
二

河
山
白
道
院
廿
一
世
宣
誉
暢
」
と
墨
書
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
同
画

に
裏
貼
り
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
書
付（

（
（

に
は
「
奉
表
具
再
興
／
為
三

界
萬
霊
／
于

天
保
八
丁
酉

二
月
上
旬
／

施
主　

欣
浄

寺
拾
九
主　

名
誉（
花
押
）／
願
主　

本
誓
寺　

海
圓
／
表
具
師　

久
世
戸
花
屋
四

代
目　

仙
吉
／
元
京
都
表
具
師
之
銘
尓
貞
享
二
歳
ノ
／
有
記
今
天
保

八
秊
迄
凡
百
五
拾
二
歳
余
」
と
あ
る
。
さ
ら
に
中
将
姫
像
と
併
せ
て

奉
ら
れ
て
い
る
牌
（
図
6
）
に
は
「
曼
陀
羅
前
華
皿
／
中
将
姫
御
飯

器
／
施
主
逆
修
菩
提
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
本
誓
寺
（
曼
陀
羅
寺

か
）
で
は
曼
陀
羅
会
と
い
う
法
会
が
営
ま
れ
て
い
た
よ
う
で
、
こ
の

法
会
で
の
施
主
名
を
刻
ん
だ
牌
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
資
料
か

ら
、
本
誓
寺
像
に
つ
い
て
は
、
本
誓
寺
末
で
あ
っ
た
曼
陀
羅
寺
か
ら

何
か
し
ら
の
理
由
で
移
座
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

な
お
、
曼
陀
羅
寺
に
つ
い
て
、
大
島
泰
信
に
よ
る
「
浄
土
宗
史
」
に

「
伊
勢
の
地
。
曼
陀
羅
の
研
究
者
を
輩
出
せ
り
。
即
曼
陀
羅
寺
演
智

（
一
六
三
四

一
七
一
二
）は
椚
象
十
四
巻
を
著
す
（
後
略
）」
と
あ
る
が（

（
（

、『
蓮
門

精
舎
旧
詞
』
に
は
記
載
が
な
く
、
ど
の
よ
う
な
寺
院
で
あ
っ
た
の
か

は
詳
ら
か
で
な
い
。『
宇
治
山
田
市
史
』
に
よ
る
と
、
当
寺
は
明
治

二
年
（
一
八
六
九
）
に
廃
寺
と
な
っ
た
と
記
さ
れ
る（

（
（

。

図 5　本誓寺絹本著色観無量寿経曼荼羅および旧箱墨書

図 6　本誓寺牌
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こ
の
二
件
以
外
に
鈴
鹿
市
観
音
寺
（
浄
土
宗
）
に
も
伝
来
す
る
よ

う
だ
が
（
（
（

、
実
査
し
て
い
な
い
。

四　

類
例
と
の
比
較

　

こ
こ
で
は
現
存
す
る
次
の
中
将
姫
像
と
安
楽
寺
像
お
よ
び
本
誓
寺

像
と
の
比
較
を
試
み
た
い
。

・
當
麻
寺
木
造
中
将
姫
坐
像
（
以
下
、
當
麻
寺
像
）

・
當
麻
寺
護
念
院
木
造
法
如
坐
像
（
以
下
、
護
念
院
像
）

・
得
生
寺
木
造
中
将
姫
坐
像
（
以
下
、
得
正
寺
像
）

　

こ
れ
ら
は
、
こ
れ
ま
で
度
々
紹
介
さ
れ
て
き
た
作
例
で
、
中
世
後

期
も
し
く
は
近
世
期
の
も
の
で
あ
る
。
現
在
確
認
さ
れ
て
い
る
中
将

姫
の
容
姿
を
あ
ら
わ
す
作
例
で
、
そ
れ
以
前
に
遡
る
も
の
は
絵
像
し

か
確
認
さ
れ
て
い
な
い（

（
（

。

　

下
の
表
は
、
比
較
す
る
作
例
の
基
礎
デ
ー
タ
表
で
あ
る
。
こ
れ
か

ら
う
か
が
え
る
内
容
を
考
え
て
み
る
。

①
法
量　

當
麻
寺
像
を
除
く
他
の
像
は
、
像
高
が
二
尺
未
満
と
さ
ほ

ど
大
き
く
な
い
。

②
構
造　

得
正
寺
像
を
除
き
寄
木
造
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
各
像
の
制

作
年
代
に
主
た
る
造
像
技
法
と
し
て
確
立
し
、
広
く
流
布
し
て
い
る

こ
と
で
も
あ
る
の
で
他
の
尊
像
造
像
と
等
し
く
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

③
像
容　

得
正
寺

像
は
朱
袴
に
打
掛

を
着
し
、
左
手
に

経
巻
を
執
り
、
左

足
を
立
て
膝
と
し

て
坐
す
と
い
う
い

わ
ゆ
る
出
家
前
の

姿
、
俗
体
で
あ
ら

わ
さ
れ
る
。
本
像

以
外
は
出
家
後
の

二
十
九
歳
像
で
あ

る
こ
と
が
注
目
さ

れ
る
。
得
正
寺
像

は
同
寺
開
山
堂
に

本
尊
と
し
て
安
置

さ
れ
て
お
り
、
中

将
姫
を
養
育
し
た

と
さ
れ
る
得
正
お

よ
び
妙
正
の
坐
像

が
と
も
に
安
置
さ

名　称 所蔵者 制作年代 像高
（㎝）

構造 備　考

木造中将姫坐像 當麻寺 永禄元
（1558）

73.3 寄木造 宿院仏師源三郎作

木造法如坐像 當麻寺
護念院

江戸 47.3 寄木造

木造中将姫坐像 得正寺 貞享 3
（1686）

50.6 一木造 15 歳像

木造中将姫坐像 安楽寺 寛保 2 カ
（1742）

52.7 寄木造 像内納入品あり

木造中将姫坐像 本誓寺 江戸 44.8 寄木造

表　中将姫像比較データ
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れ
る（

（
（

。
こ
の
得
正
・
妙
正
坐
像
は
、
元
禄
九
年
（
一
六
九
六
）
に
當

麻
寺
護
念
院
か
ら
寄
進
さ
れ
た
こ
と
が
像
底
部
墨
書
よ
り
知
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
當
麻
寺
と
の
関
係
性
も
深
く
、
中
将
姫
信
仰
の
地
と
し

て
中
将
姫
像
が
伝
存
す
る
こ
と
も
首
肯
で
き
る
。
ま
た
、
前
記
し
た

姫
と
両
人
の
関
係
性
に
よ
り
出
家
以
前
の
像
を
制
作
・
安
置
し
た
の

で
あ
ろ
う
。
な
お
、
得
正
寺
に
は
法
体
に
て
合
掌
す
る
二
十
九
歳
像

も
伝
来
し
て
い
る
よ
う
で
、
こ
れ
は
元
禄
十
二
年
の
造
像
と
な
る
よ

う
で
あ
る（

（
（

。　

　

中
将
姫
像
が
法
体
に
あ
ら
わ
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
は
、
享
禄
四

年
（
一
五
三
一
）
に
成
立
し
た
當
麻
寺
蔵
当
麻
曼
荼
羅
縁
起
（
重

文
）
に
見
ら
れ
る
迎
講
の
場
面
に
描
か
れ
た
中
将
姫
像
や
、
十
四
世

紀
の
制
作
と
な
る
當
麻
寺
中
之
坊
蔵
絹
本
著
色
中
将
姫
像
に
倣
っ
て

の
こ
と
で
あ

ろ
う（

（
（

。
次
に

姿
勢
に
つ
い

て
見
て
み
る
。

安
楽
寺
像
と

本
誓
寺
像
は

合
掌
し
、
横

坐
り
を
す
る
。

當
麻
寺
像
は
両
像
と

同
じ
く
合
掌
す
る
も

坐
り
方
が
異
な
り
趺

坐
す
る
。
當
麻
寺
護

念
院
像
も
や
は
り
當

麻
寺
像
同
様
の
姿
勢

を
取
る
。
本
像
は
、

當
麻
寺
聖
衆
来
迎
練

供
養
会
式
で
使
用
さ

れ
る
も
の
で
、
会
式
で
は
像
内
に
化
生
像
（
菩
薩
坐
像
）
が
籠
め
ら

れ
る
。
安
楽
寺
像
お
よ
び
本
誓
寺
像
が
横
坐
り
す
る
事
由
は
、
女
性

ら
し
さ
を
表
現
す
る
意
図
で
造
形
化
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
一
考

す
る
必
要
が
あ
る
。

④
納
入
品
等　

こ
こ
で
は
納
入
品
が
確
認
さ
れ
て
い
る
安
楽
寺
像
と
、

納
入
品
は
認
め
ら
れ
な
い
が
納
入
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
示
す

開
口
部
を
像
底
に
設
け
た
本
誓
寺
像
に
つ
い
て
考
え
る
。
先
に
示
し

た
よ
う
に
、
安
楽
寺
像
に
は
納
入
品
と
し
て
全
面
に
金
箔
が
施
さ
れ

た
浄
土
三
部
経
一
巻
が
あ
る
。
開
封
が
で
き
な
い
本
巻
で
あ
る
が
、

表
面
に
記
さ
れ
た
墨
書
銘
か
ら
慈
父
寂
誉
定
貞
追
善
の
た
め
、
閑
誉

清
月
が
浄
土
三
部
経
を
書
写
し
、
像
内
に
収
め
た
こ
と
が
わ
か
る
。

図 7　安楽寺像像内納入品

図 8　安楽寺中将姫像座布団裏墨書
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本
資
料
の
み
で
は
写
経
が

行
わ
れ
た
年
代
は
確
定
で

き
な
い
が
、
安
楽
寺
像
の

下
に
敷
か
れ
る
座
布
団
裏

墨
書
に
「
中
将
姫
尊
像
／

寛
保
二
壬
戌
／
十
二
月
日

／
呈
閑
誉
清
月
」
と
あ
る

こ
と
か
ら
、
写
経
も
お
そ

ら
く
寛
保
二
年
（
一
七
四

二
）
頃
の
こ
と
と
思
わ
れ

る
。
記
さ
れ
た
寂
誉
定
貞

と
閑
誉
清
月
が
ど
の
よ
う
な
人
物
か
は
未
詳
で
あ
る
。
し
か
し
、
書

写
し
た
経
巻
全
面
に
金
箔
を
施
す
と
い
う
所
作
か
ら
考
え
る
と
、
一

定
の
経
済
的
基
盤
を
確
立
で
き
た
人
物
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難

く
な
い
。
本
誓
寺
像
に
は
、
筆
者
が
調
査
を
実
施
し
た
段
階
で
は
納

入
品
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
物
品
を
納
め

る
目
的
で
も
な
け
れ
ば
像
底
部
に
底
板
を
配
し
、
開
口
部
を
設
け
る

必
要
性
が
な
く
、
造
像
当
初
は
何
ら
か
の
物
品
が
納
め
ら
れ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。
本
像
は
か
つ
て
伊
勢
越
坂
に
所
在
し
た
曼
陀
羅
寺
に

安
置
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
先
に
記
し
た
。
前
述
の
観
経
曼

荼
羅
も
付
属
す
る
墨
書
銘
等
か
ら
曼
陀
羅
寺
旧
蔵
の
も
の
で
あ
り
、

同
画
の
織
付
縁
起
文
下
方
（
図
9
）
に
見
ら
れ
る
「
沙
門
演
智
筆
」

の
記
述
、
旧
納
入
箱
墨
書
と
併
せ
る
と
、
曼
陀
羅
研
究
僧
と
し
て
知

ら
れ
る
同
寺
第
三
世
の
演
智
が
制
作
し
本
尊
と
し
た
こ
と
が
う
か
が

え
る
。
中
将
姫
が
母
の
菩
提
の
た
め
称
讃
浄
土
経
書
写
を
発
願
し
、

一
千
巻
書
写
成
満
の
の
ち
出
家
し
た
こ
と
は
周
知
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
安
楽
寺
像
の
場
合
、
閑
誉
清
月
に
よ
る
追
善
供
養
と
し
て
の

写
経
行
為
を
中
将
姫
の
称
讃
浄
土
経
書
写
に
準
え
、
中
将
姫
像
の
像

内
に
納
入
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
い
う
視
点
か
ら
、
本
誓
寺
像
に

も
何
ら
か
の
経
典
が
納
入
さ
れ
て
い
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。

お
わ
り
に

　

こ
れ
ま
で
安
楽
寺
像
と
本
誓
寺
像
の
調
査
報
告
旁
、
数
件
の
作
例

と
の
比
較
を
試
み
た
。
伊
勢
地
域
に
お
い
て
も
今
後
の
調
査
等
で
さ

ら
に
作
例
が
増
加
す
る
可
能
性
は
多
分
に
あ
る
。
そ
の
結
果
、
よ
り

詳
細
な
中
将
姫
像
造
像
事
由
も
明
確
に
な
る
で
あ
ろ
う
し
、
中
将
姫

信
仰
の
波
及
実
態
も
明
瞭
化
さ
れ
る
も
の
と
考
え
る
。

　
1　

拙
稿
「
安
楽
寺
木
造
地
蔵
菩
薩
立
像
に
つ
い
て　

―
快
慶
作
の
可
能
性
と

南
都
眉
間
寺
旧
蔵
新
出
資
料
―
」」（
三
重
郷
土
会
『
三
重
の
古
文
化
』
一
〇

図 9　本誓寺観経曼荼羅織付縁起文（部分）
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二
、
平
成
二
十
九
年
）

2　

現
在
は
、
修
復
さ
れ
た
観
経
曼
荼
羅
を
納
入
す
る
木
箱
に
共
に
納
め
ら
れ

て
い
る
。

3　
『
浄
全
』
二
十
所
収

4　

昭
和
四
年
に
刊
行
さ
れ
た
本
書
の
「
寺
院
篇
」
に
「
曼
陀
羅
寺　

浄
土
宗　

同
所
（
船
江
町
越
坂
）
／
明
治
二
、
正
、
廃
寺
」
と
の
記
載
が
あ
る
。
し
か

し
、
こ
れ
以
上
の
事
象
は
認
め
ら
れ
な
い
。

5　

三
重
県
総
合
博
物
館
学
芸
員
・
瀧
川
和
也
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。
瀧
川
氏

に
よ
る
と
、
当
麻
曼
荼
羅
を
本
堂
に
掛
け
る
際
に
併
せ
て
祀
ら
れ
る
よ
う
で

あ
る
。

6　

當
麻
寺
中
之
坊
に
伝
来
す
る
絹
本
著
色
中
将
姫
像
は
制
作
時
期
が
鎌
倉
時

代
に
遡
る
古
例
と
し
て
つ
と
に
知
ら
れ
る
。

7　

得
正
寺
は
西
山
浄
土
宗
の
寺
院
で
、
同
寺
所
蔵
の
「
中
将
法
如
御
一
代
画

伝
」
に
よ
る
と
、
神
護
景
雲
元
年
（
七
六
七
）
に
日
張
寺
（
得
正
寺
）
が
建

立
さ
れ
た
と
記
さ
れ
る
。
当
寺
に
は
平
安
時
代
後
期
の
紙
本
墨
書
称
讃
浄
土

仏
摂
受
経
も
伝
わ
る
。

8　

龍
谷
大
学
龍
谷
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
編
『
極
楽
へ
の
い
ざ
な
い　

―
練
り
供
養

を
め
ぐ
る
美
術
―
』
展
図
録
（
二
〇
一
三
）
の
得
正
寺
木
造
中
将
姫
坐
像
作

品
解
説
に
よ
る
。

9　
「
當
麻
曼
荼
羅
寺
縁
起
」
中
に
描
か
れ
る
中
将
姫
像
は
、
法
衣
に
袈
裟
を

着
し
胸
前
で
合
掌
す
る
像
姿
で
あ
る
こ
と
に
対
し
、
當
麻
寺
中
之
坊
に
伝
わ

る
中
将
姫
像
は
、
法
衣
に
袈
裟
を
着
し
た
上
か
ら
さ
ら
に
衣
を
着
し
て
、
胸

前
に
て
合
掌
す
る
。
な
お
、
大
阪
市
立
美
術
館
に
當
麻
寺
中
之
坊
の
も
の
を

底
本
に
江
戸
時
代
に
制
作
さ
れ
た
絹
本
著
色
中
将
姫
像
が
残
っ
て
い
る
。

追
記　

調
査
に
際
し
て
松
阪
市
安
楽
寺
・
佐
藤
順
晋
上
人
、
伊
勢
市
本
誓
寺
・

西
山
霊
峰
上
人
に
多
大
な
ご
高
配
を
た
ま
わ
っ
た
。
ま
た
、
三
重
県
総
合
博
物

館
学
芸
員
・
瀧
川
和
也
氏
に
は
類
例
の
ご
教
示
等
を
頂
戴
し
た
。
末
筆
な
が
ら
、

記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。
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田
島
得
音
「
教
誡
律
儀
撰
者
に
関
す
る
疑
問
」
に
つ
い
て

　
　
　
―
円
珍
将
来
『
教
誡
律
儀
』
に
関
し
て
―

山　

路　

芳　

範

は
じ
め
に

　

中
国
の
仏
教
類
書
に
中
国
宋
代
の
僧
、
道
誠
に
よ
っ
て
天
禧
三
年

（
一
〇
一
九
）
編
纂
さ
れ
た
『
釈
氏
要
覧
』
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い

て
は
大
正
蔵
経
の
所
載
本
等
を
は
じ
め
と
し
て
三
巻
本
が
あ
る
の
だ

が
、
二
巻
本
も
あ
る
と
言
う
こ
と
に
つ
い
て
『
仏
教
論
叢
』
第
六
十

一
巻
に
述
べ
た
。
現
存
の
確
認
出
来
た
二
巻
本
は
明
代
に
開
版
さ
れ

た
も
の
だ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
単
独
で
開
版
さ
れ
た
の
で
は
な
く
こ

こ
で
取
り
上
げ
る
『
教
誡
律
儀
』、
明
版
で
も
大
正
蔵
経
で
も
『
教

誡
新
學
比
丘
行
護
律
儀
』
と
称
さ
れ
る
も
の
と
共
に
、
開
版
さ
れ
て

い
る
。
仏
教
の
基
礎
知
識
的
な
『
釈
氏
要
覧
』
と
、
出
家
者
日
常
の

生
活
に
つ
い
て
の
規
範
で
あ
る
本
書
が
開
版
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
考

え
さ
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
本
書
が
ど
の
よ
う
な
書
で
あ
る
か
を
み
て
い
く
と
意
外

な
こ
と
が
判
っ
た
。

　
『
二
十
五
種
藏
經
目
録
對
照
考
釋
』
を
み
る
と
中
国
に
於
い
て
は

入
蔵
さ
れ
た
こ
と
は
な
く
、
日
本
に
於
い
て
は
卍
續
蔵
経
、
大
正
蔵

経
に
入
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
た
。

　

大
正
蔵
経
の
も
の
を
み
る
と
「
安
政
戊
午
春
正
月　

縁
山
南
渓
圓

海
撰
」
と
あ
り
、
浄
土
宗
と
し
て
と
は
言
え
な
い
ま
で
も
、
出
家
者

に
と
っ
て
は
有
益
な
も
の
と
い
う
判
断
が
な
さ
れ
増
上
寺
か
ら
開
版

さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

中
国
に
お
い
て
本
書
が
ど
の
よ
う
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
か
を
み
て

み
る
と
、
円
珍
将
来
『
教
誡
律
儀
』
に
関
す
る
田
島
得
音
「
教
誡
律

儀
撰
者
に
関
す
る
疑
問
」（
大
正
大
学
学
報
、
第
二
輯
、
昭
和
二
年
）

に
、「
大
中
八
年
（
八
五
四
年
）
二
月
下
旬
寫
取
佛
瀧
冷
律
師
本　

珎
記
三
月
二
三
日
／
十
年
（
八
五
六
年
）
九
月
十
四
日　

於
國
清
寺

再
勘　

日
本
人
僧
円
珎
記
」
と
円
珍
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
た
場
所
、
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年
月
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
時
そ
こ
に
あ
っ
た
と
言
え

る
。
た
だ
、
そ
こ
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
本
書
の
著
者
に
関
す
る
記
述

が
問
題
と
な
る
。
道
宣
で
は
な
い
「
潤
州
栖
霞
寺
僧
普
通
撰
」
と
記

さ
れ
て
い
た
。

　

こ
の
後
日
本
に
お
い
て
、「
北
京
東
山
泉
涌
寺
住
持
傳
南
山
宗
教

比
丘
思
允
命
工
鏤
板
文
永
十
年
癸
酉
（
一
二
七
三
年
）
八
月
八
日
謹

誌　

料
理
配
字
知
客
比
丘
」
と
刻
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
。
こ
こ
に
は

「
紹
興
十
二
載
壬
戊
（
一
一
四
二
年
）
仲
春
於
思
渓
瞻
雲
題
」
と
記

さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
建
暦
元
年
（
一
二
一
一
年
）
に
帰
朝
し
た
俊

芿
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
に
よ
る
と
推
測
さ
れ
る
も
の
で
あ

り
、
中
国
に
於
い
て
一
一
四
二
年
に
は
「
終
南
山
沙
門　

道
宣　

述
」
と
記
さ
れ
た
も
の
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
し
て
明
版
も
「
終
南
山
沙
門　

道
宣　

撰
」
記
さ
れ
て
い
る
。

一
　

本
書
に
対
す
る
近
現
代
の
研
究
に
お
い
て
前
に
あ
げ
た
田
島
氏
の

「
教
誡
律
儀
撰
者
に
関
す
る
疑
問
」
が
そ
の
基
と
な
る
と
言
え
る
。

　

田
島
氏
は
大
正
大
学
所
蔵
の
円
珍
将
来
本
の
撰
者
と
し
て
「
潤
州

栖
霞
寺
僧
普
通
撰
」
と
記
さ
れ
る
こ
と
か
ら
そ
の
内
容
を
検
討
し
た

上
で
、
道
宣
撰
と
さ
れ
る
本
書
を
撰
述
者
未
詳
と
訂
正
し
た
方
が
よ

い
と
主
張
さ
れ
て
い
る
。

　

田
島
氏
は
「
宋
の
元
照
が
重
録
し
た
「
南
山
律
師
撰
集
録
」
に
は

／
教
誡
新
学
比
丘
行
護
律
儀
一
巻
／
貞
観
八
年
製
、
永
徽
重
修
見
行

／
と
あ
る
。」
と
あ
げ
ら
れ
る
が
、
円
珍
将
来
本
に
対
し
て
「
初
修

本
」
ま
た
は
「
前
修
本
」
と
言
う
言
葉
を
使
わ
ず
、
円
珍
将
来
本
を

表
す
「
智
證
本
」
と
称
し
、
俊
芿
の
将
来
し
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の

を
「
重
修
本
」
と
言
わ
ず
「
現
行
本
」
と
称
し
て
い
る
。

　

田
島
氏
は
大
正
蔵
経
に
あ
る
現
行
本
を
基
と
し
て
智
證
本
を
対
校

し
五
つ
の
指
摘
を
行
っ
て
い
る
。
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　

一
、
智
證
本
に
は
現
行
本
に
あ
る
道
宣
述
の
序
が
な
い
。

　

二
、
題
号
及
び
目
次
の
検
討
。

①
智
證
本
の
題
号
が
「
教
誡
新
学
比
丘
護
律
儀
」
で
あ
る
の

に
対
し
現
行
本
が
「
教
誡
新
学
比
丘
行
護
律
儀
」。

②
撰
者
の
違
い
。
智
證
本
は
普
通
。
現
行
本
は
道
宣
。

③
智
證
本
に
は
目
次
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
現
行
本
に
は
な
い
。

④
智
證
本
で
は
細
目
数
を
「
牒
」
と
数
え
る
が
、
現
行
本
で

は
「
條
」
と
し
て
い
る
。

⑤
二
十
三
項
目
、
四
百
六
十
六
細
目
と
総
数
は
同
じ
で
あ
る

が
、
第
三
、
第
十
五
，
第
二
十
項
目
を
み
る
と
細
目
数
が

異
な
る
。
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三
、
智
證
本
と
現
行
本
の
相
違
箇
所
が
あ
る
。
例
と
し
て
第
三
項

目
の
智
證
本
第
四
十
三
細
目
と
こ
れ
に
相
応
す
る
現
行
本
第

四
十
二
細
目
本
文
を
あ
げ
て
い
る
。

四
、
現
行
本
と
比
べ
智
證
本
の
方
が
文
意
が
明
白
で
あ
る
と
こ
ろ

が
多
い
が
、
写
し
間
違
い
も
多
い
。

五
、
大
正
大
蔵
経
に
本
書
が
収
蔵
さ
れ
る
際
、
恐
ら
く
智
證
本
の

存
在
を
知
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
智
證
本
と
現
行
本

の
対
校
が
な
さ
れ
た
な
ら
ば
、
学
会
に
益
し
た
で
あ
ろ
う
。

　

田
島
氏
は
大
正
大
学
所
蔵
本
に
写
し
間
違
い
が
多
く
あ
る
こ
と
か

ら
、
他
の
善
本
と
の
対
校
、
及
び
諸
大
徳
よ
り
の
示
教
に
よ
り
、
本

書
を
完
備
し
た
も
の
に
し
学
界
に
提
供
し
た
い
と
述
べ
ら
れ
て
い
る

が
、
実
現
さ
れ
て
い
な
い
。

二
　

国
訳
一
切
経
諸
宗
部
十
四
に
も
本
書
が
収
載
さ
れ
て
い
る
。
本
書

に
つ
い
て
は
平
川
彰
氏
が
担
当
さ
れ
、
解
題
も
書
か
れ
て
お
り
、
こ

れ
が
、
本
書
に
対
す
る
評
価
の
基
に
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

本
書
の
解
説
と
し
て
平
川
氏
は
田
島
氏
の
論
文
を
基
と
し
て
解
題

を
書
か
れ
て
い
る
の
だ
が
。
そ
の
内
容
を
見
て
い
く
と
次
の
よ
う
に

な
る
。

　

本
書
は
道
宣
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
も
の
と
さ
れ
、
初
め
貞
観
八

年（
六
三
四
）に
作
ら
れ
た
も
の
が
、
永
徽
元
年（
六
五
〇
）に
重
修

さ
れ
て
い
る
。

　

初
修
本
及
び
重
修
本
の
二
本
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

　

我
が
国
に
は
円
珍
に
よ
っ
て
、
初
修
本
が
将
来
さ
れ
、
俊
芿
に

よ
っ
て
重
修
本
が
将
来
さ
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
田
島
氏
が
「
初
修
本
」、「
重
修
本
」
と
言
う
表
記
を

避
け
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
に
対
し
て
、
平
川
氏
は
こ
の
語
句

を
積
極
的
に
使
用
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

　

平
川
氏
は
本
書
の
撰
者
に
つ
い
て
大
正
大
学
蔵
本
以
外
で
は
道
宣

に
よ
る
撰
述
を
否
定
で
き
な
い
こ
と
か
ら
伝
統
説
で
あ
る
道
宣
撰
に

従
っ
て
お
り
、
現
在
も
一
般
に
道
宣
撰
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
田

島
氏
の
言
わ
れ
る
撰
述
者
未
詳
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
そ
の
理
由
と
し
て
、
本
書
の
内
容
が
道
宣
撰
で
あ
る
こ

と
を
否
定
で
き
な
い
内
容
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
平
川
氏
は
、
田
島
氏
の
指
摘
の
三
に
含
ま
れ
る
の
で
あ
ろ

う
が
、
初
修
本
に
あ
げ
ら
れ
る
第
十
三
項
目
の
十
二
細
目
全
て
が
重

修
本
で
は
省
略
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

田
島
氏
が
例
と
し
て
示
さ
れ
た
第
三
項
目
以
上
に
重
要
な
問
題
と
い

え
る
。
し
か
し
、
こ
の
十
二
細
目
に
つ
い
て
、
解
題
、
本
文
注
に
も
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こ
れ
が
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。

　

平
川
氏
は
本
書
を
掲
載
す
る
際
、
重
修
本
と
さ
れ
る
系
統
で
あ
る

大
正
大
蔵
経
本
を
底
本
と
し
、
初
修
本
に
つ
い
て
は
貞
享
五
年
（
一

六
八
八
）
正
亮
撰
『
教
誡
新
学
比
丘
行
護
律
儀
輯
解
』、
正
徳
四
年

（
一
七
一
四
）
慧
淑
撰
『
教
誡
新
学
比
丘
行
護
律
儀
講
述
』
等
を
参

照
し
た
こ
と
を
述
べ
ら
れ
、
田
島
氏
が
使
用
し
た
大
正
大
学
所
蔵
の

初
修
本
を
参
照
さ
れ
て
い
な
い
。
田
島
氏
の
用
い
た
大
正
大
学
蔵
本

は
、
戦
争
に
よ
っ
て
所
在
が
不
明
と
な
り
、
現
在
大
正
大
学
に
蔵
さ

れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
国
訳
一
切
経
編
纂
当
時
、
田
島
氏
の
い
う
他

の
善
本
も
確
認
で
き
ず
、
田
島
氏
の
指
摘
と
注
釈
書
に
あ
げ
ら
れ
る

円
珍
将
来
本
の
記
述
を
参
照
す
る
以
外
の
方
法
が
な
か
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

三
　

田
島
氏
、
平
川
氏
の
本
書
に
対
す
る
考
え
を
み
た
上
で
本
書
を
見

る
と
案
外
単
純
な
結
果
を
導
き
出
す
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
る
。

　

円
珍
将
来
本
に
つ
い
て
は
現
在
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
が
、

田
島
氏
の
論
文
と
平
川
氏
が
触
れ
た
本
書
の
注
釈
書
や
関
連
書
に
加

え
他
の
資
料
の
幾
つ
か
に
つ
い
て
も
見
て
み
た
。

　

本
書
の
撰
者
に
つ
い
て
、
平
川
氏
は
道
宣
の
考
え
と
異
な
る
こ
と

が
な
い
為
に
道
宣
で
あ
る
と
い
う
伝
統
的
な
解
釈
を
変
え
る
必
要
は

な
い
と
言
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
何
が
道
宣
の
考
え
に
合
っ
て
い
る

か
に
つ
い
て
は
判
断
す
る
も
の
を
持
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
本
書

を
道
宣
撰
と
す
る
上
で
、
円
珍
将
来
本
に
あ
げ
ら
れ
る
編
者
名
を
否

定
す
る
こ
と
に
は
問
題
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
円
珍
本
に
あ
げ
ら

れ
る
「
潤
州
栖
霞
寺
僧
普
通
撰
」
は
重
い
意
味
を
持
っ
て
い
る
と
考

え
る
。

　

本
書
を
道
宣
撰
と
い
う
の
は
前
に
あ
げ
た
宋
の
元
照
が
重
録
し
た

『
南
山
律
師
撰
集
録
』
等
に
よ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
そ
れ
以
前
の

も
の
で
あ
る
円
珍
将
来
本
に
記
さ
れ
て
い
る
も
の
を
切
り
捨
て
る
こ

と
が
い
い
の
か
で
あ
る
。

　

興
福
寺
沙
門
永
超
集
の
『
東
域
傳
燈
目
録
』
を
み
る
と
本
書
に
つ

い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
の
だ
が
、「
同
鈔
玄
談
一
卷
栖
霞
」
の

記
述
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、『
智
證
大
師
将
來
目
録
』
の
「
行
相

法
一
卷
栖
霞
」
を
受
け
て
、
そ
の
前
に
記
さ
れ
て
い
る
『
四
分
律
行

事
鈔
玄
談
一
卷
』
の
編
者
を
栖
霞
と
記
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。　

ま

た
、
大
正
蔵
索
引
で
は
『
智
證
大
師
将
來
目
録
』
の
『
四
分
律
行
事

鈔
玄
談
一
卷
』
も
栖
霞
と
撰
者
名
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
れ
を
誤
り
と

言
っ
て
い
い
の
か
で
あ
る
。
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平
川
氏
は
「
前
修
本
を
後
修
本
と
対
校
し
た
正
亮
や
慧
淑
が
、
撰

者
に
関
し
て
全
く
疑
義
を
打
出
し
て
い
な
い
点
も
、
彼
ら
の
見
た
前

修
本
に
は
撰
者
が
大
正
大
学
所
蔵
本
と
、
或
い
は
異
な
っ
て
い
た
の

で
は
な
い
か
と
云
う
疑
い
が
持
た
れ
る
わ
け
で
あ
る
。」
と
述
べ
ら

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
本
書
の
注
釈
書
を
見
て
い
く
と
、
延
宝
七
年

（
一
六
七
九
）円
鏡
著
の
『
教
誡
律
儀
賛
行
鈔
』
に
事
師
法
第
三
「
二

十
二
平
明
三
下
鐘
了
即
問
訊
白
事
。」
に
対
す
る
校
異
と
し
て
「
普

通
護
律
儀
云
平
明
時
三
下
鐘
聲
了
即
問
訊
白
事
。」
と
あ
げ
て
い
る
。

「
護
律
儀
」
の
前
に
「
普
通
」
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
正

大
学
蔵
本
に
あ
っ
た
、「
潤
州
栖
霞
寺
僧
普
通
撰
」
を
円
鏡
が
知
っ

て
い
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
り
、
本
書
の
撰
者
に
つ
い
て
は
平
川
氏

の
見
解
に
疑
問
が
持
た
れ
る
。

　

次
に
、
円
珍
本
と
現
行
本
の
構
成
に
つ
い
て
こ
こ
で
は
二
点
あ
げ

て
み
る
。

　

一
つ
目
は
田
島
氏
が
触
れ
て
い
な
い
の
だ
が
、
平
川
氏
は
「「
第

十
三
、
入
堂
布
薩
法　

十
二
条
」
が
前
修
本
が
一
一
の
条
文
が
列
挙

さ
れ
て
い
る
が
、
後
修
本
で
は
「
具
さ
に
は
、
鈔
の
文
及
び
布
薩
儀

の
如
し
。
此
に
は
備
さ
に
述
べ
ず
」
と
云
つ
て
省
略
さ
れ
て
い
る
こ

と
等
で
あ
る
。
こ
れ
は
寧
ろ
略
さ
な
い
方
が
よ
い
の
で
あ
り
、
何
故

こ
れ
が
略
さ
れ
た
か
不
明
で
あ
る
。」
と
さ
れ
な
が
ら
こ
の
内
容
に

つ
い
て
は
あ
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
本
書
の
注
釈
書
で
あ
る
大
正
大
学

附
属
図
書
館
所
蔵
の
写
本
『
教
誡
儀
抄
物
』（
図
書
館
の
目
録
で
は

『
教
誡
儀
抄
』
と
な
っ
て
い
る
が
、
現
物
で
は
『
教
誡
儀
抄
物
』
と

な
っ
て
い
る
。
書
名
の
下
に
「
正
安
二
年
（
一
三
〇
〇
）
五
月
二
日

於
南
都
般
若
寺
始
之
」
の
記
述
が
あ
る
。
西
教
寺
文
庫
の
正
教
蔵
に

も
ほ
ぼ
同
じ
写
本
が
あ
る
が
、「
正
和
二
年
（
一
三
一
三
）
五
月
二

日
於
南
都
般
若
寺
西
坊
三
室
始
之
讀
師
尊
道
房
」
と
異
な
る
と
こ
ろ

が
あ
る
）
を
見
る
と
、「
智
證
本
出
之
。
～
」
と
こ
の
十
二
項
目
と

そ
の
解
説
を
あ
げ
て
い
る
。

　

新
修
本
と
さ
れ
る
現
行
本
に
こ
れ
が
あ
げ
ら
れ
な
い
こ
と
は
不
自

然
で
あ
る
と
言
え
る
。

　

ま
た
、
本
書
は
各
条
目
を
簡
潔
に
列
挙
し
て
い
る
の
だ
が
、
第
五

在
院
住
法
の
「
二
十
八
當
觀
四
念
處
約
大
小
乘
經
論
所
明
。」
に
対

し
て
「
智
證
本
云
約
大
小
乘
以
論
。
言
大
乘
者
一
觀
身
如
虚
空
。
二

觀
受
内
外
空
。
三
觀
心
但
有
名
字
。
四
觀
法
善
悪
倶
不
可
得
。
皆
是

大
乘
四
念
處
文
。
／
言
小
乘
者
一
觀
身
不
淨
。
二
觀
受
有
苦
。
三
心

生
滅
。
四
觀
法
。
於
念
念
中
常
加
慈
悲
發
菩
提
之
心
。」
と
あ
り
、

こ
の
説
明
は
他
の
条
目
と
比
べ
突
出
し
て
い
る
。

　

本
書
の
撰
者
を
道
宣
と
し
た
場
合
こ
の
構
成
で
い
い
の
か
と
疑
問

を
持
つ
。
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本
書
の
撰
者
を
断
定
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
円
珍
将
来
本
は

写
本
で
あ
り
、
現
行
本
は
紹
興
十
二
年
と
年
代
を
あ
げ
た
版
本
に
よ

る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
元
と
な
っ
た
も
の
も
本
書
の
完
全
な
も

の
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

お
わ
り
に

　

本
書
の
初
修
本
、
重
修
本
と
さ
れ
る
も
の
が
こ
れ
で
あ
る
と
言
う

資
料
は
、
中
国
の
現
存
す
る
資
料
か
ら
の
確
認
は
取
れ
な
い
。

　

日
本
に
於
い
て
円
珍
本
が
あ
り
、
そ
の
後
俊
芿
に
よ
っ
て
将
来
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
現
行
本
に
道
宣
の
序
が
あ
る
こ
と
か
ら
こ
れ
が

重
修
本
と
さ
れ
現
代
に
至
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　

本
書
を
実
用
書
と
呼
ん
で
い
い
か
は
判
ら
な
い
が
、
道
宣
の
名
が

あ
る
こ
と
が
本
書
に
重
み
を
持
た
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

更
に
、
田
島
氏
の
論
文
の
基
に
な
る
大
正
大
学
所
蔵
本
が
現
在
失

わ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
本
書
に
対
す
る
検
討
が
行
わ
れ
な
い
理
由
で

は
な
い
か
と
考
え
る
。

　

本
書
の
撰
者
に
つ
い
て
は
、
田
島
氏
の
撰
述
者
未
詳
、
平
川
氏
の

道
宣
撰
に
対
し
て
、
伝
道
宣
撰
と
す
る
の
が
妥
当
で
は
な
い
か
と
考

え
る
。

　

田
島
氏
の
い
う
他
の
善
本
も
確
認
で
き
ず
、
大
正
大
学
本
も
失
わ

れ
て
い
る
、
円
珍
本
が
い
つ
発
見
さ
れ
る
か
も
判
ら
な
い
現
状
で
は

あ
る
。
し
か
し
、
本
書
を
検
討
す
る
上
で
、
田
島
氏
の
論
文
や
本
書

の
注
釈
書
か
ら
円
珍
本
を
復
元
し
現
行
本
の
内
容
を
検
討
す
る
こ
と

も
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
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■
彙
　
報  

令
和
元
年
度
・
浄
土
宗
総
合
学
術
大
会
は
、
令
和

元
年
（
二
〇
一
九
）
九
月
四
日
・
五
日
の
両
日
、

東
京
の
大
正
大
学
を
会
場
と
し
て
、
左
記
の
と
お

り
開
催
さ
れ
た
。
主
催
は
浄
土
宗
で
あ
る
。

本
号
は
、
こ
の
学
術
大
会
に
お
け
る
紀
要
で
あ
る
。

ま
た
、
本
年
度
の
学
術
大
会
で
は
、
新
た
な
試
み

と
し
て
パ
ネ
ル
発
表
が
行
わ
れ
た
。

【
大
会
日
程
】

九
月
四
日
（
水
）

　

受
付　
　
　
　
　

午
前
九
時

　

開
会
式　
　
　
　

午
前
九
時
三
十
分

　

基
調
講
演　
　
　

午
前
十
時

　

記
念
撮
影　
　
　

午
前
十
一
時
三
十
分

　

一
般
研
究
発
表　

午
後
一
時
十
五
分

九
月
五
日
（
木
）

　

受
付　
　
　
　
　

午
前
八
時
三
十
分

　

一
般
研
究
発
表　

午
前
九
時

　

パ
ネ
ル
発
表　
　

午
後
一
時

　

閉
会
式　
　
　
　

午
後
三
時
十
分

【
基
調
講
演
】

浄
土
宗
の
寿
命

　

―
死
を
説
か
な
い
宗
教
に
未
来
は
あ
る
の
か
―

�

宗
教
学
者　

山
折
哲
雄

【
パ
ネ
ル
発
表
】

①
初
期
浄
土
宗
教
団
研
究
の
最
前
線
―
湛
空
・
信

瑞
を
中
心
に
―

　

代
表
者　
　
　
　
　
　

大
正
大
学　

林
田
康
順

　

登
壇
者

　
「『
本
朝
祖
師
伝
記
絵
詞
』
の
成
立
背
景
と
湛
空

の
信
仰
」

　

大
正
大
学
綜
合
佛
教
研
究
所
研
究
員

�

平
間
尚
子

　
「
信
瑞
の
業
績
か
ら
み
る
初
期
念
仏
教
団
の
動

向
」

　

国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
研
究
員

�

前
島
信
也

　

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

�
大
正
大
学
非
常
勤
講
師　

柴
田
泰
山

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

�
大
正
大
学
教
授　

林
田
康
順

②
浄
土
宗
関
連
情
報
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
構
想

―
浄
土
宗
総
合
研
究
所
「
浄
土
宗
基
本
典
籍
電

子
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
関
連
発
表
―

　

代
表
者　
　

浄
土
宗
総
合
研
究
所　

佐
藤
堅
正

　

登
壇
者

　
「
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
意
義
と
可
能
性
」

　

浄
土
宗
総
合
研
究
所
副
所
長�

　

今
岡
達
雄

　
「
浄
土
宗
内
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
現
状
」

　

浄
土
宗
総
合
研
究
所
研
究
員　

�

佐
藤
堅
正

　
「
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
新
纂
浄
土
宗
大
辞
典
か
ら
展
開
す

る
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
」

浄
土
宗
総
合
研
究
所
主
任
研
究
員　

�

齊
藤
舜
健

司
会

�

浄
土
宗
総
合
研
究
所
研
究
員　

大
橋
雄
人

③
現
代
浄
土
宗
に
お
け
る
寺
院
の
可
能
性
―
実
施

例
を
中
心
に
―

　

代
表
者　

浄
土
宗
総
合
研
究
所　

東
海
林
良
昌

　

登
壇
者

　
「《
宗
教
の
社
会
貢
献
》
論
を
考
え
る
」

　

大
正
大
学
地
域
構
想
研
究
所
助
教　

髙
瀨
顕
功

　
「
月
参
り
・
中
陰
参
り
の
持
つ
可
能
性
を
考
え

る
」

大
正
大
学
地
域
構
想
研
究
所
研
究
員　

小
川
有
閑

　
「
寺
院
を
活
用
し
た
地
域
共
生
社
会
づ
く
り
―

医
療
・
看
護
・
ケ
ア
と
の
協
働
―
」

　

臨
床
仏
教
研
究
所
特
任
研
究
員　

大
河
内
大
博

　

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

　

医
師
・
東
京
都
健
康
長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー
研
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究
所
研
究
員　
　
　
　

�

岡
村
毅

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
　

浄
土
宗
総
合
研
究
所
研
究
員　

東
海
林
良
昌

【
一
般
研
究
発
表
】

▽
第
一
部
会
（
四
日
）

聖
光
の
法
然
「
顕
彰
」
を
め
ぐ
っ
て　

郡
嶋
昭
示

専
修
念
仏
教
団
と
四
天
王
寺　
　
　
　

伊
藤
茂
樹

近
世
源
信
説
話
に
よ
る
「
扇
面
来
迎
図
」
の
展
開

�
神
居
文
彰

法
然
思
想
背
景
と
し
て
の
南
都
浄
土
教
③

�

坂
上
雅
翁

凡
夫
の
自
覚
攷　

―
『
要
義
問
答
』・『
観
無
量
寿

経
釈
』
の
三
心
解
釈
を
ふ
ま
え
て
―　

曽
根
宣
雄

法
然
上
人
に
お
け
る
四
修
釈
の
受
容
と
展
開
①　

―『
往
生
要
集
』四
釈
書
を
中
心
に
―�

林
田
康
順

IIIF

に
基
く
画
像
ア
ー
カ
イ
ブ
の
構
築　

―
増
上

寺
蔵
宋
版
大
蔵
経
の
場
合
―　

�

　

齊
藤
舜
健

▽
第
一
部
会
（
五
日
）

法
然
上
人
の
死
生
観　

―
『
和
語
燈
録
』
よ
り
見

る
死
生
の
苦
楽
―　
　
　
　
　
　
　
　

下
端
啓
介

「
要
義
問
答
」
の
撰
述
時
期　

―
四
修
釈
の
観
点

か
ら
―　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
谷
旭
充

「
蘆
山
寺
本
」
の
書
き
込
み
に
つ
い
て　

―
順
序

と
時
期
―　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

春
本
龍
彬

『
西
方
指
南
抄
』
の
原
初
形
態
に
関
す
る
一
考
察

�

安
孫
子
稔
章

法
然
教
説
に
お
け
る
聖
（
ひ
じ
り
）
に
つ
い
て

�

市
川
定
敬

「
尼
入
道
」
正
機
論　

�

佐
々
木
誠
勇

真
葛
傳
語
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　

真
柄
和
人

▽
第
二
部
会
（
四
日
）

『
法
然
上
人
恵
月
影
』
関
係
資
料
に
つ
い
て
Ⅲ

�

堤
康
雄

伊
勢
地
域
に
残
る
中
将
姫
像
に
つ
い
て

�

藤
田
直
信

江
戸
時
代
初
期
に
み
る
光
明
寺
に
つ
い
て

�

大
谷
慈
通

江
戸
時
代
の
聖
冏
へ
の
追
慕　
　
　
　

石
川
達
也

黒
田
眞
洞
の
思
想
の
背
景　

―
普
寂
に
つ
い
て
の

言
及
の
考
察
―　
　
　
　
　
　
　
　
　

鷹
司
誓
榮

義
山
の
行
実
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　

曽
田
俊
弘

天
明
年
間
の
津
軽
領
内
浄
土
宗
寺
院
の
動
向

�

遠
藤
聡
明

▽
第
二
部
会
（
五
日
）

九
条
兼
実
の
念
仏
信
仰
を
め
ぐ
る
一
考
察

�

峯
崎
就
裕

『
決
定
往
生
集
』
に
お
け
る
暫
信
暫
不
信
の
得
失

―
辺
地
胎
生
の
構
造
―　
　
　
　
　
　

服
部
純
啓

諸
檀
林
掟
書
に
つ
い
て
の
一
考
察　
　

青
木
篤
史

諸
行
本
願
義
に
よ
る
法
然
批
判　

―
『
選
択
集
述

疑
』
を
中
心
に
―　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田
淳
雄

良
忠
上
人
に
お
け
る
道
綽
『
安
楽
集
』
の
引
用
と

そ
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て　
　
　
　
　

大
橋
雄
人

▽
第
三
部
会
（
四
日
）

善
導
に
お
け
る
滅
罪
観
の
変
遷　
　
　

小
川
法
道

『
釈
浄
土
群
疑
論
序
』
再
考　

�

　

長
尾
光
恵

道
綽
に
お
け
る
二
諦
に
つ
い
て　
　
　

里
見
奎
周

杏
雨
書
屋
所
蔵
の
『
釈
浄
土
群
疑
論
』
新
写
本
に

つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
屋
正
順

田
島
徳
音
「
教
誡
律
儀
撰
者
に
関
す
る
疑
問
」
に

つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
路
芳
範

『
釋
浄
土
群
疑
論
』
巻
第
一
「
於
前
二
解
初
釋
爲

正
」
の
意
味　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上
真
瑞

曇
鸞
祖
師
金
身
碑
記
に
つ
い
て　
　
　

石
川
琢
道

『
観
念
法
門
』
所
引
の
『
観
仏
三
昧
海
経
』
に
つ

い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柴
田
泰
山

▽
第
三
部
会
（
五
日
）

戦
前
ハ
ワ
イ
に
お
け
る
葬
儀
に
つ
い
て

�

魚
尾
和
瑛
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第
十
八
願
「
十
方
衆
生
」
解
釈　

―
澄
円
を
中
心

に
―　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
田
一
裕

ヨ
ー
ガ
階
梯
に
対
す
る
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ラ
ナ
の
解
説
⑩

（
自
在
神
へ
の
祈
念
Ⅱ
―
４
）　�

近
藤
辰
巳

イ
ン
ド
浄
土
教
に
お
け
る
仏
像
と
臨
終
行
儀

�

中
御
門
敬
教

『
般
若
経
』
の
衆
生
救
済
と
浄
土
教　

―
菩
薩
の

誓
願
と
十
善
業
道　
　
　
　
　
　
　
　

森
山
清
徹

▽
第
四
部
会
（
六
日
）

興
善
寺
蔵
「
名
体
不
離
版
木
」
考
察　

森
田
康
友

六
念
法
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　

八
橋
秀
法

柏
心
寺
蓮
誉
上
人
『
入
院
記
』
と
晋
山
式
変
遷
の

一
考
察
（
１
）
―
中
宿
か
ら
行
列
ま
で
―

�

安
静
俊
祐

浄
土
宗
の
聲
明
に
関
し
て
（
一
）�

　

若
林
隆
仁

地
蔵
菩
薩
法
要
に
つ
い
て　
　
　
　
　

西
城
宗
隆

次
世
代
継
承
に
関
す
る
研
究
①　
　
　

名
和
清
隆

次
世
代
継
承
に
関
す
る
研
究
②　
　
　

和
田
典
善

次
世
代
継
承
に
関
す
る
研
究
③　
　
　

袖
山
榮
輝

▽
第
四
部
会
（
七
日
）

寺
院
版
災
害
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
研
究
班
（
１
）

―
災
害
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
役
割
に
つ
い
て
―

�

宮
坂
直
樹

寺
院
版
災
害
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
研
究
班
（
２
）

―
震
災
か
ら
学
ぶ
寺
院
の
日
常
の
備
え
―

�

馬
目
一
浩

寺
院
版
災
害
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
研
究
班
（
３
）　

―
寺
院
で
の
災
害
備
蓄
品
（
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
浄
土

宗
青
年
会
畳
半
畳
備
蓄
運
動
の
場
合
）
―

�

加
藤
正
淳

寺
院
版
災
害
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
研
究
班
（
４
）　

―
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
―

�

三
宅
俊
明

僧
侶
に
必
要
な
こ
と
、
必
要
な
も
の　

法
澤
賢
祐

第
７
回
宗
勢
調
査
に
み
る
浄
土
宗
寺
院
の
現
状

�

今
岡
達
雄

檀
信
徒
と
共
に
い
た
だ
く
法
然
上
人
の
教
え

―
『
縁
の
手
帖
』
を
用
い
た
教
化　

東
海
林
良
昌

【
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
】

増
上
寺
入
寺
帳
の
研
究
―
数
字
で
み
る
近
世
浄
土

宗
僧
侶
の
実
態
―　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
真
昭

日
本
各
地
の
徳
本
名
号　
　
　
　
　
　

�

念
仏
行
者
徳
本
研
究
会　

代
表 

石
川
達
也

日
常
勤
行
の
多
言
語
化
―
浄
土
宗
総
合
研
究
所

「
浄
土
宗
日
常
勤
行
式
の
多
言
語
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
成
果
報
告
―　
　
　
　
　
　
　
　

�

浄
土
宗
総
合
研
究
所　

代
表 

田
中
芳
道

浄
土
宗
基
本
典
籍
の
英
訳
に
つ
い
て
―
浄
土
宗
総

合
研
究
所
「
浄
土
宗
基
本
典
籍
の
英
訳
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
成
果
報
告
―　
　
　
　
　
　
　

�

浄
土
宗
総
合
研
究
所　

代
表 

石
田
一
裕

＊
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
拠
る
。
収
録
論
文
と
発
表

題
目
が
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

�

（
各
部
会
発
表
順
・
敬
称
略
）

�

（
大
橋
記
）
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発　　行　浄　　　　土　　　　宗
編　　集　浄　　　　土　　　　宗
京都市東山区林下町・浄土宗宗務庁内

　　　

編
集
後
記

・『
佛
教
論
叢
』
第
六
四
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

・
本
号
は
大
正
大
学
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
令
和
元
年
度
・
浄
土
宗
総
合
学
術
大
会
（
九
月
四
日
・
五
日
）
に

お
け
る
基
調
講
演
と
パ
ネ
ル
発
表
、
お
よ
び
一
般
研
究
発
表
の
成
果
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

・
基
調
講
演
に
お
い
て
は
「
浄
土
宗
の
寿
命
―
死
を
説
か
な
い
宗
教
に
未
来
は
あ
る
の
か
―
」
と
題
し
て
宗

教
学
者
の
山
折
哲
雄
先
生
に
貴
重
な
ご
講
演
・
ご
提
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
先
生
に
は
お
忙
し
い
中
、

講
演
録
を
ご
校
正
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

・
ま
た
今
回
か
ら
の
新
た
な
試
み
と
し
て
パ
ネ
ル
発
表
を
企
画
し
、
三
件
の
貴
重
な
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

各
パ
ネ
ル
登
壇
者
に
当
日
の
発
表
概
要
を
ま
と
め
て
も
ら
い
、
そ
の
内
容
を
本
誌
に
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。

・
一
般
研
究
発
表
の
成
果
に
つ
い
て
は
、『
佛
教
論
叢
』
編
集
委
員
会
の
厳
正
な
査
読
を
経
て
、
許
可
さ
れ

た
研
究
論
文
と
研
究
ノ
ー
ト
の
二
種
の
み
を
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。

・
本
大
会
な
ら
び
に
本
誌
に
関
し
ま
し
て
、
ご
意
見
や
ご
感
想
を
頂
戴
し
、
更
に
充
実
し
た
も
の
を
制
作
し

て
い
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

�
（
林
田
記
）
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とする ”havir-yajña” に分類される祭式。
10）ヴェーダ祭式のうち、ソーマを供物として供える ”soma-yajña” に分類される七つの祭

式の総称。この祭式では犠牲獣も大きな役割を果たす。それぞれの祭式が区別され、独
立して行われるということをヨーガ学派は主張している。

11）Br
4

hadāran
4

yaka Upanis
4

ad 2.4.5 。
12）”havir-yajña” に分類される祭式。火の神アグニに、乳を供える祭式。
　尚、上記の訳注（８）、（９）、（11）については、［松濤］、［辻］を参考にして記した。
13）Chāndogya Upanis

4

ad 8.7.1 。
14）Taittirīya Samhitā 2.1.1。
15）つまり、「風神は最も速い神格である」ということが事実として述べられているのであ

る。
16）ヨーガ学派、讃辞は必ず事実を述べていると主張している。
17）校訂者が ”dharma” の前に “a” を補っているのに従った。
18）校訂者が ”dharma” の前に “a” を補っているのに従った。
19）Br

4

hadāran
4

yaka Upanis
4

ad 3.7.3、4 。
20）「自在神には超自然力などがあるので、目などを通じて認識するのではない」という主

張。
21）つまり、影は実体であると主張しているのである。

（主な参考文献）
Rukmani,T.S., Yoga-sūtrabhās

4

yavivaran
4

a Vol.1, Munshriram Manoharlal Publishers Pvt.Ltd, 
2001

Leggetto, Trevor, śan4kara on the yoga sūtras , Motilal Banarsidass Publishers,Delhi,1992
松濤誠達　『ウパニシャッドの哲人』　講談社　1980 年
辻直四郎　『インド文明の曙』　岩波新書　　　1967 年
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さらに、「助けとなるものがないと、認識する能力がないから、目は認識でき
ない」という議論も不適切である。例えば、稲妻の激しい光ったとき、また、
稲妻が出現したとき、（目がくらんで）何も見えなくなってしまう。（光とい
う）見る助けがある場合に、見たことに驚いて、閃光を認識できなかったとい
うことではあり得ない。（つまり、助けがあっても、目が認識できない場合が
ある。）（以上のように、我々の主張には）矛盾が存在しないことなどが述べら
れたのである。
　さらに、医学書には、影は心地がいいとか涼しいとか書かれている。「実体」
でないものに、心地良さとか涼しさとかはあり得ない。摂取される体に良いも
の（が「実体」であるの）と同様である。「無（つまり存在しないもの）」に対
して、体に良いとか体に悪いとかは言えない。（21）　また、灯火があるから影が
認識されるからである。闇は「無（つまり光の欠如）」であるというのならば、
灯火の光があたりを丸く照らしている場合に、灯火が存在しているのにどうし
て影が存在するのか。

「訳注」
１）以下、「自在神は一切知者である」という、ヨーガ学派の主張に対して、議論がなされ

ている箇所の続きである。
２）校訂者が、”sarvajñatvam” の前に、”a” を補って、”a-sarvajñatvam” としているのに従

って訳した。
ヨーガ学派は、「反対論者が『自在神が認識対象であることを理由に一切知者ではない』と

主張するならば、精神的なものであるはずの自在神が、壺などと同様の非精神的なもの
になってしまうという誤謬に陥る」と主張している。

３）つまり、ヨーガ学派は、自在神は直接知覚によって認識されるという立場であり、反対
論者の「自在神は直接知覚できない」という主張は、自在神は認識できるという他の二
つの正しい認識根拠である、聖典や推論が示す結果と矛盾すると言っているのである。

４）五火二道説によるところの、輪廻するアートマンが、「胎内に入ってから、その宿主か
ら飛び出すまで」が有身、「飛び出してから再び次の胎内に入るまで」が無身であると
いう意味であると考える。

５）本稿注記（４）に示したように、あるアートマンがある時は有身で、ある時は無身であ
るということはあり得ることであるが、そのアートマンが同時に

4 4 4

有身であったり、無身
であったりすることはあり得ないと主張している。

６）Kat
4

ha Upanis
4

ad 2.21 。
７）Br

4

hadāran
4

yaka Upanis
4

ad 3.7.15 。
８）Mund

4 4

aka Upanis
4

ad 1.1.9 。
９）”darśapūrnamāsa” を訳した言葉。ヴェーダ祭式のうち、穀物、乳、乳製品などを供物
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　また、目によって認識されるべきものであっても、目が認識しないことが、
実際には確認されている。目で認識されるべきすべての真っ暗なものを、目を
閉じていても心を集中すれば、認識できるのである。しかし、同じ真っ暗な場
合でも、目を広く見開いていても、心がよそに行っていれば、決して認識され
ない。例えば、空における、光の認識と同様である。
〔反対論者の主張〕
　しかしながら、闇とは、単に光がないだけのことであり、「実体」ではない
のである。
〔ヨーガ学派の主張〕
　そうではない。（つまり、闇は「実体」である。）「無」には、「もの」を覆い
隠す力はないからである。（つまり、闇には覆い隠す力があるので、「実体」で
ある）
〔反対論者の主張〕
　壺などが認識されないのは、認識の必要要素である光がないからであり、闇
が「もの」を覆っているからではない。
〔ヨーガ学派の主張〕
　そうではない。目は（その内に）光を持っているから、（認識を）助けるも
のとして光に依存する必要はない。異なる種類の「もの」に対して、それらの

「もの」を覆い隠すものがない時、目に光があるから、それらの「もの」をそ
れぞれの明るさで照らすのである。正に、灯火は、他の灯火という第二のもの
に依存して照らすことはないのである。
　また、目が（認識する場合に）他の光に依存するというならば、夜であって
も、月の光に伴われている場合には、目が昼間と全く同じように、色形を認識
できるという過ちに陥る。覆い隠す原因となるものが存在しないのであるから。
　さらにまた、もしも、闇は「無（つまり光の欠如）」であるというのならば、
光が近くにない月明かりの夜に、「少し暗い」ということは、あり得ないはず
である。なぜならば、（月の）光が存在することによって（闇が）完全に消し
去られるからである。一方、光も「実体」であるから、（明るさが）弱いとか
強いとかの違いがあり得る。「無（つまり存在しないもの）」には、違いが存在
しないからである。
<p.70 l.1>
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それはちょうど、器官とそれを所有するものとの関係と同様である。
〔反対論者の主張〕
　（自在神は）眼などを感覚器官として有するから、我々などと同様に、すべ
てのものを知覚することはできないはずである。
〔ヨーガ学派の主張〕
　そうではない。あらゆるものを対象として認識できるものたちには、その障
害となる原因がないからである。本来すべてのものを対象領域とするはずの感
覚器官は、悪行（17）に妨げられて、自らの対象領域を制限してしまうのである。
　さらに、悪行（18）など、正しい認識を妨げる障害がない者（つまり自在神が
関わるものの）の感覚器官は、それ（つまり制限）がないから、あますところ
なく自らの認識対象を認識することができ、（汝らが指摘するような）過失は
ない。
<p.69 l.1>
　さらに、自在神は、自ら自身の器官はもたないが、あらゆる生き物の器官を
通じて、器官を所有するもののように、すべてのものを経験する。そして、そ
の内に（自在神が）入り込めない対象はどこにも存在しない。「地の内にある
もの。水の内にあるもの。」（19）というなどの天啓聖句には、感情を抑止した者
と名付けられる自在神が、あらゆるものの内に存在することが述べられている
からである。
　また、彼のサットヴァは、卓越しており、永遠にして無上な能力と知をその
性質とするという自在神としての特質を有している。虚空のようにすべてのも
のに遍在しているから、すべてのものと関わっている。すべてのものを目的と
しているから、すべてのものを対象として照らすものである。善行や悪行など
から離れた存在であるから、その能力に障壁はない。従って、（自在神は）身
体や器官をもたないという主張をしたとしても、自在神の一切知者性は成立す
るのである。
〔反対論者の主張〕
　心は、目などを通して初めて、色などを認識できるのである。
〔ヨーガ学派の主張〕
　そうではない。（それらのことは、自在神に）超自然力や善行などがない場
合のこととして、すでに説明された。（20）
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どの聖句は、（自在神を）対象としているのであるから、アグニホートラ祭（12）

など（を行うこと）で補完することは正しくない。
〔反対論者の主張〕
　（自在神を念じたり、瞑想したりしても、祭式を行わなければ、何の）果報
もないではないか。
〔ヨーガ学派の主張〕
　そうではない。「かのアートマンを知るものは、あらゆる世界に到達する。
あらゆる欲望を正しく識別する。」（13）などと述べられ、（祭式を行わなくとも）
果報を獲得し得ることが、規定されているからである。
〔反対論者の主張〕
　確かにそのように述べられているが、それは、「帰依（upāsanā）をせよ」と
いう規定の補完であるから、ただの讃辞（stuti）にすぎない。（つまり事実を
述べているのではない。）
〔ヨーガ学派の主張〕
　それは間違っている。讃辞の内容が事実を述べないということは絶対にない。

「風神こそが、最も速い神格である。」（14）と（讃辞が）述べられた場合、（事実
として）風神が有する「最も速い性質」の否定が否定されているのである。（15）

〔反対論者の主張〕
ある場合には、事実でないものであっても、讃辞などになることはないのか。
〔ヨーガ学派の主張〕
　それはありえない。ここでは、推論によって（その存在が事実として）確定
されたものだけが（讃辞として）採用されるからである。（16）

〔反対論者の主張〕
　次の反論を行う。自在神は、あらゆるものの行為器官に結び付いているので
あれば、あらゆる生き物の楽苦に関わることになってしまうではないか。
〔ヨーガ学派の主張〕
　そうではない。（生き物ごとに）存在因が異なっているから。輪廻するもの
たちは、善行などを原因として、享受する身体などに関わるのである。悪行
などの原因が、（生き物が受ける）苦などに結び付くのである。しかし、自在
神は（生き物の）善悪に関わる行為などはしない。（他の生き物の）身体など
の行為器官に関わることは、超越した自在力などを原因としているからである。
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　（自在神が）身体を持つということと、身体を持たないということは矛盾す
るではないか。
〔ヨーガ学派の主張〕
　それは間違っている。解脱に向かっているあるアートマンが、身体を持たな
かったり、身体を持ったりすることが確認されるから。（４）

〔反対論者の主張〕
　その場合、時期が異なるから誤謬はないのである。（５）

〔ヨーガ学派の主張〕
　時期が異なる場合にそうなることは当然であるが、（自在神に関しては）そ
うではない。自在神の場合には、同時に二つのことが、必ず成立する。つまり、
自在神であれば、身体を有することも、有しないことも（常に）正しいのであ
る。
　天啓聖典にも（自在神に関して）同様のことが説かれている。「身体に存在
する、身体のないもの。」（６）と。同様に、「すべての生き物の内に存在するも
の。」（７）と。「全知者、すなわち一切を知る者。」（８）などと。
〔反対論者の主張〕
　（天啓聖典は相互に）立場が異なっているから、天啓聖典からは自在神につ
いての正しい理解は得られない。
〔ヨーガ学派の主張〕
　そうではない。（天啓聖典は）他の何かによって補完（śes

4

a）されるような
ものではないから（言葉通りに受け止めねばならない）。天啓聖典が象徴的に
示していることなどが行為によって補完されねばならない場合には、どれ一つ
としても、正しい認識根拠とはならない。
〔反対論者の主張〕
　聖典の学習をせよという規定を採用する以上、新月・満月祭（９）などの実践
が（学習のための）補完となる。
〔ヨーガ学派の主張〕
　そうではない。ジヨーティシュトーマ祭（10）などに関するもののような別の
規定があるからである。正に、ジヨーティシュトーマ祭などに関して、それぞ
れ個別の章立てによって説明されているので、互いに補完しあうことはないの
と同様に、「（自在神は）念ぜられるべきである。瞑想さるべきである。」（11）な
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とはない。
〔反対論者の主張〕
　（自在神は）アートマンであるから（一切知者ではない）。
〔ヨーガ学派の主張〕
　そうだとすると、汝らにとっての諸自在神は、解脱したアートマンと同様に、
認識したり、されたりしないものとなってしまう。
〔反対論者の主張〕
　（その主張は、自在神は見えないという）直接知覚（の結果）と矛盾する。
〔ヨーガ学派の主張〕
　この場合も、先と同様に、推論などと矛盾する。
　つまり、（汝らは）「過去にも、未来にも自在神を認知したものはいないの
であるから、現在においても、諸自在神を認知するものは特定できていない。

（自在神は）生きているにもかかわらず。」などと（主張したいのであろうが、
そうではない）。
　過去や未来において、正しい認識根拠を持つ者たちは、程度の差こそあれ、

（自在神を）すでに認識し、あるいは、今後認識するであろう。正しい認識根
拠を持っているのであるから。それ（つまり、自在神の認識）に関しては、今
の我々にも同様のことが言える。
〔反対論者の主張〕
　（自在神は）身体を持っていないから一切知者でない。解脱した者や虚空な
どと同様に。
〔ヨーガ学派の主張〕
　それは間違っている。（自在神は）身体を持つ者であるから。
〔反対論者の主張〕
　目の前にいても、いなくても、その性質のすべてが確定していない自在神は
身体を持たない。すでに説明したように、身体を持つ者は、必ず何かしらの確
定的な性質を持っているからである。
<p.68 l.1>
〔ヨーガ学派の主張〕
　その通り、（自在神は）身体を持たない者である。
〔反対論者の主張〕
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＊使用テキスト：Patañjali-Yogasūtra-Bhās
4

ya-Vivaran
4

a, Madras Goverment Oriental 
Series Vol.94, 1952

＊Vivaran
4

a は Yoga-sūtra に対する複註であるが、本稿で訳出した箇所においては、
Yoga-sūtra あるいは、Vyāsa の Bhās

4

ya からの引用部分はない。
＊訳文中の（　）内は訳者による補足である。

　<p.67 l.12= テキスト 67 ページの 12 行目を示す >
〔ヨーガ学派の主張〕（１）

　さらにまた、推論と聖典によって存在が確定している自在神が一切知者であ
るということを、（自在神が）「認識対象であること」などの属性を有すること
を想定することによって、否定すると汝がいうのであるならば、それと同じ考
え方により、（自在神は精神的なものであるにもかかわらず）認識対象である
が故に、壺などと同様に、非精神的なものになってしまう。なぜならば、（そ
れらの主張の間に）矛盾がないからである。「認識対象であること」が、一切
知者でないことによって包括されるのというのであれば、それと同じように、
非精神的なものなどによっても（包括されるはずである）。（２）

〔反対論者の主張〕
　（その主張は、自在神は見えないという）直接知覚（の結果）と矛盾する。
〔ヨーガ学派の主張〕

（自在神は見えないという）その主張においても、推論や聖典と矛盾している
ことがはっきりと見て取れる。（３）

　さらにまた、「認識対象であること」などの属性が共通であるからといって、
同種であれ、異種であれ、何かある性質（この場合は、非精神性）が、何かあ
るものに存在すると誤って想定されることはありえない。なぜならば、「認識
対象であること」などの属性はあらゆる事物の中に存在するからである。「認
識対象であること」を示すことなどが、正しい認識を混乱させる目的を持つこ

Yoga-sūtra Bhās
4

ya Vivaran
4

a 試訳（第 1 章 25-4）

近　藤　辰　巳
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